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Ｄクラッカーズ・ショートＩ


欠片─piece─





あざの耕平
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　村崎久都
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　手紙１─a day─







「食べちゃった……」


　海うみ野の千ち絵えは空からになったクッキーの缶かんを前に、簡かん潔けつな表ひよう現げんで事実を述のべた。平静を装よそおっていたが、声には自みずからのしでかしたことに対する驚おどろきと後こう悔かいの響ひびきがある。


　姫ひめ木き梓あずさは行ぎよう儀ぎ悪く指先を舐なめ、同意して頷うなずいた。


「美お味いしかったでしょ？」


「……とても美味しかったわ」


「よかった」


　と梓はにっこり微笑ほほえんだ。


　晴天まばゆい日曜の午後。


　二人はマンションの裏うら手てにある小屋の前に座すわっていた。以前梓が壊こわしてしまった看かん板ばんを修しゆう理りしていたのだ。作業が終わり、缶コーヒーを片かた手てにくつろいでいるところだった。


　心地ここちよい天気だった。


　冬の寒風は凪ないでいて、陽光は柔やわらかい。地面のアスファルトも暖あたたかで、思わずごろりと寝ね転ころんでみたくなった。


　梓の気分は上々だった。


　ここ数日、彼女は奇き妙みようで陰いん鬱うつな事じ件けんの渦か中ちゆうにあった。その事件が一いち段だん落らくし、ひとまずの休息を味わっている最中なのである。それは、多くの懸け念ねんを棚たな上あげにした休息かもしれなかったが、心の安まる時間には違ちがいなかった。


「でも、ほんとによかったのかしら？　勝手に全部食べちゃって」


「うん。いいの、いいの。色々と気を揉もまされてるんだから、これぐらいの献けん上じよう品ひんがなくっちゃね」


「け、献上品？」


「あ、ごめん。こっちの話」


　梓がとぼけて舌したを出す。千絵は困こん惑わくしたが、常つねにない相あい棒ぼうの笑え顔がおを見て、追つい及きゆうはやめることにした。


　梓と千絵は葛くず根ね東ひがしに通うクラスメイトである。梓は一か月前に転校してきた帰国子女で、千絵はクラスの委員長を務つとめる優ゆう等とう生せいだ。二人は親しくなって間もないが、共に事件に関かかわることで、互たがいに対する信しん頼らいを高めていた。


　二人が関わった事件とは、校内に蔓延はびこるドラッグ密みつ売ばいの事件だった。


　同級生の飛び降おり自殺未み遂すいから始まった一連の事件は、梓の幼おさななじみである少年を巻まき込こみ、予想もせぬ展てん開かいを辿たどりながら一いつ層そう不ふ可か解かいな決着を遂とげた。事件が一段落したいまも、疑ぎ惑わくの多くは霧きりの中に包まれていた。幼なじみの少年も、その疑惑の一つである。


　梓が彼と再さい会かいしたとき、少年にかつての面おも影かげはなかった。彼女が見つけたのは臆おく病びようで優やさしかった幼なじみではなく、ドラッグの闇やみと神しん秘ぴを引き連れた、『ウィザード』と呼よばれる人物だった。


　少年の名は、物ものの部べ景けい。


　景のことを考えると、梓の表ひよう情じようにかげりが差した。彼は彼女に心を閉とざし、こうしているいまもなお、夜の世界に身を浸ひたしているのである。


　──でも。


　と梓は残らず片づけてしまったクッキーの缶を見つめた。


　そのクッキーは、かつての幼なじみが大好きだったクッキーだ。


　小屋から見つけたクッキーの缶は、表面上は変わってしまった彼の中に、梓の知る懐なつかしい少年がまだ住んでいることを彼女に空想させるのだった。


「あ」


　と梓が声を出した。


　千絵が首を傾かしげて「どうしたの？」と尋たずねる。


　梓は立ち上がり、自分の思いつきに相そう好ごうを崩くずしながら、


「ねえ、千絵。何か書く物ないかしら？」


　と言った。


　それは少し退たい屈くつで、実に長閑のどかな──何事もない日曜の午後だった。






　狩しゆ猟りよう─hunt─







　ジッ、と小さな音を立てて火が点ともる。


　火は煙草たばこの先へと移うつり、呼こ吸きゆうに合わせてジリジリ震ふるえた。


「──とまあ、そういう訳わけさ。何か質しつ問もんは？」


「ない」


「じゃあ感想は？」


「気持ちのいい天気だ。願わくば家で本を読んでいたかった」


「そう言うなよ。俺おれだって野や郎ろうと二人で、こんな所に来るのは不本意だぜ」


「お前のは身から出た錆さび。僕ぼくのはいい迷めい惑わく」


「そりゃ酷ひどい。ありゃ不ふ可か抗こう力りよくだぜ」


「不可抗力？」


「そうとも」


「件くだんのバイヤーは女だ」


「それがどうした。人類の半分は女だ」


「お前の口は女に対し軽くなる傾けい向こうがある」


「だからどうした。俺の美点さ」


「ベッドの上だと極きよく端たんに軽い」


「黙もく秘ひ権けんを行使します」


「最近お前からの連れん絡らくの多くは、件のバイヤーのアパートからかかってくる」


「しまった。番号通知か。女の一ひと人り暮ぐらしが、なんて無用心な」


「お前のは身から出た錆。僕のはとんだとばっちり」


「いやー、参った参った」


「そういう台詞せりふは参った顔をして言え」


　再ふたたび煙草の火が膨ふくれる。次いで、吐はき出された紫し煙えんに包まれる。


　指先でノックされた煙草から、燃もえ尽つきた灰はいがパラパラこぼれた。


「ま、過か去この女に未練を残しても始まらぬ。明日の恋こい人びとに愛を語ろう」


「一つアドバイスだ。お前は黙だまってる方がもてる」


「ジレンマだな。ともあれ、そういうことでいいか？」


「仕方ない」


「じゃ、そういうことで」


　その台詞を最後に会話は終わった。


　煙草の火はもみ消され、後に灰と吸すい殻がらと一ひと筋すじの煙けむりが残った。





　　　　◆◆◆◆◆





　本来、下へ手たを打ったのは、またしてもフリーアイのはずだった。ところが奴やつが自分のヘマをもみ消そうと、そのバイヤーを脅きよう迫はくしたところ、思わぬ情ネ報タが転がってきた。


　フェスタがセルネットを裏うら切ぎっているという。


　情ネ報タをつかんだのがフリーアイ一人なら、その先どうなっていたかわかったものではない。だが、フェスタ背はい信しんの知らせはエリゴルの知るところとなった。二、三の調ちよう査さの末、どうやら真実マブネタらしいと判はん断だんしたエリゴルは、次に二つの選せん択たくを迫せまられた。すなわち、部下の裏切りを放置していたことを上じよう層そう部ぶへと通達するか、自分の裁さい量りようの下もと、細さい胞ぼう内で処しよ理りするか。エリゴルは後者を選んだ。


　かくしてフィッシャーこと溝みぞ内うち淳じゆん也やは、細胞リーダーのエリゴル、細胞仲間のフリーアイと共に、裏切ったフェスタを狩かり出すために呼よび出された。


　晴天下の週末。テーマパークは人の群むれでごった返していた。


　淳也はガムを嚙かみながら舌した打うちした。人ひと捜さがしには向かない場所だ。もっとも、だからこそ逃にげ込んだのだろうが。


「これじゃカプセルは使えないな」


「何、構かまうもんか。人のことなんざ、誰だれも気にしねえよ」


　とフリーアイがうそぶく。


「おまけに野郎は悪オ魔ー持ナちーじゃねえ。戦せん闘とうにはならねえから問題ないさ。楽な仕事イージー・ミツシヨンだ」


　サングラスをかけた顔がニヤニヤと笑っていた。瘦やせた身体からだに似に合あわないミリタリールック。ベストの下から改かい造ぞうエアガンを吊つったホルスターがのぞくのを見て、淳也はうんざりした。カーゴパンツのポケットや腰こしに回したポーチの中身も容よう易いに想そう像ぞうができる。


「フリーアイの言うとおりだ」


　と、こちらはフリーター然としたエリゴルが、ぶっきらぼうに同どう意いした。


「第一、この人込みの中から俺たちだけで奴を見つけ出すことはできない。フリーアイの力がいる」


　リーダーのお達しなら仕方がない。淳也が無む言ごんで肩かたを竦すくめると、フリーアイはキヒヒと笑った。


　三人がいるのはテーマパークのほぼ中央だった。時計台を中心に円形の花か壇だんとベンチがある。そのベンチの側そばである。


　花壇で揺ゆれているのは赤と黄色のチューリップ。真上をジェットコースターが走り過すぎ、その後を追うように、カラフルな風船が一つ、空を飛んでいった。


　──まったく。コッケーだよな。


　男三人、しかもジャンキーが仲良く集つどって格かつ好こうの付くシチュエーションではない。遠くに聞こえるパレードの響ひびきや、スピーカーから流れる陽気なＢＧＭ。陽光降ふり注ぐ青空の下、ごった返す行楽客の雑ざつ踏とうと賑にぎわい。やる気を削そぐこと甚はなはだしかった。


　だが、やるべきことはやらねばならない。エリゴルが頷うなずくと、フリーアイはベストの胸むねポケットからタブレット・ケースを取り出した。じゃらじゃらとケースを振ふる。中身はビタミン剤ざいでもなければ風か邪ぜ薬ぐすりでもない。


「じゃあ、始めるぜ。時間を合わせろ」


　フリーアイが腕うで時ど計けいを掲かかげる。エリゴルは淡たん々たんと、淳也は鼻からため息をもらしながら、つき合って時計を確かく認にんした。


　フリーアイはストップウォッチ機き能のうの付いた腕時計をスタートさせて、タブレット・ケースを口に当てた。口に入った錠じよう剤ざいを、嚙かみ砕くだいてのみ込む。


「ぐ……」


　半はん透とう明めいのレンズの奥おくで、フリーアイの両目が狭せばまった。サングラスをしていなければ、彼の両目が赤く染そまるのがわかっただろう。同時に、うなじの毛が逆さか立だつような感覚が淳也を襲おそった。


　フリーアイが自みずからの悪あく魔まを召しよう還かんしたのだ。


　フリーアイが飲用したのは、『カプセル』と呼よばれるドラッグだった。悪魔召還を可か能のうとするドラッグである。


　悪魔はカプセルをのまなければ目で見ることができない。しかし、自らも悪オ魔ー持ナちーであり、実働細胞アクト・セルの一員として経けい験けんを積んできた淳也は、カプセルをのむまでもなく、現あらわれた悪魔の気け配はいを察知していた。


　フリーアイの使し役えきする悪魔は無数の羽虫の姿すがたを取る。親指大の羽虫が何なん匹びきも召還されるのだ。攻こう撃げき力りよくはないに等しいが、彼はその無数の羽虫と視し覚かくを共有することができた。また羽虫には嗅きゆう覚かくがあり、特定のにおいの後を追うことができる。彼はこの能力を使って、チームの「索さく敵てき」を担たん当とうしていた。今回のような人捜しマン・サーチには、打って付けの悪魔だろう。


「ふっ……く……」


　フリーアイは人事不省に似た状じよう態たいになって、ベンチの上に座すわり込んだ。百に届とどく視し界かいを得て、混こん乱らんが生じているのだ。だが彼はその中から必要な情じよう報ほうだけを取しゆ捨しやすることができる。すでに慣なれている淳也とエリゴルは、フリーアイの姿を隠かくすように、さりげなく立つ位置を変えた。


「……わからないな」


　フリーアイの報告を待ちながら、淳也はぼそっとつぶやいた。


「何がだ？」


「フェスタさ。あいつはフリーアイの能力を知ってる。こんなところに紛まぎれたところで逃げきれないとわかってるはずだ」


　淳也たちは全員、セルネットと呼ばれるカプセル密みつ売ばい組そ織しきに属ぞくしていた。この組織は、リーダーが一人と部下が三人という、四人一組のグループ『細セ胞ル』で構こう成せいされている。『細セ胞ル』という最小単位のグループが、ピラミッド状に組み合わさりながらネットワークを構成しているのである。


　このネットワークは基き本ほん的に組織的な活動はとらない。情報とカプセルを流通させるだけの機構である。しかし例外が二つある。一つは、幹かん部ぶクラスの上位細胞で、彼らは組織運営に関かかわっている。そして、もう一つが淳也たち実働細胞アクト・セルだ。その名の示すとおり、上層部の決定した指し示じに従したがって、調査や工作、場合によっては脅きよう迫はくや襲しゆう撃げきを行う実行部隊である。


　淳也たちの実働細胞アクト・セルは組織内でも腕うで利ききで通っていた。悪魔戦に強いエリゴル。遊撃手の淳也。索敵能力を持つフリーアイ。そして情報戦の達人フェスタ。この四人の持つ能力バランスが優すぐれており、任にん務む遂すい行こうの達成率は極きわめて高かった。


　特にフェスタだ。その性質上、実働細胞アクト・セルのメンバーは悪オ魔ー持ナちーであることが望ましい。淳也たちの場合も、四人中三人が悪魔召還に成功していた。だが、フェスタだけは違ちがった。彼は悪魔を持っていない。にもかかわらず彼が淳也たちの細胞に加わっていたのは、彼の情報収しゆう集しゆう力りよくが卓たく越えつしていたからだ。淳也はフェスタの情報収集力や分ぶん析せき力りよく、情報操そう作さの手しゆ腕わんを高く買っていた。その彼が裏うら切ぎりがバレたからといって、あたふたと逃とう亡ぼうし、あげくテーマパークへ逃げ込むというのは、どうにも不自然な気がした。


「他ほかに選せん択たく肢しがなかったからだろう。イレギュラーな発覚だったからな」


　淳也の疑ぎ問もんに対し、エリゴルはそれほど注意を払はらわなかった。彼の思案はすでにフェスタの後をどう埋うめるかにあるようだった。


　淳也は首を振ふった。


「逃にげても捕つかまるとわかってるんだ。俺なら申し開きを考える。あいつは情報屋としては市内屈くつ指しだ。自分の価か値ちがわかってれば、交こう渉しよう次し第だいで助かると考えるんじゃないか？」


「交渉の余よ地ちがない、と判はん断だんしたんだろう。我われ々われは奴やつの裏うら切ぎり行こう為いすべてを把は握あくしている訳わけではない。中には、セルネットが絶ぜつ対たい看かん過かしないようなことも、しでかしていたのかもしれん」


　エリゴルがむっつりと意見を口にする。


　──なら、いよいよ上には報告できないな。


　と淳也は皮ひ肉にくに思った。彼は、内輪でけりをつけたがっているエリゴルの本心が気にくわなかった。


「もしそうならＤＤに駆かけ込む。少なくとも、一人で逃げ惑まどったあげく、こんな袋ふくろ小こう路じに逃げ込んだりしない」


「袋小路？」


「そうだろ？　このテーマパークは周りを塀へいで囲まれてる。非ひ常じよう口ぐちを計算に入れても、脱だつ出しゆつルートは限げん定ていされる。俺たちを撒まくためだとしても不ふ適てき当とうな場所だ。あのフェスタが、たとえイレギュラーな事じ態たいでせっぱ詰つまっていたとしても、こんな所に逃げ込むか？」


　エリゴルは相変わらず無愛想な表情のまま、微かすかに不ふ快かい感かんを見せた。


「何が言いたい？」


「何か企たくらんでるんじゃないかってことさ。奴の用意周しゆう到とうさは、あなたもよく知ってるはずだ。ネットを裏切るほどのリスクを背し負よってたなら、いざってときの予よ防ぼう措そ置ちも用意してあったと思わないか？」


　淳也はそう言って周囲の人波を見回した。


　細胞構成員は自らの所属する細胞の階位──世代によって、コードネームを振り分けられる。コードネームの頭かしら文も字じはアルファベットの昇しよう順じゆんになっており、淳也のコードネーム『フィッシャー』は頭文字が『Ｆ』、つまり第五世代細胞フイフス・セルであることを示しているのである。


　コードネームを与あたえていることからもわかるように、セルネット内では基本的に構成員の個人情報は伏ふせられる。直ちよく接せつ会うのも自分の所属する細胞内だけであり、それ以外の人間とは接せつ触しよくしないのだ。これは情報漏ろう洩えいを防止するためである。このシステムのおかげで、今回のように構成員が裏切っても組織全体はダメージを受けずに済すむ。また、エリゴルの思おも惑わくのように、内部のゴタゴタを秘ひ密みつ裏りに処しよ理りすることもできる。


　従って、淳也はフェスタの顔は知っていても彼の本名は知らない。実は裏切り者だったとなれば、本当はどこの誰だれで、何者なのか、知れたものではないのである。


　懐かい疑ぎ的な淳也の意見に、エリゴルもしばらく耳を傾かたむけていた。しかし結局は「考えすぎだ」と一いつ蹴しゆうした。


　淳也は顔に出さないようにしていたが、内心失望を抑おさえられなかった。


　エリゴルはリーダーとして、確たしかな決断力と実行力を備そなえている。しかし未知の状じよう況きように対して危き険けんを察知する「勘かん」のようなものは持っていなかった。考えてみれば、これまで彼らの細さい胞ぼうは未知の状況というものを経験していないのだ。フェスタがその才気を活いかし、事前にあらゆる情じよう報ほうを彼らのために用意してくれていたからである。


　──嫌いやな予感がするぜ。


　淳也はガムを嚙かみながら、そっと自分の持つカプセルへ指を伸のばした。


「いたっ」


　突とつ然ぜん、それまで自失状じよう態たいだったフリーアイがかすれ声で叫さけんだ。淳也とエリゴルは鋭するどく振ふり向いてフリーアイの声に集中した。


　フリーアイはまだ虚うつろな視し線せんを宙ちゆうに投げていた。自分の目ではなく、羽虫たちの目に映うつる映えい像ぞうを見ているのだ。


「ヒヒヒッ、見つけたぜフェスタぁ～」


　フリーアイの舌したが伸びて、唇くちびるを舐なめた。顔には悪あく魔まを行使する愉ゆ悦えつが浮うかんでいる。


　フリーアイを見る淳也の視線に、少しばかりの嫌けん悪おが混まざった。享きよう楽らく的なジャンキーであるフリーアイは、同じく調子のいい性せい格かくだったフェスタとつるむことが多かった。プライベートでも、彼の情報でさんざん世せ話わになっているはずだ。なのに、いま、かつての仲間を追いつめるフリーアイには、一いつ片ぺんの同情もなかった。


　所しよ詮せんはドラッグで繫つながる関係だ。淳也にしろ、この二人に連帯感を求めるほど馬ば鹿かではない。だが、こうも露ろ骨こつに狩かりを楽しむ姿すがたを見せられると、さすがに嫌いや気けが差した。


「こんな近くにいたとはな。いい度ど胸きようだ。おかげで、逆に気づくのが遅おくれ……」


　と、不意にフリーアイの声が揺ゆれた。


「なんだ……こいつ？」


　瞳ひとみの焦しよう点てんは相変わらずぼやけたままだが、フリーアイの表情に怪け訝げんな色と緊きん張ちようが走った。


　同時に淳也とエリゴルが身を強こわ張ばらせた。


　悪魔の気け配はいだ。それも非ひ常じように強い。


　頭上をジェットコースターが走り抜ぬけた。その直後、フリーアイが悲鳴を上げて立ち上がった。


「フリーアイ！」


「伏せろ！　攻こう撃げきされた！」


　淳也とエリゴルは素す早ばやく身を伏せ、ベンチの裏に回った。


　悲鳴が途と切ぎれたあともフリーアイは呆ぼう然ぜんと立っていた。が、やがて力が抜けたようにベンチの上に崩くずれ落ちた。


「……消えた」


　悪魔の気配が消えていた。淳也とエリゴルは鋭するどく警けい戒かいしながらベンチの陰かげから出た。


　淳也は周りの人波に向かって射いるような視し線せんを飛ばした。近くにいた客の何人かは、フリーアイの悲鳴を聞いて何事かとこちらを見ていた。もっとも、ジェットコースターの轟ごう音おんで悲鳴が搔かき消されたため、気づいた者は少ない。淳也が厳いかめしい顔でにらみつけると、そそくさと視線を逸そらしていった。


　淳也が周囲を警戒している間に、エリゴルがフリーアイの様子を見た。そして、「やられた」と苦い声でつぶやいた。


「悪魔か？」


「間ま違ちがいない。くそっ。一いつ瞬しゆんでやられるとは……何者だ？」


　エリゴルが口にした疑問は、淳也の中でも激はげしくわき上がっていた。


　フェスタではない。彼は悪オ魔ー持ナちーではなかった。共に指令をこなしてきたのだ。隠かくしていたとしても気づかないはずがない。


　──とすると……


　まったくの第三者ということは確かく率りつ的にあり得ない。おそらくはフェスタに仲間がいたのだ。あるいは用よう心じん棒ぼうを雇やとったか……いずれにせよ、セルネットでも評ひよう価かの高い淳也たちに攻撃を仕し掛かけてきたからには、ただ者ではあるまい。また、この人込みの中、あえて悪魔戦を仕掛けたということは、悪魔の制せい御ぎよに絶ぜつ対たいの自信を持っている証しよう拠こだろう。相当腕うでに覚えのある奴やつの仕し業わざだ。


　嫌な予感が当たった。淳也は苛いら々いらとガムを吐はき捨すてた。


　と、そのとき淳也の視界に一人の人物が映った。人込みの向こうに、こちらを注視する人物がいた。


　──誰だれだ？


　その人物はこの陽気にもかかわらず丈たけの長いウィンドブレーカーを着て、しかもフードをかぶっていた。フードが邪じや魔まをして顔まではわからないが、明らかにこちらを見ている。


　淳也がカプセルを取り出すと、その人物は身を翻ひるがえした。


「待てっ」


　聞こえる距きよ離りではなかったが、淳也は思わず声を出していた。ウィンドブレーカーの人物はすぐに雑ざつ踏とうに消えた。





　　　　◆◆◆◆◆





「ブルーのウィンドブレーカーだと？」


　意い識しきのないフリーアイを担かついで場所を移い動どうしたあと、淳也の目撃した人物の外見を聞いて、エリゴルは眉まゆをひそめた。


「知ってるのか？」


「噂うわさを聞いた。確たしか『ウィザード』がそんな格好をしていたはずだ」


「ウィザード？　聞いた名だな。確か第二世代細胞セカンド・セルの一人がやられた奴じゃなかったか？」


　淳也が言うと、エリゴルは意外そうな顔をした。


「それもあるが、最近じゃもっと有名だ。ＤＤの甲か斐い氷ひよう太たを負かしたってな」


「甲斐を!?」


　淳也は驚おどろいて聞き返した。


「噓うそだろ。あの甲斐氷太を負かしただ？　デマじゃないのか？」


「詳くわしくは知らない。だがもっぱらの噂だ」


　エリゴルが苦々しく言うと、淳也は疑うたがわしそうな顔で鼻を鳴らした。ＤＤというのはドラッグ・ドッグズの略りやくで、カプセルユーザーからなる葛くず根ね市の第二勢せい力りよくだ。セルネットの宿しゆく敵てきでもある。甲斐氷太はそのＤＤの統とう率そつ者しやだった。


　淳也たちは一度甲斐の悪あく魔まを目にしたことがある。何体もの悪魔を下してきた彼らだったが、甲斐の悪魔は、はっきりいってそれまで対決してきた悪魔とは別格だった。そのときは直ちよく接せつ戦うことはなかったが、あの悪魔を見た淳也たちは、以後も二度と甲斐と戦せん闘とうするようなことにはなるまいと固く誓ちかったものだ。


「眉まゆ唾つばだな。がまあ、そのウィザードってのが最近名を挙げてることはわかった。さっき見たのが、そのウィザードなら、そいつはフェスタと手を組んでたってことだ。第二世代細胞セカンド・セルがやられた件けんにも、フェスタが嚙かんでたのかもしれない」


　もしそうならフェスタが淳也たちとの和わ解かいを諦あきらめたのも納なつ得とくがいく。セルネットは、幹かん部ぶである第二世代細胞セカンド・セルを倒たおしたウィザードを賞金首として追っている。フェスタがウィザードと組んでいたことが知られれば、ただでは済すまないだろう。


「さて……どうする？　結局フェスタもウィザードも見失っちまったが」


　淳也が尋たずねるとエリゴルは感かん情じようを押おし殺して、


「退たい却きやくする」


　と短く答えた。


　正しい判はん断だんだ。フリーアイが意識不明となったからには、フェスタを捜さがすことは極きわめて困こん難なんになった。また、ウィザードが嚙んでいるとなれば、もはや細さい胞ぼう内で不ふ祥しよう事じをもみ消すわけにもいかない。上じよう層そう部ぶに報ほう告こくし、戦力を増ぞう強きようしてことに当たる必要があった。


　エリゴルが保ほ身しんに目をくらませることなく、冷静に判断している点は評価できる。しかし……


「できるかな？　こうなった以上、立場は逆転したぜ。今度はこっちが狩かられる側だ」


「馬ば鹿かな。フェスタは我われ々われのことを知っている。攻こう撃げき型悪魔二体を同時に相手にするつもりだというのか？」


「そうとも。考えてみてくれ。ウィザードは自分から姿すがたを見せたんだぜ？　俺たちを逃にがせば、ネットからの追っ手がかかると承しよう知ちの上でだ。もし単に逃げ延のびることが目的なら、何も自分の存そん在ざいを示しめす必要はない。あれはあいつらの宣せん戦せん布ふ告こくさ」


　淳也はそう言ってシニカルな微び笑しようを浮うかべた。


　──もっとも……


　と、一方では頭を巡めぐらせる。


　もしあらかじめ罠わなを仕掛けるとしたら、このテーマパークという舞ぶ台たいは最さい適てきとは思えない。廃はい工こう場じようにでもおびき寄よせて一いち網もう打だ尽じんにした方が効こう率りつ的だ。第一、フェスタの裏うら切ぎりが知れてから時間はほとんど経たっていないのである。


　もちろん、フェスタがわざと正体を明かした可か能のう性せいも考えられる。だが、淳也はこれをすぐに否ひ定ていした。何しろ、淳也たちはフェスタの裏切りにまったく気づいていなかったのである。せっかく確保したセルネット内のポジションを放ほう棄きしてまで自分たちの口を封ふうじる意味はない。発覚はフェスタ側にとっても不ふ祥しようの事じ態たいだったのだ。つまり、有効な罠を張はる猶ゆう予よはなかったはずなのである。


　──それに、あいつらはフリーアイを狙ねらった。


　不意打ちの最初の一撃。この、まずしくじることはないという貴き重ちような攻撃で、彼らは、リーダーであり攻撃力も高いエリゴルではなく、索さく敵てき能のう力りよくを有するフリーアイを狙った。全ぜん滅めつが目的なら、この選せん択たくも不ふ可か解かいだ。


　淳也が思案する間、エリゴルも黙だまり込んでいた。彼も淳也の見解を認みとめたのだろう。しばらくして忌いま々いましげに、


「では反撃する気か？　奴らを捜して？」


「いや、『警けい戒かいして』退却しよう」


　意識のないフリーアイは後で回かい収しゆうすることにして、二人はテーマパークの出口を目指した。


　さほど広い敷しき地ちではないのだが、人が多いため移い動どうには時間がかかった。まして、その人ひと込ごみに敵が紛まぎれていると思えば、移動コースにも気を払はらう。二人は悪魔を目もく視しするために一錠じようだけカプセルを服用し、悪魔は召しよう還かんしないまま進んだ。とっさに反撃できないのは痛いたいが、カプセルをのむだけならともかく、悪魔を召還したままでは精神が高こう揚ようして判断力が低下するためだ。かわりに、互たがいが死角をカバーしあうよう連れん携けいしつつ行動した。


　淳也とエリゴルは細胞のフォワードだ。同じ細胞になってすでに二年。コンビネーションにも無む駄だがない。


　エリゴルの悪魔は石でできた巨きよ人じん──ゴーレムの姿すがたを取る。高さは長身であるエリゴルの二倍近く。巨人といっても体型はむしろゴリラに似ている。膂りよ力りよくに優すぐれ、多少の攻撃なら弾はじき返すほどの防ぼう御ぎよ力りよくを持っているが、あいにくと動きが鈍にぶい。


　対して淳也の悪魔は「網あみ」の形を取った。自在に伸しん縮しゆくする投げ網だ。動きは敏びん速そくで軽けい快かい。射しや程てい距きよ離りは十メートルほどだが、一度捉えれば、余よ程ほどの悪魔でも動きを完全に封ふうじ込めることができる。フィッシャーという淳也のコードネームは、この悪魔に由来していた。


　淳也の投げ網で敵を拘こう束そくし、エリゴルのゴーレムでとどめを刺さす。これが、長年二人が取ってきた基き本ほん戦せん術じゆつだった。


「だが注意しろ。今回この手は通用しないかもしれない」


　全身を緊きん張ちようさせて歩くエリゴルが、後ろにいる淳也に向かって前を向いたまま話しかけた。


「なんだって？　どうして？」


　と、こちらも後方を警戒したまま淳也が尋ねる。


「ウィザードの悪魔だ。さっきはカプセルをのんでなかったから見えなかったが、噂では奴やつは自分の影かげを悪魔にしているらしい」


「影？」


「そう、この影だ」


　と足あし下もとに落ちた黒い影を踏ふむ。


「実体を取って攻撃することもあるというが、普ふ段だんは地面に潜ひそんでいると聞いた。影が伸のびるように移い動どうするらしいから、お前の網では捉とらえられまい」


「そうか……くそっ。やっかいだな」


「何、方法はある。奴の悪魔は影だ。ということは攻撃を仕し掛かけるとき、ある程てい度ど近ちか寄よらねばならないはずだ。奴が仕掛けてきたら、俺が攻撃を受けて時間を稼かせぐ。お前はウィザード本人を狙え」


　エリゴルの指し示じを淳也は承しよう諾だくした。戦せん闘とうに関して、彼は自分より遥はるかに優すぐれている。いかに早く敵を見つけ出せるかが勝負の分かれ目だ。


　──まだあのウィンドブレーカーを着ててくれればいいんだが……さすがに虫がよすぎるか。


　淳也は苦く笑しようしながら、先ほど見た青い人影を思い起こしていた。





　二度目の攻撃があったのは、出口までの道のりが半分を切ったときだった。


　右手に塀へい。左手奥おくに売店とチケット売り場。そして頭上にジェットコースターのレールがある場所だ。


「来たぞ！」


　エリゴルが叫さけんで、二ふた粒つぶ目めのカプセルを口に入れる。間かん髪はつおかず、エリゴルのゴーレムが巨体を顕けん現げんさせた。玄げん武ぶ岩がんに似た身体からだの表面に、真っ赤な血管が蔦つたのごとく張はり付いている。血管はドクドクと脈打ち、無機質なゴーレムに奇き怪かいな生命を与あたえていた。


　エリゴルに遅おくれて淳也も悪あく魔まを召しよう還かんした。手の中に、球状に絡からまった網の固まりが現あらわれる。網は縄なわを編あんだ物ではなく、ゴムのようにのっぺりしていて、粘ねん着ちやく質しつな感かん触しよくがあった。これが淳也の意い志し通りに伸び縮ちぢみし、形を変えるのである。また、一度目標に絡まれば、吸すい付いたように離はなれない。淳也は腰こしを落として網を両手に持ち、いつでも投げ掛けられるよう構かまえを取った。


　気け配はいが近づいてきた。


　──どこだ!?


　二人は敵の識しき別べつのためにも、人の少ない道を選んできた。いまいる場所も敷しき地ちの端はしで、アトラクションの並ならぶ裏うら側がわだ。だが、それでも少し離れた場所では大おお勢ぜいの人が行き交かっていた。淳也とエリゴルは塀を背せにして、道行く人々を端はしからにらみつけていった。


　ジェットコースターが近づき、頭上のレールが轟ごう音おんを立てて軋きしむ。


　フリーアイのとき、敵はこの音に紛まぎれて攻こう撃げきを仕掛けた。それは今回も同様だった。


　突とつ然ぜん、人通りの中から自然に逆さからって伸びる黒い影があった。まるで坂を流れる重油の染しみのように、音もなく、そして予想以上に素す早ばやい動きで、二人に向かい急きゆう迫はくしてくる。


「ちっ。速い！」


　エリゴルが舌した打うちしてゴーレムの踵かかとを影の上へ落とした。だが、そのときには影はゴーレムの攻撃を回り込み、エリゴルの足下に達していた。


「くそっ」


　淳也が影に向かって網を投げた。網は虚むなしく地面を叩たたいた。


「避よけろ！」


　言われるまもでなく、エリゴルは大きく横に飛び退のいていた。が、影はそれを追った。地表を滑すべっていた影の表面が膨ふくれ上がる。そして獲え物ものに食らいつくシャチのように、影が地面から飛び出した。


　甲かつ冑ちゆうを着込んだ騎き士しのようなシルエット。反そり返る角つの。襲おそいかかる鉤かぎ爪づめの切っ先。仮か面めんに空あいた呼こ吸きゆう孔こうの奥おくで、燐りん光こうを放つ瞳ひとみが狩かりの喜びに震ふるえている。淳也は戦せん慄りつして背せ筋すじを粟あわ立だたせた。


　エリゴルはただ逃にげるのではなく、自分のゴーレムの背はい後ごに飛び込んでいた。ゴーレムを盾たてにし、且かつ近ちか寄よった敵へカウンターを放つためだ。ゴーレムの防御力を活かし、しかもスピードの遅おそさを補おぎなう選せん択たく。タイミングも申し分ない。淳也が思わず感かん嘆たんするほどの、これ以上ない最良手だった。


　しかし、影の悪魔は、あろうことか、ゴーレムの繰くり出した拳こぶしを軽々と受け止めた。


　信じられずに絶ぜつ句くする二人の前で、影はつかんだゴーレムの腕うでを捻ひねり、そのまま割わり砕くだいた。


　エリゴルが絶ぜつ叫きようを放つ。


　我われに返った淳也は、再ふたたび影に網を放った。地面から厚あつみを持って現あらわれているいまなら、網で捉えることができる。しかし影は捕つかまるどころか、網が広がるより速く、二次元の世界へと戻もどっていた。


　腕を砕かれたゴーレムは、そのまま胴どう体たいまでひび割われ、かき消えるようにして姿すがたを消した。あとには横たわって口から泡あわを吹ふくエリゴルだけが残っていた。


「なんてことだ」


　すでに影の気け配はいはない。時間にしてわずか数秒。フリーアイのときと同じく、鮮あざやかな一撃離脱ヒツト・アンド・アウエイだ。


　淳也は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。





　　　　◆◆◆◆◆





　淳也は日が落ちるまで身を隠かくした。


　もっとも、あたりが薄うす暗ぐらくなったところで、テーマパークから明かりが消えることはない。夕ゆう暮ぐれになれば外灯が点ともり、太陽と同じように人々の影を作るのだ。しかしそれでも、日の光よりはマシだった。少なくとも、影のできないスペースはずっと多くなる。


　──俺の敵かなう相手じゃない。こうなったら閉へい園えんし、照明が落ちるのを待って脱だつ出しゆつするしかない。


　一人身を隠かくして時間の経けい過かを待つのは大変な苦く痛つうだった。恐きよう怖ふと焦しよう燥そうは時間と共に増ぞう大だいし、無力感と怒いかりは胸むねの奥おくで燻くすぶり続けた。


　淳也が隠れたのは清せい掃そう用具を収しゆう納のうした倉庫である。外がい装そうはテーマパークらしいメルヘンチックな造つくりだが、中はざらついたコンクリートだ。悪あく臭しゆうがして風通しも悪い。しかし、人は立ち寄らないし、嵌はめ殺しの窓まどがあって客の往おう来らいを見み張はることができた。何より裏口があり、いざとなればそちらから逃げることができる。淳也はスタッフの一人を網で襲い、作業服を奪うばってこの場所に身を潜ひそめていた。


　──それにしても、あの悪あく魔ま……実力はあるのだろうと予想していたが……


　あれほどとは思わなかった。淳也はゴーレムの力を知っている。動作が鈍にぶいという欠点こそあれ、力と頑がん丈じようさでは戦せん闘とう型悪魔の中でもトップクラスのはずだ。それを塩の固まりでも砕くだくかのように、いとも容易たやすく粉ふん砕さいするなど、およそ尋じん常じようではない。


　──しかも一撃したあとは瞬またたく間に気配を消した。恐おそろしい手て練だれだ。


　勝ち目がないからには、なんとしても逃げ延のびて、このことを報ほう告こくしなければならない。だが無事にこのテーマパークから脱出できるだろうか？　出口はおそらく見張られている。


　──隙すきを見て脱出。それも、可か能のうなら一度反撃に出て、一撃を加えてからの方が理想的なんだが……


　そんなことが可能かどうか……淳也は苦々しくため息を落とした。


　淳也とて、ただ震えながら隠れていたわけではない。一いち応おうの対たい抗こう手しゆ段だんは模も索さくしていた。


　基き本ほん的にはエリゴルの考えたとおり、悪魔ではなくその使し役えき者しやを網で捉とらえるというやり方だ。だが、捉えただけではどうしようもない。エリゴルの悪魔がいなくては、とどめを刺さすことができない。捉えたあと迅じん速そくにとどめを刺さなければ、致ち命めい的な反撃が来るのだ。そして淳也には、その反撃を躱かわす手段はなかった。


　──おまけに、さっき戦った感触だと、奴やつの方が俺より射しや程てい距きよ離りが長い。奴を網で捉えるより先に、攻撃を食らう可か能のう性せい大だ。


　不意打ち。接せつ近きん。捕ほ縛ばく。攻撃。打つ手はあっても、あまりにも条じよう件けんが厳きびしい。実現は無理だと諦あきらめざるを得なかった。


「……畜ちく生しようめ」


　悔くやしかった。仲間を倒たおされたこともあるが、無力に逃げるしかない自分が悔しい。敵てきは手練れだ。なればこそ、名のある実働細胞アクト・セルの一員として、挑ちよう戦せんしたかった。


　と、そう考えている自分に気づき、淳也はわずかに苦く笑しようした。


　自分はもっとクールなつもりだった。しかし、所しよ詮せんはジャンキーの一人だ。好戦的で血を好み、無む謀ぼうな賭かけに惹ひかれている。これでは戦闘マニアのフリーアイを笑うこともできない。


「──待てよ」


　不意に、淳也の脳のう裏りに一つの案が浮うかんだ。


　ウィザードに近づくための時間稼かせぎ。反はん撃げきを封ふうじる手段。その後の攻こう撃げき方法。


　淳也は表の見み張はりも忘れ、夢む中ちゆうになってこの新たなプランを何回も検けん討とうしてみた。そうする内に、怯おびえと閉へい塞そく感かんに弱っていた瞳ひとみの中に、活力のある光が戻もどってきた。


　──このやり方なら条件をクリアできる。


　ごくっと、唾つばをのみ込む。


　戦せん術じゆつは浮かんだ。が、それはあくまで「攻撃が可能」というだけの話だ。成功率は予測できない。また、あえてこの戦法で攻撃する意味も明めい確かくではなかった。


　だが──


「一つやってみるか……」


　顔を青ざめさせながらも、淳也は不敵に笑えみを浮かべた。





　　　　◆◆◆◆◆





　いた。


　出口に近い開けた広場。帰路に着く客の流れから離はなれて、青いウィンドブレーカーの姿すがたがあった。


　すでに日は暮れ、外灯の明かりが白々と輝かがやいている。スピーカーからは陽気なＢＧＭに替かわって、閉園を知らせるアナウンスが流れていた。


　ウィザードがいるのはジェットコースター乗り場の脇わきだった。背はい後ごには、コースを支えるパイプの足場が組まれ、乗り場へと続く階段が設せつ置ちされている。奴はその階段の手すりの外側にいて、背せ中なかをもたれかからせながら立っていた。軽く足を交差させた姿し勢せいで出口に並ならぶ客を監かん視ししている。


　ウィザードの足あし下もとには影ができていた。


　その光こう源げんは頭上にある。コースの足場は巨きよ大だいなジャングルジムのような景観をしていたが、そこに何か所かライトが付けられているのだ。ウィザードを照らしているのは、その中の一つである。


　──……ＯＫ。配置は完かん璧ぺきな位置だ。あの体勢も好都合。身体からだを預あずけて足を組んだ姿勢なら、反射的には動けない。


　淳也は手の中のカプセルを握にぎりしめた。頭の中で何度もシミュレーションを繰くり返した。


　奴の攻撃を受けたらアウトだ。反撃を許ゆるさず、一気に仕し留とめなくてはならない。


　──そうとも。仕留めてみせる。


　血が沸わき立つ感覚がした。こんな興こう奮ふんは久ひさしく味わっていない。


　淳也はカプセルを三錠じよう口に含ふくんだ。だがまだ嚙かみ砕くだかず、口内に残したままにする。そして、そっと腕うでを挙げた。手にしているのは、フリーアイが持ってきた改かい造ぞうエアガンだ。


　淳也は片かた膝ひざを着き両手でエアガンを構かまえた。狙ねらいはウィザードを照らすライト。銃じゆう口こうの先を定めて息を止める。


　引き金を引いた。


　銃口が三度、立て続けに発はつ射しや音おんをもらした。改造されたエアガンは、市し販はん製品の数倍の威い力りよくで、競きよう技ぎ用ヘヴィーウェイトのＢＢ弾だんを三点バーストで発射した。狙いは違たがわず、弾丸はウィザードを照らすライトへと真っ直すぐに吸すい込まれていった。


　ライトが割われ、明かりが消えた。


　複ふく数すうあるライトの一つが割れただけだ。それで周りが暗くなるというほどでもない。


　しかし、ウィザードは階かい段だんの脇にいる。彼を照らしていたライトは淳也が破は壊かいした一つだけで、残りは階段が邪じや魔まをして彼に光を届とどけることができなかった。


　いまウィザードは階段の影かげの中にあり、自みずからの影を覆おおい消されていた。


　ウィザードが身体を起こした。自分の置かれた事じ態たいを見て取り、階段の下から出ようと一歩を踏ふみ出した。


　そのときには、物もの陰かげから飛び出した淳也は、全力で走りながら口の中のカプセルを嚙み砕いてのみ込んでいた。


　近づきながら悪魔を召しよう還かんする。ウィザードがこちらに気づいた。慌あわてて影から飛び出ようとする。だが、こちらが一いつ瞬しゆん早い。届いた。射しや程てい距きよ離りだ。


「食らえっ」


　淳也は網を投げつけた。ただ一心に念じる。あの青いウィンドブレーカーを影の中につなぎ止めろ！


　果たして網は蛇へびのようにウィザードを襲おそった。空くうを切って飛び、弾はじけて広がる。フードの下からのぞくウィザードの口が、狼ろう狽ばいに大きく開かれた。


　次の瞬間、淳也の悪あく魔まはウィザードの拘こう束そくに成功していた。


　網に絡からまり自由を奪うばわれたウィザードが転てん倒とうした。転がったのも階段の影の中。光はどこににも当たらず、わずかな影もできていない。


「やった！」


　成功した。全身に勝利の歓かん喜きが燃もえ上がった。


　淳也は興奮に我われを忘れて、横たわる強敵のもとに駆かけつけた。


「ざまあないな、ウィザード！　俺の勝ちだ」


　淳也は蓑みの虫むしのように転がるウィザードの身体を跨またいで立った。腰こしのポーチからからスタンガンを取り出す。これもフリーアイの所有物だ。とどめは何も悪魔に頼たよらずとも構わない。まったくフリーアイ様々だ。


「さあ、もういいだろ。しばらく寝ねてな！」


　目を輝かせて、淳也は足下のウィザードを見下ろした。胸むなぐらをつかみ、スタンガンを突つきつける。


　その手が止まった。


　ウィンドブレーカーのフードが外はずれていた。その下からのぞいているのは、拘束されて苦しそうな──しかしどこかふざけているような不ふ真ま面じ目めな顔だった。


　目の下に泣き黒子ぼくろが一つ。


「お前──フェスタ！」


「よお、フィッシャー。やっぱ最後はあんただったな」


　ニッ、とフェスタが唇くちびるに曲げて笑う。こいつは悪オ魔ー持ナちーではない。つまりウィザードではない。では──


　愕がく然ぜんと硬こう直ちよくする淳也の背はい後ごで、今日三度目となる悪魔の気配が立ち現あらわれた。強大で獰どう猛もう。敵てき意いと破壊衝しよう動どうに満ちた、悪魔の波動。


　振ふり返る。


　逆光の中、階段の上に小こ柄がらな人影があった。


　さっき見たときはいなかった。上の乗り場にいたのだ。そこから下りてきて──と悟さとった瞬間、淳也の脳のう裏りで理り解かいの火花が飛んだ。


　ジェットコースター。


　轟ごう音おんに悲鳴を搔き消していたのではない。あれに乗っていたのだ。


　ウィザードはなぜ最初にフリーアイを襲った？　決まってる。このトリックを見み破やぶられないようにだ。


　なぜわざわざ自分の姿すがたを見せたのか？　宣せん戦せん布ふ告こく？　違ちがう。自分たちの意い識しきを青いウィンドブレーカーの人物に向けさせるためだ。頭上を走り抜ぬける、もう一つの影から注意を逸そらすためだ。


　淳也は腹はらの底から響ひびくうなり声を上げた。


「惜おしかったな」


　逆光の中、小柄なシルエット──あの影とは似にても似つかぬ影かげ法ぼう師しが、一言だけつぶやいた。


「この野や郎ろう……」


　と淳也が答える。その声は歯ぎしりに似ていたが、確たしかな感かん嘆たんと、わずかの満足感が混まじっていた。


　階段から伸のびる影は、一瞬で淳也の意識を奪うばった。





　　　　◆◆◆◆◆





「ああ、暑かった！」


　とフェスタこと水みず原はら勇ゆう司じは着ていたウィンドブレーカーを脱ぬぎ取った。


「なんて悲ひ惨さんな週末だ。この暑いのに、こんなもん着て、テーマパーク中を駆け回るなんて」


「減へらず口をたたくな、身から出た錆さび」


　とウィザードこと物ものの部べ景けいは水原からウィンドブレーカーを受け取った。


「僕ぼくを見ろ。カプセルをのんだまま何度ジェットコースターに乗ったと思ってる？　今日はもう食事も喉のどを通らない。まったく、とんだとばっちりだ」


　さすがにげっそりとした顔で、景は気持ち悪そうにぼやいた。


　水原は感心して、


「よく酔よわないな。俺おれって絶ぜつ叫きよう系けいはてんでダメなんだ」


「僕だって好きでこんな酔すい狂きようなもんに乗るか。さんざん鍛きたえられた結果だ」


「鍛えた？」


　と水原が立ち上がった。服に付いた砂すな埃ぼこりを払はらいながら、茶目っ気のある両目に興きよう味みを浮うかべる。


「それこそ酔狂な。なんでまた？」


　水原が質しつ問もんすると、景は何か嫌いやなことでも思い出しのか、かつての赤点答案を生徒に発見された予よ備び校こう講こう師しのような顔をした。
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「……なんでもない」


　と、にべもなく言い捨すてると、さっさと出口に歩き始める。


　水原は仕方なく肩かたを竦すくめてあとを追った。すると、前を行く景が、「それにしても──」と力無くつぶやくのを聞き取ることができた。


「ここにはろくな思い出がない。テーマパークってのは、本来楽しい場所だと思うんだけどな……」


　いつにない景の愚ぐ痴ちは、水原をいたく面おも白しろがらせた。


　景は水原の関心には気がつかない様子で、なおぶつぶつと独ひとり言を口にしている。水原は口笛を吹ふきながら、何なに喰くわぬ顔でその後ろについていった。






　炎踊─flame─







「……あそこです」


　志し織おりが案内したのは、とある廃はいビルだった。建けん設せつの中ちゆう断だんされた廃はい棄き物ぶつ処しよ理り場じよう敷しき地ちに隣りん接せつしており、やはり同じように建設途と中ちゆうで作業が中断していた。


　月光に浮うかぶビルの外がい壁へきは剝むき出しのコンクリートだ。窓まど枠わくには何もはまっていない。その四角い穴あなのような窓から明かりがもれていた。最上階の一つ下。四階だ。


「ＯＫ、わかったわ」


　と吐はき出す呼こ気きが白い。


　姫ひめ木き梓あずさは緊きん張ちようする志織の肩かたを叩たたき、ダッフルコートのポケットから携けい帯たいを取り出した。


「千ち絵え。これから入るけど、そっちは？」


『変化なし。周囲に人は見当たらないわ』


「了りよう解かい。当分こっちから連れん絡らくできないけど」


『任まかせといて。異い常じようがあったら知らせるから、携帯の着信をバイブにしておいてね。やり方覚えてる？』


「だ、大だい丈じよう夫ぶよ」


『梓さん』


「ん？」


『くれぐれも無茶しないでね』


「うん」


　梓は携帯を切ると、相あい棒ぼうがいるあたりに向かって軽く手を振ふった。こちらからは見えないが、千絵は双そう眼がん鏡きようで監かん視ししているはずである。


　梓がクラスメイトの海うみ野の千絵と探たん偵ていの真ま似ね事ごとをするようになって以来、フォワードが梓、バックアップが千絵という役やく割わり分ぶん担たんは変わっていない。事に臨のぞむ段だん取どりも、徐じよ々じよに慣なれてきたようだった。


　──よーし。


　ぐっと腹ふつ筋きんに力を入れる。


　コートのフードから栗くり色いろのポニーテールがこぼれた。千絵はこれを冗じよう談だんで「子馬のしっぽというよりは、甲かつ冑ちゆうの房ふさ飾かざり」と呼よぶ。梓はこぼれた髪かみを背せ中なかに跳はね上げ、気持ちを戦せん闘とう態たい勢せいに切り替かえてビルの中に入った。


　屋内は壁かべがなく、一階全すべてがぶち抜ぬきになっていた。当然電気は通っておらず、明かりもない。所々にコンクリートの四角い柱が立っていて、放置された廃材が積んであった。


「ひどいにおいね……」


　廃棄物処理場の敷地にはゴミ捨すて場がある。空気の流れがある屋外はいいが、ビルの中はそこから漂ただようにおいが充じゆう満まんしていた。


　梓はにおいに顔をしかめながら一階を一回りした。罠わなの有う無むや他ほかの出入り口を確かく認にんしてから、二階に続く階段に足をかける。


　ふと後ろを振り返り、青ざめた顔でついてくる志織に言った。


「やっぱり、外で待ってた方がよくない？　彼氏の写真は見せてもらったんだし、あなたがいなくても依い頼らいは果たせるから」


「……いいんです。私、自分の言葉で彼を連れ帰りたいんです」


　微かすかに震ふるえる声で志織は答えた。


「危き険けんな目に遭あう可か能のう性せいが高いんだよ？」


「平気です」


　外見といい物もの腰ごしといい、風が吹ふけば折れそうな華きや奢しやな様子なのだが、志織の意い志しは固かった。ただ、思い詰つめた表ひよう情じようが、梓を不安にさせるのだ。


「うーん、仕方ないなあ……でも、絶ぜつ対たいにわたしの指し示じに従したがってね。約束よ」


「はい」


　志織が首しゆ肯こうするのを確かく認にんして、梓は二階、三階と先に進んだ。


　そして四階。


　四階もその他の階と同じようにぶち抜きのフロアになっていた。


「お、また来たぜ」


「へえー、女じゃん。しかも両方けっこうイケてるぜ」


　階段を上がりきると同時に野や次じと笑い声がが飛んできた。中央に置かれたドラム缶かんで火が焚たかれている。それを何人かが囲んで暖だんをとっていた。


　──……八、いや九人。


　予想より多い。これが手を組んで敵てきに回られるとやっかいだ。


　梓は油断なく視し線せんを巡めぐらせた。


　──いない。


　九人の内、男は八人。全員若わかく、梓と同世代のように見える。だが、その中に志織の恋こい人びとはいなかった。


「どうやらまだ来てないみたいね」


　小声でささやくと、志織も男たちを見て頷うなずいた。


「ねえねえ。君たちどっから来たの？」


「こっち来いよ。なんか喋しやべろーぜ」


　薄うすら笑いを浮うかべて男たちが声をかけてきた。志織がぎゅっと梓の腕うでをつかむ。


　近づいてくる男は二人。梓は志織に手を放させて動きの自由を確かく保ほし、無言のまま男たちと対たい峙じした。


「あれ、なになに？　こっちの彼女、ずいぶんチョーハツ的じゃん」


「……あなたたち、こんなとこで騒さわぎ起こしてもいいの？」


「おいおい。俺おれらはただ仲良くしようってだけだぜ」


　梓は男の好色な視線は無視して、他の参加者たちの動向を確たしかめた。参加者たちの大半は、冷れい笑しようを浮かべて見物を決め込んでいる。助けの手を差し伸のべる気はさらさらないようだが、男たちに加わる気配もなかった。


「よお」と、男が梓の肩かたを乱らん暴ぼうにつかんだ。アルコールのにおいがする。酔よっているのだ。


　──話し合いできるお相手じゃないわね。なら……


　一いつ瞬しゆん、「無茶するな」という千絵の忠ちゆう告こくが耳をかすめた。が、かすめただけだった。


　決断すると即そく座ざに実行に移うつるのが梓の流りゆう儀ぎである。梓は肩をつかんだ男の頰ほおを平手で打った。威い力りよくはほとんどない挑ちよう発はつ目的の一発だ。効果は見事に現あらわれ、男は顔面を赤黒く染そめて「テメエッ」と梓の襟えりを引きちぎろうとした。


　梓はその動きを利用し、腕を押おさえ、足を絡からめ、重心を相手の腰の下へと潜もぐり込ませた。


　男の身体からだが梓の頭上に跳はね上がった。


　一回転してコンクリートの上へ落下する。


「っ！　がああ……」


　男が床ゆかで身もだえした。梓はステップを踏ふんで床ゆかの男から離はなれた。


　参加者のほとんどが目を丸くした。


　──へへ。八十点。


　自分の技わざと周囲の反はん応のうに思わずにやけた梓だったが、志織まで啞あ然ぜんとしているのに気づいて、慌あわてて気を引き締しめた。どうも千絵と組むようになってから、好戦的になっている。


「くそっ！」


　もう一人がジーンズから折り畳たたみナイフを取り出した。手の中に輝かがやく刃やいばが現れるまで、一瞬の手て際ぎわだった。


　後方の志織が息を呑のんだ。しかし、梓は動ずることなく男のモーションを見定めた。


　──ブラフね。


　脅おどしで刃は物ものを抜ぬく動作は手て慣なれているが、それだけだ。いざ抜いたナイフの構かまえがまるでなっていない。足の運びもぎこちなかった。


　──そらっ！


　心の中でかけ声をかけて大おお振ぶりな回し蹴げりを放った。フェイントである。場数を踏んだ相手なら、ここぞとばかりに切りつけてくるだろうが、案あんの定じよう、男は腰こし砕くだけに後こう退たいした。


　梓は男の体たい勢せいが傾かたむくのを見み越こして、今度は地じ味みだが隙すきのない動きで相手の足を払はらった。


　男が苦もなく転てん倒とうする。そのまま男に飛びかかり、ナイフを持つ手を靴くつ底ぞこで踏みつけた。


　二人を瞬またたく間に叩たたき伏ふせると、さすがに他の参加者の視し線せんが剣けん呑のんなものに変わった。もっとも梓に直ちよく接せつ楯たて突つこうとする者はいない。梓がナイフを取り上げ、挑戦的に正面から睥へい睨げいすると、誰だれもが視線を逸そらした。


　一人を除のぞいて。


「それでやめとけよ、彼女」


　口を開けたのは、焚たき火に当たっていた男の一人だった。


　周りと比くらべると少し年長に見える。二十代半ばぐらいだろうか。あごには薄く髭ひげを伸ばし、髪かみは短く刈かり込こんでいる。黒い革かわコートとマフラーを巻まいていた。ドラッグユーザーには珍めずらしく、精せい悍かんな感じがした。


　梓は油ゆ断だんなく男を見み据すえた。男の挙動に、暴ぼう力りよくに秀ひいでた者特有の余よ裕ゆうがうかがえたのだ。


「本番前だ。そう、はしゃぐなよ」


　男の手は数すう錠じようのカプセルを弄もてあそんでいた。梓に見せつけるための仕草だ。梓はナイフをちらつかされたときより、はるかに緊きん張ちようした。あのカプセルは、ただの錠じよう剤ざいではない。


　──こいつ……まさか。


　使うのか？


　男が一歩間合いを詰つめる。


　梓が気け圧おされ一歩さがる。


　と、そのとき部屋の隅すみの暗がりで何かが動いた。


　──仲間か!?


　その人物はドラム缶から一人だけ離れ、ビルの壁かべに背せを寄よせていたらしい。それが、両者の間に音もなく割わって入ったのだ。


　顔見知りだった。


「景けいちゃん！」


　同級生の物ものの部べ景けいだ。景は呆あつ気けにとられて二の句が継つげない梓を無視し、静かに男の前に立った。


「……なんだ。お前？」


「…………」


　男が挑発的に問う。景は沈ちん黙もくで答えた。


　暗い影かげを引きずった少年だった。


　モスグリーンのナイロン製せいジャケットと、スリムなブラックジーンズを穿はいていた。余分な装そう飾しよくのないシンプルな出いで立ちだ。梓が私し服ふく姿すがたを見ることは滅めつ多たにないのだが、身にまとう空くう虚きよな気配はいつもと変わりなかった。


　小こ柄がらで、どこか女性的な端たん整せいな顔立ちをしている。くすんだ黒髪に鈍にび色いろの瞳ひとみ。飾かざり気のない眼鏡めがねの表面で、たき火の炎ほのおが輝いていた。


　男は景と梓へ交こう互ごに値ね踏ぶみする目を向けた。それから特に何も言わずに、焚き火へ戻もどっていった。景もまた、結局口を開かなかった。


　唾つばを飛ばしたのは梓だ。


「どうしてっ？　なんで景ちゃんがこんなとこにいるのよっ!?」


「……お互たがい様だろ」


　さっきまでの緊きん迫ぱく感かんを投げ捨すてて嚙かみつく梓に、景も人形のようだった態たい度どを改めて白々しい視線で応じた。


「どこでこの場所を知ったんだ？」


「それはこっちの台詞せりふよっ。あなた、ここで何があるか知ってるの!?」


「知ってる……たぶん君より正せい確かくにね」


　梓が取り乱みだして詰め寄よるのと対照的に、景は普ふ段だん通り冷然としていた。梓の正面から身を引き、再ふたたび壁に寄りかかる。それはちょうど、猟りよう犬けんが体力の消費を抑おさえるべく、警けい戒かいを解とかないままうずくまるような所作だった。


「景ちゃん。いったい何しに来たの？」


「別に」


「別にじゃないわっ。あなた、やっぱり『セルネット』と何か関かかわってるのね？」


「君らほどじゃない。どうせ例の探たん偵ていクラブの活動──」


　語ご尾びが途と絶だえるのと一いつ緒しよに、レンズの奥おくの双そう眸ぼうが、スッと細められた。


　景の視線に気づき、志織が身を硬かたくした。


「あ、この子はその──依い頼らい人にんなの」


「……依頼？」


「そうよ。この子の彼氏をここから連れ戻すために来たの」


「……依頼、ね」


　景はぼそりとつぶやいて半眼のまま志織を眺ながめた。透すき通る水のように、一いつ切さいの感想を排はい除じよした視し線せんだ。


　対する志織も、それまでの強こわ張ばった顔つきとは少し違ちがう、かすかに戸と惑まどう表ひよう情じようで景の視線を受け止めた。


「彼氏はいた？」


　景が聞く。梓に聞いたのか、志織に聞いたのか微び妙みような問いかけだった。


「いいえ」


　と梓が答えるより先に志織が短く答えた。


「ここのことは彼氏から？」


「はい」


「……そう」


　それきり景は口を閉とざした。


　志織は、景には珍めずらしい不ぶ躾しつけな視線を浴びながら、嫌いやがる風でもなく景を見返していた。


　──知り合い？　なわけないよね。


　やけに長く見つめ合う二人に、梓が所在をなくし始めたとき、電気的に拡かく大だいされた声がフロア中に響ひびいた。


『時間だ』


　フロアのざわめきが一いつ瞬しゆんで消えた。代わって、ぴりぴりと緊きん張ちようした空気が広い空間を支配する。


『〈細胞分裂セル・デイビジヨン〉を開始する』





　　　　◆◆◆◆◆





「オーディション？」


　千絵が聞き返すと、志織は椅い子すの上で小さくなったまま頷うなずいた。


「聞いたんです。セルネットの細さい胞ぼうに加わるための選せん抜ばつがあるって。今度それに参加するんだって。ネットの細胞になれば、カプセルだって好きなだけ手に入るから……」


　志織の話に、梓と千絵は顔を見合わせた。


　三人がいるのは、千絵の活動拠きよ点てんである喫きつ茶さ店てん『パンドラ』。テーブルの上には三人分のコーヒーとカフェオレが並ならび、午後の緩ゆるやかな時間の中に暖あたたかい香かおりを漂ただよわせていた。


「それで、あなたの彼氏とはそれきり連れん絡らくが取れないわけなのね？」


「……はい」


　千絵が質しつ問もんすると、志織は泣き出しそうな口調で返事を返した。


「私……やめてって言ったんです。でも彼、最近じゃカプセルがないといつもイライラして……カプセルをのんだときは優やさしいから、つい何も言えなくて……。でも、セルネットってカプセルを密みつ売ばいしてる組そ織しきですよね？　そんな犯はん罪ざいグループに加わるなんて、私……」


　消え入りそうな告白だった。


　梓と千絵はある事じ件けんをきっかけに『カプセル』というドラッグを追い、その撲ぼく滅めつに邁まい進しんするようになった。以来カプセル絡がらみのトラブルは何度も耳にしている。


　千絵などはこの手の話を客観的に分ぶん析せきできるのだが、梓はというと、すぐ当事者に感情移い入にゆうするのを抑おさえることができない。


「私と彼、幼おさななじみなんです──」


　志織が漏もらした台詞せりふに、梓は思わずドキッとした。梓にも、幼なじみがいる。


「いままでもずっと一いつ緒しよにいました。私……こんな、暗いから……人と話すの下へ手ただし。いつも彼が私のことかまってくれて。カプセルなんかやるようになったけど……ほんとは優やさしい人なんです……優しい人なんです」


　言葉の端はし々ばしから心しん痛つうが滲にじみ出ていた。目の下が腫はれているのは、ここ数日泣き明かした証しよう拠こだろう。


　一方、梓が同情の眼まな差ざしを向ける隣となりで、千絵は新しい遊びを発見した子こ猫ねこのように瞳ひとみを輝かがやかせていた。


「オーディション──セルネットの新しい細胞構こう成せい員いんの選せん抜ばつ──！」




[image: ]


　志織の手前、表に出すことは控ひかえているようだが、小鼻が膨ふくらんでいるのは千絵が興こう奮ふんしているときの癖くせである。


　──まったく……


　千絵は素人しろうと探たん偵ていなどやっている変わり者だが、普ふ段だんはクラス委員で、クラスメイトをまとめるだけの指し導どう力りよくの持ち主である。落ち着いた物言いや公正な態たい度どは、古風な美び貌ぼうと相まって頼たよれる雰ふん囲い気きを作り上げている。


　それが趣しゆ味みの捜そう査さ活動となると、まるで子供じみてくる。梓の頭痛の種であった。


「それ、いつ行われるか、わかるかしら？」


「それが──今晩なんです」


「今晩なの！」


　梓が慌あわてて時間を確かく認にんする。もう午後四時を回っていた。いまからでは、ろくに下調べもできない。


「梓さん、急いで準じゆん備びしましょう」


「ちょ、ちょっと待ってよ」


　志織に聞こえないよう千絵をテーブルから引き離はなし、梓は耳元に囁ささやいた。


「事前の用意もないのに危き険けんすぎるわ。今度のはどうも本物よ。直ちよく接せつセルネットとぶつかることになるかもしれないのよっ？」


「だからこそ、なおさら無視できないわ。ネットの中核に迫せまる絶ぜつ好こうのチャンスじゃない」


　浮うき足立つ梓に対し、千絵はきっぱりと言い放った。


　セルネットとは、梓たちの住む葛くず根ね市に蔓延はびこっているドラッグの密売組織である。主にカプセルの売買を取り仕切り、マーケットの至いたる所で暗あん躍やくしていた。


　セルネットの特とく徴ちようは『細セ胞ル』と呼よばれる四人一組のグループから構成されている点にあった。構成員は細胞単位で行動し、他ほかの細胞の情じよう報ほうは何一つ知らない。従したがって、仮かりにセルネットの人間を一人捕つかまえたとしても、彼の属ぞくする細胞以外の情報は入手することができない。警けい察さつが組織の摘てき発はつに乗り出せないのも、こうしたセルネットの特とく殊しゆな形態のためだ。


　捜査に難なん渋じゆうしているのは千絵も同様だ。これまでも断だん片ぺん的な情報に踊おどらされ続けてきた。


「組織の構成員を選抜する以上、ある程てい度どネットの上位に位置する人間が関かかわっているに違いないもの。リスクを負う価か値ちはあるわ」


「……警察に知らせた方がよくない？」


「それこそ時間がないわよ。少なくとも今こん晩ばんのオーディションに対たい応おうできるのは、フットワークが軽い私たちだけだわ」


「そうかもしれないけど……」


　梓は難色を示した。千絵はこういうことになると、突つっ走ってしまう傾けい向こうがある。自分の役目は、それにブレーキをかけることだと心得ているのだが……いま千絵を諫いさめるということは、志織の恋こい人びとを見み捨すてるということになる。


　横目で視し線せんを投げると、志織は目を赤くして膝ひざの上で握にぎり締めた拳こぶしを見つめていた。高校一年で梓より一つ年下だという。


　──幼なじみ、か。


　数分後、結局梓は千絵に同意した。





　　　　◆◆◆◆◆





『まずお前たちがユーザーである証明として、持参しているカプセルを出してもらう。上に登る階段があるな。その脇わきにジュラルミンの鞄かばんがある。中に入れろ。一つ残らずだ』


　姿すがたを見せない主催者は、高こう圧あつ的に指し示じを出した。集まっているのは、いかにも高こう慢まんな連中だったが、逆さからう者はいなかった。現げん在ざい葛根市の地下勢せい力りよくにおいて、セルネットはトップにいる。特にカプセルユーザーにとっては、敵てき対たいするなど考えられない存そん在ざいだろう。それだけに、その一員に加わることは、彼らのプライドを刺し激げきするのだ。


　──みんなかなりの数量を持ってるわね。


　参加者たちがカプセルを入れるのを盗ぬすみ見しながら、梓もまたカプセルを取り出した。


　カプセルはその名の通り、一見どこにでもあるカプセル剤ざいと同じ形状をしている。梓が箱に放ほうり込んだのは、風か邪ぜ薬ぐすりのダミーだった。


　──あれ？


　ジュラルミン製せいの鞄かばんというのは、よくあるタイプのブリーフケースだった。その取っ手に、細いザイルが取り付けられている。


　素す早ばやくザイルの先を追うと、窓まど枠わくから外へと伸のびていた。


　──外？　まさか外にいるの？


　窓のある方向は、千絵の位置からも確認できるはずだ。彼女の合図がないということは、外には誰だれもいないということだが──それとも、いまはまだ連れん絡らくを見送っているのか？


　梓がザイルに気を取られているとき、一ひと際きわ大量のカプセルが放り込まれた。放り込んだのは景だった。


「景ちゃんっ、それ！」


　梓が仰ぎよう天てんして振ふり向くと、景はさっと身を翻ひるがえして梓の追つい及きゆうを避さけた。


　梓は苦い思いで景の背せ中なかをにらんだ。景がカプセルをやっていることは知っている。だが、こうもまざまざと見せつけられると、言いようのない憤いきどおりがわき上がるのだ。


「あの、梓さん──」


　動かない梓の後ろには、次の参加者が苛いら立だたしそうに並ならんでいた。志織に促うながされ、梓は後ろにさがった。


　そもそも梓がカプセルに関わりを持った原げん因いんは景にあった。景がカプセルをやっていると聞き、その真しん偽ぎを確たしかめるために千絵の力を借りたのがきっかけだ。


　梓の目的は、景を更こう生せいさせることにある。セルネットのことを調べているのは千絵につき合ってのことで、梓の願いはただ景を元に戻もどすことなのである。昔のように。


「梓さん」


　黙だまり込んだ梓に、志織が話しかけた。


「ひょっとして、あの景って人、梓さんの彼なんですか？」


「な」


　音を立てる勢いきおいで梓の顔が真っ赤になった。


「ち、違ちがうわよ。そんなんじゃないわ」


「そうなんですか？　でも親しそうでしたし……」


「彼とは、その……幼おさななじみよ」


　きょとんと志織の目が丸くなった。それから嬉うれしそうに「ああ、そうなんだ」と笑った。


　志織の笑え顔がおを見るのは初めてだった。梓は一いつ瞬しゆん場所と状じよう況きようを忘れて身体からだの緊きん張ちようを解といた。すると梓の脳のう裏りに、さっき景と志織が見つめ合っていた光景が甦よみがえった。


「そうだ。志織さん、ひょっとして彼のことをどこかで見たことあるの？　例えばカプセル絡がらみのことで？」


「え？　いいえ。ありません」


「そ、そう。ならいいんだ。さっきさ。初めてじゃないみたいな雰ふん囲い気きだったから……」


「ああ、それは」


　言いかけて、志織は少しはにかむように梓のことを上うわ目め遣づかいに見た。


「あの、気を悪くしないでくださいね。あの人、なんだか私に似にてるな──って思って」


「あ、ああ。そう」


　──そう言われると……


　確かに二人には共通した雰囲気があった。


　志織は自分で「暗い」と言ったが、景もまた高校では陰いん気きの代名詞のように陰かげ口ぐちを叩たたかれている。誰とも喋しやべらない。愛あい想その欠片かけらもない。いつも独ひとりでいる、と。


　違うのは、志織が内気な弱々しさにコンプレックスを抱いだいているのに対し、景は自身の内ない向こう性せいを武ぶ器きのように振りかざして他者の接せつ近きんを跳はねつけている点だろう。


　そう思い、梓は少し切なくなった。


　志織は幼なじみの恋人のことを慕したっている。景が梓の幼なじみと知って喜んだのも、二人の関係に自分たちを重ねてのことだろう。だが、景と梓の関係は、志織と彼女の幼なじみの関係とは似ても似つかぬに違いない。


　かつて、景と梓は無む二にの親友だった。いや、親友という言葉も適てき切せつではないほど密みつ接せつな、ほとんど半身といっていい関係だった。


　景はちょうどいまの志織のように引っ込み思案のいじめられっ子で、当時から腕うでっ節ぷしの強かった梓が、景の保ほ護ご者しやとなって彼を守っていた。両親が不仲だった梓は世の中に恨うらみしか持てず、景の他ほかには友達を作ろうとしなかった。


　二人は互たがいさえいれば満足だった。二人とも、二人きりでいるときにだけ、心から笑うことができた。その笑いが途と絶だえたのは、梓が両親に連れられて渡と米べいしたときだった。


　他に誰も友達がいない──それどころか、まともに話すことのできる人間すらいない世界に景を残し、梓は日本を去った。それから七年。帰国した梓が再さい会かいしたのは、ドラッグに浸ひたり、故郷のアンダーグラウンドを独りさすらう幼なじみの姿すがただった。


　幼い彼女にはどうしようもなかった。だが、そんな理由はなんの気休めにもならない。梓がこうして千絵と共になんの見返りもない戦いを続ける理由。その一つは贖しよく罪ざいなのだ。


「よおっ。次はどうするんだよっ」


　梓の陰いん鬱うつな物思いを破やぶり、参加者の一人が声を荒あらげた。気がつけば全員がカプセルを入れ終わったところだった。


『鞄かばんの蓋ふたを閉しめろ』


　再ふたたび声がした。男は指し示じに従したがった。


　──いよいよお出ましか。


　ひとまず景のことを頭から追い出し、梓は志織を庇かばうように身み構がまえた。


　カプセルを扱あつかうセルネット。その構こう成せい員いんはほとんどがカプセルユーザーで、中でも中ちゆう枢すうに位置する者は、多く不思議な技ぎ能のうを持っていた。


　カプセルが圧あつ倒とう的に支し持じされる理由はいくつかあるが、最たる魅み力りよくは、服用したときに見られる『願いが叶かなう』幻げん覚かくだった。天使や悪魔が現れ、願いを叶えてくれるのだ。そして、上位細さい胞ぼうの人間は、その幻覚を自在に操あやつることができるという。


　梓は我われ知しらずさっきの男の居い場ば所しよを探さぐった。


　梓自身幾いく度どか経けい験けんした奇き妙みような幻覚。それは体験する者にとって、到とう底てい幻覚や錯さつ覚かくとは信じられない鮮せん烈れつなリアリティを残す。梓は一度その幻覚を味わって以来、それが幻まぼろしか否いなかに関係なく最大級の警けい戒かいを払はらうようになった。


　誰だれ一ひと人り動こうとしなかった。沈ちん黙もくが部屋の隅すみ々ずみまで行き渡わたった。


　そのとき──


「……え？」


　梓のポケットから軽けい快かいな電子音が聞こえてきた。「古ふる畑はた任にん三ざぶ郎ろう」のテーマ曲だ。千絵が設せつ定ていした、梓の携けい帯たいの着信音である。


「え？　ええ？　えーっ！」


　慌あわてて携帯を取り出すと、ブルブルと振しん動どうしていた。着信は千絵。


　──そ、そんな……ちゃんとバイブ設定に。


　見ればバイブ機き能のうはＯＮになっていたが、肝かん心じんの着信音がＯＦＦになっていなかった。


「あ、ああ」


　泡あわを食って電話を切る。そのときにはフロア中の注目が梓に集中していた。そのほとんどは友好的な眼まな差ざしではなかった。


　──しまったあ……


　梓は必死になんでもない態たい度どを装よそおったが、またしても携帯が同じメロディを奏かなでた。今度は即そく座ざに切る。だが、さほども間を置かず三度目の着信がきた。


　──千絵のバカっ。なにやってるのよ！


　梓の思考が頭の中で派は手でに空転する。


　と、それまでいささか呆あきれた顔で梓を見ていた景が、表ひよう情じようを一変させて足あし下もとを見つめた。


「これは……」


「梓さんっ！」


　志織が悲鳴を上げた。


　フロアの全員が志織を見、次いで彼女の視し線せんの先を見つめた。


　そちらは階下へ続く階かい段だんだった。いま、その階段から黒い煙けむりが吐はき出されている。


　近くにいた男たちが慌あわてて階段をのぞき込み、志織と同じように金切り声を上げた。


「火事だ！」


「やべえっ。完全に火が回ってるぜ！」


　次々に階段へ駆かけ寄よった者たちは、膨ふくれ上がる濃のう密みつな黒こく煙えんに、怒ど声せいと悲鳴を吐き出した。


　梓も警戒しつつ階段から下をのぞき込んだ。そして愕がく然ぜんと目を見開いた。


　三階は火の海と化していた。炎ほのおが唸うなりを上げている。到底、通り抜ぬけられそうにない。


「そんな……火の回りが速すぎる……」


　つぶやいた瞬しゆん間かんに思い当たった。放火だ。間ま違ちがいない。


「そうか、あのにおいで」


　建設途と中ちゆうのビルだ。廃はい材ざいの他ほかに燃もえる物などないに等しい。おそらくガソリンの類たぐいが撒まかれていたのだろうが、暗かったし、ゴミ捨すて場のにおいのせいで気がつかなかった。それに、一階はともかく、三階はほとんど調べずに来た。


　──しくじった。


　痛つう恨こんの思いのまま、梓はまだ鳴っている携帯に出た。


「千絵？」


『梓さん!?　大変よ。すぐ下の階で火が！』


「……そのようね」


『大だい丈じよう夫ぶなの!?』


「駄だ目めだわ。とても出られそうにない」


『そんなっ……どうにかならないの!?』


「なんとか脱だつ出しゆつ方法を考えてみる。とりあえずそこにいて」


『わかったわ。……ごめんなさいっ。私が無理言ったから、こんな……』


「いまそんなこと言わないでよ。大丈夫。なんとかするよ」


　そう言って電話を切った。軽く請け負ったものの、まるで対たい策さくを思いつかなかった。というより、まだ頭の中が混こん乱らんしていてうまく働かないのだ。


　──どうしよう……どうすれば……


「おいっ。こりゃ、どういうことだよっ！」


　参加者たちが怒ど鳴なり声を上げた。だが主しゆ催さい者しやから返事はなかった。


「ふざけるなっ」と何人かが階段を五階に駆け上がっていった。梓もやむなく志織を連れてあとに続いた。


　──そうだ。景ちゃん。


　景はジュラルミンのブリーフケースを調べていたが、やがて舌した打うちして立ち上がった。


「景ちゃんっ？」


「一度閉しめたらダイヤルを打ち込まないと開かない仕組みだ。やられた」


「そんなのにかまってる場合じゃないでしょっ。ここも危あぶないわ。来て」


「…………」


「景ちゃんっ！」


　梓が本気で叱しかりつけた。景はなおもケースを見下ろしていたが、やおらポケットからプラスチック製のチップを取り出した。コードの飛び出た、小指の爪つめほどのチップだ。


「何それ？　まさか発信器？」


「そう」


　と答えて、景はケースを持ち上げると、それを底に張はり付けた。


「熱に弱いのが欠点だけどね」


「あ、あのね。ふざけてる場合じゃないでしょ！　ほら、逃にげるわよっ」


　階段から噴ふき出す炎は蛇へびの群むれのように床ゆかや壁かべを這はいずり、すでに四階の半分近くをテリトリーに押おさえていた。梓はつかみかかる恐きよう怖ふを誤ご魔ま化かし、挫くじけそうな自分を叱しつ咤たした。


　五階に上がる。上がりきった直後、四階で爆ばく発はつが起こった。


「きゃっ」


　空気の固まりが背せ中なかに衝しよう突とつした。


　志織の手を引いていた梓が爆風に押されて倒たおれ込こむ。顔からコンクリートに落下するところを、見かけによらない敏びん捷しようさで景が庇かばった。二人はもつれ合いながら五階の床に投げ出された。


　爆煙をまともに浴びた志織が、煙を吸すい込んで激はげしく咳せき込んだ。目にも入ったのだろう。顔を押さえたままふらつき、「ゴホッ、ゴホッ」と逃げるように進んだ。


　彼女が進む先には窓まどがあった。


　窓まど枠わくだけで、ガラスはなく、格こう子しもない。


　コンクリートに叩たたきつけられた梓が苦痛に耐たえながら顔を上げたとき、その眼がん前ぜんで志織が窓の外に手を伸のばした。


「──ダメッ！　志織さん！」


　志織は支ささえを求めるように、伸ばした手に身体からだを傾かたむけた。


　しかしそこには何もなかった。


　志織は窓枠に蹴けつ躓まずいたように空中へ身を折り曲げ、そのまま半回転して視し界かいから消えた。


「キャァァーッ！」


　梓が身を切り裂さくような悲鳴を上げ、たちまち煙を吸って激しく呼こ吸きゆうを乱みだした。両目から涙なみだが溢あふれた。咳せきが止まらなくなった。


「こっちだ」


　驚おどろくほど力強く、景が梓の二の腕うでを取った。


　煙は外へと流れるため、窓に向かって集中している。側そばにいるのは自殺行こう為いだ。


「嫌いやっ、放して」


　と涙と鼻水で顔を汚よごした梓が抵てい抗こうした。景は有う無むを言わさず梓を窓から引き剝はがした。


「志織さんが……志織さんが落ちた」


　梓は倒れ込むと、景の胸むねをつかんでわんわんと泣き叫さけんだ。景は梓を泣かせたまま己おのれの感かん情じようを屠ほふり、鉄のような視線で周りの動きを凝ぎよう視ししていた。


「なんだよコレっ。ふざけんなよっ！」


　参加者の一人が怒いかりにまかせて一台のＭＤデッキを床に叩たたきつけた。ＭＤデッキには拡かく声せい器きがつなげられており、叩きつけられた拍ひよう子しにスイッチが入って『鞄かばんの蓋を閉しめろ』という声が響ひびいた。主催者の声だ。だがその声の主は五階のどこにもいなかった。


「どうなってんだよ、ちくしょおっ。訳わけわかんねーよっ。俺おれたち、はめられたのかよ!?」


　ＭＤデッキを破は壊かいした男は、完全にパニックに陥おちいっていた。彼だけではない。ほとんどの者は生まれて初めて体験する死の恐怖に我われを失っていた。


　もともとが、ここに集まっているのは末まつ端たんのカプセルユーザーである。生き延のびようと最後まで足あ搔がく精せい力りよくや、活路を求めて逆ぎやつ境きように挑いどむ胆たん力りよくは持ち合わせていない。窮きゆう地ちにあっては容易たやすく状じよう況きように流されてしまう。流れに逆さからうだけの気き骨こつのある人間は、そもそもカプセルに溺おぼれることなどないのである。


　熱がコンクリートの床を伝でん播ぱし、足あし下もとの空気が蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらぎ始めた。


　そして、一ひと際きわ大きく炎が吠ほえた。


「熱あつ──」


　ようやく泣きやみ、嗚お咽えつを続けていた梓が、飛びかかった火の粉こに反はん応のうした。


「……火が」


　景の胸の中で、梓の口から乾かわいた声がこぼれた。


　──しっかり……しっかりしなきゃ……


　弱々しく頭を振ふり、顔を拭ぬぐう。そして自分が景にしがみついていることに気がついた。


「景ちゃん」


　呼よびかけたが、反応がなかった。


　見れば、景は仮か面めんのような表情のまま身動き一つしていなかった。だが、その細められた両眼は、自分の置かれた窮状を、目を逸そらすことなく見み据すえている。整った顔立ちの奥おくで、思考が高速で回転しているように見えた。


「景ちゃんっ」


　重ねて呼びかけるとようやく返事が返った。


「──静かに」


「え？」


「いいから。いまはじっとして」


　真しん剣けんな口調だった。梓は素す直なおにそれ以上の質しつ問もんを呑のみ込んだ。志織が落ちたショックで心が嵐あらしのように荒あれ狂くるい、いまはそれが過すぎ去ってぽっかりと穴あなが空あいているのがわかる。


　不思議な時間だった。


　周りの人間が身も世もなく狂きよう乱らんする中、景と梓の二人だけは、身を寄よせ合って、ひっそりと息を潜ひそめているのだ。そう思うと、梓は妙みようにおかしくなった。


　──ここだけ切り取ったら、まるで映えい画がのシーンみたいだ。


　猛もう火かの中に身を置きながらそんなことを考える自分が不気味だった。それとももしかして、恐怖で頭がおかしくなったのだろうか？


　脱だつ出しゆつへの意い欲よくがするすると指の隙すき間まから抜ぬけ落ちていった。それを食い止めようとする気力が、どうしても出てこなかった。


　早朝のシーツに頰ほおをよせるように、梓は景の上着にもたれかかった。


　──もういいや。


　自じ棄き的に、しかし一方では小さな満足さえ覚えてそう思った瞬しゆん間かん、景の身体がぴくりと強こわ張ばった。


「──？」


　もう一度頭をもたげて景の顔を仰あおぎ見る。


　景の目が痛いたいほどの視し線せんを飛ばしていた。


　その先には、一人の男がいた。あの男だ。さっき梓の乱らん闘とうを止めた黒いコートの男。


　少し見ていると、景がなぜその男に注目しているのかわかった。落ち着いているのだ。他の人間が取り乱みだす中、緊きん張ちようしてはいるが、しっかりと状じよう況きようをわきまえ、冷静に行動している。いったん気がつくと、その黒コートの他にも同じような人間がいることに気がついた。全部で四人。彼らはときおり目配せを交かわし、同じパターンの合図を送り合っていた。


　景は彼らの注意を引かないよう用心しつつ、その動きに集中していた。迫せまる熱気と煙けむりは、いまにも皮ひ膚ふを焼き、肺はいを焦こがさんとしている。が、そんなことは気にも留とめていないようだ。


　彼らはぎりぎりまで行動を起こすことを躊躇ためらっていたようだが、いよいよしびれを切らした黒コートが、三人の内の二人に「おい」と声をかけた。


　そして次の瞬間。黒コートと男二人が、炎の噴ふき出す階かい段だんへと身を投じた。


「ああっ！」


　三人の影かげは瞬時に渦うず巻まく黒こく煙えんの中に呑み込まれた。悲鳴を出す間もなかった。


　──そんな……自殺した？


　梓が我わが目を疑うたがっていると、傍かたわらの景がぐいっと梓の腕を引いた。


「カプセルは？」


「え？」


「カプセルは？　ある？」


「な、ないわ。もともと一錠じようも持ってないもの。わたしが用意したのは風か邪ぜ薬ぐすりで──」


「なら、それでいい。あとナイフを」


「え？」


「さっきの折り畳たたみナイフ」


　景は一人残った男のほうを向いたまま、梓に手を差し出した。梓は当とう惑わくしつつも、予よ備びの風邪薬と乱闘騒さわぎで取り上げたナイフを渡わたした。


「何する気？」


「脱出するのさ」


　ナイフをジャケットに隠かくすと、景はスルリと立ち上がった。そのまま驚おどろくほど無む造ぞう作さに、残った男のもとに歩み寄る。


　男が景に気づき、怪け訝げんな顔になった。


　景は梓の風邪薬を取り出すと、男の眼前でおもむろに口に含ふくんだ。


　男の顔色が変わった。


「きさま……」


　目を見み張はる男に対し、景はニッと不ふ敵てきに笑ってみせた。そんな景を見て、男は確かく信しんしたように叫さけんだ。


「きさまが、あの裏うら切ぎり者かっ！」


「裏切り者……やはりそうか。もっとも僕ぼくは別口だ」


「黙だまれ！」


　男が立ち上がった。そして自分のオーバーに手を入れ──数錠のカプセルをつかみ出す。


　その瞬しゆん間かん、景が隠かくしていたナイフを天てん井じように放ほうった。


　ナイフは剝むき出しのダクトに刺ささった。男の真上だ。ナイフの切れ目から黒煙が男に吹ふき付け、男は悲鳴を上げて両手で頭を覆おおった。手からカプセルがこぼれた。


　景は床ゆかを転がるカプセルを一錠拾い、躊ちゆう躇ちよなく口にした。


「景ちゃんっ……！」


　梓の驚きよう愕がくを背せに、景はそのままカプセルを嚙かみ砕くだいてのみ込こんだ。嚥えん下かすると景の肩かたが震ふるえた。刺し激げきをこらえるように息がもれた。


　と、破は壊かいしたダクトが煙けむりの勢いきおいに負けて天井から崩くずれ落ちた。開いた穴から猛火が溢あふれ、景の上へと降ふり注ぐ。


「危あぶないっ！」


　警けい告こくに頭上を仰いだ景の目は、熱っぽく、そして赤く光っていた。


　我が身に浴びせられようとする炎ほのおを見て、景は唇くちびるの端はしを持ち上げた。衣服の裾すそに火がつき、床に映うつった影が大きく波打った。


　と、波打った〝影〟が、突とつ然ぜん向きを変えた。


　目の錯さつ覚かくか──明らかに不自然な動きで景の影が伸のび上がり、なんと景のジャケットの表面を上方へと滑すべり上がる。そして、主けいの身を焼こうとする不ふ埒らちな炎目がけて一直線に突つき刺さった。


　炎が弾はじけた。


　突風が火を吹き消すように、降りかかった炎が飛び散った。


「ええっ!?」


　梓が目を見み張はる。景が、今度ははっきりと唇に笑えみをのせた。


　続けざまに景の影が周囲の炎に襲おそいかかった。その度たびに炎が消し飛んでいく。次から次へと、まるで目に見えない波動に吹ふき飛ばされるかのごとく、炎が散り散りに舞まい上がって、霞かすんでいくのである。


「そんな……いったい」


　梓の脳のう裏りにいつか見た幻げん覚かくが過よぎった。


　一部のカプセルフリークたちが操あやつる奇き怪かいな幻覚症しよう状じよう。幻まぼろしと現げん実じつの境界線を翻ほん弄ろうするカプセルの悪あく魔ま。
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　かつてある同級生が言った。景は『悪魔』を自分の影に潜ひそませているのだ、と。


　景の影が伸び、階段付近の炎に穴あなを開けた。三人組が飛び込んだ階段だ。景は絶ぜつ句くする梓の手を取り、「行くぞ」と、立ち上がらせた。


「予想以上に込み入ってるが……」


　梓の手を引き、まさに階段へ飛び込む寸前に、景が艶えん笑しようを浮うかべた。


　それは愉たのしげな、そしてどこか禍まが々まがしい微笑ほほえみだった。


「さて、最後に残るのは誰だれだろうな？」


　その言葉を最後に、二人は炎の中に消えた。





　　　　◆◆◆◆◆





　放心した参加者たちがビルの外に出たとき、月はまだ中天にあった。


　頭の先まで煤すすだらけになった梓に、千絵はものも言わず抱だきついた。


「梓さん！　よかった……よかったあ」


「千絵……」


　変に飾かざることのない友人の涙なみだが胸むねを打つ。鼻の奥おくが熱くなり、梓の視し界かいが涙で滲にじんだ。


「びっくりしたわ。急に火が弱まったんですもの。いったい何があったの？」


「それは……」


「四階の床が抜ぬけたのさ」


　言い淀よどむ梓に代わり、後ろから現あらわれた景が質問に答えた。


「物部くん！　なんでここに？」


「火元は三階と四階だった。四階の床が抜け落ちたんで、三階の火はその瓦が礫れきに埋うもれて鎮ちん火かしたんだ」


　千絵の驚おどろきは無視して、景は淡たん々たんと述のべた。平然と事じ情じようを説明する景に、梓は複ふく雑ざつな視線を向けた。


　景の言っていることに間ま違ちがいはない。確たしかに四階の床は抜け、瓦礫が炎を呑のみ込んだ。しかしそれは火か災さいの影えい響きようで崩れ落ちたのではない。炎の中に飛び込んだあと、景自らが床を破壊して炎を鎮火したのだ。


　──それとも……


　自分は錯さく乱らんしているだけで、景の言うことが正しいのだろうか？　少なくとも、そう考えるのがまともな判はん断だんだろう。景が『悪魔』を操り、床を破壊したなどというより……


　梓は頭かぶりを振ふって、より重大な事に思考を切り替かえた。もっともそれは、景の問題よりはるかに気の重いことだ。


「千絵……志織が……」


　言葉が出てこない。窓まどから転げ落ちる志織が脳裏にまざまざと映り、喉のどを詰つまらせた。


　しかし、蠟ろう細ざい工くのような梓に、千絵は力強く告げた。


「大だい丈じよう夫ぶよ、梓さん。志織さん、無事なの」


　最初は言葉が素す通どおりした。


「……え？」


「ほんとよっ。私も落ちるところを見たの。心しん臓ぞうが止まるかと思ったけど、彼女マットの上に落ちたの。信じられる？　体育のときに使うようなあれよ。ビルの裏側っていろんな粗そ大だいゴミが不法投とう棄きされてたみたいなんだけど、その中に山のようなマットがあって、ちょうどそれの上に落ちたの！」


　興こう奮ふんして紅こう潮ちようした千絵が、梓の肩をつかんで激はげしく揺ゆさぶった。


「うそ……」


「ほんとだって。いま、そのマットのところで休んでるわ！」


　次の瞬しゆん間かんには足が地面を蹴けっていた。


「志織さん！」


　ビルの裏側。


　冷れい蔵ぞう庫こやテレビ。パイプベッド、ソファ、クロゼット。乱雑に放置された家具類の奥に、おそらくどこかの業者が捨すてていったのだろう競きよう技ぎ用マットが高く重ねられていた。いまそのマットが崩れて薔ば薇らの花のように広がり、中央に志織を抱いていた。


「志織さん！」


　志織は気を失っているようだった。だがしっかりと上下する胸が、息のあることを示しめしている。腕うでに擦すり傷きずと足首に腫はれが見えたが、それ以外の外がい傷しようはない。


「……生きてる」


　胸の痞つかえが噓うそのように消えた。


　気がつくと、後ろに千絵と景も現あらわれていた。梓が振り返り、涙なみだ顔がおのまま破は顔がんした。千絵が同じく目を潤うるませて頷うなずく。景は志織の落ちた窓を半はん眼がんで見上げていた。


「──おい」


　景のさらに背はい後ごから、一人の男が歩き寄よってきた。梓は思わず顔を厳きびしくした。炎ほのおの中に飛び込んでいった、あの黒いコートの男だ。


　──無事だったの？


　梓が返事する機先を制せいし、男が先を続けた。


「海野千絵と、姫木梓だな？」


　質しつ問もんではなく、確かく認にんだった。梓と千絵がそろって息を呑のんだ。名前を知られているとは思いもしなかったのだ。


　二人が疑ぎ問もんを口にする前に、それを察した男は無言で二人に手帳を突つきつけた。


　警けい察さつ手帳だった。


「警察!?」


「話、聞こうか──そこのお前もだ」





　　　　◆◆◆◆◆





「誰だれも出ていかなかっただと？」


　黒コートの刑事は、千絵の返答に怒ど声せいで応おうじた。


「そんなはずがあるかっ。あの出火は明らかに放火だ。犯人が火を点つけたに違いない」


「間違いありません。たとえ反対側の窓から逃にげたとしても、遮しや蔽へい物ぶつがない以上、ビルから離はなれた時点で気づくはずです」


　頭一つ上から見下ろす刑けい事じの詰きつ問もんに、千絵は沈ちん着ちやくに対応した。


　参加者に紛まぎれていた刑事は、炎に飛び込んだ三人だった。彼らの一人は意い識しきの戻もどらない志織の側そばに残り、あと二人は参加者をビルの前に集めて監かん視ししていた。


　カプセル売買の現げん場ばを押さえるための潜せん入にゆう捜そう査さだったらしい。だが、肝かん心じんのセルネットは姿すがたを現さないばかりか、放火に遭あい、危あやうく命を落としかけたのである。危き機きを脱だつしたいまも、ピリピリと神しん経けいを尖とがらせていた。


「時じ限げん装そう置ちか遠えん隔かく装置を使ったのでは？」


　他ほかの刑事が耳打ちした。


　聞き耳を立てていた梓は、その刑事と同じ意見だった。簡かん単たんな発火装置なら作ることは難むずかしくない。出火した三階をはじめ、爆ばく発はつの起こった四階にも廃はい材ざいが放置されていた。あの中なら楽に隠かくせただろう。


　梓がそう囁ささやくと、千絵は「どうかしら」と否ひ定てい的に肩かたを竦すくめた。


「発火装置を用いた可か能のう性せいは高いけど、あらかじめ時間を設せつ定ていしたにしてはタイミングが良すぎるわ。梓さんの話では、全員がカプセルをケースに入れ終わった直後に『鞄かばんの蓋ふたを閉しめろ』という指示があったんでしょ？　集まる人数さえ事前にはわかってなかったんだから、その台せり詞ふを時間設定で流すことはできないわ。かといって外から遠隔操そう作さするにも、四階じゃ高くて中の様子は見えないもの」


　張はり込みを行う際さい、千絵はビル周辺を巡じゆん回かいしている。その上でもっとも適てき切せつと思われるポジションに千絵自身が陣じん取どっていたのだ。


「隠しカメラがあったとしたらどう？　それでタイミングを計ってたら可能じゃない？」


「あのスペースをくまなくカバーし、参加者の位置関係を把は握あくするには、かなりの台数が必要よ。もし誰かが三階の点火地点にいたら、すぐに火を消されてしまうもの」


「じゃ、じゃあ、ひょっとして犯はん人にんはまだビルの中にいるとか？」


「どの階も全面ぶち抜ぬきで隠れる場所はないわ。あえて隠れるなら粗そ大だいゴミの中だけど、そこはいま刑事さんが調べてる。地下に通じる通路もない。逃げ道は考えられないわね」


　眼前で突とつ然ぜんの放火。それも梓がいるビルでの出火にショックを受けていた千絵だったが、親友の無事を確認してからは、だんだんとペースを取り戻してきた。それがいまや、間ま違ちがいようのない「犯はん罪ざい」を前に普ふ段だん以上の活気を漲みなぎらせつつあるようだ。


　刑事たちは千絵がビルの外から見張っていたことを知ると、前後の状じよう況きようを細かく聞き出していった。回答を千絵に任まかせ、梓は後ろで黙だまっていた。


　──なんでこんなことになったんだろ……


　梓は景の様子を盗ぬすみ見た。


　ドラッグユーザーと誤ご解かいされても仕方のないシチュエーションではあるが、梓と千絵の二人に限かぎり、その心配はなかった。というのも、千絵は以前からカプセル捜査に首を突っ込んでおり、警察内部にも顔が知られているのである。


　黒コートの刑事が二人を知っていたのも、千絵の評ひよう判ばんを聞いていたためだろう。要は煙けむたがられているわけだが、千絵が事じ情じようを説明すれば警察も了りよう解かいしてくれるはずだった。


　だが景は違う。捕つかまれば言い訳わけはできない。


　──まったく……こんな状況で、どうしてああ、平然としてられるのよ。


　景は特に抵てい抗こうするでもなく、極きわめて従じゆう順じゆんな態たい度どで刑事の指し示じに従したがっている。例によって、顔色から胸きよう中ちゆうを量ることはできなかった。


　しかし炎の中の一ひと幕まくがある。


　あのとき景はカプセルを使った。カプセルにまつわる、幻げん覚かくというだけでは済すまされない超ちよう常じよう的な力。それを行使した。参加者の一人を襲おそってカプセルを奪うばった上で、自らの影かげを操あやつって火か災さいを消し止めたのだ。


　──あの人、炎ほのおに囲まれたとき、刑けい事じたちと合図を交かわしてたように見えたけど……


　景がカプセルを奪った男は、現在も意識が回かい復ふくしていない。てっきり警察関係者かと思えば、黒コートたちの態度を見る限りそうでもないようだ。他の参加者たちと同等に扱あつかっているし、気き遣づかいを見せる素そ振ぶりもなかった。


　──そうかっ。密みつ告こく屋やなのかもしれない。


　情じよう報ほうがもれていたなら警察が動いたことも納なつ得とくがいく。と、そこで梓はある可か能のう性せいを思いついて青ざめた。


　──まさか景ちゃんは……あの男の口を封じたの？


　景がこれ以上の情報の漏ろう洩えいを止めるため、密告者の口くち封ふうじをしたのだとすれば……


　──もし……もしもそうだとしたら……


　この火災自体、景が仕組んだものだとさえ考えられる。密告者を始末する舞ぶ台たいとして火災現場を演えん出しゆつしたのだとすれば、自分が脱だつ出しゆつする用意もしていたはずだ。何らかの下した準じゆん備びがあったとすれば、あれほど容よう易いにビル内部を破は壊かいできたのも頷うなずける。


「…………」


　千絵の意見を聞きたかった。景のこととなると、自分が冷静に判はん断だんできないことは自覚している。だが千絵に相談することはできなかった。


　梓はカプセルの不ふ可か解かいな効こう用ように関して、自分の経験したことを千絵に話していない。言っても千絵は信じないだろうという理由もあるが、梓自身も完全には信じられない、また信じたくないから、話せずにいるのである。


「私の考えは二つです」


　梓が暗い想そう像ぞうを巡めぐらせている間に、千絵と刑事たちは事態の真相について意見を交わしていた。


「一つは犯人が二人いた場合。一人が参加者に紛まぎれて合図を送り、もう一人が離れた場所から遠隔操作で火を点つける。これならＭＤデッキの操作や発火のタイミングも合わせることができます」


「馬ば鹿かな。自分が炎に包まれるのを承しよう知ちで合図を送ったとでもいうのか？」


「おそらく参加者に紛れ込んでいた人物は、自分まで炎の中に残されるとは考えてなかったんでしょう」


「──つまり捨すて駒ごまか？」


「セルネットのやることですから」


　千絵の冷れい酷こくな推すい測そくに黒コートも渋しぶ々しぶ相づちを打った。内部情報の拡かく散さんを抑よく制せいする細さい胞ぼうシステムからもわかるように、セルネットでは組そ織しき内の連帯など皆かい無むである。構こう成せい員いんを効こう率りつよく切り捨てることによって秘ひ密みつを厳げん守しゆしてきたのだ。


「あとは、この放火が芝しば居いである場合です」


「芝居？」


「はい。偶ぐう然ぜん床ゆかが抜けて鎮ちん火かしたというのは、あまりに都合が良すぎます。何か事前に工作していたと考える方が現実的でしょう。つまり、犯人は出火だけでなく、消火のことも計算していたんです。床の破壊は証しよう拠こ隠いん滅めつの意味もあったんだと思いますね」


　千絵の台詞せりふに梓の心しん臓ぞうが飛び跳はねた。


「どちらにせよ、誰だれも逃にげていない。誰も隠かくれていないとなれば、犯人は参加者の中にいるはずです。その場にいなければ、タイミングを計ることは困こん難なんですから」


「ふん──」


　黒コートの視し線せんが一か所にまとめられた参加者たちに伸のびた。そして、ぴたりと景の上で停止する。梓の鼓こ動どうが速まった。


「あの中の誰かってことか？　いずれにしろ動機がわからんな。わざわざ火を点ける必要がどこにある」


「それを推測するには情報不足です」


「けっ──」


　黒コートが舌した打うちした。険けん悪あくな顔のまま、両手を腰こしに当てて黙だまった。このあとの算段を練っているのだろう。


　そのときだった。


「ぎゃああっ！」


　夜の帳とばりに悲鳴が響ひびいた。


　その場にいた全員が身体からだを強こわ張ばらせた。


「なんだっ、いまの悲鳴は！」


　もう一人の刑事が怒ど鳴なった。真っ先に飛び出したのは、梓と黒コートの二人だ。


　──いまの悲鳴。ビルの裏うらから……！


　志織がいる場所だ。刑事が一人護ご衛えいに立ち、同時に周囲を調査していたはずだが……


　二人が駆かけつけたとき、肝かん心じんの刑事は地面にうつむけに倒たおれていた。


　志織の姿すがたはない。


「志織さん！　どこっ!?」


　梓は近くにあった冷れい蔵ぞう庫この上に飛び乗り、周囲を見み渡わたした。


　遮しや蔽へい物ぶつが多く、月明かりの下では暗がりまで見通せない。しかし、粗そ大だいゴミが密集しているのはせいぜい三十メートル四方で、その先は廃はい棄き物ぶつ処しよ理り場じよう敷しき地ちまで何もない広場があるだけだ。


　──悲鳴がしてから、まだ一分と経たってない。負ふ傷しようした志織を連れて、遠くに行けたはずはないっ。


　では、どこに？　わからない。梓は唇くちびるを嚙かんだ。


「くそっ。ダメだ」


　黒コートが仲間の刑事を抱かかえて罵ののしった。


　刑事は完全に昏こん倒とうしていた。手にザイルを握りしめている。


「そのザイル！」


「……例のケースに結んであったやつだな」


「じゃあ、その人、ケースを見つけて──」


「ついでに隠れてた犯はん人にんも見つけちまったのか。あるいは……」


　黒コートが語ご尾びを濁にごしたとき、もう一人の刑事と、「梓さん！」と呼よぶ千絵が現あらわれた。


「志織さんはっ？」


　梓が首を振ふると、千絵は鈍にぶく息を呑のんだ。


「どういうこと？」


「わかんない。犯人に連れ去られたみたい」


「そんな──っ」


「たぶんここに犯人が隠れてて、それで刑事を気き絶ぜつさせて。ひょっとすると気がついた志織に顔を見られたのかも……」


「ここに隠れてたですって!?　さっきは誰だれもいなかったわ」


　千絵が叫さけぶと、黒コートが苛いら立だたしく振り返った。


「このあたりをくまなく捜さがしたわけじゃない。人一人が俺たちの目をやり過ごすなんざわけないだろ」


　黒コートがそう毒づくと、千絵は眦まなじりを決して激はげしく嚙かみついた。


「犯人は私が見み張はってることなんか知らなかったんですっ。こんなところに隠れるぐらいなら、すぐにこの場を離はなれたはずでしょう」


　千絵の指し摘てきに、黒コートもむっつりと口を閉とざした。確たしかに、隠れる意味はない。


「第一、顔を見られたからって志織さんを連れ去る理由がどこにありますっ？　連れ去ってどうするっていうんですっ？　目もく撃げき者しやをどうこうするぐらいなら、いまこの場でする方が、まだ合理的だわ」


「だが、現げんに志織って子は連れてかれてるぜ」


「だからそれは──」


　唐とう突とつに、千絵は言葉を詰つまらせた。


　男の台詞に反論できなかったのかと思えば、そうでもない。目の焦しよう点てんを失ったまま、のろのろと後ろを振り返る。


　千絵はビルを仰あおぎ見、視し線せんを落としてマットを見た。それから、わずかに震ふるえる声で、


「そうか。そうなんだ──」


　と肩かたを落とした。





　　　　◆◆◆◆◆





　……ハア……ハア……


　闇やみの中に自分の呼こ吸きゆう音おんが低く木こ霊だましていた。


　志織はブリーフケースを抱えたまま座すわり込み、コンクリートの柱にもたれかかっていた。


　挫くじいた足首が痛いたんだ。患かん部ぶは熱を持ち、脈打つたびにズキズキと鈍どん痛つうがした。


　煙けむりを吸すった喉のどが干ひからびている。口の中はカサカサに乾かわき、唇も舌したも灰はいと煤すすで固まっているようだった。


　しかし志織は泣き言一つもらさず、ただ黙だまって下の階に通じる階かい段だんを見つめていた。


　一番最初に現れたのは千絵だった。


　その後ろから梓。そして二人の刑けい事じが姿を見せた。


　梓たちの姿を見ても、志織はこれといった反はん応のうを示さなかった。


「志織さん──」


　梓が辛そうに声をかけた。


「……あなたが、火を点つけたの？」


　志織は返事をしなかった。薄うすく開けた口で呼吸を繰くり返したまま、梓たちの方をぼんやりと見つめるだけだ。


　無言の志織に、今度は千絵が話しかけた。


「その足じゃ逃にげることはできないわ。一度脱だつ出しゆつしたビルの中にもう一度隠かくれるっていうのはいい手だけど、いつまでもここにうずくまってはいられないでしょ？」


　感かん情じようを殺して、千絵は志織に告げた。


「考えてみれば、参加者の中で一番最初に脱出に成功したのは、窓まどから飛び降おりたあなただった。あの転落は事じ故こじゃなく、一番安全な脱出方法だったのね。あのマットも、あなた自身が積んでおいたんでしょう？」


　言葉を重ねても志織は何も答えない。ただ、虚うつろだった両目が、千絵の方に漠ばく然ぜんと向いた。


　先を促うながす沈ちん黙もくに、千絵は静かに従したがった。


「私、あなたが落ちたのを見て、慌あわてて様子を見に近づいた。無事を確かく認にんしたあと、放火犯が逃とう亡ぼうする可か能のう性せいに気づいて、見張り場所に戻もどったわ。その隙すきにあなたはザイルを引っ張ってそのケースを回かい収しゆうし、粗そ大だいゴミの中に隠しておいた。あとは気絶した振りをしていたけど、刑事にケースが見つかったから、やむなく彼を襲おそってケースを取り戻し、このビルの中に隠れた。そんなところかしら？」


　志織は肯定も否ひ定ていもしなかった。


　梓がたまらなくなって前に出た。


「なんでっ？　どうしてっ!?　カプセルが欲しかったわけ？　それとも、あなた……セルネットの細胞なの!?」


　脱出の準じゆん備びを整えていた以上、ネットに騙だまされ、捨すて駒ごまになったわけではないだろう。自分の意い志しで火を放ち、梓や参加者たちを殺さつ傷しようしようとしたのだ。


　しかし、動機がわからない。


　そもそも今回の〈細胞分裂セル・デイビジヨン〉とはなんだったのか。セルネットの主しゆ催さいなら、なぜ参加者たちを集めた上で放火を行ったのか。それとも、全すべては志織の仕組んだ茶番で、セルネットは関係していないのか。ならなぜ志織はこんな真ま似ねをし、あまつさえ千絵のもとに依い頼らいを申し込んだりしたのか。


　真意がまるでわからなかった。混こん乱らんするばかりだった。


「答えてよ、志織さん！　何が目的でこんなことしたのよっ。あなたが泣いてたのは全部演えん技ぎだったっていうの？　幼おさななじみの彼ってのは作り話だったの!?」


　怒いかりと悔くやしさでこぼれそうになる涙なみだをこらえ、梓は正面から一いつ喝かつした。


　初めて、志織が返答した。


「後ろ」


「な、なんですって……？」


　予期せぬ一言に梓の気き勢せいが削そがれる。と、すぐ背はい後ごに気け配はいがあった。


　──！


　身体からだを捻ひねって逃げる。まさに梓を羽は交がい締じめにしようとしていた刑事が「ちっ」と舌打ちしてたたらを踏ふんだ。


　隣となりでは黒コートが千絵の口にガーゼを当てていた。千絵は激はげしく抵抗したが、すぐに目を閉とじ、ぐったりと床ゆかに倒たおれた。


　黒コートは千絵を黙らせると、極きわめて冷然と梓を見やった。


　梓の背せ中なかを冷たいものが滑すべり落ちた。


「……あなたたち……」


　愕がく然ぜんとする梓に、黒コートはニタリと口を曲げた。傍かたわらの部下に、


「のろま」


「申し訳わけありません」


　部下が頭を下げる。黒コートは肩を竦すくめた。


「大人しくしてりゃいいもんを。まあいい。お前らは役に立ったからな。特別に見物させてやる。後学のためだ。よく見ておきな」


　そういうと黒コートはポケットに手を入れて──カプセルを取り出した。


「あ、あ……」


　梓の見守る前で、カプセルを飲み込む。


　すぐに変化が現れた。


　身体からだが小刻みに震ふるえだした。「くっ」と、苦く痛つうとも快かい感かんともつかない吐と息いきがもれる。全身に電流が流れているような症状のあと、黒コートは閉じていた瞳ひとみを見開いた。


　両目が赤く光っていた。その両目がぎらりと梓をにらんだ。


「ひ」


　身体は反はん射しや的に格かく闘とうの構かまえを取ったが、黒コートの視し線せんを浴びると同時に、手足が痺しびれ動かなくなった。単に男の鬼き気きに怯ひるんだという単たん純じゆんな問題ではない。物理的に動かせなくなったのだ。


　──やばいっ。これは……


　カプセルの力。不ふ可か視しの「何か」だ。


　幻げん覚かく作用ではありえない。しかし、明らかにカプセルの影えい響きようで行使される謎なぞの力。


　この力を操あやつるということは──


「あ、あなた……あなたがセルネットの」


「そうとも。一員さ。それも『実働細胞アクト・セル』って、処理班のな」


　黒コートは身動きが取れなくなった梓のあごをつかむと、無む理り矢や理り口をこじ開けて、カプセルを一錠じよう放ほうり込んだ。


　──！


「嚙かみ砕くだけ。何、軽いやつだ。びびるこたぁない」


　鼻をつままれ呼こ吸きゆうを妨さまたげられると、長く抵てい抗こうすることはできなかった。


　ガリ


　ゼラチン製せいの容よう器きがひしゃげ、中から液体が流れ出す。かつて味わったことのあるドロリとした感かん触しよくが口中に広がった。


　──くう！


　カプセルは体内に入ると同時にスパークし、凄すさまじい衝しよう撃げきを引き起こした。


　瞼まぶたの裏うらで極ごく彩さい色しきの火花が飛んだ。


　こめかみで大音量の轟ごう音おんが轟とどろいた。


　個体の枠わくを突つき破やぶるレベルの圧あつ倒とう的な力の奔ほん流りゆうが起こった。精せい神しんが萎い縮しゆくし、ついで、いままでにない高みへと打ち上げられる。


　黒コートはポニーテールをつかむと、カプセルの魔ま力りよくに怯む梓を志織の方に突きつけた。


「見な」


　苦痛に顔をしかめつつ、梓が瞳ひとみをうっすらと開ける。


　目の前に柱に寄よりかかる志織がいた。


　その頭上。


　何もない空中に、人の首が浮うかんでいた。


「っ……！」


　驚きよう愕がくして目を見開く。


　若わかい男性の首だ。端たん整せいな顔立ち。長い茶ちや髪ぱつ。空くう虚きよな眼まな差ざしは冷たい印象を与あたえるが、それがかえってクールな魅み力りよくになっていた。


　しかし、その顔には下あごから下がなかった。


　あごが外はずれたように、ぽかんと口が開き、その下には、だらりと垂たれた舌したが左右に揺ゆれながら伸のびている。下か顎がく骨こつを外した生首だけが、薄うす暗ぐらい空中に浮かんでこちらを眺ながめているのだ。


　梓の身体がガタガタと震えだした。奥おく歯ばがガチガチと打ち合わされる。


　梓の様子を見た黒コートが、鼻で笑って梓を解かい放ほうした。手足に自由が戻もどったが、梓はその場に両りよう膝ひざを着いたまま動けなかった。


「ああいうのは、カプセルをのんだ奴やつにしか見えない。ちょっとした見み物ものだろうが」


　黒コートが愚ぐ弄ろうするように言う。すると、曇くもっていた志織の目が鋭するどさを帯びた。


「あの男の面つら見て、やっとわかったぜ。あの女な。確たしかあの色男の幼おさななじみだ」


　ぴくっと梓の身体が身震いした。黒コートは構わずに続けた。


「もともとあの二人はうちの下部細さい胞ぼうだった。それがある日、女の方が悪魔召しよう喚かんに成功したのさ。まあ、そこまではうちじゃ出世コースなんだが、この女の場合はあとが悪い。呼よび出した悪魔の制せい御ぎよに失敗して、その場にいた細さい胞ぼう仲間をやっちまった。悪魔にやられるとどうなるかは知ってるだろ？　そいつらはいまも精神病院で間ま抜ぬけ面づらさらしてるんだが、その中の一人があの男さ」


　無言のまま志織がぎゅっとブリーフケースを抱だきしめた。目に強い意志が宿りつつある。


　殺さつ気きだ。


「ネットはあの女の処理を決定した。制御不能の悪魔をほっといたんじゃあ、危あぶなっかしくて仕方ねえからな。ところがあいつの所しよ属ぞくしてた細胞が全ぜん滅めつしちまったせいで、肝かん心じんの悪オ魔ー持ナちーが何者なのかがわからねえ。さんざん捜さがし回ってた矢先、〈細胞分裂セル・デイビジヨン〉なんてふざけたイベントの噂うわさをつかんだんで、探さぐりを入れにきたわけさ」


　黒コートが志織に向き合った。


　その革かわコートの裾すそが解ほつれたかと思うと、無数の蜘く蛛もに変じて床ゆかに散らばっていった。


「いまの放火。俺たちを返り討うちにしようとしたんだろうが、あいにくだったな。こちとら実働細胞アクト・セルだ。テメエ同様悪オ魔ー持ナちーでな。あの程てい度どの火で、くたばりゃしねー。が……」


　黒い小さな蜘蛛は、一ひと塊かたまりりになって膨ふくれ上がり、一匹ぴきのいびつな黒犬を象かたどった。黒犬は徐じよ々じよに体積を増ふやし、両りよう肩かたから新たな首を生やした。そして瞬またたく間に大型バイクほどの大きさに成長した。


　表面には無数の蜘蛛がわさわさと蠢うごめいている。目を凝こらすと、蜘蛛同士が喰くらい合い、少しずつ腹はらを膨らませている。


　身の毛のよだつ光景だった。あれが男の悪魔なのだ。


　黒コートは二ふた粒つぶ目めのカプセルを嚥えん下かした。


「が、だ。くたばらねーにしろ腹は立つ。覚かく悟ごしな。悪魔に魂たましいを喰わせたあと、男の前で犯おかしてやるぜ」


　黒コートが獰どう猛もうな笑えみで肩を怒いからせる。


　しかし、黒コートの悪魔が志織を襲おそうより先に、男の横で悲鳴がもれた。


「ぐっ」


　男の部下が床に倒たおれる。両手の手首より先が切り取られていた。


「何ッ!?」


　攻こう撃げきが見えなかった。


　身構える男に、志織はおっくうそうに言った。


「『一つ残らず』ケースに入れろって言いましたよね？　カプセルを」


　次の瞬しゆん間かん、志織の頭上の首が消えた。


　次いで黒コートの右手から先が搔かき消され、胸むな板いたに穴あなが開いた。それはちょうどカプセルを握にぎりしめていた手であり、カプセルをしまっていた胸ポケットのある位置だった。


　穴は貫かん通つうしていた。コート越ごしに、男の正面にいる志織が見えた。恐おそろしく鮮あざやかな断だん面めんの穴だ。


「がっ、は……っ！」


　呆あつ気けなく、黒コートが床に転てん倒とうした。そのまま口がぱくぱくと開かい閉へいする。


　梓は為なす術すべもなく、目の前で進行する悪あく夢むに脱だつ力りよくしていた。


「……死んではいないんです」


　と志織が囁ささやいた。


「カプセルをのんだからそう見えるだけで、実じつ際さいには傷きず一つついてないんです。でも心には致ち命めい傷しようみたい。彼もそう。どれだけ呼びかけても、二度と答えてくれなかった……」


　再ふたたび頭上に生首が現あらわれる。


　首は、右手首と、革コートの切れ端はしが張はり付いた肉にく塊かいを、上うわあごと舌しただけでくわえていた。


　あの一瞬で食いちぎったのだ、と梓は気が付いた。あまりの恐きよう怖ふに、気が遠とお退のいてしまいそうだった。


「……あんなことするつもりなんかなかったんです。ほんとですよ。だって好きだったんですもの。昔からずっと、好きだったんですもの。昔からずっと、尽つくしてきたんですもの。ずっと、ずっと……カプセルのために身体売ってまで、ずーっと、尽くしてきたんです。それなのにどうして……」


　志織の目から涙なみだがこぼれ、色の失うせた頰ほおを一直線に切り裂さいた。


「なんで食べちゃったの……？」


　首はくわえた獲え物ものを床に落とすと、ふらふらと梓の方に漂ただよっていった。近づく顔が、失神寸前の梓の瞳ひとみをのぞき込こんだ。


　──いやだ……景ちゃん……


　梓の意い識しきが闇やみに転じる寸前、風を切って一本のナイフが飛来し、首の額ひたいに突つき立った。


　見覚えのある折り畳たたみナイフだ。


「間に合ったか──！」


　ひらりと階かい段だんを駆かけ上ってきた人ひと影かげがあった。


　──景ちゃん。


　景は梓のもとに駆けつけると、恐怖に竦すくむ梓を抱き留とめた。


「ひやっとさせる！　君はあれだけ腕うでが立つ割わりに、この手の危き険けんに鈍どん感かんだな。竦み上がる前に逃にげ出すぐらいの度量が欲ほしいよ」


　いつになく親身な口調は、梓の危機に間に合い、気が緩ゆるんだためだろう。梓は、痺しびれて冷え切った身体に、景の体温が伝わってくるのを感じて泣きそうになった。


「あなた……」


　志織が景を認みとめて低い声を出した。


「幼なじみの……そう。ふーん。そうなんだ。仲がいいんですね。助けにくるなんて。いいですね。ほんと。いいな。羨うらやましい……」


　ぼそぼそと志織がつぶやく。何気ない口くち振ぶりだったが、一言唱となえるたびに、志織の目が赤い輝かがやきを発していった。


　その様さまを見て、景が眉まゆをひそめる。


「これはまた醜しゆう悪あくな悪あく魔まを使う。その彼氏、のんだ瞬間に喰われたわけか」


　景は梓に肩を貸して立ち上がらせた。逃げるのか、と思いきや、その様子はない。


　戦う気だ。


「僕ぼくは指示通り『一つ残らず』カプセルを入れた。いまは一粒も持っていない。実働細胞アクト・セルを仕し留とめた攻こう撃げきはカプセルそのものを標的にしたもののようだが、それは通用しない」


「……そうです。よくわかりましたね」


　──カプセルを？


　あっ、と梓はようやく理り解かいした。黒コートが倒たおされたのと同じように、あの首の男もカプセルを口に入れた瞬間にああなったのだ。そしてそれが悪魔の『姿すがた』を決定した。


「やはり──とすると、つくづく大したトラップだ。指示通りカプセルを渡わたした場合は、あの火か災さいでけりが付く。指示に反して秘ひ匿とくすれば、カプセルの力で炎ほのおは逃のがれられても、結局は自分の悪魔で始末できるんだからな」


　珍めずらしくも景が感かん嘆たんした。攻撃はほとんど瞬間移い動どうといえるスピードだった。黒コートは、反撃はおろか防ぼう御ぎよ一つできなかったのである。


　志織が告白した。


「追っ手のことは知ってました。だからわざと情じよう報ほうを流して誘おびき寄よせたんです」


「……この二人を依い頼らいで巻まき込んだのは、証しよう人にんに仕立てるため？」


「死体は何も喋しやべらないから」


　志織は悲しそうに微笑ほほえんだ。見る者を寒くする笑い方だ。


「ネットを追ってる千絵さんなら、それらしい証言をしてくれるんじゃないかな、って」


　事じ件けんをネットの内部抗こう争そうに仕立て、放火の罪を被かぶせる気だったのだろう。〈細胞分裂セル・デイビジヨン〉などという架空のオーディションを考え、その噂うわさを流したのも、工作の一いつ環かんに違ちがいない。


「それで？　バレたいまはどうする？」


「仕方ありません」


　ふわり、と首の悪魔が志織の側そばに移動した。染そめた長ちよう髪はつの房ふさが捻ねじり合って錐きりのように伸のびる。その錐が一つ一つと増ふえていった。


　志織が戦せん闘とう準じゆん備びに入るのを見て、景は直ただちにライターで火を点つけた。そのライターを部屋の隅すみに放ほうり投げる。


　炎が燃え上がった。


「きゃっ、景ちゃん！」


「ガソリンだ。火を消してビルを出るときに細工しておいた」


　先ほどの猛もう火かとは比くらべられないが、新しい炎は十分な光量をもって景と梓を照らした。部屋の壁かべに、炎に合わせて踊おどる二人の影が映うつし出される。


　梓の脳のう裏りに、炎の中から脱出した際さいの一連の光景が甦よみがえった。


　景もまた悪魔を使う。そして彼は自みずからの悪魔を自分の影の中に潜ひそませている。


　景が火を点ともしたのは、自分の影を作り出すためだ。しかし、悪魔を使うにはカプセルが必要なのではなかったか？


　ヒュッ


　首の悪魔が錐状の髪かみを突き立てた。真っ直すぐに眼がん球きゆうを狙ねらった攻撃だ。


「ちっ」


　景が梓を抱かかえたまま横に跳とんだ。ジャケットの肩かたを裂いて、髪の毛の槍やりが空くうを突いた。


「け、景ちゃんっ！」


　続く第二撃。避よけきれないと見た梓は意を決し、景に迫せまった髪の束を靴くつ底ぞこで蹴けり返した。


　景は際きわどいところで体たい勢せいを戻もどし、梓を抱えたままじりじりと移動した。その動きに沿そって、空飛ぶ首もあとを追ってくる。


「やれやれ。例の攻撃さえなければ、大した悪魔じゃないんだが……」


「カプセルなしの相手には十分です」


　冷めた口振りで志織が言った。


「それとも、勝算があるんですか？」


「ある」


　と景。その言葉には自信があった。


　志織の目に閃ひらめくものがあった。


「あ、そうか。ひょっとしてこの部屋のどこかにカプセルを隠かくしてるとか？」


　言下に首が消えた。


　バシンッ


　と弾はじける音と共に、景が目指していた柱の裏うらに現れる。「やっぱり」と志織が笑った。


「この展てん開かいを予想してました？　その上で布ふ石せきを敷しいたのなら、あなたこそすごいわ。口だけの実働細胞アクト・セルなんかより、ずっと見事」


　バシンッ──バシンッ──と首は部屋の至いたる所に現れては消えた。その度たびに景が配置していたカプセルが消されていった。


「ああ……」


　梓が失意の息をつき、志織が余よ裕ゆうの笑えみを見せた。しかし、景は動どう揺ようすることなく、着々と位置を移動していった。


「残念ですね。私の悪魔は自分で勝手にカプセルを探さがし出して喰くらいつくんです。私が指し示じしようとしまいと関係なく」


「──だから、暴ぼう走そうする」


　痛つう烈れつな一言だった。


　志織の顔が逆ぎやく上じようして歪ゆがんだ。


「あ……あなたにっ、何がわかるの！」


　志織が金切り声をあげた瞬しゆん間かん、彼女の手にしていたブリーフケースが真っ二つに割われた。


　彼女の悪魔が喰くったのだ。


　ケースが割れると、床ゆかに大量のカプセルがばらまかれた。悪魔はカプセルに飛びつき、我われを忘れたように、それに喰らいついた。


　志織がヒステリックな表ひよう情じようのまま固化した。


「うそっ。密みつ閉ぺいされた容器の中なら、カプセルがあっても反はん応のうしないはずなのに！」


　狼ろう狽ばいして壊こわれたブリーフケースを見つめる。足あし下もとでは彼女の悪魔が、床に髪を投げ出して一心不ふ乱らんにカプセルを喰らっていた。


「発信器をつけたの、覚えてるか」


「外はずしたわ！」


「囮デコイだ。あのときカプセルを一錠じよう張はり付けた」


　志織が息を呑のむ。


　壁かべ沿ぞいに移い動どうしていた景が足を止めた。


　いま景の背はい後ごには彼が点つけた炎ほのおが燃もえ、景の影は床を伸のびて志織のもとまで届とどいていた。


「制せい御ぎよできるか？」


「う……」


「できないだろ？　喰うのに必死だ。奇き形けいだよ。君は彼氏に尽つくしてたそうだけど、その実、心の奥おくでいったい何をしてたんだ」


「うう……」


　志織は挫くじいた足で立ち上がると、悪あく魔まと一いつ緒しよに床にへばりついた。


「黙だまれっ。黙れ黙れ！　そんなこと言って、お前に何ができるのよっ。カプセルは全部ここよ。一ひと粒つぶだって渡さないわ。結局はお前だって、カプセルなしじゃ何もできないんだ。これを喰い尽くしたら殺してやるっ。すぐだぞ。ほんの一瞬だ！」


　嗄しやがれた喉のどで志織が喚わめき散らした。瞳ひとみから正気が失うせていた。


　梓は見ていられなくなって顔を逸そらした。その梓の肩を、景がぐいっと引き寄よせる。


「一瞬で充じゆう分ぶんだ」


　言うが早いか、景は梓の肩を抱だき、口づけをした。


　──え？


　梓の両目がきょとんと開いた。景は梓の反応にかまわず、キスを続ける。舌したと舌が触ふれ合った。


「──んーっ!?」


　全身の血が燃え上がる。梓はたちまち真っ赤になり、反はん射しや的に景を突つき飛ばした。


「な、な……」


　慌あわてふためいて景を見る。景は梓ではなく志織を見ていた。その両目が深しん紅くに彩いろどられた。


　──あ！


　思わず梓の手が自分の唇くちびるに伸びる。ついさっき、自分はカプセルを口にした。口内で嚙かみ砕くだいたのだ。


　景の小柄な身体からだが、炎を浴びてオレンジ色に燃え上がった。ドクンッ、と影が脈打つ。その影の先せん端たんには、啞あ然ぜんとする志織があった。


「向いてなかったな」


　音なき咆ほう吼こうを放って、景の悪魔が解とき放たれた。


　志織は一瞬恐きよう怖ふに身を縮ちぢめ──それから弛し緩かんしてまともに攻こう撃げきを受けた。避よける素そ振ぶりは見せなかった。
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　　　　◆◆◆◆◆





　火は数分で消えた。


　部屋は再ふたたび闇やみに包まれ、窓まどからわずかな月光が射し込むだけだった。


　景は機械的に志織に近づき、呼こ吸きゆうの有う無むを確かく認にんしてから床のカプセルを拾い集めた。


　作業を終えると、景は志織の傍かたわらに膝ひざをついて顔を見下ろした。


「──どう思う？」


「……え？」


「この子」


　と景は優やさしい手つきで額ひたいにかかった前まえ髪がみをかきあげた。志織は、まるで重荷を下ろしたような安らいだ表ひよう情じようを浮うかべていた。


「志織さん……」


　梓は何も言えなかった。


　悪魔の攻撃に身を晒さらした者は、精せい神しんに大きな傷きずを負う。回かい復ふくには時間がかかり、往おう々おうにしてカプセルに関かかわる記き憶おくをなくす。


「彼女の悪魔がカプセルに執しゆう着ちやくしたのは、彼女自身がカプセルにこだわっていたからだ」


　景はしばらく志織の顔を眺ながめていたが、誰だれにともなくつぶやいた。


「カプセルは『夢ゆめが叶かなう』幻げん覚かくを見せる。幻まぼろしと割り切って楽しむ連中がほとんどだけど、たまに、夢に足を取られる者もいる……」


　それがどんな夢だったのか。梓は依い頼らいに訪おとずれたときの志織の告白を思い出さずにはいられなかった。


　口を閉とざした景は、なお志織を見つめていたが、やがて立ち上がった。


「正せい義ぎの探たん偵てい。実働細胞アクト・セル。はぐれ者の悪オ魔ー持ナちー」


　景の視し線せんが部屋に倒たおれ伏ふしたままの千絵に移うつり、黒コートに移って、足あし下もとに戻もどった。


「結局、僕が残ったか……」


　ため息をついた。


　少しおどけた、それでいてどこか寂さびしそうな仕草だった。


　梓は反射的に、


「わたしもよ」


　景が顔を上げた。その目はまだ赤く光っている。梓は怯ひるまずに見返した。


　姿すがたが溶け込む薄うす闇やみの中で、二人はしばらくそうやって見つめ合っていた。


「そうだね」


　と景が言う。


「二人残った」






　休日─holiday─







「九時か……」


　水みず原はらは携けい帯たい電話の時刻を見て虚きよ無む的なため息をもらした。


　新しい煙草たばこをくわえようとして、中身がないことに気がつく。くしゃりと握にぎりつぶした箱は、今日四つ目の箱だった。


　彼は虚むなしい想おもいを抱いだいたまま、目の前の光景を眺ながめた。いま彼の眼がん前ぜんでは、「不毛」の二文字が形けい而じ下かの世界に実体を結んでいる。今日という日を象しよう徴ちようしているかのようだ。


「ねえ、水原さん」


　と隣となりに座すわっていた谷たに村むら和かず彦ひこが口を開けた。幼おさない決意を抱いていた彼の顔にも、いまでは水原と同じ空虚さが漂ただよっている。図はからずも、そこには同じ状じよう況きように身を置く者同士の友情が芽生えつつあった。


「それでも僕ぼくは、僕がしたことが間ま違ちがってたとは思えないんだ。ただ……」


「ただ？」


「ここには僕が求めてたものはないみたい」


　和彦は遠い眼まな差ざしをした。口元に乾かわいた微び笑しようが浮うかんでいる。


「そうだな。きっとそうだろうと俺おれも思うよ」


　水原は悟さとりに達した賢けん者じやの面おも持もちで、和彦の意見を穏おだやかに支し持じした。そして思う。本人の望んだ形とは異ことなるのだろうが、少なくとも成果はあった。彼は一つ大人になったのだ。


「僕、母さんに謝あやまるよ……」


「賢明だ、少年」


　二人は肩かたを並ならべたまま、再ふたたび目の前の光景へと視し線せんを戻していった。


　視線の先では、二人を結びつけた少女がいまなお奮ふん闘とうしていた。


　彼女には二人を振ふり返る余よ裕ゆうなどない。無む責せき任にんな歓かん声せいと異い様ような熱気に包まれ、近ちか寄よりがたい空間を形成していた。否いな、いまここでは水原たちこそ異分子なのだ。


「……千絵ちゃん」


　と、聞こえていないのを承しよう知ちで声をかける。


「もう……帰ろうぜ？」





　　　　◆◆◆◆◆





　一人はスレンダーで、もう一人はグラマー。


　一人はショートボブで、もう一人はロングのストレート。


　どちらも甲こう乙おつ付けがたく、判はん断だんはコインに託たくされた。


　弾はじかれたコインが宙ちゆうを舞まう。


　狙ねらいが逸それて背はい後ごに向かう。


「あ」


　と慌あわてて手を伸のばしたところで、水原勇ゆう司じは自室のベッドからずり落ちた。


　あとを追った掛かけ布ぶ団とんが、彼の頭上にふわりと落下する。昼過すぎまで惰だ眠みんをむさぼっていた水原は、カーペットから頰ほおを剝はがして、布ふ団とんを頭にかぶせたまま部屋の中を見回した。


　カーテン越ごしに射し込む陽光。当然ながら美女の姿すがたはない。


「……しまった」


　もう少し寝ねてればよかった、と水原は己おのれの不運を呪のろった。


　ぐううと低い音がする。頼たよりない主人を促うながすように、彼の胃い袋ぶくろが空くう腹ふくを訴うつたえたようだ。


　水原は未練を断たって立ち上がると、顔を洗あらって髪かみをとかし、キッチンに入って冷れい蔵ぞう庫こを開けた。そしてマヨネーズとケチャップと缶かんビールとバターを順番に眺ながめて冷蔵庫の扉とびらを閉しめた。


　ダイニングに出て椅い子すに座すわる。


　家には誰だれもいなかった。


　テーブルの上には料理が用意されていた。すっかり冷えたピラフにラップがかかっている。水原はまだ半分閉とじた目で、数学の課題でも見るように卓たく上じようの皿を見つめた。書き置きの一つもない、義ぎ務むと習しゆう慣かんの産物だ。意義的には犬の餌えさと等とう価かである。


　水原は、楊よう枝じをくわえる武ぶ士しの心しん境きようで、ふんと鼻を鳴らし、ピラフから視し線せんを逸そらせた。それから適てき当とうなネックシャツにオーバーを引っかけると家のドアを開けた。


　外は気持ちよく晴れていた。


　住じゆう宅たく街がいを彩いろどっていた街がい路ろ樹じゆの葉も、気がつけばすっかり散り落ちている。初冬の空気は肌はだに冷たいが、降ふり注ぐ陽光は暖あたたかだ。日ひ溜だまりでは近所の飼かい猫ねこが丸まって昼寝をしていた。こちらはキャットフードの夢ゆめでも見ているのか、水原が近寄る気配を悠ゆう然ぜんと無視し、満足そうにひげを動かしている。


　水原は幸せそうな猫に肩を竦すくめ、スニーカーを履はいた足を駅の方角に向けた。くしゃくしゃになっていたマルボロの箱を取り出し、中の一本をくわえて火を点つける。


　寝起きの一本をつけるとメンソールの紫し煙えんが目に染しみた。冷たいが澄すんだ外気と煙草の香かおり。馴な染じみの味が口に広がり、水原はほっと息をついた。これでも普ふ段だんより早く起きたから、午後の時間をゆっくり過ごせるだろう。まずは軽く食事を摂とって、あとは気のまま風のままだ。


　駅に近づくにつれて、道行く人の数が増ふえてくる。


　にぎやかな人通りに近づくと、水原の顔に残っていた眠ねむ気けが、氷が溶とけるように消えていった。


　乾いていた瞳ひとみにいつもの人ひと懐なつっこい輝かがやきが点ともる。すれ違う人々の顔を、順番に──もちろん女性、特に美女を重点的に──眺めていく。駅のロータリー近くに着いたころには、すっかり普段のお調子者が目を覚まして、渓けい流りゆうを泳ぐ鮎あゆのように、活いき活きと街を歩いていた。


　こういう気持ちのいい日は、ついついガールハントをしたくなる。思えば一人で食事をするのも味気ない。せっかくの休日にカウンター席でジャンクフードをぱくついて、そのまま家路に就つくというのは、青春の浪ろう費ひではないか？


　その通りだ、と結論した水原は、きりりと顔を引き締しめて街角のポストに寄よりかかった。そして、この貴き重ちような時間をより価か値ちあるものにしてくれそうな出会いを求めて、行き交かう女の子たち一人一人に視線を投げ始めた。


　たいていの女の子は友人と連れだっていた。とはいえ、彼の場合、同時に三人まではＯＫだ。小鳥が歌をさえずるように、話しながら歩く女の子たち。彼女らを見ているだけで、水原の顔はニヤニヤと幸せそうに崩くずれていった。


　と、そのふやけた顔がある一点で止まった。


　最初は戸と惑まどったような顔になり、それからあることに気づいて、半笑いと呆あきれ顔と渋じゆう面めんがない交まぜになった顔をした。


　視線の先には、とあるファーストフード店があった。その出入り口から、一人の女の子が紙かみ袋ぶくろを抱かかえて出てきたところだった。


　先にボンボンのついたニット帽ぼうで顔の上半分を隠かくし、首に巻まきつけたマフラーで顔の下半分を隠して、残る部分をサングラスで覆おおっている。冬とはいえ、この陽気の下では明らかに不ふ審しんな装よそおいである。それが店から出たとたんに、人目を避さけてこそこそと並なみ木きの陰かげに隠かくれ、かと思えば小走りに走って立て看かん板ばんの陰に隠れていた。


　その女の子は寒がりなのか、他の人間より重ね着をして着ぶくれしていた。それがちょろちょろ走る様は、太ったハムスターを連想させる。どうやら彼女は先に店を出たジージャン姿の少年を尾び行こうしている──少なくとも尾行しているつもりのようだった。


　女の子は前方に集中していた。陰から顔を出して少年を確かく認にんしては、気づかれないよう素す早ばやく隠れるという行こう為いを繰くり返している。動きは怪あやしいが、態たい度どは真しん剣けんそのものだ。


　ただ、前方に集中するあまり自分の周囲には気を払はらっていない。一度など、蓋ふたの外はずれた排はい水すい溝こうに足を引っかけ、危あやうく転びそうになった。彼女自身はそんなアクシデントには挫くじけなかったが、横を通り過ぎる通行人は、彼女の側そばには寄よりつこうとしなかった。


　また悪いことに、尾行対象の少年も女の子の存そん在ざいに気づいているようだった。いま駆かけ出したら彼女も間ま違ちがいなく後を追いかけてくるだろうし、そうなれば周囲の注目を浴びることを知っているから、あえて気づかない振りをしているのだ。実に迷めい惑わくそうな顔をしている。


「…………」


　水原は口を真横に引き、しばらく突つっ立ったまま葛かつ藤とうした。


　いまも目の前を、足の綺き麗れいな女の子が、一人で退たい屈くつそうに通り過ぎていくのである。その後ろでは、遊びを求めて街にやってきた三人組の女子高生が、楽しそうに笑いながらお喋しやべりをしているのである。


　しかし、そうしたお花畑的な光景の片かた隅すみでは、件くだんの女の子がボンボンを看板の釘くぎに引っかけ、ズレ落ちたニット帽から長い黒髪をこぼれさせていた。帽子を失ったことに気づいた彼女は、慌あわてふためいて髪を手で押おさえている。


　苦く悩のうの末、水原は天を仰あおいで嘆たん息そくした。そして、肩かたを落としながら、女の子の方へと歩き寄っていった。


「カーノジョ。何してんの？」


「何って……あ、水──じゃない。あなた誰だれです？　いいから、ほっといてくださいっ」


　女の子はつれなく言うと、悪戦苦く闘とうの末、ニット帽を無む理り矢や理りに引っぺがした。ひっかき傷きずのできた帽子を一いつ瞬しゆん悲しそうに見つめてから、前後ろを反対にかぶって自分の髪を帽子に押し込む。


「綺麗な髪じゃん。そんな風に隠すのもったいないよ」


「あなたには関係ないでしょ。あっちに行ってくださいっ」


「まあまあ。いい天気だし、良かったら茶ぁシバこーよ」


「良くありません。シバきません。あ、行っちゃう……って、こら！　手、放しなさい！」


　水原がボンボンの先をつまむので、女の子は真っ赤になって怒おこった。


　一方、この様子を見たジージャンの少年は、これ幸いと走り去ってゆく。


「あっ、あ！　待って！」


　もちろん少年は待たなかった。少年の姿すがたが雑ざつ踏とうに消えると、女の子は呆ぼう然ぜんとし、次いで水原を烈れつ火かの視し線せんでにらんだ。


　水原はたじろぎつつ、


「えーと。どっか入る？」


「この馬ば鹿か！　私よ、私！」


　と、女の子はニット帽を取り、マフラーとサングラスを外して水原に素す顔がおを見せた。


　現あらわれたのは水原の同級生だった。彼の所しよ属ぞくする実じつ践せん捜そう査さ研究会の会長、海うみ野の千ち絵えである。


「……わあ、千絵ちゃん。君だったのか。びっくりしたなあ……」


「何よ、そのお経きようみたいな台詞せりふは！　あなたのせいで、せっかくの尾行が台無しじゃない！」


「尾行ねえ……」


「そうよっ。せっかくここまで追って来たのに」


「えーと、その……済すみませんでした」


　水原はとりあえず謝あやまってみた。千絵は鼻息を荒あらくしつつも、「まったく、もう」と怒いかりを収おさめた。


「まあ、私も変へん装そうしてたからね。気づかなかったのは仕方ないわ。今度からは注意しなさいよね」


「……気をつけるよ」


　水原が複ふく雑ざつな面持ちで頭を下げると、千絵はもう一度ニット帽とマフラーとサングラスで顔を隠して、少年が消えた方に向かった。水原もなんとなく彼女の後についていった。
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「それで？　あのガキ、何者なのさ？　中ちゆう坊ぼうっぽいけど」


「近所の子よ。谷たに村むらさんちの和かず彦ひこくん」


「近所の、ね。んで、その和彦くんが何かしたのか？」


「谷村のおばさんに頼たのまれたのよ。和彦くん、最近ガラの悪い連中とつき合うようになったらしくて、とても心配してらっしゃるの。それで、つき合ってる不良というのが、どんな人間なのか調べて、できるようならつき合いをやめさせて欲ほしいって。私が学校でそういうことをやってるって、うちのお母さんから聞いたらしいわ」


　と千絵は怪しいサングラスの奥おくで誇ほこらしそうな目をした。


「ははあ。それで、せっかくの休日を潰つぶして、慈じ善ぜん活動をしていると？　それにしても一人ってのは珍めずらしくね？　梓あずさちゃん、どしたの？」


「梓さんは風か邪ぜを引いてるの。この前の張はり込みで、ずっと外にいたから」


「そうか。止める人間がいなかったんだな。道理で、いつにも増まして酷ひどい格かつ好こう……」


「え？　何？」


「いやいや。なんでもない」


　二人は和彦の後を追って表通りから裏うら道みちに入った。


　和彦が消えたのは、個人経けい営えいのコンビニや小さなショップ、居い酒ざか屋ややクラブなどが並ならぶ通りだった。建物に挟はさまれた狭せまい通りのため、道の半分は影かげになっている。路上には駐ちゆう車しやした自転車が不規則に並び、隅すみ々ずみにゴミが転がっていた。


　千絵は敵地に潜せん入にゆうするスパイよろしく、赤外線探たん知ち機きでも警けい戒かいしているような足取りで通りを進んだ。水原はその二歩後ろを、ポケットに両手を突っ込んだ格かつ好こうで、ふらふらとつき従したがった。


　休日だけあって、裏道とはいえ人の行き交かいはある。ただ、歩いているのは水原的小鳥や蝶ちよう蝶ちような女の子たちではなく、野の良ら犬いぬに似にたガラの悪い若者ばかりだ。おまけにほとんどは男である。気も萎なえるというものだった。


「駄だ目めだわ。見失っちゃった」


　と千絵は肩を落とした。


「やや、それは残念だ。仕方ないな。今日は諦あきらめて帰ろう」


「冗じよう談だん言わないで。実践捜査研究会うちの信用問題なんだからね。手分けして捜さがしましょう」


　当然のような千絵の発言に、「え、俺も？」と水原が聞き返す。


「あんたも会員でしょ。たまには働きなさい」


「千絵ちゃーん。俺まだ飯食ってないんだけど」


「相変わらず文句が多いわね。ご飯ぐらい、あとで奢おごってあげるわよ」


　やれやれ、と水原は嘆たん息そくした。とはいえ、他ほかにすることがあるでもない。一いつ緒しよに食事する相手ができるなら、無む下げに断ことわることもないだろう。


「じゃあつき合うよ。ほら、こっち」


　と水原は先に立って歩き出した。


「こっちって……心当たりあるの？」


「ここら辺の中坊の溜たまり場だろ？　だいたいわかるよ」


　かくして、水原は千絵に同行し、自らの手で平へい穏おんな休日に幕まくを下ろしたのだった。





　　　　◆◆◆◆◆





　水原が案内したのは、薄うす汚よごれたゲームセンターだった。


　照明の絞しぼられた薄うす暗ぐらい空間。その中に原色で塗と装そうされたゲームの筐きよう体たいが並び、重たいＢＧＭが床ゆかのコンクリートを揺らしている。出入り口付近にはＵＦＯキャッチャーや音楽系けいのゲーム機が設せつ置ちされ、その奥にシューティングゲームやレースゲームのマシンがある。さらに奥には、対戦型の格かく闘とうゲーム機や、サッカー、バスケットなどのスポーツゲーム。麻雀マージヤン、パズルといったどこででも見かける筐体がこぢんまりと並んでいた。


　スペースは広いが、置いてある機種は古い物が多い。ゲーム好きが集まる店ではなく、時間潰つぶしの場所を求めて人が集まっている店だ。要するに、これといった行き場のない中高生の吹ふき溜だまりである。


　埃ほこりっぽい空気が充じゆう満まんし、はっきりとしない、すえたにおいがこびり付いていた。


「なるほど。いかにもな雰ふん囲い気きね」


　と千絵はにんまりした。気分は阿ア片ヘン窟くつに潜入するシャーロック・ホームズというところらしい。けしからんという口くち振ぶりと裏うら腹はらに、好こう奇き心しんに満ちた瞳ひとみがきらきら輝かがやいている。


「それにしても全然変わってねえな。普ふ通つうこういうとこって、頻ひん繁ぱんに機械を換かえるもんだが……これじゃ、廃すたれるのも無理ないか」


「あら？　あなたもここに来てたの？」


「前はね」


「へええ。こういう環かん境きようが、あなたみたいな軽けい薄はくな人間を生むわけか。勉強になるわ」


「…………」


　皮ひ肉にくではなく本気で納なつ得とくしている点が千絵らしい。水原は仏ぶつ頂ちよう面づらで先に進んだ。


　別べつ段だん過去を懐なつかしむでもなく、適てき当とうにぶらつきながら顔見知りがいないか捜して回る。彼が通っていたのは二年以上前だ。常じよう連れんのほとんどは入れ替かわっている。知った顔を捜すのは、存ぞん外がい骨が折れそうだった。


　もっとも、そんな必要はなかった。


「……あれ？　あいつ、さっきのガキじゃねえ？」


　水原が指差す先には、缶かんジュースの自じ動どう販はん売ばい機きの前で、腕うでいっぱいのジュースを抱かかえている少年がいた。さっき見たジージャン姿すがたの少年、和彦だ。


「あっ、見つけた！　和彦くん！」


　尾び行こうも忘わすれて、千絵が思わず声をかける。突とつ然ぜん背はい後ごから呼よびかけられた和彦は、飛び上がってジュースの缶を落とした。


「ち、千絵姉ちゃん……こんなとこまでついてきたのかよ」


「かよ、じゃないわ。こんなとこでいったい何をやってるのっ」


「うるさいな。そっちこそ、なんだよ。コソコソつけ回してさ」


　和彦は落とした缶を抱え直すと、精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張はった。


　小こ柄がらで色の白い、見るからに大人しそうな少年だった。声や言こと葉ば遣づかい、物もの腰ごしの全すべてに、未み熟じゆくで子供っぽい感じがある。道中聞いた説明では中学一年ということらしいが、むしろ小学生といわれた方がしっくりきただろう。


　和彦は千絵を努めて無む視しし、次の硬こう貨かを自販機に入れた。千絵は両手を腰に当てて、彼を問い詰つめにかかった。


「いったいどうしたっていうの。こんな不良の溜たまり場に来て！　おばさま、あなたのことを、とても心配してらっしゃったのよ？」


「母さんのことなんか関係ないだろ。僕ぼくがどこで何しようと、勝手じゃないか」


「馬ば鹿かっ。そんな理り屈くつが通ると思ってるの。ほらっ。お姉ちゃんと来なさい！」


「なっ、何すんのさっ。放してよ！　いつもいつも、偉えらそうにっ。なんだい、そのホームレスみたいな格かつ好こう」


「ホ、ホームレスですって!?」


　と千絵の声が裏返った。


「言うに事欠いて、なんてことを！　これはね、目立たないよう、わざと古い上着を着てるの。変装のイロハでしょっ」


「ふん。知るもんか、そんなこと。とにかく、僕のことは放っといてくれよ」


「そうはいかないわ。おばさまから、あなたを連れ戻もどすよう頼たのまれてきたんだから」


「冗談じゃないよ。僕はどこにも行かないからな」


「生意気な口叩たたくんじゃありません。こんな所にいてごらんなさい。あなたもいまに、軟なん派ぱでいい加か減げんで無む責せき任にんな上、ヘラヘラするしか能のうのないろくでなしになるわよ！」


　それは誰だれのことだ、と水原は思ったが、慎つつしんで口は挟はさまなかった。


「僕にだって考えがあるんだ。自分のことぐらい、自分で決められるよ」


　和彦は、興こう奮ふんして鼻び孔こうを広げる千絵に、生き真ま面じ目めな口調で主しゆ張ちようした。


「優ゆう等とう生せいの振りは、もうまっぴらだ。母さんの言いつけなんてクソ食らえさ！」


「まあっ。なんて言い草をするの！　自分の親に向かって」


「うるさいっ。千絵姉ちゃんに僕の気持ちなんかわかるもんか」


「和彦くん……！」


　千絵と和彦は身振り手振りを加えながら、今日きよう日び昼のメロドラマでもお目にかかれないような台詞せりふの応おう酬しゆうを繰り広げた。どうにもぐれているようには見えず、せいぜい、授じゆ業ぎよう参観に来た親の過か保ほ護ごを嫌いやがっている、といった様子だった。


　水原は居い場ば所しよのない思いで、黙だまったまま煙草たばこに火をつけた。何はともあれ、ターゲットを発見したのだからめでたしめでたしだ。この近くなら安い回転寿ず司しの店や先月改装したカフェがある。食事時は行列待ちの人気ラーメン屋も、いまの時間帯なら空すいているかもしれない。


　ところが、


「待ちな」


　野の太ぶとい声がした。


　千絵と和彦がぱっと振り返り、水原がおっくうそうに顔を向けると、ゲームセンターの奥おくから三人の少年たちが姿を現あらわした。


　薄うす汚ぎたないなりをした少年たちは、いずれも水原たちより年下だ。おそくらは中学生だろう。ニキビ面づらに薄うす笑わらいを浮かべ、唾つばを吐はきながら歩いてくる。決して人に誇ほこれる成績ではない水原をして、頭悪そうと思わせる、不良特有の雰ふん囲い気きを持っていた。


　その中の一人、他の二人より頭一つ大きい巨きよ漢かんの少年を見て、和彦はほっと息をもらした。


「龍りゆう太た郎ろうくん」


「なんだ、和彦。トラブルか？」


「うん、その……まあね」


　和彦は目を伏ふせながら、言葉少なくつぶやいた。


　龍太郎はこちらを威い圧あつするような大おお股またで近づくと、見み慣なれぬ闖ちん入にゆう者しやを見下ろした。


　千絵の奇き抜ばつな変装──あるいは仮か装そう──をひとしきり見定めてから、


「……芸人か？」


「だ、誰が芸人ですかっ。私は和彦くんの保護者代理です！」


　千絵が柳りゆう眉びを逆さか立だてるのを見て、龍太郎はふんと鼻を鳴らした。和彦の抱えていたジュースを一本抜ぬき取ってプルタブを開あけ、焦じらすような態たい度どでごくごくと飲み干ほす。水原はついつい物もの欲ほしげな目でジュースを眺ながめた。そういえば起きてから水の一杯も飲んでいない。


「で、その保護者代理とやらが、俺たちになんの用だ？」


「……和彦くんを連れ戻しに来たの。悪いけど、彼はあなたたちとはつき合えないわ」


「こいつを連れに？」


　もったいぶった態度で聞き返し、龍太郎は尋たずねるように和彦の方に振ふり返った。


　和彦は首を振った。


「僕は帰らないよ。僕には僕の考えがあってここにいるんだ」


「……だとよ」


　と、下げ卑びた薄笑いを浮うかべた龍太郎がわざとらしく肩かたを竦すくめる。


　千絵は迷まよいのない声で、


「本人の意い思しを尊そん重ちようするのが私のモットーだけど、今回は例外。保護者代理権けん限げんで強きよう制せい的に連れて帰るわ」


「そいつは筋すじが通らねえな。俺たちはガキじゃねーんだ。自分の面めん倒どうぐらい自分で見られる。なあ、和彦？」


「……うん」


　硬かたい声だったが、和彦はきっぱりと頷うなずいた。そしてそのすぐあと、千絵が真しん剣けんな表ひよう情じようになって自分の目を真っ直すぐに見ていることに気がついた。


　彼はとっさに言い訳わけか理由を付け加えようと口を開きかけた。しかし、結局は口を結んで目を逸そらした。


　口では反はん抗こうしながらも、周りに心配をかけている自覚はあるのだ。そんな彼の様子を見た水原は思わず頰ほおをゆるめた。


　しかし和彦のためらいを余よ所そに、龍太郎は横おう柄へいに彼の肩を叩たたいた。


「まあこういうわけだ。和彦は俺たちの仲間だからな。親の差し金だかなんだか知らねえが、連れて帰ると言われて、はいそうですかと渡わたすわけにはいかねえ。なあ？　テメエらもそう思うだろ？」


　龍太郎が振り向くと、後ろに控ひかえる取り巻まき二人が、そうだそうだと揶や揄ゆするように声を合わせた。唾を吐き、舌したを見せ、これ見よがしに挑ちよう発はつする。


　水原は顔をしかめた。人数が少ないから脅きよう威いではないが、こういう雰囲気はよろしくない。ポケットに入れていた両手を出し、さりげなく千絵の側そばに寄よった。


　千絵も実じつ践せん捜そう査さ研究会の活動で、不良を相手に立ち回る経けい験けんは積んでいる。無茶はしないと思うのだが……いかんせん、彼女の場合「無茶」の基き準じゆんが水原と異ことなるのだ。


「和彦くん。いまそのデカブツが飲んでる缶かんジュースって、さっきあなたが買ったやつよね？」


　千絵は目を三角にして和彦を詰きつ問もんした。


「だ、代金はちゃんともらってるよ」


「ジュースだけじゃないわ。あなたここに来る前、ファーストフードの店でもテイクアウトしてたじゃない。それって全部、そいつらの物なんでしょ？　どうしてあなたが買ってるの？」


「そんなの……誰だれがやったっていいじゃないか」


「そういう、うやむやの強制を本当の仲間がすると思う？　いいように利用されてるだけじゃない。目を覚ましなさい、和彦くん。いまのあなたは世間一いつ般ぱんで言うパセリ扱あつかいされてるだけよっ」


「……え、パセリ？」


　和彦の顔に疑ぎ問もん符ふが浮かぶ。龍太郎たちまできょとんとする。


「パシリ、だよ。千絵ちゃん」


　と水原が助け船を出すと、千絵は耳まで赤くなった。


「とと、とにかくっ。ここにはあなたが求めてるようなものはないわ。来なさい。一いつ緒しよに話し合いましょ。ね？」


「けっ。訳わけわかんねえ寝ね言ごと吹ふいてんじゃねえ」


　と和彦を遮さえぎるようにして龍太郎が千絵の前に割わり込こんだ。


「俺たちは上う手まくやってるんだ。テメエの出る幕まくなんざねえよ。行き遅おくれた年とし増まの女おんな教きよう師しみたいな真ま似ねしてねーで、とっとと帰りな」


「い、行き遅れた年──」


　あまりの暴ぼう言げんに、千絵は立ちくらみを起こしたようにふらついた。


「なんという失礼な！　十七の乙おと女めを捕つかまえて、行き遅れた年増ですってえ!?」


「おっと。その動どう揺ようぶりを見ると、核かく突ついちまったか？」


　龍太郎は両目を細めて、ぐひひと笑った。


「いるんだよなあ。良りよう識しきぶってネチネチ他人の生き様に口出すババア。テメエが正しいと端はなから思い込んで、気に食わないものを見つけちゃあ、くちばし突っ込みやがる。しなびた雌めん鶏どりみてーによ」


「し、し、しなびた雌鶏……」


　人を馬ば鹿かにするのが好きなのだろう。千絵が口をぱくぱくさせるのを見て、いよいよ龍太郎は気をよくした。


「そうとも！　テメエ、自分がどんだけ滑こつ稽けいか、まるでわかってねーだろう？　チンミョーな格かつ好こうでズカズカ乗り込んで、ハズカシー説教捲まくし立てやがって。──何か？　そのギャグマンガばりの強ごう盗とうファッションが、ワカモノ世代に溶とけ込むワルなスタイルだとでも思ってんのか？　いま和彦に吹き込んでた今月の学級標語が、孤こ独どくでひねくれた青少年を救う、癒いやしの言葉とでも言うつもりか？　ジダイサクゴも甚はなはだしーぜ」


『言ってはいけないこと』を後先見ずに連発して、龍太郎はぐひぐひ笑った。ボスに倣ならって取り巻き連中もケラケラ笑った。


「トータルすると、あれだろ？　一見お堅かたい優ゆう等とう生せい風だけど、実は酸すいも甘あまいも嚙かみ分けた、話のわかるおネエさんなんてもん気取ってやがるんだろ？　勘かん違ちがい勘違い。テメエなんざさしずめ、ヒステリーのメガネ猿ざるだってーの」


　高らかに言い放つと、龍太郎は自分で自分の台詞せりふに大だい爆ばく笑しようした。二人組も追つい従じゆうし、せせら笑いの大合唱が、千絵を取り囲むように渦うずを巻いた。


　あまりのショックに案か山か子しのようになっていた千絵だったが、少年たちの嘲ちよう笑しようを浴びている内に徐じよ々じよに放心から覚め始めた。


　拳こぶしが堅く堅く握にぎりしめられる。水原は千絵の斜ななめ後ろに控えていたのだが、バリバリというティラノザウルス級の歯ぎしりを確たしかに耳にした。


「上ぉ等ぉ……」


　地じ獄ごくの幽ゆう鬼きもかくやという唸うなり声をもらし、両手の指を蠢うごめかせながら、千絵はゆらりと足を踏ふみ出した。水原は慌あわてて千絵の肩かたをつかんだ。


「待ってくれ、千絵ちゃん」


「ああんっ？」


　と振ふり向いた千絵の両目に、「必殺」の意い志しが燃もえている。水原は思わず手を放しそうになった。


「落ち着けって！　向こうは和彦を抜ぬいても三人いるんだぞ？」


「それがどうしたっての！　犯おかした罪つみは償つぐなわなきゃならないってことを、誰だれかが教えなきゃならないのよ。世の中を舐なめくさったクソガキどもに、目に物見せてくれるわっ！」


　完全に逆上している。千絵の台詞を聞きつけた龍太郎は、「こりゃいいや」と火に油を注いだ。


「どんな物を見せてくれるんだ。その芸人ルックでストリップでもしようってか？　よせよせ。着ぶくれ剝はいだあげく出てくんのがテメエの貧ひん相そうな胸むねじゃ、立つもんも萎なえるぜ」


　最後の禁きん句くが放たれた瞬しゆん間かん、水原は雌めす虎どらと化した千絵を全力で羽は交がい締じめにし、


「か、和彦くん！　彼女のフルネームをお友達に教えてあげなさい！」


　と絶ぜつ叫きようした。


　怪け訝げんそうな龍太郎たちの視し線せんが、和彦に集中する。彼は戸と惑まどいながら、


「う、海野千絵──だけど？」


「な、何!?」


　今度は少年たちが目をむく番だった。


「お前があの、葛くず根ね東ひがしの海野千絵かよ？　『アルティメット風紀委員』の？」


　確かく認にんする声には、紛まぎれもない怖おそれの響ひびきがあった。


「あらあら。私の名前を知ってるみたいね。話が早くて助かるわあ」


　目を爛らん々らんと見開いたまま、水原に抱かかえられた格かつ好こうの千絵が、壮そう絶ぜつな笑えみを見せる。龍太郎のこめかみに一ひと筋すじの汗あせが流れた。


「く、くそっ。馬鹿にすんなよ。海野っつったって、たかが女一人と優やさ男おとこ一人じゃねえか。数もガタイもこっちが上だ。敵かなうもんか！」


「おほほほっ！　そう言って豚ぶた箱ばこに詰つめ込まれたヤンキーどもを、これまで何度も見てきたわ。あなたたちはいったい、どんな顔で許ゆるしを請こいながら這はい蹲つくばってくれるでしょうねえ」


　甲かん高だかい千絵の哄こう笑しようが、少年たちと水原を青ざめさせる。


　龍太郎はたじろぎ、


「ちきしょう、このアマ……」


　と叫さけんで和彦の首根っこを押さえた。


「こっちには人ひと質じちがいるんだ！　そのことを忘れるな！」


　和彦は訳わけがわからず、「え？　え？」とじたばたした。


「そっちこそっ。和彦くんに手を出したらどうなるか、わかってるんでしょうね？」


「はったりかましてんじゃねえ！　助けに来た本人を見み捨すてられるっていうのかよ？」


「正せい義ぎに犠ぎ牲せいはつき物よ。外げ道どう三悪を道連れなら、ご両親も彼を誇ほこりに思うわ！」


「おいおい……」


　龍太郎が顔色をなくす。水原が「千絵ちゃん？　自分の言ってることわかってる？」と恐おそる恐る指し摘てきしたが、千絵は耳を貸かそうともしなかった。


　勘かん弁べんしてくれと言いたそうに、水原の腹はらが鳴った。





　　　　◆◆◆◆◆





　呆あきれたことに、悪あつ口こう雑ぞう言ごんの応おう酬しゆうはそれから十分以上も続いた。ようやく悪口の種が切れた頃ころを見計らって、水原は妥だ協きよう案あんを提てい示じした。


「とにかく、これ以上の罵ののしり合いは腹が……じゃなくて意味がない。ここは一つ、勝負で決着をつけるとしよう」


「うるせえ、簡かん単たんに言うな！　第一、どうやって決着つけるんだよっ」


「ここはゲームセンターだ。ゲームでいいじゃないか」


　これはまだしも建けん設せつ的な意見というべきだった。龍太郎は渋しぶ々しぶ承しよう諾だくし、幾いく分ぶん熱の冷めた千絵も、ひとまずそれに納なつ得とくした。


　そのあとは、どのゲームで決着をつけるかという点でも、およそ有益とは言い難がたい口こう論ろんが繰くり広げられたが、最終的には勝ち負けが明確なカーレースが選ばれた。


「このゲームは四人同時にプレイできる。一位の奴やつが四点。二位の奴が三点。三位が二点で、四位が一点だ。二人一組で対戦して、得点の低い方が負け。同点ならもう一回だ」


「……いいでしょう。こっちは私と水原が出るとして、そっちは誰だれが戦うの」


「一人は当然俺おれ。もう一人は和彦本人が出る」


　龍太郎が告げると、和彦は意外そうに顔を上げた。


「僕が？」


「俺らの中で一番ラップタイムがいいのはお前だからな。言うまでもねえが、手ぇ抜くなよ」


「そ、そんなの当たり前じゃないか。大だい丈じよう夫ぶ。負けないよ」


　和彦は落ち着かない態たい度どで請け負った。


　一方その間に千絵は、「水原、ちょっと」と手招きし、水原の袖そでを引っ張ぱって龍太郎たちから離はなれた場所に移い動どうした。


「あなた、あのゲームやったことある？」


「ああ。あれも古い奴やつだからね。それよりさ、千絵ちゃん。いまのうちになんか食わね？　いい加か減げん、飢うえてきたよ、俺。腹が減へったら戦いくさはするなって、戦国時代の偉えらい人も言ってるぜ」


「何のんきなこと言ってるの。そんなことより、勝つための案が浮うかんだから、聞いてちょうだい」


　と千絵は得意そうに指を立てた。


「やったことがあるならわかると思うけど、あのゲームでは対戦プレイヤーのマシンを攻こう撃げきすることができるの。ぶつかって機体を壊こわせるのよ。つまり複ふく数すう人にんで行う場合は、敵てきチームをいかに妨ぼう害がいするかが勝負の鍵かぎになるはずだわ。そこで考えたんだけど、私はスタート直後にあのデカブツに体当たりして、走行不ふ能のうになるようなダメージを与あたえるわ。それで、あとはずっとあいつの進路を妨ぼう害がいして、三位になるの。だからあなたは、なんとしてもトップでゴールしてちょうだい。そうすれば私たちの得点は六点。向こうは四点になるからこっちの勝ちよ」


　クククッと、いつにない低い笑いをもらして千絵は己おのれの謀はかりごとを打ち明けた。水原は気の乗らない様子で、そんな彼女にため息をついた。


「なんかさあ。千絵ちゃんらしからぬ奸かん計けいじゃない？」


「ゴキブリ退たい治じに騎き士し道どうは不要だわ。奴には奴の暴言に相応ふさわしい舌ぜつ禍かをくれてやるのよ」


　と宣せん言げんして、千絵は遠くを見やり、ぎりぎりと奥おく歯ばを嚙みしめた。


「やっぱり、だいぶ尾おを引いてるな」


「……そりゃあね。私だって何も自分の言ってることが百パーセント正しいなんて思ってないわ。自分が古くさいのは先せん刻こく承知してる。変へん装そうが上う手まくないのもわかってるもの」


　肩かたを落とし、愁うれいを含ふくんだ面おも持もちで首を振ふりながら千絵が告白する。自覚があったのか、と水原は少なからず意外に思った。


「でも……でも、よ？」


　と、さっきの一ひと幕まくを思い出したのか、千絵の声に熱がこもる。


「あんな言い草はないんじゃない？　中学生が調子に乗って、言いたい放題言っちゃってさ。何よ、あの人を馬ば鹿かにした態度は？　しかもあいつ、私のことを、ヒ、ヒステリーのメガネ猿ざるって……」


　余よ程ほど腹はらに据すえかねたのか、千絵は悔くやし涙なみだまで浮かべて言った。水原は苦く笑しようを隠かくして頭をなでた。


「はいはい。千絵ちゃんが頑がん張ばってるのは、俺も梓ちゃんもちゃんとわかってるよ。頼たのむから中坊に言い負かされたくらいで泣かないでくれよ」


「な、泣いてなんてないわっ。ただ悔しいだけよ。ああ、なんで私は、あのときあの場で、すぐに言い返さなかったんだろう！　いまなら心しん臓ぞう抉えぐってトラウマ刻きざむヘヴィーな文もん句くがいくらでも浮かんでくるのにっ。クーッ」


「ヘヴィーって……」


　ハラハラと本気の涙を落とす千絵を、水原は引きつった笑え顔がおで慰なぐさめた。


　脳のう裏りに浮かぶのは食べ損そこねたピラフ。あれはちょっと大人気なかったかもしれない。彼は少し反省した。


　ともあれ、ゲームは始まった。


　千絵と水原、そして龍太郎と和彦は、それぞれ車のシートを模もした座ざ席せきに腰こしを下ろした。


　硬貨を投入するとプレイヤーのエントリー画面が表示される。四人は各自マシンを選び、コースの選せん択たくを済ませた。画面が切り替かわって耳を聾ろうするＢＧＭが華はな々ばなしく鳴り響ひびいた。


　画面端はしにスタートランプが点灯する。


　まずはレッド。次もレッド。その次もレッド。そして、グリーン。


　水原と和彦は、スタートと同時にアクセルを踏ふみ、エンジンの回転数に合わせてギアをチェンジした。どちらもオーソドックスながら隙すきのない好スタートだ。ほんのわずかに、水原が先行した。


　対して、千絵はスタート前からアクセルをベタ踏みにしていた。ルール説明にあったロケット・スタートのテクニックだ。スタート直後に一気に加速できるが、そのあと急きゆう激げきに失速するという技わざである。


　千絵はこのロケット・スタートを駆く使しして、ゴールを目指す水原機と和彦機には目もくれず、龍太郎機のコースの真ん前へと躍おどり出た。スタートした直後の不安定な瞬しゆん間かんを狙ねらって体当たりを食らわせる戦法だった。


　しかし、この先せん制せい攻撃は空振りに終わった。


「へ？」


　飛び出した千絵が、きょとんと画面を見つめる。龍太郎機の姿すがたがどこにも見当たらなかったのだ。


　彼のマシンは後ろにいた。


「ぐひひっ。かかったな！」


　スタート地点から一歩も動いていなかった龍太郎は、飛び出した千絵が自分の眼がん前ぜんで失速するのを待ち、彼女めがけてアクセルを踏んだ。無む防ぼう備びな後方から、勢いきおいをつけた龍太郎機が千絵のマシンに衝しよう突とつする。


　派は手でなサイレンと回転灯がひらめき、千絵のマシンが独こ楽まのように回った。その動きに連動し、千絵本人が座すわるシートまで唸うなりを上げて猛回転する。


　このゲームの一番の売りである「ヴァーチャル・スピン機き能のう」だ。良りよう識しき人じんの非ひ難なんを受けつつ、一部のファンに馬ば鹿か受けしたギミックである。


「きぃぃやぁぁー」


「バーカ！　テメエの考えなんざ、とっくにお見通しよ。葛根東の海野千絵、この龍太郎様が討うち取ったあ！」


　歓かん声せいを上げて龍太郎機がスタートする。すでに水原、和彦の二人との間には大きな差がついていたが、三位になるのはほぼ確かく定ていだ。つまり、和彦が一位になれば、その時点で彼らの勝ちである。


「みみ、みみ、水原ああ！」


「ああもうっ。わかってるよ。一位になればいいんだろ？」


　回転する千絵を横目に、水原はうろ覚えのコースを疾しつ走そうした。


　和彦は緊きん張ちようして画面を見つめていた。龍太郎が推おしただけあって、ハンドル捌さばきは的確だし、シフト・チェンジにも無む駄だがない。だが操作する和彦の目には、まだ迷まよいが残っていた。


　結局、水原はひいひい言いながらコースを駆かけ抜ぬけ、コンマ二秒差で一位をキープした。和彦は二位。三位は遅おくれて龍太郎だった。


　これで得点は、五対五。つまり同点である。勝負は持ち越こされ、二戦目は休息なしで続け様に行われた。


　二度目のゲームでは四機とも無難なスタートを切った。それでも先を行くのは水原と和彦の二人。千絵と龍太郎はその遥はるか後方でつばぜり合いを展てん開かいした。


「さっきはよくもやってくれたわね！　この卑ひ怯きよう者もの！」


「何ぬかす！　先にしかけたのは、テメエだろうがっ」


　ガシンガシンと画面のマシンがぶつかる度たびに、二人が座すわるシートが上下左右に激はげしく揺ゆれ動いた。かなり大きなアクションだというのに、両者は舌したを嚙かみそうになるのも怖おそれず、罵ば倒とうの刃やいばを斬きり結んだ。


　ちなみに、席順は端から千絵、水原、和彦、龍太郎の順である。罵ののしり合う二人に挟はさまれ、水原は苦く笑しようで片かたづけるには苦みが強すぎる笑えみを唇くちびるに張りつかせていた。


「食らいやがれ、枯かれ年どし増ま！」


　一瞬の隙すきを突ついて龍太郎のマシンが千絵機をガードレールに押おしつけた。「ああ！」と短い悲鳴を上げる間もあらばこそ、千絵のマシンは一度ガードレールに接せつ触しよくして火花を飛ばすと、


「あぁぁれぇぇー」


　と、またしても例のスピン状じよう態たいに陥おちいった。


　千絵を蹴け落おとした龍太郎だったが、もう上位二人には追いつけない。そこで彼はわざと周回遅れになって水原の妨害をしようと待ち受けた。


「あ、こらっ。汚いぞ」


「知ったことかっ。勝ちゃあいいんだよ。勝ちゃあ！」


　水原は衝突こそ避さけたものの、大きくコースを膨ふくらませ、真後ろにいた和彦にコーナーのインを取られた。和彦はそのままスムーズに水原を追い抜く。彼の技ぎ術じゆつがあれば、このリードは勝ったも同然だった。


「よっしゃあ！　これで俺が三位でも、こっちの勝ちだぜっ」


「そうは──いくかあっ！」


　思わずアクセルをゆるめた龍太郎機に、スピンを脱だつした千絵のマシンが、正面から突とつ撃げきした。


　龍太郎のマシンが一ひと溜たまりもなくクラッシュする。シートごとぐるぐる回転する彼を指さし、千絵は腹の底から愉ゆ快かいそうに笑った。


「なんてことしやがる、このアマ！　テメエ、コースを逆ぎやく走そうしやがったな。反則だぞ、そんなの！」


「おほほほほっ。そんなルールはなくってよ。油ゆ断だん大たい敵てきという奴やつね。あなたには難むずかしい四よ字じ熟じゆく語ごでしょうが、この際さい、よく覚えておきなさいな！」


　その後も決着のつかないまま、レースは延えん々えんと繰くり返された。もはや千絵と龍太郎は、ゴールすることを放ほう棄きして、相手の破は壊かいに専せん念ねんした。


　コーナーでブレーキ。ストレートでクロスプレイ。ガードレール際ぎわで幅はば寄よせとコース塞ふさぎ。両者とも、ハンドルをフリスビーのように振ふり回しては、自身のシートを扇せん風ぷう機きのように回転させていた。


「なんて嫌いやらしい男なのっ。いまの避よけてたら、和彦くんに当たってたわよ！」


「笑わせんな。テメエだって野や郎ろうの陰かげに隠かくれてたじゃねえか！　猿さるは猿らしく、檻おりの中でぐるぐる回ってやがれ！」


「ま、また猿って言ったわね！　もう勘かん弁べんならないわ。処しよ理り場じように堕おちろ、社会のゴミ！」


　そのころには、手に汗あせ握にぎって見物していた取り巻まき二人も、いささかウンザリした様子で椅い子すに座すわっていた。ゲームをしている水原や和彦も同様だ。本来これは和彦の去きよ就しゆうを決するためのゲームだったはずだか、いかに鈍にぶい彼であっても、いまの千絵たちの念頭に自分がいるとは思えなかった。


　水原の腹はらがぐうと鳴る。気のせいか、腹の音まで力がないようであった。





　　　　◆◆◆◆◆





　途と中ちゆう挟はさまれたトイレ休きゆう憩けいを機に、水原と和彦がリタイアした。もともと大した持ち合わせのない二人は、ゲームを続けるだけの金きん銭せんが底を突いたのである。


　当事者の多くは、この展開に希望を抱いだいたが、残念ながら勝負は続行することとなった。


「仕方ねえ。こうなったら、タイマン勝負だ。まさか逃にげねえよな、アバズレ・モンキー」


「望む所よ、能なしニキビ。先に一位を取った方の勝ち。いいわね！」


　かくして戦いは新たな局面を迎むかえる。が、やはり決着はつかなかった。


　何しろレースは四台で行われる。水原や和彦が抜けても、その分の二台はコンピューターが自動的に操そう作さするのである。そして、互たがいの潰つぶし合いしか頭にない千絵と龍太郎は、三位と四位しか取れなかったのだ。


　戦いはエンドレスの様相を呈ていした。





　　　　◆◆◆◆◆





　自分が間ま違ちがっていたのだろうか？　水原は抑おさえようもなく湧わき上がる自省の念に苦く悩のうした。


　言葉にすると陳ちん腐ぷになるが、「こんなはずではなかった」のだ。自分はただ食事をするために街に出たはずであり、千絵は和彦を連れ帰るのが目的だったはずである。過すごし易やすい陽気の、平へい凡ぼんな午後になるはずだった。


　しかしいま、水原が顔を上げると、千絵と龍太郎の二人は、これから通算五十二本目のレースに臨のぞまんとしているところだった。


「おらっ。テメエら、百円玉寄こせ。ぐずぐずしてんじゃねーよ！」


「何してんのよ、水原！　さっき渡わたした両りよう替がえまだなのっ？」


　ピリピリした声には、いまだ緊きん張ちよう感かんと意地があった。もう元気なのは、あの二人だけである。水原や龍太郎の取り巻き二人は、心身共にぐったりしていた。


　その代わり、レースゲームの周囲には面おも白しろ半分でゲームを観戦する野や次じ馬うまたちが集まっていた。通つう常じよう、ゲームのギャラリーというと、新作ゲームの見物か、上級プレイヤーの技わざの観察で集まるものだが、今回は例外である。筐きよう体たい周辺を囲むように陣じん取どり、やんややんやと悪あく趣しゆ味みな野次や喝かつ采さいを飛ばしている連中は、闘とう鶏けいでも観戦しているつもりのようだ。水原は頭かぶりを振り、そばにあった灰皿の台を引き寄せて煙草たばこを取り出した。


「……不安だったんだ」


　いつの間にか隣となり同士になって座り込んでいた和彦が、ふと気が緩ゆるんだようにつぶやいた。独ひとり言のような喋しやべり方だが、抱かかえているものを打ち明けようとする響ひびきがある。水原は重たいまぶたをぴくりと持ち上げた。


「僕ぼくさ。これまでゲームセンターに来たことなかったんだ。それどころか、一人でこんな裏うら街まちに来たこともなかったよ。いつも家と学校を真っ直すぐ往おう復ふくして、たまに本屋に寄るぐらいでさ。カラオケにも行ったことない。映えい画が館かんに行くのも親と一いつ緒しよだった。友達がいないわけじゃないけど、僕の友達はみんな塾じゆく通いで僕と似たようなもんだったんだ。なんて言うのかな。その……大人しい、目立たない、僕みたいな、さ」


「…………」


　和彦はぽつりぽつりと口を開いた。それを水原は何も言わずに聞いていた。ただ、和彦が、こんなことを言ってどう思われるだろう、と問い掛かけるような目を向けると、気楽な微び笑しようを見せて先を促うながした。


「そういうのってさ。なんか……すごい損そんしてる気がするじゃない？　それどころか、最近じゃ、自分は取り返しのつかない道を進んでるんじゃないかって、居いても立ってもいられなくなるんだ。だってテレビに出てくる有名人や、何かの分野で名前の挙あがる人って、たいがい子供時代の逸いつ話わがあるでしょう？　子供のときはこんな無茶をしてたとか、昔はすごいワルだったとか。そういう経けい験けんを経へて大人になるから大成してるんだよね？　僕みたいに、家と学校だけで生活してて、塾にだけ行って、あんまり遊ばなくて──なんて人いないじゃない」


　照れくささ半分、深刻さ半分といった口調だった。それは思春期に差し掛かかった者特有の子供っぽい考えかもしれないが、大人ぶって相手にしないでいい考えではない。


「……あなたもそうなんでしょ？　学校だけじゃなくて、いろんな経験してるんですよね？」


　問い掛ける和彦に、水原は口をへの字にした。


「ろくでもないことばっかだぜ？」


「でもっ……何もないよりいいじゃないですか」


「どうかなあ。人間、なんかありゃ成長するってもんでもねえし。むしろ痛いたい目見ても懲こりない奴の方が多いと思うけど」


　そう言ってあごをしゃくる。その先には加熱する千絵と龍太郎の姿すがたがあった。和彦は、うっ、と言葉を詰つまらせた。


　そのとき、またしても水原の腹が断だん末まつ魔まのような唸うなり声をもらした。水原は空くう腹ふくを紛まぎらわそうと煙草を吸すった。


「……お腹なか、空すいてるんですか？」


「悲ひ劇げき的に」


「あの……これ、食べます？　もう冷えてるけど」


　和彦が背し負よっていたバックパックから取り出したのは、冷たくなったハンバーガーだった。尾び行こうのとき彼が立ち寄よっていたファーストフード店のものだ。


　水原の目の色が変わった。


「食う！　いいのか？」


「え、ええ。どうぞ」


　和彦の目に哀あわれみが浮うかぶのにも気づかず、水原は火をつけたばかりの煙草を灰はい皿ざらに投げ捨すて、ハンバーガーを受け取った。震ふるえる手で包ほう装そうを剝はぐと、硬かたくなったパンとチーズが現あらわれる。


　わっ、と、どよめきが起こった。


　二人が反射的にゲーム画面へ注意を戻もどすと、そちらはまさにデッドヒートの真っ最中だった。しかも、奇き跡せき的に決着がつこうとしていた。


　複ふく数すう設もうけられたコースの中でも、最上級難なん度どのコース。千絵のマシンと龍太郎のマシンは、もつれ合いながら最後のコーナーに差し掛かったところだった。


　激はげしい突つっ込こみとシビアなコース取り。そして、すべてを決するブレーキング。両者とも相手を挑ちよう発はつすることさえ忘れて、マシン・コントロールに集中していた。倦うみきっていた水原や和彦でさえ、思わず身を乗り出すほどの際きわどいせめぎ合いだった。


　二台のマシンが、コーナーを抜ぬける。


　相手の頭を押さえていたのは、千絵の操あやつる機体だった。


「よっしゃあっ、ドリフトばっちり！　ついにこのレース頂いただいたわよ。見なさいっ、栄光のチェッカー・フラッグ！」


「ば、馬ば鹿か言えっ、勝負はゴール前のストレートだ。前塞ふさいでんじゃねーよ、のろまブス！」


　龍太郎は怒ど鳴なったが、その声は大いに慌あわてていた。逆に千絵は余よ裕ゆうたっぷりに、後方で焦あせる宿しゆく敵てきを見やった。


「あらあら、もう負け惜おしみの準じゆん備びかしら？　のろまブスとはまた、独どく創そう性せいのない悪口ですこと。タダでさえ貧ひん相そうなボキャブラリーも、とうとう枯こ渇かつしたようね。ちょうどこれで終わりよ。せいぜい泣きわめくがいいわ！」


「やかましいっ、この貧乳猿！」


　その瞬しゆん間かん、世界のどこかで大陸間弾道弾ＩＣＢＭのスイッチが押おされてしまったような、耐たえ難がたい静せい寂じやくが駆かけ抜けた。


「キイイイーッ！」


　怒いかりに我われを失った少女は、ポケットに手を突っ込み、あらん限かぎりの百円玉をつかんで辺り構かまわず投げつけた。


「うわ、何しやがる！」


　龍太郎が堪たまらずにゲームのシートから逃にげ出した。何しろ硬こう貨かは硬かたいし、力ちから任まかせに放ほうり投げているので、当たれば結けつ構こう痛い。観戦していた野次馬たちも慌てて距きよ離りを空け、その中の一人が、水原の背せ中なかを押した。


　手の中のハンバーガーが飛び出す。その真下には、さっき引き寄せた灰皿が──


「あ」


　と、水原と和彦の声が重なった。





　　　　◆◆◆◆◆





　そんなわけで、千絵と水原がゲームセンターを出た頃ころには夜の十時を回っていた。


　暖あたたかだった日は沈しずみ、寒々しい夜気が辺りを支し配はいしている。その乾かわいた冷気の中を、一人はとぼとぼと、もう一人はぷりぷりとした足取りで歩いていた。


「思わぬ出費を強しいられたわ。ほんと、あんな鬱うつ陶とうしい不良は初めてじゃないかしら」


「……そうね」


「おかげでこんなに遅おそくなっちゃった。とっくに勝負はついてるのに、しつこいったら」


「……そうね」


「でもまあ和彦くんもわかってくれたみたいだし。めでたしめでたしよね」


「……めでたいなあ」


「正せい義ぎの勝利よ」


「……そうね」


　まだまだ元気な千絵の台詞せりふに、元気のない水原の生返事が返る。千絵は不思議そうに道行く連れを振ふり返った。




[image: ]


「どしたの、あんた。何をそんなにしょぼくれてるのよ？」


　水原が口を開くより早く、彼の胃い袋ぶくろが返事を返した。ああ、と千絵が頭をかく。


「そういやご飯がどうとか言ってたっけ？　ごめん。忘れてた」


「……いいよ。どーせ正義に犠ぎ牲せいはつき物なんだろ」


「そ、そんな拗すねないでよ。約束は覚えてるわよ。つき合ってくれたんだから、ご飯奢おごるわ。ファミリーレストランでも……」


　鷹おう揚ような笑え顔がおを見せながら千絵は財さい布ふに手を回したが、そこではたと手を止めた。さっきのゲームで持ち金はすべて費ついやしている。いま彼女は無一文だった。


「あー……」


　申し訳なさそうな千絵を見て、水原は肩かたを竦すくめた。


「気持ちだけもらっとくよ」


「うーん、ごめんなさい。今日は珍めずらしく水原も役に立ってくれたのに。残念だわ」


「珍しくってのが引っかかるが……でも俺、役に立ったか？　むしろ今回は何もしてないような気がするけど」


「とんでもない。和彦くんを説得してくれたじゃない」


　今度は水原がきょとんとした。


「説得？　俺が？　あれはあいつが勝手に……」


「いいえ──」


　と千絵は微笑ほほえんだ。


「あの子はね。相談相手が欲ほしかったんだと思うのよ。それも男性のね」


　千絵の説明によると、和彦の両親は彼が幼よう少しようの頃に離り婚こんしているらしい。彼の母親が過保護なのも、それが原げん因いんの一つなのだそうだ。


　周りの親しん戚せきも女性ばかりで、和彦は父親的な存そん在ざいを知らずに育った。真ま面じ目めな性せい格かくが幸いし、母親の溺でき愛あいにスポイルされることはなかったが、逆ぎやくに甘あまやかされる自分自身に不安を感じるようになった。何しろ、彼は自分より年上の男性とろくに話したことすらなかったのだ。


「誰だれでもいいって訳わけじゃなかったんだろうけど、自分と同年代の男友達じゃ駄だ目めだったのね。まあ、だからってあのウドの大木にまで懐なついてたところを見ると、ちょっと人を見る目に欠ける気はするけど」


「で、俺をあてがったって訳わけ？」


「たまたまよ。でも様になってたじゃない。優やさしいお兄さん役」


「よしてくれ。奥おく歯ばが痒かゆくなる」


　本当に奥歯が痒そうな水原を見て、千絵はくすくすと笑った。


「女の子だけじゃくて、たまには男の子の面めん倒どうを見るのも悪くないでしょ？」


　水原は、「兄あに貴きねえ……」とつぶやいて考え込んだ。


　では和彦は、かつて自分が兄に話していたような感覚で、語りかけていたのだろうか？　水原は何とも言えない複ふく雑ざつな──少しばかり落ち着かない気持ちになった。


　弟の身としては「腹はら減へった」と文もん句くだけ口にしていれば良かったのだが、兄貴分となればそうもいかない。しかしそれは、決して悪い気分ではなかった。


「それにしても忌いま々いましいのはあの男よね。私だってお昼から何も食べてなかったのに。ほんとに悪かったわね、水原」


　千絵が悔くやしそうに歯ぎしりする。水原は思わず苦く笑しようした。


「もういいよ、千絵ちゃん。せっかく善ぜん行こう積んだんだ。せめて正義の味方らしく、惨みじめな愚ぐ痴ちは──」


　と、水原の視し線せんが止まった。


　千絵のかぶったニット帽ぼう。その折り返しにきらりと光る物があった。


「千絵ちゃん、それ！」


「え？」


　千絵が戸と惑まどって水原に指さされた頭を触さわる。指先に触ふれた感かん触しよくに、千絵は思わず目を輝かがやかせた。


「五百円！　なんでこんなところに！」


「千絵ちゃんがお金ばらまいたときだ。妙みようなとこでツイてんなあ。これがあれば牛ぎゆう丼どん大おお盛もりでおつりが来るぞ」


「待って待って。ハンバーガーなら四個よ、四個。コンビニでだってカップ麵めんやおにぎりが買えるじゃない！」


「俺は牛丼がいいな。大盛り二人で分けようぜ」


「私はハンバーガー……あ、やっぱりおにぎりがいい」


　二人は、千絵が握にぎり締しめる五百円玉を挟はさんで、額と額をつき合わせた。ふいに千絵がニヤっとし、指でコインを大きく弾はじく。


「表ならおにぎり！」


「よし。じゃあ裏うらだ！」


　千絵のとっさの提てい案あんに、水原も元気を取り戻もどして弾はずむように叫さけんだ。


　二人が見上げる夜空の下。


　弾はじかれたコインが宙を舞まう。


　狙ねらいが逸それて背はい後ごに向かう。


　おや？　と水原は首を捻ひねった。


　二人はコインの行方ゆくえを追って、同時に後ろを振ふり返った。


　そこには蓋ふたの外れた排はい水すい溝こうが、意地悪く口を開けていた。


　千絵と水原の声が重なる。


「あ」






　逃走─runaway─







　息が荒あらい。胸むねが苦しい。


　白いバンの陰かげに飛び込んだ少年は、そこで力尽つき、座すわり込んだ。


　直後に、一台のバイクが通路を駆かけ抜ぬけた。コンクリートの壁かべに排はい気き音おんが反はん響きようし、ヘッドライトが闇やみを切り裂さいて走り去った。


　狂くるったような笑い声がエコーを残して闇に吸すい込まれる。


　笑い声は一つではなかった。遠くから反響し合いながら、人ひと気けの消えた地下駐ちゆう車しや場じようを占せん領りようしつつある。自身の激はげしい呼こ吸きゆう音おんが耳の奥おくを塞ふさいでいたが、その禍まが々まがしい響ひびきは、彼にもはっきりと伝わっていた。


　少年は声が遠ざかると、あごを上げて喘あえいだ。端たん整せいな顔は疲ひ労ろうに歪ゆがみ、額に浮うかんだ汗あせが流れて頰ほおを伝っていた。


　歳としはせいぜい十三、四。中学生だろう。顔つきに、まだ幼おさなさが残っている。しかし同時に、己おのれのあどけなさを切り捨すてて、がむしゃらに強くなろうとする真しん摯しな意志も宿っていた。


　小こ柄がらで華きや奢しやな少年だった。だが、どういうわけか、彼は自分より二回りもサイズの大きいブルーのウィンドブレーカーをまとっていた。


　彼の名は、物ものの部べ景けいといった。


　景はウィンドブレーカーのポケットに手を入れ、苦しそうに何かをつかみ出した。震ふるえる手のひらには、カプセルが三錠じようのっている。ぜえぜえと息をつきながら、景はその三錠の薬をにらみ、手の中に握にぎりしめた。


「……あと三つ……」


　なんとも心細い数だった。敵てきは少なくとも、この倍はいる。


「だけど悪オ魔ー持ナちーは一人だけだ……あのリーダー格かくさえ、やっつければ……」


　そうつぶやいた景だったが、自みずからを叱しつ咤たするように、厳きびしく首を振ふった。


　──駄だ目めだ。悪あく魔ま抜きで戦いになったら、それこそ僕に勝ち目はない。あいつら全員をどうにかしなくては……


　呼吸が落ち着くのを待って、冷たいコンクリートから腰こしを浮かす。


　足の筋肉はまだ重たかったが、それでも少しは回かい復ふくした。景は音を立てないよう慎しん重ちように立ち上がってバンの陰かげから出た。


「おいっ。いたか？」


「いや、いねえ！　上捜さがすぞ」


「お前らは下に残ってろ！」


　闇の中、男たちの奇き声せいや叫さけび声が方々から聞こえてきた。


　乱らん暴ぼうで野や蛮ばんな、何より愉ゆ快かいそうな声だ。相手を上回る暴力によって他者を貶おとしめる。そんな行こう為いに熱中しているのが明らかだった。


　彼らは市内の不良グループである。強ごう盗とう、恐きよう喝かつ、集団騒そう擾じようから暴走行こう為い。未成年ながら、いずれも札付きのちんぴらだ。そして彼らは当然のようにドラッグにも手を染そめており、その中にはカプセルも含ふくまれていた。


　一部で知られ始めたとおり、カプセルはただのドラッグではない。素そ質しつのある者が服用すると、悪魔を召しよう還かんできるのである。彼らのグループの内一人は、すでに召還に成功している。悪魔の超ちよう常じよう的な力を行使して、勢せい力りよくを広げつつあるところだった。


　ある事じ情じようからカプセルに関かかわることを決意した景は、自ら進んで不良たちの世界に足を踏ふみ入れた。目的は悪魔召還に成功した「悪オ魔ー持ナちー」と呼よばれる悪魔の使し役えき者しやを捜さがし出すこと。そして、その悪オ魔ー持ナちーの悪魔を打だ破はすることの二つである。今日も、悪魔召還に成功した不良グループの噂うわさを聞きつけ、真しん偽ぎを調査するため彼らに近づいたのだ。


　これまでに幾いく度ども踏んだ手順だった。だが今日、景はトラブルに巻まき込まれた。彼らを尾び行こう中、他ほかの不良グループが彼らを襲しゆう撃げきしたのだ。


　結局襲撃は失敗に終わり、襲おそったグループは返り討うちにあった。だがその際さい、尾行していた景は彼らに発見された。しかも襲ったグループの一員と勘かん違ちがいされ、そのまま追われる羽は目めに陥おちいった。このような不測の事じ態たいを想定していなかった景は、ただひたすらに逃にげる内に、いまいる地下の駐車場へと追い込まれたのだった。


　駐車場は地下三階からなる。一階出入り口から入った景は、猟りよう犬けんに追い立てられる兎うさぎのように下へ下へと逃げていた。すでに体力の消しよう耗もうも激しい。加えて、過か酷こくなプレッシャーが精せい神しんを摩ま耗もうさせていた。景はこれまで自分からドラッグユーザーに近づく立場だった。複ふく数すうの敵から執しつ拗ような追撃を受けるのは初めての経けい験けんなのだ。


　──失態だ。不用意に近づきすぎたんだ。


　もともと不良たちとつき合いのない景である。アンダーグラウンドの情じよう報ほうを探さぐろうと様々な思案を凝こらしてはいたが、所しよ詮せんは付け焼き刃ばに過すぎなかった。未知の世界の流りゆう儀ぎを手探りしながら進んでいるのだから、火傷やけどするのも当然だ。しかし彼には、他の選せん択たく肢しがないのも事実だった。


　──せめて信しん頼らいできる情報がもっと手に入れば……


　己おのれの無力がもどかしい。が、それはいま言っても詮せん無なきことだ。景は頭を切り換かえて、目の前の危き機きに集中した。


　駐車場内には誘ゆう導どう灯とうが点ともり、完全な暗闇ではない。とはいえ、その光は弱々しくて、かえって周りの視し界かいを悪くしているような印象があった。


　景は自分の足あし下もとを見た。踏みしめるコンクリートの床ゆかに影かげはできていない。


　景もまた悪魔召還に成功した悪オ魔ー持ナちーである。ただ、彼の悪魔は〝影〟なのだ。使役者の影が形を取って悪魔になるのである。そのため、光のない場所では召還することができない。明かりのない地下というシチュエーションは、彼にとって極きわめて不利であった。


　これまでなら悪魔を召還する可か能のう性せいがある場合は、自分でも照明の用意をしていた。しかし今回は偵察が目的だったため、なんの準じゆん備びもしていなかった。そればかりかカプセルすら十分な量がない。


　すべて己の迂う闊かつさが招いた結果だ。


　景は奥歯を嚙かみしめると、薄うす闇やみの中を身を隠かくしながら歩き始めた。





　　　　◆◆◆◆◆





　バイクのエンジン音と排はい気き音おん。それに男たちの叫び声は、絶たえることなく聞こえてくる。


　地下駐車場の内ない装そうは、打ちっ放しのコンクリートである。所々壁かべや柱で区切られてはいるが、だだっ広い場所であることに違ちがいはない。しかも、階の行き来をする傾けい斜しや路ろがあちこちにあるので、音が複ふく雑ざつに反はん響きようし合って、音おん源げんを察知することが難むずかしい。彼らの乗るバイクのヘッドライトだけが、敵の位置を知る頼たよりだった。


　柱の向こう。奥おくの壁。駐車した車の滑なめらかなボディ。


　ちらちらとライトの反射光が閃ひらめく度たびに、景は身を竦すくめて視線を投げた。物音がする度たびに過か敏びんに振ふり返った。自分でも浮うき足立っているのはわかるが、どうしようもないのである。


　──一か所に留とどまっているのはまずい。


　その一心で景は闇の中をふらついていた。しかし、どちらに向かえばよいのかがわからない。


　出口のある上を目指すにしても、傾けい斜しや路ろを通るべきか、それとも地上に抜ぬける階かい段だんを探さがすべきか。あるいはこのままやり過ごすべきか。


　敵がバイクに乗っている裏うらをかいて、トイレにでも逃げ込んでいれば、いずれ連中も飽あきて余よ所そへ行くかもしれない。しかし、もし隠れているところを見つかれば、もう逃げることもできなくなる。


　──どうするのが一番いいんだ……


　闇の中に一人ぽつんと立っていると、薄はく氷ひように乗っている気持ちになった。自分が確かく信しんのないまま行動しているとわかっているだけに、一度不安に思えば居いても立ってもいられなくなるのだ。


　──けど、ここで早まった真ま似ねをしたらお終しまいだ。


　焦あせりと恐きよう怖ふがきりきりと胸むねを締しめ付けた。


　どれほど願ったところで、正しい方法を教えてくれる者などいない。自分で考え、行動するしかない。事実、景はカプセルの闇に踏み入って以来、ずっとそうしてきたのだ。


　自信が欲ほしかった。


　どんな状じよう況きようでも冷静に分ぶん析せきできるという自信。自分の判はん断だんに身を委ゆだねられるだけの自信。そんな、自らの足がかりとなるような自信を、景は心の底から欲ほつしていた。


　しかし、自信とは欲して得られるものではない。


　いまの景にできるのは、自分自身を的まとに晒さらし、恐怖に震ふるえながら、一つ、また一つと選択を重ねることだけだった。


　と、景の足が止まった。


　不ふ鮮せん明めいな視界の端はし。暗闇の中を何かが動いたような気配がしたのだ。


　──誰だれかいる!?


　途と端たんに、必死の努力も虚むなしくなるほど、心臓が早はや鐘がねを打ちだした。急きゆう激げきな血の流れに、目の前が暗くなる気がした。


　景はとっさにカプセルを取り出し、気配のした方向に振り返った。


「誰だれだっ」


　と小さく叫さけぶ。


　鋭するどい、斬きりつけるような誰すい何かのつもりだった。しかし口から出た叫びは、声にした直後に後こう悔かいするほど弱々しくかすれていた。


　景は全身の筋きん肉にくを引き締しめて、身体からだの震えを止めた。唇くちびるを裂けそうなほど嚙みしめて、闇の中をにらんだ。


　薄うす闇やみの下りたコンクリートの床ゆか。


　その先に、小さな光点が二つ、じっと景を見つめていた。ひっ、と喉のどからかすれ声がもれた。


　そこにいたのは、一匹ぴきの猫ねこだった。


　全身からどっと力が抜けた。景は思わず膝ひざに手を当てて泣きそうな苦く笑しようを浮かべた。


「ひどいな……どうせおどかすなら、僕じゃなくて、あいつらにしてくれよ……」


　当然ながら猫の返事はない。緊きん張ちようを解といた景は、息をついて猫の側そばに歩み寄よった。


「ここ、君のねぐらなのか？　起こしちゃったかな──」


　景はなるべく警けい戒かいされないように、小声で話しかけながらゆっくり近づいた。


　猫は逃にげなかった。白く光る両目を見開き、じっと景の方を凝ぎよう視ししていた。


　妙みような違い和わ感かんを覚えて、景は足を止めた。猫の毛が逆さか立だっている。まるで虎とらとにらみ合っているような気き迫はくで全身を緊張させているのだ。


　不意に違和感の正体に気づいた。猫が見ているのは自分ではない。その背はい後ごだ。


　景はさっと顔色を変えて真横に跳とんだ。しかし間に合わなかった。


　逃げる景の肩かたに強い衝しよう撃げきが加わった。


「あ！」


　空中に身を投げていた景は、その衝撃に押おされて跳はね飛ばされた。身体が急回転して足が投げ出される。景はコンクリートの上を吹ふっ飛び、肩から床に落下した。


「っ──！」


　鉄と鉄とを打ち合わせるような痛いたみが、床に接せつ触しよくした肩けん胛こう骨こつから胸の辺りまで響ひびき渡った。景は痛みを堪こらえて素す早ばやく身を起こした。


　さっき自分がいた方向を見る。しかしそこには何もいなかった。いや、何も見えなかった。


　──悪あく魔まか!?


　血の気が引く思いがした。いま、自分のすぐ近くに敵てきの悪魔がいる。なのに自分には、それと戦う術すべもなく、抵てい抗こうすることさえできない。


　──殺される！


　パニックが落らく雷らいのように景を打った。頭の中が真っ白になった。


　そのとき猫が鳴いた。


　殺気のこもった威い嚇かくの叫びが、地下の静せい寂じやくに長く尾を引く。


　反射的に、何かが動いたような気がした。


　そこにいる。景は恐きよう慌こうの手から逃のがれ、手にしていたカプセルを一錠嚙かみ砕くだいた。


　カプセルは劇的に効果を現あらわした。身体中が冷水を浴びたように凍こおり付き、次いで悪お寒かんと熱が燃もえ上がった。頭の中で極ごく彩さい色しきの火花が飛ぶ。景はたちまち現げん実じつから内面へと落ち込んだ。火花が幻げん想そう的な模も様ようを作って視界を埋うめる。圧あつ倒とう的な不ふ快かい感かんと爽そう快かい感かんが同時に襲おそってきて、あらゆる感覚を相対化していく。


　気が付くと、景は床に尻餅をついた姿し勢せいで、頭の中の泥どろを振り払はらうように激はげしく首を振っていた。


「くそっ」


　見る。


　眼前にそれがいた。景は引きつるように息を吸すい、それを悲鳴にして吐はき出した。


　その悪魔は全体としては蜘く蛛もに似にた形をしていた。胴どう体たいは蜂はちのような形状で、大きさは幼よう児じほどもあった。黒い体毛がびっしりと生え、ところどころに毒々しい赤色の斑まだらがある。そこから細長い足が上下に四本ずつ伸のびて、床と天てん井じように足先を着き、胴体を宙に固定させている。


「あ……あ……」


　嫌けん悪お感かんを催す姿すがたに、景は胃が裏うら返がえる気がした。


　悪魔の足はそれぞれ違ちがう生き物のように直線的に動き、交こう互ごに床や天井につかまって胴体を支えながら全身を移い動どうさせていた。頭部から蛾がに似た触角が伸びていて、それがガサガサと左右に揺ゆれている。あれで獲え物ものを探さがしているのだ。


　奥おく歯ばが馬ば鹿かみたいにガチガチと音を立てていた。まるでマンガのようだ。と思うと、急に笑いがこみ上げてきた。肺はいが引きつる気がした。


　景は立ち上がって逃げようとした。だが、足が言うことを聞かない。代わりに、ウィンドブレーカーを引きずって、四つんばいで逃げた。計算など何もなく、ただ本ほん能のう的に悪魔から遠ざかろうした。


　しかしその動きは逆ぎやく効こう果かだった。悪魔は逃げる獲物に気づき、その長い足の関節を伸ばして景のいる隣となりに下ろした。そして着いた足に体重を移動すると、一挙動で景の頭上に覆おおい被さった。


「くっ……くっ……」


　恐怖で頭が回らない。思わず泣き出しそうになる。


　景が絶ぜつ望ぼうしかけたとき、再ふたたび猫が鳴いた。いや、吠ほえた。


　猫は縄なわ張ばりを荒あらす敵に怒いかりをぶつけていた。その無む謀ぼうなほどに誇ほこり高い鳴き声は、またしても景を正気付かせる効果を見せた。景は必死になって己に活を入れ、よろめく足で立ち上がった。そして悪魔の足と足の間を駆かけ抜ぬけた。


　一いつ瞬しゆん振ふり返ったとき、悪魔が触角をこちらに向けるのを目の端はしに捉とらえることができた。景は前を向き、全力で走った。逃げるより他ほかに、何も考えられなかった。


　死にものぐるいで走ると、前方に光が現あらわれ、近づいてきた。


　ヘッドライトだ。景は慌あわてて足を止め、柱の陰に隠かくれた。


　肺と心しん臓ぞうが爆ばく発はつ的に伸しん縮しゆくしている。耳の奥が割われるように痛い。


　景は必死になって息を止めた。バイクは彼の側を走り抜け、悪魔のいる付近で止まった。


「ちっ。逃げたか。コソコソしやがる」


　あの悪魔の使し役えき者しやだ。忌いま々いましそうな台詞せりふを口にしていたが、景には、楽しみが延びたことを喜んでいるようにしか聞こえなかった。


　隠れていると、さらに二台のバイクがやってきて悪オ魔ー持ナちーの側で停車した。何か話し声のようなものが聞こえてくる。


　会話の内容は気になるし、一方では連中に見つからないよう、いまの内に移動したかった。だが、これ以上は足が動きそうにない。景は痙けい攣れんする足の痛みをじっと堪こらえたまま、柱にもたれかかって立っていた。全身を嫌いやな汗がじっとり濡ぬらしていた。


　と、その足あし下もとでまたしても何かが動いた。


　景は驚おどろいたが、今度は取り乱みだすことはなかった。


　音を立てないようにしゃがみ込む。ウィンドブレーカーの裾すそにまとわりついているのは、さっきの猫だった。


「……お前な。どういうつもりなんだ？　大人しく隠れてろよ」


　疲つかれた声でつぶやくと、猫は余よ計けいなお世話だとでも言いたげに、澄すました様子で長い尾おを立てた。


　暗くてよくわからないが、灰はい色いろっぽい毛け並なみをした雄おす猫ねこだった。猫を飼かったことのない景には、雄猫の歳としまではわからない。ただ、若くはなかった。動きは滑なめらかだが泰たい然ぜんとしており、あれほどに奇き怪かいな敵と対たい峙じしたあとだというのに、少しも冷静さを失っていなかった。


「さっきは助かったよ。けど、もう引っ込んでる方がいいんじゃないか？　好奇心ってのは、君たちの大敵なんだぜ？」
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　景はそう忠告して猫の喉のどを人差し指で撫なでた。


　猫はわずかに目を細めると、嫌がるそぶりは見せずに景の好きなようにさせていた。もっともそれは、じゃれてくる子猫を鷹おう揚ように受け入れている風だ。どうも景のことを格かく下したと見なしているらしい。


　猫を触さわっていた景は、ふと彼が左の後足を引きずっていることに気が付いた。足が悪いようだ。


「お前──そんな脚であいつと戦うつもりだっのか？　呆あきれた奴やつだな」


　猫は、景の驚いた口調などどこ吹ふく風と、静かに尾おを揺らしながら男たちのいる方向を見つめていた。


　景は苦々しく口を曲げた。この雄猫の落ち着きは、自信に裏打ちされたものだ。ひょっとするとこの猫は、自分などよりずっと危あぶなげなく、窮きゆう地ちを脱だつすることができるのかもしれない。


　猫を撫でていると、その体温と正確な鼓こ動どうが、心の乱れを静めてくれた。


　慎しん重ちように陰かげから顔を出す。男たちはまだ動いていなかった。気の抜ける笑い声が聞こえてくるところを見ると、どうやら雑ざつ談だんでもしているらしい。


　──奴らにとっては、所しよ詮せんお遊びなんだ。


　だが、遊び気分だといって油ゆ断だんはできない。連中は遊びであっても、平気で人を傷きずつける。面おも白しろ半分で致ち命めい的な暴力を振るう。そしてアンダーグラウンドの世界では、それが「悪い」とか「間ま違ちがっている」といった次元のことは問題にされない。降ふりかかる暴力に対たい抗こうできるかどうかが肝かん心じんなのである。


　道どう義ぎ的見地から憤いきどおったところで連中は嘲あざ笑わらうだけだ。ここでは、力の裏付けがない者は、ただ奪うばわれて終わる。


　──あの悪あく魔ま。どれぐらい強いんだろうか？


　動きは遅おそくないが、どこかぎこちなかった。生物として構こう造ぞう的に欠けつ陥かんがあるような感じだ。しかし、少なくとも素す手でで勝てる相手ではない。〝影かげ〟を召しよう還かんしないことにはどうにもならないだろう。


　ただ、仮に〝影〟を召還できたとしても、あの悪魔に勝てるという自信はなかった。


　景の悪魔は強力である。それは景自身がたじろぐほどに凶きよう暴ぼうで、彼が知る限かぎり最も高い破は壊かい力りよくを秘ひめた悪魔だった。だが、あまりに力が強すぎるため、使役者である景にも制せい御ぎよが難むずかしいのだ。野生の狼おおかみに首輪をはめてみても、鎖くさりを持っている方が引きずられる。猛もう獣じゆうを放つのはいいが、放たれた獣けものがどんな行動に出るか予測できないのでは、おいそれと召還する気にならなかった。


　──さっきは運が良かった。


　あの悪魔は感覚器官が鈍にぶいのだろう。景の動きに対する反はん応のうが遅かった。しかし一方では視し覚かくに頼たよらないで済すむため、明かりがなくとも行動の妨さまたげにならない。また、悪オ魔ー持ナちーから離はなれて獲え物ものを探さがしていたということは、半自立的に動くことが可か能のうだということだ。悪オ魔ー持ナちーはバイクで、悪魔はあの触しよつ角かくで手分けして景を探していたことになる。


　──つまり、常つねにカプセルをのんでないと、あの悪魔がすぐ側に近ちか寄よってきてもわからないってことだ。


　悪魔はカプセルをのまなければ視し認にんできない。さっき服用した効果がまだ続いているが、このままいればいずれは切れる。そうすればあの悪魔は、また見えなくなってしまう。


　カプセルの残りは二錠じよう。この二錠を使い切るまでに、現げん状じようを打開せねばならない。


　──もう、うじうじと隠かくれてるわけにはいかない。


　脱出しよう。なんとかして外に出る出口を見つけ出すのだ。


　景は立ち上がると、男たちに気づかれないよう、そろそろと動き出した。しかし、


「いや、待てよ──」


　と足を止める。


　その足あし下もとには、まだ猫がたたずんでいた。景は再ふたたび身を屈かがめて、この、やけにふてぶてしい雄猫に顔を寄せた。


　この雄猫は、さっき悪魔の存在を察知していた。あるいはレーダーとして役立ってくれるかもしれない。


「お前さ。その足でうろちょろしてるのも危き険けんだろ？　僕ぼくと一いつ緒しよに来ないか？」


　内緒話をするように、ささやきかけて耳の後ろを撫なでてやる。


　猫は特に反応を示さなかった。相変わらず男たちのいる方向だけを油断なく見つめている。


「……鳴くなよ」


　ゆるゆると前足の間に手を入れ、猫の身体からだをすくい上げる。彼は一いつ瞬しゆん煩わずらわしそうに景を見上げたが、大人しく従したがった。景は場ば違ちがいに嬉うれしくなって微笑ほほえんだ。


「よしよし。お前も外に出してやるから、もし悪魔が近づいてきたら僕に教えてくれよ」


　猫を抱だき上げると、さっき打ち付けた肩かたが痛いたんだ。景は顔をしかめ、闇やみの中へと歩き始めた。





　　　　◆◆◆◆◆





　バイクの動きが活発になりつつあった。


　ヘッドライトが忙せわしなく行き交かい、クラクションが頻ひん繁ぱんに響ひびき渡った。いつまでも捕つかまらない獲え物ものに、男たちが苛いら立だち始めたのだ。彼らの声から、からかう調子が薄うすれ、いよいよ剣けん呑のんな様子へと態たい度どが変化していった。


　猫を連れ歩くことにした景だったが、悪魔のことはともかくバイクのことを失念していた。バイクから身を隠したときになってようやく、すぐ側を駆かけ抜ぬけていく爆ばく音おんに猫が鳴き声を立てるかもしれないと気が付いたのだ。


　幸い雄猫は身じろぎ一つしなかった。やはり、相当に肝きもの据すわった猫らしい。景にせよ、さっきまでと同じように脅きよう威いから隠れていても、一人ではなく道連れがいると思うだけでずいぶん気が楽になった。


「お前、人に慣なれてるな。首輪はしてないけど、ひょっとして前は誰だれかに飼われてたのか？」


　腕うでの中で大人しくしている雄猫に向かって、景は小声でささやいた。猫は表ひよう情じようを変えないまま、耳の先だけを動かした。


　景はこの猫が気に入っていた。かわいげはないが無愛想な感じでもない。無関心なようでいて、ちゃんと自分につき合ってくれている。


　もともと友人のいない景だったが、カプセルに関かかわるようになって以来、それまで以上に人との関わりを断たってきた。カプセルに手を染そめていると気づかれる訳にはいかないし、関わりを持った相手を面めん倒どうごとに巻まき込こむ可能性もあった。何より、他人に構かまう余よ裕ゆうなど持てなかった。


　重苦しい秘ひ密みつを抱かかえたまま、一人で危地に挑いどみ続ける。景は自分でそう決意し、自らの誓ちかいを遵じゆん守しゆしてきた。それで後こう悔かいしたことはなかったが、辛つらかったのは事実だ。辛いという想おもいから目を逸そらし続けていた景は、こんな小さな道連れができただけでも心が浮うき立つ気分になれた。


「……あった」


　そんな景が階かい段だんを発見したのは、悪あく魔まの襲しゆう撃げきを受けてから七分後のことだった。バイクを見かけては隠れ、やり過ごし、遠回りをしていたため、予想以上に時間がかかった。


　壁かべの一角が突き出していて、ゴミ箱が二つとトイレの入り口があった。床ゆかが一段高くなっている。上に向かう階段はその奥おくにあるはずだった。


　──奴やつらはいない。見た感じ異い常じようはないけど。


　すでにカプセルの効果は切れていた。景は目を凝こらしたが、もしあの奥に悪魔がいてもわかりはしないだろう。


「……どうだ？　何か感じるか？」


　景は腕の中の猫に尋たずねたが、彼は例によってどんな反はん応のうも返さなかった。


　冷静に考えれば、敵てきがこの出口を放置しているとは思えない。たとえこの階の入り口が無む防ぼう備びでも、地上の出口には何者かが待ちかまえていると考えるのが妥だ当とうだ。


　──しかし、ここは地下三階だ。地上に抜けるのは無理でも、少しでも上に行く方がいい。


　景は階段の入り口まで走った。


　一瞬、カプセルをのんだ方が良いのではないかと足を止めたが、結局そのまま階段に近づいた。これで地上に出られなければ、まだしばらく地下をうろつくことになる。無む駄だに使うわけにはいかない。


「頼たのむよ、お前」


　階段付近は汚よごれがひどかった。まるでコンクリートが腐ふ食しよくしているようだ。横のトイレからも悪あく臭しゆうが漂ただよってくる。


　景は階段の隣となりの壁に張はり付いた。闇と埃ほこりと悪臭の中で、緊きん張ちように汗をかき、生なま唾つばをのんだ。


　階段をのぞき込む。


　階段には誘ゆう導どう灯とうがなく、途と中ちゆうの踊おどり場でさえ完全な暗くら闇やみだった。耳を澄すませても物音一つしない。


　景は猫の様子をうかがった。猫は景同様、頭上の闇に光る瞳ひとみを向けていた。ひげを細かくひくつかせている。しかし、さっき悪魔と対たい峙じしていたときのような険けわしい様子はなかった。


　景は階段を上り始めた。


　段を一段上る度たびに、ウィンドブレーカーの衣きぬ擦ずれがし、砂すなが撒まかれるような音を立てた。景は猫を抱えたまま、片かた方ほうの手でカプセルを取り出した。いつでものみ込めるように構えつつ、汗あせばむ手のひらの中で弄もてあそんだ。


　踊り場に着くと、もう何も見えなかった。腕の中でじっとしている猫の目だけが光っていた。


　自分以外の存そん在ざいが心強い。おかげで視し界かいゼロの中にいながら、恐きよう怖ふに動どう揺ようすることがなかった。


　景は一歩一歩足を動かし、無事に地下二階に辿たどり着いた。ほっと息をつき、一度階段の外をのぞいてみる。


　近くに敵はいなかった。地下三階と変わらない光景が広がっているだけだ。


　──ここにも異常はない。


　景はこの機を逃のがさずにさらに階段を先に進んだ。地下一階に続く階段にも、危き険けんは待っていなかった。拍ひよう子し抜ぬけするほど何事もなく辿り着くと、景は素す早ばやく階段付近を一いち瞥べつした。誰もいない。脅威は感じられない。


　──行けるか？


　景は興こう奮ふんして地上に出る階段をのぞき込んだ。


　踊り場の向こう。階段の折れた先から、微かすかに外の明かりが見えた。冷えた夜気が流れ落ちてきて、汗の滲にじんだ景の顔に触ふれた。地下の淀よどんだ空気とはまるで違ちがう。外気の甘あまい味が口の中に広がるようだった。


　──外に出れば逃にげ切れる！


　人の気配はない。罠わならしい罠も見当たらない。景は顔を引き締め、階段を駆かけ上がった。


　それまでの静けさを破やぶる足音が、階段の中に反はん響きようした。しかしそれ以上に胸むねの動悸が激はげしく耳を打っていた。


　踊り場を回る。


　頭上に四角く切り取られた夜空があった。少しだけのぞく街がい路ろ樹じゆの枝えだが、風に吹ふかれて揺ゆれている。その枝の動きを、星明かりが静かに照らしていた。


　景の顔に喜びと安あん堵どが弾はじけた。足をゆるめず、外に続く階段に足をかけた。


　踊り場から出口に至る階段。その半ばに達したときだ。腕うでの中の猫が鳴き声を上げ、激しく身を揺すった。


　景が段差に躓つまずきかける。拘こう束そくが解とけると、猫は彼の腕から飛び降おりた。そして、出口ではなく、地下に向かって階段を駆け下りた。


「おい!?」


　啞あ然ぜんとして景が叫さけぶ。慌あわてて後を追おうとしたが、ウィンドブレーカーの裾すそが何かに引っかかって動きを妨げた。


「なんだっ!?」


　振ふり返った景は、目の前の光景に息を止めた。ウィンドブレーカーの裾が、何もない空間に絡からまって宙に浮いていたのだ。


「な……！」


　急いで裾を引っ張ぱる。裾は多少動いたが、その空間から離はなれなかった。それどころか、景が引っ張る動きに連動して、地上にあったゴミ箱が倒たおれ、中の空き缶かんが転げ出た。


　アルミやスチールの空き缶が、コンクリートの床にぶちまけられて爆ばく竹ちくめいた音を立てる。その音は地上だけでなく、階段を通じて地下の駐ちゆう車しや場じようにも隅すみ々ずみまで響ひびき渡った。


「なんだよ……なんなんだよ!?」


　景は焦あせりながら滅め茶ちや苦く茶ちやにウィンドブレーカーを引っ張った。裾はびくともしなかった。それどころか、ウィンドブレーカーをつかむ手にまで、目に見えない粘ねん着ちやく質しつの何かがへばり付いた。蒼そう白はくになって取ろうとしたが、その何かは剝はがれようとしなかった。


　景の中で、冷静さが砂の城じよう塞さいのように崩ほう壊かいした。景は「くそっ。くそっ……」と涙なみだを浮うかべ、癇かん癪しやくを起こした子供のようにウィンドブレーカーを引っ張り続けた。


　背はい後ごで猫の鳴き声がした。何をしている、と舌した打うちするような声だ。


「あっ」


　──馬ば鹿か野や郎ろう！　悪あく魔まだ。当たり前じゃないか！


　景は口を開けてカプセルを放り込んだ。これで残り一粒つぶになるが、ここで捕つかまってしまっては話にならない。身体からだと頭をシェイクするドラッグの波をやり過すごして目を開けた。


「これは！」


　カプセルをのんだ景の目に、異い様ような光景が見えた。外に出る階かい段だんの出口。その辺り一面に、黄色い糸でできた網あみがびっしりと掛かかっていたのだ。


　蜘く蛛もの巣だ。


　景のウィンドブレーカーは、その先に絡まっていた。また、先ほど転てん倒とうしたゴミ箱にも蜘蛛の糸が絡んでいる。糸に絡まった者がそこから抜け出そうとすれば、その動きに引っ張られて倒れるように仕掛けられていたのだ。いわばブービートラップだった。


「ちくしょう！」


　敵てきが階段を放置するはずがなかったのだ。あれだけ予測していたはずなのに、出口が見えた途と端たん、警けい戒かいを怠ってしまった。


「そうだ、ナイフっ」


　とにかくこの絡まった網を解かねばならない。景はナイフを取り出して蜘蛛の糸を切り離すことに成功した。しかし、すべての糸を切り取って外に抜け出す余裕はない。さっきの音を聞いた男たちが、すぐにも駆けつけてくるはずだった。


　景は身を翻ひるがえして階段を駆け下り、地下一階の広場に飛び出した。


　途と端たんに、サーチライトを投げつけられたように、目の前が燃もえ上がった。手のひらをかざすと、直ちよく射しやされる光の向こうにバイクのシルエットがあった。


「見つけたぜ！」


　バイクは唸うなりを上げて急きゆう迫はくしてきた。景は目を眩くらまされたまま、光の外に出ようと走り出した。


　エンジン音が近づく。景は身を投げ出して転がった。その驚おどろくほど近くを、まったくスピードを落とさない車体がすれ違っていった。


　景は身を起こして駐車場を走った。そこへ二台目が駆けつけた。


「ヒャッハー！」


　奇き声せいを上げてバイクが迫せまる。景は向きを変え、全力で逃げた。後からバイクが追い縋すがった。


　ぎりぎりまで引きつけて再ふたたび向きを変えると、バイクは無理をせず直進して景を逃のがした。しかし二台目のバイクをやり過ごしたときには、一台目のバイクが景を目指して方向転てん換かんを終えていた。


　行き交かうバイクのライトが、でたらめに薄うす闇やみを裂いた。ぐるぐると入れ替かわる闇と光は、逃げ回る景に、まるで床ゆかや天てん井じようが回転しているような錯さつ覚かくを与あたえた。


「ハアッ──ハアッ──！」


　これまで走り詰づめだった景は、すぐに息が上がり始めた。気がつけば、バイクの数は三台になっていた。ふらつき始めた景には、バイクから逃にげきるだけの力は残っていない。ケリを付ける気ならすぐにも付いたはずだが、男たちはそうしなかった。なぶって遊ぶ魂こん胆たんなのだ。さんざん焦じらされた分、楽しみを延ばしたいに違ちがいない。


「オラ、どうしたどうしたぁ？」


　三台の中の一台が、蛇だ行こうしながら景の行く手に回り込んだ。二人乗りをしているバイクだ。後部座ざ席せきの男が何やらふざけつつ、手にしていた物を床に打ち付けた。火花が散る。チェーンだ。


　景はよろめく足で逃げた。青いウィンドブレーカーが力なく翻ひるがえる。その布ぬのに吸すい寄よせられるように二人乗りのバイクが近づいた。


「走れっ。オラ、走れよ、愚ぐ図ず。追いついちまうぞ！」


　男たちの馬鹿にした嘲ちよう笑しようが耳を打つ。


　景は背後に迫るその声を聞いた。疲ひ労ろうに精神が麻ま痺ひした彼は、突とつ然ぜん、恐きよう怖ふから打って変わって焼き付くような怒いかりを覚えた。


　景の目に捨すて鉢ばちな反はん撃げきの意志が噴ふん出しゆつする。バイクが笑いながら背せ中なかに近づいたとき、景は振ふり向きざまナイフをきらめかせた。


　敵は完全に意表を突つかれた。嘲あざ笑わらっていた顔が恐怖に強こわ張ばり、慌あわてふためいて車体を傾かたむける。もとより、景にバイクに乗った敵をナイフで斬きりつけるような真ま似ねはできなかった。しかし敵は突然現あらわれた白はく刃じんに驚き、操そう作さを誤あやまって転倒した。速度を緩ゆるめていなければ、大おお怪け我がをしていただろう。


　──いまだ！


　原始的な怒りと攻こう撃げき衝しよう動どうに駆かられて、景はナイフを持ったまま無ぶ様ざまに倒たおれる二人に近づいた。


　が、それを阻そ止しするべく、他のバイクが景の前を横切った。


「くっ」


　やむなく後こう退たいする。しかし足がもつれて素す早ばやく動けない。


　左から排はい気き音おんが轟とどろいた。振り向く景の目に、鉄パイプを振りかぶったドライバーが映うつった。


「──！」


　とっさにガードした左ひだり腕うでに、重い一撃が振り下ろされた。衝撃が骨に響ひびき、痛いたみが腕から身体の芯しんまで突き刺ささった。景は目を閉とじ、口を開けて悲鳴をもらした。


「っくぅ……！」


　火のような熱が左腕を焼く。痛みのあまり景の足が止まった。そこにもう一台のバイクが攻せめてきた。そのバイクも二人乗りだ。


　景はよろけながらコースを避よけた。バイクは景の脇わきを駆け抜ぬけた。が、通り抜けざまウィンドブレーカーの端はしをつかんでいた。


「わっ！」


　バイクがアクセルを開ける。着衣をつかまれたままの景は、バイクに引きずられた。


「おらよっ。いっちょ上がりだ！」


「ギャハハ、なんだそれっ？」


「スゲー。西部劇ウエスタンみてー！」


　男たちが一いつ斉せいに囃はやし立てた。そして、引きずられる景の周りを蛇行しながらついていった。


　──くそっ。ちくしょう……！


　引きずり回されるコンクリートの床ゆかは、鉄ヤスリよりひどかった。なんとかウィンドブレーカーを脱ぬぐべく身体からだを動かそうにも、身じろぎ一つできない。いま手足がどうなっているのかさえ、よくわからず、上下の区別すらつかないのだ。


　胸むねや背中に堅い打撃が際さい限げんなく打ちつけられ、手足が幾いく度どもコンクリートの上を擦こすった。埃ほこりが舞まい上がって、呼こ吸きゆうもままならなかった。


　転てん倒とうしていた二人も立ち直って、この「遊び」に加わった。さっきの恨うらみを晴らそうと、芋いも虫むしのような景に併へい走そうしてチェーンを振り下ろした。


　鞭むち打うたれる痛みが、混こん濁だくしそうな景の意い識しきを呼よび戻もどした。一撃が加わる度に服と皮ひ膚ふが裂さけ、血が飛び散った。血は床の上に長く跡あとを残した。


「面おも白しろいことしてんじゃねーか！」


　また新たな一台が近づいてきた。悪オ魔ー持ナちーの男だ。これでバイクは四台。どうやら全員が集まったらしい。


　男たちはゲラゲラ笑いながら、手も足も出ない景に向かって唾つばを飛ばした。


　景を引きずったバイクは、ゆっくりと地下一階を一回りした。そして、さっきの階かい段だんがある付近に来ると、急に速度を上げた。


　全身を責める苦く痛つうが増まし、景は顔を歪めた。必死の思いで進行方向を見ると、天てん井じようを支ささえる柱があった。幅はばが三メートルもある巨きよ大だいな柱。勢いきおいをつけて、あれに叩たたき付けるつもりなのだ。


　景はあがいたがどうしようもなかった。


　せめて意い志しだけは屈くつしまいと顔を上げる。そのとき、かすれる視し界かいの先に、小さなものが飛び込んできた。


　あの雄おす猫ねこだ。バイクとの距きよ離りはほとんどない。


「──っ！」


　馬ば鹿か！　と叫さけぶ声は、嗄しやがれた吐と息いきにしかならなかった。


　運転していた男は、猫を轢ひき殺すことなどなんとも思わない人間だろう。しかしこのときは反射的にブレーキを踏ふんで、猫が塞ふさぐコースから車体を逸そらした。


　前輪が猫の鼻先を横に抜けた。だが、スライドしながら迫せまる後輪は、彼目がけて突っ込んできた。


　景は目め尻じりの切れるほど両目を見開いた。その眼前で、タイヤが雄猫を轢いた。


「くそっ！」


　とドライバーが毒づく。景をつかんでいた後部座ざ席せきの男も、体たい勢せいを崩くずした拍ひよう子しにウィンドブレーカーを手放していた。


　解かい放ほうされた景は、柱にぶつかる直前で横たわった。


　まるで死体のようだった。身体中の神しん経けいが痛みを訴うつたえ、すべての筋きん肉にくはこれ以上の労使を拒きよ否ひしていた。しかし景は、自分の身体の懇こん願がんを無視した。這はいずりながら、前に進んだ。


　猫は柱の下にうずくまっていた。身体の形がおかしい。下半身がへしゃげ、横たわる四し肢しの下に黒い血ち溜だまりが広がっていた。


　景は自分の痛みを忘わすれて猫に手を触ふれた。まだ暖あたたかい。景が触れると、猫は糸ほどに目を開けた。まだ生きているのだ。


「……おい。しっかり……しっかりしろ……」


　弱々しい吐息のような、しわがれた声でささやきかける。猫は苦く笑しようするかのように開けた目を閉とじた。そして、傷きずついた身体を包む景の手のひらから、血の滴しずくを一いつ滴てき舐なめ取った。


　景は立ち上がった。


　身体中に痣あざができ、擦すり剝むき、血が滲にじんでいた。フードの外れた顔にも青あざが浮うかび、裂さけた額ひたいから血の筋すじが流れていた。しかし両目は爛らん々らんと燃えていた。苦痛を憤ふん怒ぬが凌りよう駕がし、限界を超こえた身体に、さらなる力を与えていた。


　景は柱を背にして男たちをにらんだ。彼らは柱を囲みながら円を描えがいてバイクを走らせていた。


「っひょー。なんてしぶとい野や郎ろうだ」


「ケッケ。野郎ってか、よく見りゃボクちゃんじゃねーか」


「そのカッコはなーに、ボクぅ？　ヒーローのマントかなあ？　ぎゃははは！」


　男たちは景の目の輝かがやきには気づかず、調子の変わらない野次を飛ばして挑ちよう発はつした。その中の一台、景に転倒させられたバイクが輪を外れた。大きく弧こを描いて距きよ離りを開けると、向きを変え、景を目指して速度を上げ始めた。


「オラオラオラぁ──いくぞ、オラあ！」


　頭上に上げたチェーンを、風を切って振ふり回す。景は動けなかった。バイクの輪はまだ壊こわれていない。素す早ばやく動ける状じよう態たいでもない。逃にげ場がなかったのだ。


　だが諦あきらめなかった。凄まじく密みつ度どの濃こい視線を放ち、猛もう烈れつな勢いで頭を回転させていた。


　急きゆう接せつ近きんするバイク。男たちが雄お叫たけびを上げる。ライトがハイビームに切り替かわる。


　光が目を差したが、景は瞳ひとみを閉じなかった。その瞬しゆん間かん、稲いな妻ずまのように脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。


　背はい後ごを振り返る。


　背せ中なかを守る柱の一面に、墨で塗ぬったかのごとく景の影がくっきり映うつっていた。


「うわあああっ！」


　景は絶ぜつ叫きようして目をつぶった。


　遮しや二に無む二に念じる。一心不ふ乱らんに念じる。


　主の呼びかけに答える声が、景の心の奥おく深ふかくから木こ霊だまのように低く返った。その声は、欲よく望ぼうと歓かん喜きに満ちていた。


「観念したか」


　輪の中にいた敵てきの悪オ魔ー持ナちーは、壁かべに向かって目を閉とじる景を見てそう口走った。同時にバイクを止める。止まった輪の中に、真っ直すぐ走ってきた二人乗りのバイクが突っ込んだ。


「くたばれ！」


　チェーンを回す男が大きく振りかぶった。運転する男が声を出してゲラゲラ笑った。


　だが次の瞬しゆん間かん、二人は凍こおり付いた。


　柱に映る獲え物ものの影かげ。絶望し、為なす術すべもなく立ち竦すくむだけの無力な少年の影が、主あるじの倍にも膨れ上がったのだ。


　そのシルエットはウィンドブレーカーを着た景の物とは、まったく異ことなっていた。


　鷲わしのように広げた巨大な両りよう腕うで。その先で広げられる五本の指と爪つめ。しなやかでいて肉にく厚あつな胴どう体たい。身体からだを覆おおう精せい巧こうな甲かつ冑ちゆう。そして、仮か面めんに覆われた頭部。


　天を突つく角が生え、複ふく数すう空あいた呼こ吸きゆう孔こうの奥おくで、禍まが々まがしい眼がん孔こうが暗い喜びに瞬またたいていた。


　まるで鎧よろわれた悪あつ鬼きだ。


　〝影〟は柱の中から飛び出して左腕を景の前に着いた。主の頭上を、跨またぐようにして身体を乗り出した。


　そして、仮面をバイクに向けニヤリとすると、ぶうん、と右腕を薙なぎ払はらった。


　二人の男を乗せたバイクが、その重さを感じさせない動きで真横に吹ふき飛んだ。二人はまるで人形のように床ゆかの上に投げ出された。


　輪を作っていた男たちが色を失った。


「な、なんだっ!?」


　事じ情じようのわからない一人が愕がく然ぜんと叫さけぶ。悪オ魔ー持ナちーは鋭するどく舌した打うちした。


「悪あく魔ま……悪オ魔ー持ナちーだったのかよっ」


　自みずから光こう源げんを跳はね飛ばした瞬しゆん間かん、景の悪魔は姿すがたを消していた。光がなくては形を成さないのだ。しかし敵の悪オ魔ー持ナちーは瞬間的に現あらわれて消えた悪魔の正体を見み抜ぬけなかった。「散れ！」と命じて、残りの仲間を一時的に退たい散さんさせた。


　景はがっくりと膝ひざを折った。けれども、座すわり込みはしなかった。いま倒たおれれば二度と立ち上がれないとわかっていたのだ。


「おい。お前……大だい丈じよう夫ぶか？」


　景は猫の身体を抱だき上げた。


　雄猫はまだ息をしていた。しかしその呼吸はあまりに儚はかない。毛皮は血に固まり、後脚は潰つぶれて見る影もなかった。


　景の目にみるみる涙なみだが溢あふれた。


「しっかりしろ。すぐに助けてやるから。こんなとこで死ぬな」


　景は血まみれになるのを厭いとわず、彼の身体を抱きしめた。傷ついた身体に鞭むち打うち、猫の身体を抱いたまま、ひょこひょこと歩き始めた。


　──出口に……早く……！


　さっき引きずられているとき、車両用の出入り口があったのを見た。それほど遠くはない。そこから外に出るのだ。


　一方、男たちも景のことを、おめおめと逃がすつもりはなかった。景が出口に向かっていると、駐ちゆう車しや場じようの奥で一台のバイクが通路を疾しつ走そうしていくのが見えた。回り込んで出口を押さえるつもりなのだ。残る二台のバイクは見当たらないから、挟はさみ撃うちにするつもりなのかもしれない。


　景はいま、焦あせりと怒いかりと恐きよう怖ふと疲ひ労ろうとで押し潰されそうになっていた。しかし、頭の中の一部だけは、かつてなく冷めていた。そして絶ぜつ対たい零れい度どの金きん属ぞくが超ちよう伝でん導どうを起こすように、冷めた部分の思考はクリアに冴さえ渡わたっていた。


　あんな連中に構かまっている暇ひまなどない。邪じや魔まする気なら排はい除じよする。


　景は歩き続けたが、やがてカプセルの効果が切れた。同時に、それまで彼を動かしていた混こん沌とんの力が途と切ぎれ、一歩一歩が気の遠くなる苦く行ぎように変わった。


　足を前に踏ふみ出せば、ただそれだけの動作に目め眩まいがするほどの激げき痛つうが走った。疲労がウィンドブレーカーを鉛なまりに変え、景の小さな身体を容よう赦しやなく責せめ立てた。


　堪たまらずに逃げ出そうとする意い識しきが、握にぎりしめていたカプセルに向く。しかし景は、痛いたみ止めや疲労回かい復ふくのためにカプセルを利用しようとはしなかった。残るは最後の一粒だけだ。この一粒が生死を決する。


　景は血の味がする息を吐はきながら前を向いた。永えい遠えんに続くような闇やみの中を、ただ前に向かった。





　　　　◆◆◆◆◆





　蜘く蛛もの悪魔を操あやつる悪オ魔ー持ナちーはバイクにまたがったまま、駐車場出入り口の前に立っていた。背後には、なだらかなスロープがある。スロープは外へと続いていて、外灯の辺りがカーブを照らしていた。


　彼の乗るバイクのヘッドライトは、駐車場の中心に向かって真っ直すぐに照しよう射しやされている。その光の中に、一つの人ひと影かげが現あらわれた。人影は足を引きずり、いまにも倒れそうな動きでこちらに近づいていた。事実、倒れないのが不思議なほどのダメージを受けているはずなのだ。


「来やがったか」


　悪オ魔ー持ナちーはカプセルを口に入れて嚙かみ砕くだいた。敵はガキとはいえ悪魔を使う。悪オ魔ー持ナちー相手には悪魔をぶつけるのが一番だ。


　奇き怪かいな蜘蛛が姿を見せた。慎しん重ちようを期して、側を離はなれないよう命じる。さっき一瞬見た敵の悪魔は、この蜘蛛より力があるように見えた。だが、こいつには糸がある。これで動きを封ふうじれば十分勝てるだろうし、もし危あぶなければ、悪オ魔ー持ナちー自身を仲間に襲おそわせればいい。悪魔の援えん護ごさえなければ、あいつはただのガキに過すぎない。一発で倒せるはずだ。


　よたよたと現れた景は、待ち構える男に向かって、歩調を緩ゆるめず近づいていった。彼ひ我がの距きよ離りが縮まり、顔がはっきり確かく認にんできるようになっても、まだ俯うつむいたまま歩み寄よっている。


　男は顔をしかめた。景が猫を両手で抱いていることに気づいたのだ。


　顔を伏ふせているので表情まではわからない。しかし、サイズ違ちがいのウィンドブレーカーを引きずり、猫を抱かかえて歩く姿は、すでに正気を失っているように見えた。


　景が現れたのを見て、隠かくれていた男の仲間が背後からバイクを寄せてきた。


　二台のバイクが景を挟はさんで反対側に回る。前後から挟み込む態たい勢せいだ。


　しかし、退たい路ろを断たたれても、景は何一つ反はん応のうしなかった。相変わらずの足つきで近づいてくる。


　両者の間が十メートルを切った。男は緊きん張ちようして蜘蛛の悪魔を一歩前に進めた。それでも景は悪魔を呼よび出そうとしなかった。


　五メートルを切る。


　緊張感に負けた男は、蜘蛛に命じて糸を吐かせた。糸は景にぶつかり、ミイラのように絡からまった。


　しかし、それでもなお、景はなんの反応も示さなかった。


「テメエ……」


　男が俯いたままの景の顔をのぞき込んだ。


　景は虚うつろな表情をしていた。目は開いているが何も映うつっていない。男はぎょっとし、次いで安心したように鼻を鳴らした。


「やれやれ。こりゃ可愛かわいがり過ぎたか。ぶっ壊こわれたみてーだぜ」


　男は肩かたを竦すくめて唇くちびるをひん曲げた。悪あく魔まは悪魔を喰くらって自らの力を増ます。できればこのガキの悪魔を喰らってやりたかったが、こうなっては仕方がない。


「けっ。つまんねーの。汚きたねーもん抱えやがって──テメエの足もお揃そろいにしてやろうか？　あ？」


　人形のような景に向かって、男がせせら笑いを浴びせる。


　そのときになって、初めて景が伏せていた顔を上げた。


　髪かみがばらけて後ろになびく。その下から、血とゴミに汚れてなお、中性的に整った顔がのぞいた。氷のような敵てき意いが、澄すんだ瞳ひとみから迸ほとばしっていた。


「何っ!?」


　男が狼ろう狽ばいする。


　景は唇くちびるにカプセルをくわえていた。最後の一粒。血と汗あせにまみれたカプセルだ。


　そのカプセルを口に含み、嚙み潰つぶして嚥えん下かした。


　肩かた越ごしに、日本刀の斬ざん撃げきじみた視し線せんを投げる。男の乗るバイクは、すぐ側そばにある景の身体からだを照らし、後ろの仲間がいる場所まで届とどく、長い長い影を作っていた。


　景の双そう眸ぼうが真しん紅くに染そまった。


　足あし下もとの影が波打ち、景に絡んでいた糸を切せつ断だんした。次いで、長い〝影〟が、むくりと身を持ち上げた。


「テメエら、逃にげろ！」


　男の絶ぜつ叫きようは、しかし間に合わなかった。男の仲間は、獲え物ものが悪魔を使うと知って全員カプセルをのんでいた。したがって、自分たちの眼前で生け贄にえに目を細める〝影〟をはっきりと目にした。


　悲鳴が上がった。


　放たれた〝影〟にとって、悲鳴はシャンパンのようなものだ。悪魔はバイクに乗った生け贄に襲いかかった。男たちは抵てい抗こうすることもできず、跳はね飛ばされ、叩たたき付けられて意い識しきを失った。


「こ、このガキ！」


　一人残った悪オ魔ー持ナちーが怒ど鳴なる。蜘蛛は主あるじの意い志しを受け、〝影〟に向かって糸を吐いた。糸はなんなく〝影〟に絡みついた。


　男はハンドルを叩いて、よしっと叫さけんだ。だがその叫びが終わらない内に、慄りつ然ぜんとして息を呑のんだ。〝影〟が糸を引きちぎったのだ。それも絹きぬ糸いとを切るより易やす々やすと。


「……化ばけ物めっ！」


　男はただちに攻こう撃げき目標を変えた。悪魔が駄だ目めなら、その主を潰せばいい。しかも景がいるのはすぐ側だ。仲間を襲っていた〝影〟が、どれほど迅じん速そくな反応を示そうと、蜘蛛の攻撃から主を守るのは不可能だ。


「こいつだ！　このガキ、ぶっ殺せ！」


　男が景に指を突つきつける。蜘蛛が触しよつ角かくを景に向ける。


　景は毛ほども動じなかった。この「位置」は彼自らが望み、殺される危き険けんを冒してまで確かく保ほした地の利なのだ。


　糸の拘こう束そくを断たち切った景は、〝影〟が敵を襲う間にウィンドブレーカーを脱ぬいでいた。その脱いだウィンドブレーカーを片かた手てで振ふり上げ、テーブルクロスを広げるように、ふわり、と宙ちゆうにひらめかせた。


　ブルーの布ぬの地じが優ゆう雅がに泳ぎ、ゆっくりと舞まい落ちてヘッドライトを覆おおった。


　景を照らしていた光が遮しや断だんされる。


　変わって後方。男の仲間が乗っていたバイクのライトが、真っ直すぐに景を照らした。


　景を指さす悪オ魔ー持ナちーが、逆ぎやつ光こうを浴びて手のひらをかざす。そのかざした手のひらに──そして彼の身体の表面に──景の影かげが映うつっていた。


　景の両目が赤い輝かがやきを放った。


「地じ獄ごくに堕おちろ」


　男は絶叫して、真の闇やみに落ちた。





　男の放った悲鳴の残ざん響きようが闇の中に吸すい込こまれると、あとには沈ちん黙もくが訪おとずれた。


　景の身体からは殺気が消えていた。堰せきを切ったように身体中の傷きずが疼うずきだし、無む限げんの疲ひ労ろうが押し寄よせてくる。


　そんな景を、駐ちゆう車しや場じようの外から吹ふいてくる風が優やさしく迎えてくれた。広がる星空と、その下の街まち並なみを想起させる、自由な風だ。


　外に出られる。


　景は穏おだやかな顔つきで微かすかに笑った。しかしその笑えみも、腕うでの中にいる命の恩おん人じんと喜びを分かち合おうとしたとき、一ひと片ひらの粉雪が解けるようにして消えてしまった。


「お前……！　なあ……なあったら」


　声をかけても、また、軽く揺ゆすってみても、猫は目を閉とじたまま動かなかった。


　身体を濡ぬらす猫の血が、外気に当たって冷えていく。景の心もまた、同じように冷たくなっていった。


　他人を巻まき込みたくない。誰だれにも迷めい惑わくをかけたくない。そう思い、そうなるよう行動しているつもりだった。しかし、どう努力したところで、他者との関かかわりを完全に断つことは不ふ可か能のうだ。ましてや、彼はカプセルユーザーだ。カプセルに固こ執しゆうする限かぎり、彼のせいで犠ぎ牲せいになる者は決してなくならないだろう。


　しかし──


　──それでも僕は、やらなくちゃ。


　景は深い悲しみを湛たたえて雄おす猫ねこの頭を撫なでた。彼の身体は、もう鼓動を打ってもいなければ、温かくもない。それなのに、生きていたときと同じように、確たしかな足場のようなものを景の心に与あたえてくれた。


「ごめんな」


　それが、景が彼に手た向むけた、最後の言葉だった。





　　　　◆◆◆◆◆





「……なんか妙みようなことになってるなあ」


　その現げん場ばを見たビーグルは、腰こしに手を当てて難むずかしい顔をした。


　ビーグルはドラッグ・ドッグズというチームの一員である。昨さく晩ばん、彼のチームの下っ端ぱが、些さ細さいな諍いさかいから敵対しているグループに襲しゆう撃げきをかけた。その結果、下っ端たちは返り討うちに合い、病院に担かつぎ込こまれたのである。


　襲撃をかけた下っ端とは、元からのＤＤメンバーではなかった。チームに加わったばかりの者たちで、血の気が多い割わりに身の程ほどを知らない馬ば鹿かたちだ。本来なら新入りの不始末など放ほうっておくところだが、昨晩はたまたま退たい屈くつしていた彼らのリーダーが、この話を聞きつけた。


「そいつぁ、いけねえ。ぜひとも仇かたきを取ってやらねえと、ＤＤの看かん板ばんに傷が付くぜ」


　台詞せりふだけ聞けば面子メンツを重じゆう視しする一般的な不良の発言に聞こえる。しかし、彼らのリーダーが「看板」などという単語を口にするのはこれが初めてだ。いわんや、あまりの退屈さに二十七巡じゆん目めの独ひとり麻雀マージヤンを並ならべていた最中とあっては、説得力は皆かい無むであった。


　もっとも、退屈嫌ぎらいはチーム共通の傾けい向こうである。ジャンキーのくせに活動的なＤＤの面々は、新入りに手を出した運の悪い連中を捜さがすため、意気揚よう々ようと夜の街に繰くり出した。


　ところが敵てき対たいグループは一向に見つからず、気が急せくばかりで夜が明けた。そして、ようやく「地下駐車場に向かった」という証言を得て駆かけつけてみれば、のされた男たちが倒たおれていたのである。


　不完全燃ねん焼しようもいいところで、ＤＤのメンバーたちは、だらしのない敵グループに向かって、口々に悪あく態たいをついていた。


「それにしても何があったんだろうな？　少なくともこいつらの一人は悪オ魔ー持ナちーって聞いてたんだが……」


　彼らは長い間この地下を走り回っていたようだ。タイヤの跡あとが至いたる所に残っている。しかも残っているのはタイヤの跡だけではなかった。少なくない量の血けつ痕こんまであったのだ。


「乱らん闘とうでもしでかしたか……どこかの誰だれかに、せっかくの『仇』を攫さらわれちまったな」


　ビーグルは憂ゆう鬱うつなため息をついた。


　彼が憂鬱なのは、狙ねらっていたグループが横取りされたからではない。彼らのリーダーが黙だまっていないだろうからだ。敵に悪オ魔ー持ナちーがいることは、リーダーも承しよう知ちしていた。そして、敵の悪あく魔まを怖おそれるどころか、久しぶりの悪魔戦ができると張はり切っていたのだ。


　それが台無しになった。彼の機き嫌げんを考えただけで、ビーグルはうんざりした。


「まあ仕方ない。気晴らしにツーリングでも企き画かくするか」


　とつぶやいて、嫌いや々いやながらリーダーのご機嫌伺うかがいに向かった。


　ところが、リーダーの様子は彼が予想していたものと少々違ちがっていた。駐車場の奥おく。太い柱のある辺りで、雑ざつ誌しの記事でも読むかのように興きよう味み津しん々しんで床ゆかを眺ながめていたのだ。


「……何してんの、氷ひよう太た？」


「ん？　ああ、ビーグルか。どうだ。なかなかおもしれーだろ？」


「面おも白しろいって……何が？」


「こいつらを片かたづけた奴やつのことに決まってんだろ。悪魔を使うのは間ま違ちがいないが、なんてーか──えらく極きよく端たんじゃねかえ？」


　と言って、ＤＤのリーダー、甲か斐い氷太はニタリとした笑えみを見せた。


「極端？　何がどう極端なんだ？」


「馬鹿。よく気け配はいを探さぐれよ。そいつの悪魔はすこぶる強力な奴だ。なのに、こいつらを片づけるのに、とんでもなく手こずってやがる。一度は逃にげようとしたみたいだしな。タイヤの跡からして、こいつら、逃げるそいつを追い回してたんだ」


「おいおい。まさか相手は一人だってんじゃないだろうな」


　ビーグルが口を挟はさむと、甲斐は意外そうな表ひよう情じようをした。
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「もちろん一人さ。気配を探れって言ってんだろ」


「悪オ魔ー持ナちーでもねー人間に無茶言うなよ」


　ビーグルが情なさけなく顔をしかめると、甲斐はふんと鼻を鳴らした。


「ともかく、そいつは一人だけさ。しかし、どうにも想そう像ぞうがつかねえ。たいていの奴は戦場を見りゃあ、どんな野や郎ろうか面つらが浮うかんでくるもんなんだが……」


　甲斐はもどかしそうに腕うでを組んだ。ただ、彼の顔は、わからないことがあるのは腹立たしいが、退屈よりは遥はるかにマシだと雄ゆう弁べんに語っていた。


「覚かく悟ごも半はん端ぱ。戦せん術じゆつも半端。状じよう況きよう判はん断だんができてるとも見えねーし、そもそも目的もはっきりしねえ。どういう経いき緯さつでこいつらとやり合ったんだか……こいつらの方も手て際ぎわが悪いし、案外ただの遭そう遇ぐう戦せんなんてオチかもしれん。もしそうなら、阿あ呆ほうもいいとこだ」


　と甲斐はいつにない熱ねつ弁べんを振ふるう。


「ところが、そんな半端者かと思えば、こんだけ突つき回されたあとでも反撃に出てるし、いざ反撃したときの爆ばく発はつ力りよくは絶ぜつ大だいときた。まったく訳わけのわからねえ野郎だぜ」


　誰だれに説明するでもなく、独ひとり言のようにつぶやいて、甲斐は片方の眉まゆを持ち上げた。その楽しそうな様子を見て、ビーグルは逆に不安になった。


「……氷太。何かまた、変なこと考えてんじゃねえだろうな？」


「俺が？　まさか」


　甲斐は腰こしに手を当てて首を振った。だが、ビーグルを見据える両目には、危き険けんな色──赤い光が見え隠かくれしているようだった。


「いまはまだ、何も考えちゃいないさ。予感はするけど。ま、先のことよ」


　そう言って、悪戯いたずら好きの虎とらが牙きばをむくように、不敵で不ふ遜そんな笑えみを見せる。


　ビーグルは愛あい想そのいい虎につき合う鼠ねずみの心しん境きようで肩かたを竦すくめた。


　甲斐の予感通り、彼が己おのれの退屈を跡あと形かたもなく吹ふき飛ばす存そん在ざいを見いだすのは、いま少し先のことだった。






　序曲─prelude─







　その男が言うところによれば、人の心はパンドラの箱なのだという。


　中に何が入っているかは本人にもわからない上、ほとんどの場合はろくでもないものしか入っていない。大事に鍵かぎをかけられ、中に入っているのはなんなんだろうと、あれこれ想像されている内が華はななのだそうだ。


　その話を聞いた四しの宮みや庸よう一いちは、俺おれのはもっと悪いと答えた。


　俺の中には何もない。それがどれほど、ろくでもないものであっても、空からっぽよりはずっといい。


　そのとき彼はビールを二本とバーボンを一瓶びん。それにボトルの底に三センチほど残っていた一年前のウォツカを飲み終えたところだった。要するに酔よっぱらっていた。


　庸一はとりとめもなく話をした。


　飼かっていた犬が車に轢ひかれた話。小学生のときですごく泣いたが、場所がないので墓は建てずに遺い体たいはゴミに出した。すぐに二匹ひき目を飼い始めて毎日餌えさと散歩を欠かさなかったのだが、ある冬の晩、姿すがたを消して戻もどってこなかった。


　事業に失敗した父親の話。母親は父親を捨すてて他ほかの金持ちと再さい婚こんし、自分もそれについていった。高校に入った年、父親は中国に渡わたり、そこで消息を絶たった。最後に交かわした会話は高校の学食が不ま味ずいといった近きん況きよう報ほう告こくだった。


　これまでつき合った女の話。一人目は高校一年のときで、夏の初めに出会い、一度キスして秋には別れた。二人目はその年の冬。クリスマス前後の一週間だけつき合い、二度セックスをしてそれきりになった。最後の一人は高校二年の秋から。三か月前、理由も言わずに自殺するまで二年半つき合いは続いていた。


　云うん々ぬん。





　自じ慢まんじゃないが根暗なタイプだ。


　初対面だろうが恋こい人びとだろうが、酒に酔ったぐらいで身の上話を吹ふい聴ちようしたことなんかない。そもそも他人と一いつ緒しよにいて酒に酔ったのも、そのときが初めてだった。


　庸一は基き本ほん的に他人に関心がない。だから、他人にも自分を理り解かいしてもらおうという欲よつ求きゆうがない。人間関係の軋あつ轢れきというのは自じ我がと自我の軋轢だ。「自分」を押おしつけることがなければ、その軋轢と無む縁えんで済すむ。そんなわけで、庸一は人づき合いそのものは得意だった。必要十分なラインを見み極きわめて、余よ分ぶんな接せつ触しよくをせず、実に見事に対人関係を構こう築ちくしてみせた。中には、そんなものは本当の人づき合いではないと蔑さげすむ者もいたが、何、折れたマッチでも火さえ点つくなら煙草たばこは吸すえる。


　事実、そのころの彼は大学ではちょっとした顔だった。学園祭運営委員会の相談役であり、夢ゆめ見る同期たちが立ち上げた同好会を、学内最大のイベント系サークルに育てた立て役者だった。芸能プロダクションやスポンサー企き業ぎようとの交こう渉しよう人にんであり、学生間の揉もめ事──方針の違ちがいから段だん取どりの不ふ備び、その責せき任にん問題、金きん銭せんトラブル、果ては痴ち情じようの縺もつれまで──を処しよ理りする折せつ衝しよう役やくだった。彼がいなくなれば、「学生の自主性」に任されて運営されている活動の四分の三は、一いつ斉せいに不協和音を上げながら崩くずれ落ちるはずである。そしてその事実を、知る必要があるごく少数の人間だけが知っていた。





　だが俺はがらんどうだ、と庸一は続けて言った。


　俺は連中の顔と名前を全部覚えている。実を言えば、交かわした会話の内容や、そのときそいつが見せた癖くせや、着ていた服の好みまで、細かく記き憶おくしている。大学だけじゃなく、物心ついてからずっとだ。


　でもそれだけだ。


　それは記憶であって思い出じゃない。それはディスクリプションであってストーリーじゃない。


　一枚まいの写真があったとする、と言って庸一は財さい布ふの中から写真を一枚取り出した。写真には、咲さき誇ほこる染そめ井い吉よし野のと、三か月半前の庸一と、黒くろ髪かみの女性が写っていた。


　写真は写真だ。ただの映えい像ぞうだ。そこに思い出なりストーリーなりを見つけ出すのは、結局のところ観察する主体だ。観察者はただの木もく片へんからナイフで子犬の木き彫ぼりを作ってシロだのペロだの名前を付ける。パンドラの箱に入ってるのは、たぶん、そのシロだのペロであって、木片なんかじゃないはずだ。


　木彫りを彫るのにだって、技ぎ術じゆつもあればセンスもある。個人差はあるだろうが、経けい験けんを積むほど、洒落しやれたデザインや精せい密みつな彫ちよう刻こくが刻きざめるようになるだろう。ところが俺おれは、これまでただの一度もナイフを振ふるったことがない。だから、俺の箱の中には、シロやペロはもちろん、ミケもピーコも入ってない。経験がないから、彫ろうとしても彫ることができない。できないとわかってるから、やろうともしない。やろうとしないから──ええい正しよう介すけ、それは俺の煙草たばこだ。返せ。





　そのとき、その男は、ウィスキーをコーヒーで割わったものに砂さ糖とうを入れて甘あまくするという冒ぼう瀆とく的なカクテルを自分で作って飲んでいた。酔っているのかいないのか、どこかすっとぼけた顔を、わずかにニヤニヤとしながら庸一の話を聞いていた。


　そして、俺は空くう虚きよだ、と、もう呂ろ律れつも怪あやしくなった庸一が繰くり返すと、それは違う、と否ひ定ていした。


「僕ぼくらは空虚を気取ってるんであって、要するに未み熟じゆくなだけさ」





　　　　◆◆◆◆◆





　便べん宜ぎ上じよう、その細さい胞ぼうは第五世代とした。


「つまり私のコードネームは『Ｆ』ってことね？」


「そうだ」


「ならいいわ」


　素そっ気けなく──正せい確かくには素っ気ない態たい度どを装よそおって──松まつ崎ざき祐ゆう子こは窓まどの外へと視し線せんを逸そらした。


　コーヒーショップの二階からは、黄色く染まった銀いち杏ようの並なみ木きと鈴すず蘭らん灯とうと通りを歩く人波が見える。屋外は初冬にしては暖あたたかく、街は平へい均きん的週末の混こん雑ざつを見せていた。


「ならいい、ってのは？」


「別に。ただ『Ｆ』より下は嫌いやだっただけ」


「『Ｆ』に何か思い入れでもあるのか？」


「別に」




[image: ]


　素っ気なく──今度は最初よりやや強こわ張ばった口調で──言った。


　本当のところは、彼女のコードネームは『Ｃ』だったりする。執行細胞フアースト・セルであるバールの直ちよく属ぞくだからだ。だが、そんなことは彼女の知らないところであり、彼が正体を明かすつもりがない以上、知らないまま終わることである。認にん識しきと現げん実じつの間にギャップが存在するのは、何も彼女に限かぎったことではない。


　コーヒーショップは、外の混雑に比べれば幾いく分ぶん空すいていた。適てき度どな暖だん房ぼうが利きいていて、エスプレッソ・コーヒーの香かおりが立ちこめている。客は誰だれしも自分の事じ情じようで自分の座すわったテーブルを占せん拠きよしており、他人のテーブルの上の他人の事情にまでは興きよう味みを示そうとしなかった。ドラッグ、特にカプセルというドラッグは、このテーブルとテーブルの隙すき間まに蔓延はびこっていくのである。


　バールのテーブルには、三つのコーヒーカップと三つの事情が並へい立りつしていた。彼は、その三つ目の事情を抱かかえる少女の方へ顔を向けた。


「君は？　何か質しつ問もんはないのか？」


「……ありません」


　と一度答えてから、


「あ、その……あたしたちの細さい胞ぼうには、もう一人いるんですよね？　その人は今日は来ないんですか？」


　新につ田た菫すみれは上うわ目め遣づかいに尋たずねた。こちらは祐子とは違ちがい、普ふ通つうに緊きん張ちようしている。大人びた物もの腰ごしを心がけているようだが、バールのような慧けい眼がんの持ち主には、それがかえって幼おさなさを強調して映うつった。


　ドラッグが似に合あうとは思えない少女だ。彼女の姉とは対照的だった。彼女は、実は自分が姉と同じ立場に立ったのだと知れば、どんな顔をするだろうか。


「今日は来ない。彼女は忙いそがしいんでね」


「あ、女の人なんですか？」


「そうだ」


　バールが頷うなずくと、菫は安心したように表情を軽くした。まだ、異い性せいよりは同性の方に親しみを覚えるらしい。


「どんな人なんですか？」


「頭のいい女性だよ。性せい格かく的に多少の欠点もあるが、少なくとも特定の方面に関しては文もん句くなく優ゆう秀しゆうな女性だ。もうずいぶん長く会ってないけどね」


「え？　同じ細胞なのに会わないんですか？」


「それが俺の方ほう針しんなんだ。君たちとも、今後会うことはあまりないだろう。質問があれば、いまの内に聞いておいてくれ」


　バールが促うながすと、景け色しきを見ながら二人の会話を聞いていた祐子が再ふたたび口を開いた。


「その女は悪オ魔ー持ナちーなの？」


　鋭するどい眼まな差ざしでにらみつけるように尋ねる。バールは老ろう獪かいな豹ひようのように微び笑しようした。


「その通り」


　祐子は軽く奥おく歯ばを嚙かんで、「そう」とだけ返事を返した。


　祐子は既すでに、同じようにセルネットに属していても、悪オ魔ー持ナちーとそうでない者とでは周囲の見る目が違うことを知っている。他人の評ひよう価かにこだわり、「自分」を認みとめさせることを何より優先している彼女にとっては、細さい胞ぼうになった次のステップとして、悪あく魔ま召しよう還かんができるか否いなかが極きわめて重要なファクターなのだろう。関心が薄うすい風な態たい度どとは裏うら腹はらに、指先が苛いら々いらとコーヒーカップの取っ手を叩たたいていた。


「あの……あたし『悪魔』って、まだよくわからないんですけど。あれはいったい何なんですか？　変な噂うわさばかりで」


「例えばどんな？」


「その……最初は『カプセルをのむと悪魔が出てきて願いを叶かなえてくれる』って聞いてたんです。だから、トリップしてそういう幻げん覚かくを見たりするのかなって思ってたんですけど……でも、だんだん、『悪魔』っていうものが本当にいて、中には悪魔を使って実じつ際さいにいろんなことをできる人もいるとか聞いて」


「その通りだ」


「え？」


「悪魔──と、これはまあ、いわゆる神の対立者としての悪魔とはまた違って、他ほかに適当な呼よび名がなかったから、ある男がそう呼ぶようにしたんだがね。とにかく、その噂にあるような、俺たちが『悪魔』と呼んでいる存在は本当に実在している。もちろん、この『実在』ってのも細かく定てい義ぎすればいろいろとややこしいんだが──」


　平然と答えると、菫は煙けむに巻まかれたような困こん惑わくした顔になった。バールは肩かたを竦すくめた。


「まあ、要するに噂は本当だってことだ。そうだな。君はゲームはやるか？　あるいは少年向けのコミックを読んだりしない？」


「はい。あまり……」


「そうか。では少しニュアンスが違ってくるが、守しゆ護ご霊れいみたいなものを想像してみてくれ。人は皆みな、それぞれのバックボーンに相応ふさわしい守護霊を持っている。そして、素そ質しつのある人間がカプセルをのむと、その守護霊を現世に呼び出すことができるようになる。召還に成功した人間は悪オ魔ー持ナちーと呼ばれていて、召還した守護霊を使っていろんなことができるようになる」


「いろんなことって？」


「その守護霊次し第だいだ。守護霊は人によって違う。あえて種類分けするなら、いまのカプセルユーザーは、攻こう撃げき型かそうでないかの二種類に大別しているようだな」


「攻撃型……ですか？」


「ああ。悪魔はもっぱら悪オ魔ー持ナちーの個人的な欲よく望ぼう充じゆう足そくに使われる。気にくわない奴やつを餌え食じきにする──というパターンは特に多い。悲しいことに」


　バールが説明すると、菫は顔色を悪くして黙だまり込んだ。やはり向いていないのだ。


　バールが彼女を自分の細胞に加えたのは、一つには本人がそう望んでいたからだが、彼にとっての理由は他ほかにあった。それは祐子を細胞に加える際さい、彼女に無用の警けい戒かいをさせないためだ。


　祐子はそういう点で、彼女自身が思っているより遥はるかに勘かんが鋭するどい。彼女の「他人に認められる何か、特別な何かになりたい」という根元的な要求は、裏を返せば、自分は実際には凡ぼん庸ようでありきたりであるという自己認にん識しきに根付いている。本来、セルネットの一員となるには、それなりの段だん階かいを経へなければならない。もしバールが自分から彼女に接せつ触しよくし、細胞にならないかと話を持ちかけたとすれば、彼女は「なぜこの男は平凡な自分を特別扱いするのだろう」という無む意い識しきレベルでの警戒を抱いだくだろう。


　祐子に無用の警戒を抱かせないためには、彼女から自発的にバールと接触するよう仕向ける必要があり、なおかつ、これは別に特別なことではないと思わせる必要があった。そこで、新田菫という祐子の目には際きわだった個性を持たない人物を配し、自分は菫と同様、意図的に選せん抜ばつされたのではなく、偶ぐう然ぜんセルネットに属ぞくする機会を得た複ふく数すう人にんの中の一人なのだという錯さつ覚かくを与あたえたのだ。


　菫は「偶然」姉の部屋から部下を捜さがしている細胞リーダーの情じよう報ほうを手にし、祐子は「偶然」菫が細胞リーダーの下を訪おとずれる場面に遭そう遇ぐうした。その後三人は、二度のやり取りを経へてコーヒーショップの二階にいる。バールの目もく論ろんだ通りの形で。菫はそのための駒こまなのだ。


　バールはコーヒーをすすりながら、この幼おさない少女を眺ながめた。不安を隠かくして強がっている。精せい神しんのあり方がアンバランスだった。


　バールは頭から菫のことを追い出した。同情はするが躊ちゆう躇ちよはしない。それが彼の取ってきた、長年のスタンスである。もちろん、そんなものは本当の同情ではないと眉まゆをひそめる者もいるが、何、飲もうともしない人間に水と酒の違ちがいを説明してやることはない。


　バールの目的は、松崎祐子に自然な形でカプセルを渡わたすことにあった。


　そして、さらに彼女を経けい由ゆして、ある人物へとカプセルを渡し、その人物にカプセルをのませることにあった。


「……どうすれば悪魔を召還できるの？」


　バールと菫の会話に聞き耳を立てていた祐子は、我が慢まんできずに、といった様子で尋たずねた。


「これといった方法はない。素そ質しつのある者がカプセルを口にすれば、その人間の中から悪魔が現あらわれてくる。素質がなければ、そいつが何をしても悪魔は召還できない」


「……のめばわかる、ってこと？」


「のんだらすぐに判明するわけじゃない。ある日突とつ然ぜん召還に成功した者もいれば、衝しよう撃げき的な出来事を契けい機きに召還した者もいる。悪魔が個人によって異ことなるように、召還のタイミングもそれぞれ違うんだ」


　とバールは祐子に説明した。


　もっとも、カプセルをのませるまでもなく、この二人が悪魔を召還することはないだろうと、バールは見当を付けていた。悪魔を使う奴、悪魔を内側に潜ひそめている奴には、それなりのにおいがある。祐子にも菫にも、その特有のにおいがなかった。


「じゃあ、あなたはどうなの？」


　と祐子がバールに尋ねた。祐子の質問に菫もびくっとして、いま初めて見るような目で彼を見つめた。


「俺は悪魔を召還できなかった。空っぽなんでね」


　バールが答えると、祐子は鼻を鳴らし、菫はほっと息をついた。


　彼の返答は間ま違ちがってはいない。だが、すべてを語ってもいなかった。


　確たしかに彼は自分の悪魔を召還したことはない。彼にはその素質がなかった。だが、いまは違う。使し役えきすることこそできないが、いま彼が抱かかえる箱の中には、一体の悪魔が眠っていた。


　極きわめて特とく殊しゆな一体が。





　その後、バールは二人にカプセルの入ったケースを一ケースずつ渡わたし、コードネームを決めたらもう一度連れん絡らくするよう告げてコーヒーショップを後にした。





　　　　◆◆◆◆◆





　その、数日前。





　一人の少女がマウンテンバイクに乗ったままマンションを見上げていた。


　何か相当ショックなことでもあったのか、もう十分近くも未み練れんそうに見上げている。ポニーテールにまとめた髪かみが、段だんボールで川に流された子こ猫ねこのしっぽのように、途と方ほうに暮くれていた。


　そのマンションとは道路を挟はさんだ反対側に、缶かんジュースの自じ動どう販はん売ばい機きが三台並ならんでいる。バールはその中の一つから烏龍ウーロン茶ちやを買って、ちびちび飲みながらその様子を眺めていた。


　なるほど、確かに似にている。


　彼が知っている姿すがたは、少女が小学生のころの姿であり、正確にはその写し絵であった。それでも、目の前の少女には、彼が知っている姿の面おも影かげがあった。


　バールは、少女がマンションの脇わきに裏うらへと抜ぬける通路があるのを発見し、喜び勇んで飛び込んでいくのを見守った。それから烏龍茶を飲み干し、空き缶をダストボックスに入れて、その場を後にした。


　彼の中で眠っている悪あく魔まが、かすかに身じろぎをしたような気がした。


　いますぐに、というのは難むずかしい。少し段階を踏ふむ必要があるだろう。何しろ彼女の側そばには彼女を守る魔法使いがいる。彼は鋭するどい。自分がうかつに近づけば、ただちに察知するに違いあるまい。誰だれか他の人間を使わねばならない。


　バールは歩き去りながら、頭の中で計画を立てていた。





　　　　◆◆◆◆◆





　コードネームを決めたというので、バールはもう一度松崎祐子と会合した。


　現れた祐子を見て、バールは面食らった。


　悪魔を連れている。


　祐子は前回会ったときと比べると、まるで脱だつ皮ぴした蛇へびのように、きらめく美しい鱗うろこと鋭い牙きば、そして毒を備そなえていた。彼女は先にいたバールに気づくと、ニッと凄すご味みのある微び笑しようを見せて同じテーブルに着いた。


「コードネームは『ファルコン』にするわ」


　そう、祐子は単刀直入に切り出した。口調や物もの腰ごしに、ついに特別な何かになったのだという自信と喜びが隠れている。


　バールはわずかに苦く笑しようした。


「『ファルコン』か。なるほど、コウモリの天てん敵てきというわけだ」


　独ひとり言めいたつぶやきを耳みみ聡ざとく聞きつけたのか、祐子はぎょっとした反はん応のうを示した。


「──何が言いたいの？」


「別に」


「…………」


　人を食った態たい度どに祐子は眉まゆをひそめた。しかし、それでもまだ悠ゆう然ぜんとした振ふる舞まいを失うことなくバールをにらみつけた。


　あまりからかうのは拙まずい。バールは話題を転じることにした。


「ともあれ、おめでとうファルコン。悪オ魔ー持ナちーになった気分はどうだ？」


　祐子は一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、すぐに元の余よ裕ゆうのある態度に戻もどった。そして、優ゆう越えつ感かんを滲にじませながら満足そうに頷うなずいた。


「わかるの？」


「もちろん。俺はこれまでいろんな悪オ魔ー持ナちーを見てきた。そうでないかどうかは、一目でわかる」


「ふーん」


「君はもう相当ネット内部の事じ情じようには詳くわしいだろう。いまさら悪オ魔ー持ナちーの心得を説くつもりはない。ただ、一度だけリーダーとしての立場上忠ちゆう告こくするが、悪魔の使し役えきはくれぐれも慎つつしんでくれ。セルフ・コントロールを欠いた悪オ魔ー持ナちーに、ネットは決して情なさけは示しめさない」


　祐子はまるで落らく伍ご者しやの負け惜おしみを聞いているような顔で、「わかってる」とおざなりな返事をした。バールはそんな祐子の様子を、目立たないようつぶさに観察した。


　どこかおかしかった。


　悪魔を召しよう還かんした人間には、共通の類るい似じ点てんがある。簡かん単たんにいうと、それは精神的な不安定さだ。それも表ひよう層そう的な情じよう緒ちよの不安定さではなく、より奥おく深ぶかい部分でのバランス感覚の欠如──危あやうさである。


　悪魔召還に成功した人間は、その瞬間の感覚に関して、かなりの確かく率りつで共通したイメージを抱いだく。心の奥に隠かくれていた《ドア》が開く、というイメージだ。


　かつての朋ほう友ゆうベルゼブブは、この《ドア》に「沼に沈しずむ扉とびら」という表ひよう現げんを当てはめた。濁にごった沼を人の意い識しきに喩たとえ、外気を現実世界、そこと触ふれ合う水面を思考や感情、そして沼を無意識に見立てたのである。


　沼は底なしなのだが、上うわ澄ずみの層には、まだしも透とう明めい度どがある。《ドア》は底なし沼の中──辛かろうじて目に見える深さに、水すい没ぼつした古代の遺い跡せきよろしく浮うかんでいる。《ドア》は、いわばトンネルのようなもので、本人に認にん識しき可か能のうな水面近くと、到とう底てい見通すことができない無む限げんに深い沼の底とを結んでいる出入り口なのだ。そして、悪魔は、その《ドア》の向こうからやってくるのである。


　これはあくまで喩えだが、悪魔召還を理り解かいする手助けにはなる。


《ドア》を開けるためには、《ドア》を沼の外に出さなければならない。しかし、人が意識的に操そう作さできるのは、沼の水面──思考や感情程てい度どに過ぎない。従したがって、沼にさざ波を立てるぐらいのことならできても、沼の中に手を潜もぐらせることも、そこから《ドア》を引き上げることもできない。少なくとも意識的には不可能だ。


　ところが、カプセルには、人の心に嵐あらしを呼よぶ効こう力りよくがある。するとどうなるか。まるでコップの水を揺ゆらすかのように沼の水が揺れ動き、巨きよ大だいな波や渦うずを作って《ドア》を外気に触ふれさせてしまうのである。もっとも、何度もいう通り、こうした効果は個人によって大きく異なる。一瞬でも《ドア》をむき出しにできるほど強い嵐を呼びうる者は、非ひ常じようにまれだった。


　バールはあらためて祐子を見つめた。これまでの記き憶おくから、彼女の台詞せりふ、行動、思考、無意識的な傾けい向こうを、もう一度思い出してみた。


　彼女は表面的には明るく自信に満ちた振る舞まいをしているが、その実、常つねに理由のない不安を抱かかえて、周囲の人間を気にしながら生きている。そういう意味では、少なからぬ矛む盾じゆんも抱えているし、精神的に不安定といえなくもない。だが、「浅い」。彼女の不安定さは、比ひ較かく的水面に近い層でのものだ。《ドア》が沈んでいる深さは個人によって異なるとはいえ、それでもやはり、彼女には無理だと思われた。


　バールが冷れい徹てつな分ぶん析せきを進めている間、祐子は何を喋しやべるでもなく、注文したコーヒーを飲んでいた。


　しかし、二、三度視し線せんをさまよわせてから、ぶっきらぼうに「ねえ」と切り出した。


「またカプセルが欲ほしいんだけど、いま在ざい庫ことかってある？　卸おろしてくれない？」


「もう？　まだ誰にも売るなと言ったはずだぞ」


「売ってるわけじゃないわ」


　と短く否ひ定ていする。バールは頷うなずいた。


「仲間か。自分の細さい胞ぼうを作ったわけだな」


「……まあね。別に文もん句く言われることじゃないでしょ」


「もちろん文句はない。君の細胞だ」


　祐子が細胞を作るのは、こちらの思おも惑わく通りだった。むしろ、バールが期待していた以上に早い展てん開かいである。


　そして、ふいに気がついた。


　祐子が連れているのは、彼女の悪あく魔まではない。


　召還していない状態だからすぐにはわからなかったが、彼女から感じる悪魔の存在感と、彼女自身とがイコールで結べない。気配が違ちがうのだ。


　バールの双そう眸ぼうが鋭するどく輝かがやいた。何者かが祐子に悪魔を貸かし与あたえている。特とく異いなタイプの悪魔だ。


　まさかとは思うが……


「何人加えた？　もう三人そろったのか？」


「それはあなたには関係ないでしょ。自分の細胞のことを報ほう告こくする義ぎ務むはないはずよ」


　硬い口振りで祐子が言う。


　バールは声の質を変えた。





「松崎祐子くん」





　祐子がハッとしてバールを見つめた。彼女は自分の名前を名乗っていない。まさかバールが本名を知っているとは思っていなかったのだ。


「どうしてっ!?」


　と祐子は腰こしを浮かせてバールを詰きつ問もんしようとした。が、燃もえ上がった怒いかりと不安は、噴ふん出しゆつしたときと同じくらい急きゆう激げきに霧む散さんした。


　次の瞬間、祐子は自分の行こう為いに戸と惑まどうような表情を浮かべて、所在なく立ち尽つくしていた。バールが優やさしい笑えみを浮かべて「まあ座すわれよ」と声をかけると、彼女は素す直なおに椅い子すに座すわり直した。


「ごめん。なんで私、急に大声出したんだろ？」


「君が自分のしたことを忘わすれるのは、いつものことだろ？　特に都合の悪いことは」


「あ、ヒドー。いつも、は言い過すぎじゃん。たまに、たまに」


　砕くだけた口調で言って、祐子はにまにまと笑った。


　いま祐子は、バールを「親しい誰か」と思い込んでいる。まるで催さい眠みん術じゆつのようだが、これが彼の持つ特とく殊しゆ能のう力りよくだった。祐子が持っているバールに対する「認にん識しき」を操そう作さしたのである。


「で、もう部下の三人は決まったのか？」


「それがまだなのよ。二人には前から声かけてたから、もともと決まってたみたいなもんだったんだけどね。残りの一ひと枠わくは、もうちょい様子見てからかなあ」


「候こう補ほ者しやはいるってわけか。ひょっとして姫ひめ木き梓あずさかい？」


　バールが指し摘てきすると、祐子は目を丸くした。


「あれ？　私、あの子のこと言ったっけ？」


「気にするな。君が自分のしたことを忘れるのは、いつものことだ」


「うわ。嫌いやみな言い方。でも、最後の一人が梓だってのは、その通りよ。ここだけの話、私、あの子のこと、結けつ構こう気に入ってるんだ。ただ、さすがにねえ。つるむようになって、まだほとんど経たってないし。いま誘さそうのは無茶な気がすんのよねー」


「……ということはカプセルは」


「ああ。秘ひ密みつ、秘密。それにあの子、潔けつ癖ぺきな感じあるからさ。切り出すときは慎しん重ちように行かなきゃ」


　祐子は嬉うれしそうに話した。仲間を作るという行こう為いが好きなのだろう。少数グループの形成は、その他大おお勢ぜいからの離り脱だつという面で彼女の「特別な何かになりたい」という要求を満たし、他方、自分と同列の者を作るという面で「これは自分に相応ふさわしくないほど、特別過ぎることではない」と無意識的な安心感も与えてくれる。


　ともあれ、姫木梓はまだカプセルをのんでいない。いま祐子の中にいる悪魔は、姫木梓とは関係ないようだ。


「他の二人にはカプセルを渡わたしたんだな。もう試ためしたんだろ」


「うん、そう。それでさっそく足りなくなっちゃってさ。悪いんだけど、お願い。ちょっと回して。金もちゃんと払はらうから」


「その二人は、悪魔召しよう還かんに成功したのか？」


「えー、あいつらが？　ハハッ。無理だって、そんなの。二人とも明らかに向いてないもん。美み加かはカプセルきめたときでも、なんかのんびりしてたしさ。麻ま里り奈ななんか本読んでたんだよ。信じられる？」


　祐子はケラケラ笑って手のひらを振ふった。だが、その二人のどちらかが悪魔召還に成功し、その悪魔を──おそらく悪魔の一部を──祐子に貸し与えているのだ。祐子はその悪魔を、自分が召還したのだと錯さつ覚かくしているに過すぎない。


「その二人はクラスメイトか？」


「え？　ああ、麻里奈はクラス違ちがうけどね」


「フルネームは？」


「ええ？　ちょっと何。まさか軟なん派ばでもしようってんの？」


　祐子は茶化して笑い、


「清きよ井い美加と倉くら沢さわ麻里奈よ」


　ぐらり、と鉄てつ壁ぺきを誇るバールの態たい度どが揺ゆらめいた。空っぽのはずの心の奥おくに、一枚まいの写真が浮うかんだ。


　黒炭に似にた細い枝。小さい無数の真っ白な花か弁べん。花びらの下で揺れる黒い髪かみ──


「倉沢？」


「そう。……あれ、どうかした？　顔色変わってない？」


　祐子が気き遣づかうような眼まな差ざしを向ける。バールは自らを襲おそった白はく昼ちゆう夢むを押おしやり、なんでもない、と首を振った。





　　　　◆◆◆◆◆





　迷ったが、彼女に対しても祐子に使ったのと同じコードネームを名乗ることにした。つまり、第五世代細フイフス・セルのリーダーとしてのコードネームである。


「祐子の……」


　倉沢麻里奈が確かく認にんするようにつぶやいたのに対し、バールは律りち儀ぎに首しゆ肯こうした。


　二人がいるのは住じゆう宅たく街がいにあるバス停の側そばだった。麻里奈の下校時を見計らって、彼女が利用しているバス停で待っていたのである。


　停てい留りゆう所じよには同じ学校の生徒が何人かいたので、バールは少しだけ離はなれた場所へ彼女と二人で移い動どうした。


　麻里奈は物静かな少女だった。しかし、黙だまって立っているだけでも、どこか他人と違ちがう雰ふん囲い気きがあった。おそらく周囲の人間からも、「変わり者」と見られているのではないだろうか。


　彼女が、祐子に取り憑ついていた悪あく魔まの、本当の主だった。一目見て、そうとわかった。悪オ魔ー持ナちー特有のにおいがする。それも、なかなか強力だ。


「それで、どうして私に？　世代が上でも、細胞が違えば会ったりしないはずですよね？」


「君が悪魔召還に成功したからだ」


　唐とう突とつに告げたつもりだったが、麻里奈はそれほど驚おどろかなかった。


「ああ、あれのこと」


　と納なつ得とくした風に頷うなずく。


「君はファルコンに自分の召還した悪魔を取り憑つかせた。なぜだ？」


「ファルコン？」


　他意のない、正直な感じの質問だった。バールは苦く笑しようして「松崎祐子のコードネームだ」と説明した。


「あれは取り憑かせたわけじゃありません。勝手に祐子の中に入っちゃったんです。初めてカプセルをのんだとき、最初はどんな風にトリップするかわからないから、私と祐子と美加の三人で、同じ部屋に集まって一いつ緒しよにのんだんです。そうしたら、私の頭の中からあれが飛び出してきて、一緒にトリップしてた祐子の中に入ったんです」


　麻里奈は淡たん々たんとした口調で説明した。


　セルネットがドラッグ密売の組そ織しきだということは、彼女も知っているはずである。その組織から突然見たことのない男が現あらわれ、知られては拙まずいであろう事じ情じようについて質問しているというのに、麻里奈の表情からは不安や疑ぎ惑わくは見て取れなかった。


「悪魔のコントロールができない人間は、セルネットにしてみれば見み逃のがすことのできない危き険けん人物だ」


「……私をどうする気ですか？」


「どうすると思う？」


　バールと麻里奈は無言で互たがいの目をにらみ合った。湖面のようだった麻里奈の瞳ひとみに、少しずつ強い意い志しの光が輝かがやき始めた。


　突然、麻里奈は制せい服ふくのスカートのポケットへ手を入れた。そして入れた手を出して口へと運び、何かを口内に放ほうり込こんだ。カプセルだ。


「ほう？」


　バールが軽く目を細める。予期しない行動だったのだ。


　麻里奈はカプセルを嚙かみ砕いてのみ込んだ。瞬しゆん時じに両目が赤く染そまる。


　悪魔を召還したのだ。


　彼女の悪魔は人間の腕うでの姿すがたをしていた。それも普ふ通つうの腕ではない。まるでゴムでできたホースのような腕だった。うごめく触しよく手しゆの先に、手のひらがついているのだ。それが何十本と彼女の背はい後ごから伸のびて、バールに襲いかかってきた。


　腕は瞬またたく間にバールに取り憑き、着ていたオーバージャケットにしがみついた。蛇へびのように巻まき付いて締しめ上げ、彼の自由を奪うばった。


　そして、中に入り込もうとした。ミミズが泥どろの中に潜もぐり込もうとするように彼の心の中へ入り込もうとした。


「……これは珍めずらしい」


　とバールは感想を述のべた。このようにして祐子の中にも入り込んだのだろう。


「このあとはどうする気だ？　ファルコンのように、俺おれに君の悪魔を貸してくれるのか？」


「祐子はボクの友達だからね」


　がらりと変わった口調で、麻里奈が冷たい微び笑しようを浮かべた。


「あなたは違うよ。でも、態たい度どを改めてくれるなら、あなたとだって仲良くしてもいい。ボクには目的があって、そのためにはカプセルが必要だ。正直言ってセルネットの敵てきにはなりたくないんだ」


「では仲良くしよう。どうやら君は俺の目的にとっても適てき任にんのようだ。俺たちはパートナーになれる」


　バールが穏おだやかに提てい案あんする。まったく取り乱みだしたところのない態度に、麻里奈が怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。


　と、次の瞬間。


　腕の悪魔が一いつ斉せいに引っ込み、麻里奈自身は思わず後ろに飛びすさった。


「なっ！」


　と驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめる。


「なんだそれは!?　貴き様さま──いったい何を飼かっている！」


「人の心に無む断だんで押し入るからだ」


　平然と答えると、バールは腕が乱したオーバーの襟えりを整えた。


　敵意がないことがわかったのか、麻里奈は警けい戒かいしつつも悪魔を消した。


「……それは、あなたの悪魔なのか？」


「いいや。《彼女》は俺の悪魔じゃない」


　冬の到とう来らいを知らせる風が、バールと麻里奈の間を流れた。彼女の黒い髪が風に攫さらわれる。


　麻里奈は迷まよいのない瞳で、目の前の男を見つめていた。風の中に立つ彼女は、彼女の姉に似にていた。


「話をしよう。コーヒーでも飲みながらな」





　　　　◆◆◆◆◆





　麻里奈の目的というのは、ある同級生に挑ちよう戦せんすることだった。話を聞いて思わず笑い出しそうになったことには、その同級生というのは、物ものの部べ景けいのことだった。姫木梓の魔ま法ほう使つかいだ。


　麻里奈は以前、偶然から悪オ魔ー持ナちー同士のいさかいに鉢はち合あわせたことがあったらしい。当時なんの知ち識しきも持っていなかった彼女は、その不ふ可か解かいな戦いに巻き込まれ、危あやうく命を落としそうになった。しかし、彼女は助かった。そのとき突とつ然ぜん現れた青いウィンドブレーカーの少年が、争う二体の悪魔をねじ伏ふせ、彼女を助けて去っていったのである。


　怪かい異いに毅き然ぜんと立ち向かう少年に、彼女は恋こいをした。


　その後、気を失い、病院に運ばれた二人の男がカプセルユーザーだったことを知った麻里奈は、同じくカプセルに強い関心を寄よせていた祐子と一いつ緒しよに、カプセルに関する情じよう報ほうを搔かき集めた。そして、カプセルユーザーの間で畏い怖ふと共にささやかれる『ウィザード』なる人物の存在を知った。しかも時を同じくして、自分の通う高校の、自分が最も居い心ごこ地ち良く利用している図書室の中で、あの日に見た少年と再さい会かいしたのである。


「まるで天から降ふってきた運命の槌つちが、日にち常じようの殻を砕くだき割わったような気がしたよ」


　と麻里奈は語った。


　物部景は彼女のことを覚えていなかった。しかし、そのことは麻里奈を落らく胆たんさせるどころか、いっそう想おもいを募つのらせる要よう因いんとなった。一度火の点ついた恋心が、本人を前にしてどうしようもなく燃もえ上がり始めたのだ。


　ただ、彼女の想いは、一緒に恋を語らいたいとか、デートをして楽しみたいという類たぐいのものとは違ちがっていた。第一、彼は恋人になど構かまわないだろう。初めてあったときに見た、あの真しん剣けんな眼まな差ざしを向けたりはしないだろう──


　その、不ふ鮮せん明めいだが狂くるおしい想おもいが明めい確かくな形を取ったのは、彼女が悪魔の召しよう還かんに成功したときだった。


　彼と同じフィールドに立ったとき、麻里奈はウィザードに挑戦することを決意したのだ。


　バールは麻里奈が目的を叶かなえられるよう、全面的にバックアップすることを申し出た。ただし、ギブ・アンド・テイクで。


「俺の目的は姫木梓にある。君はさっきのように俺の中に入って、俺の中で眠ねむっている悪魔を預あずかってくれ。そして祐子にそうしたように、俺の中から姫木梓へと悪魔を受け渡してくれ」


「……姫木さんを巻き込む予定はないんだけどね」


「巻き込まざるを得ないだろうな。あの二人は幼おさななじみだ。それもごく親しん密みつな」


　麻里奈の目め尻じりが、ぴくりと動いた。バールは畳たたみかけるように身を乗り出した。


「俺の中で眠っている悪魔は、極きわめて特とく殊しゆな悪魔だ。たとえ眠っている状態であっても、君がそれを受け取れば甚じん大だいなプレッシャーとなる。その代わり、《彼女》は君に力を与あたえてくれるだろう。君の悪魔は強力だが、ウィザードとやり合うには十分ではない。十分でない敵に、彼は本気を出したりしないぜ」


　麻里奈はこの提案を自分なりに検けん討とうした結果、バールと手を組むことに承しよう諾だくした。ただし、彼の条じよう件けんはのむが、やり方には口を出させないと言った。彼は、好きにしろ、と答えた。





　その三週間後、麻里奈はバールから悪魔を受け取った。


　次の日、彼女は葛くず根ね東ひがし高等学校の屋上から飛び降おりた。なかなか派は手でな幕まく開あけだ、とバールは愉ゆ快かいに思った。





　　　　◆◆◆◆◆





　機械のような記き憶おく力りよくを誇ほこる庸一だったか、一九九五年の、ある春の夕ゆう暮ぐれの出来事については、いくら思い出そうとしても断だん片ぺん的な記憶しか思い出せなかった。


　確たしか、長なが袖そでのシャツがちょうど良いと感じる日だった。開けた窓まどから、少し風が入ってきていたような気がする。


「子供ができたの」


　と彼女は唐とう突とつに言った。


「産むのか？」


「ええ」


　庸一は読んでいた本をテーブルに置いた。何を読んでいたのかは覚えていない。ひょっとすると新聞だったかもしれない。


「だったら結けつ婚こんした方がいいな」


「……結婚してくれるの？」


「そりゃそうだろ」


「あなたの子供じゃないわ」


　庸一は顔をしかめた。


「本当に？」


「…………」


「それでも構わないぜ」


「……どうして？」


「お前は俺の恋人だ。それとも、そいつのことが好きなのか？」


　彼女は顔を逸そらした。


「噓うそよ」


「噓？」


「そう」


「だったら、やっぱり俺の──」


「違ちがう。子供ができたことが、噓なの」


「なんだ」


　と庸一は笑った。


「今週のベスト・スコアだ。それともデートの催さい促そくか？　そういえば、花見に行ってからこっち、どこにも行ってないな。次の土曜にでも出かけよう」


「服が欲ほしいわ」


「つき合うよ。けど、自分で買えよ」


「ねえ」


「何」


「いつかは本当に結婚する気？」


「ああ」


「いつ？」


「いつでもいい」


「一いつ緒しよに住むの？」


「ああ」


「子供を産んで、育てる？」


「その通り」


　彼女はにっこり微笑ほほえんだ──のだったと思う。それももう朧おぼろ気げだった。


「そんなの、あなたには、無理」





　次の土曜日、彼女は藍あい色いろのブラウスとベージュのスカートを自分で買い、マリンブルーのハイヒールを庸一に買わせた。


　翌日、買ったばかりの服とスカートと靴くつを履はいたまま、隣となり町まちの鉄橋の上から飛び降おりた。


　高い所から飛び降りるのが好きな家か系けい──なんてものも、世の中にはあるのかもしれない。





　　　　◆◆◆◆◆





　一度目の試みは失敗に終わった。


　麻里奈は校舎から飛び降りたとき、窓の外から、校舎の中にいた梓に腕うでを伸のばしてみた。落下しながら、だ。しかし上う手まくいかなかったらしい。おそらく、梓がカプセルをのんでいなかったからだろう。やはりカプセル使用者でなければ、受け入れることはできないようだ。


　病室の麻里奈を訪おとずれたバールは、ほんの数日の間に、彼女が『喰われ』つつあることに気がついた。《彼女》のせいだ。眠ねむっているとはいえ、《彼女》が適性のない者にもたらす影えい響きようは計り知れない。


　麻里奈は表向き、まだ意い識しきが回かい復ふくしていないということになっていた。バールはその日葛根東高であった出来事について話した。カプセル売買の容よう疑ぎで取り調べを受けていた祐子が、自分の罪つみを暴あばかれ、開き直って悪あく魔まを使し役えきしたのである。だがそのとき、悪魔は祐子の意志を裏うら切ぎって、彼女自身を襲おそった。バールは、それが麻里奈の仕し業わざだと見み抜ぬいていた。


　理由を問うと、麻里奈は人語を解かいするトカゲのような、見る者を底冷えさせる笑えみを浮うかべた。


「祐子が彼にちょっかい出すからだよ。生意気じゃないか。彼の相手は、ボクだ」


　そう言って笑う麻里奈には、すでに微び妙みような狂くるいが生じていた。バールはため息をついた。


「君の力は、いまが頂ちよう点てんだ。今後は急速に衰おとろえ、混こん沌とんに沈しずんでいくだろう」


　バールが言うと、麻里奈は笑うのをやめて透とう明めいな顔になった。彼女自身、そのことに気づいているのだ。


　ふと、バールはここしばらくの間に会った、三人の少女たちが重なって見えた。松崎祐子と新田菫と倉沢麻里奈。自分こそ、彼女たちにとっての悪魔だったかもしれない。


　またしても記き憶おくの欠片かけらがきらめく。彼と麻里奈の姉が出会ったとき、自分たちは少女たちと同じ年ねん齢れいだった。なんと十七のときだ。まるで白はく亜あ紀きかカンブリア紀のような気がする。


　バールは首を振ふった。


　同どう情じようはするが躊ちゆう躇ちよはしない。それがバールの取ってきた、長年のスタンスだ。


「近日中に決着を付けるんだな」


　麻里奈はきっぱりと頷うなずいた。





　二日後の夜、病院内で行われた決けつ闘とうについて、バールは何も関知していない。彼にとって重要なことは結果だけだった。


　夜が明けたとき、姫木梓の中には《彼女》がいて、麻里奈は舞ぶ台たいから下りていた。梓の中の《彼女》は、ひっそりと息づきながら、わずかずつ瞼まぶたを持ち上げようとしていた。


　かつて彼の友人が発見した魔法が、七年の時を経て世界の陰かげから現あらわれる──それはその序じよ曲きよくだった。






　台風─storm─







　夏休み最後の日に、その台風はやってきた。





　　　　◆◆◆◆◆





　姫ひめ木き梓あずさは台風が好きだ。基き本ほん的にイベント事──彼女にとって台風は滅めつ多たにないイベントだった──は嫌きらいではないのである。


　しかし、この日ばかりは機き嫌げんが悪かった。


「リフジンだわ！」


　梓は大いに憤ふん慨がいして、彼女の物ではないスナック菓が子しを口に放ほうり込んだ。


「よりにもよって、どうして夏休みに来るの？　もう一日遅おそく来ればいいじゃない。そしたら学校が休みになるのにっ」


　と、畳たたみにぺたんと座すわったまま鼻息を荒あらくする。


「前に来た奴やつは、期待させるだけさせといて、夜のうちに通り過すぎちゃったしさ。あのときわたし、夜中まで起きて天気予よ報ほう見てたんだよ？　ちゃんと翌朝六時の予よ想そう図ずでも、輪っかの中に入ってたわ。だから安心して夜よ更ふかししたのに、朝にはすっかり晴れてるんだもん。今年の台風ってサイテー」


　容よう赦しやなく言い放って、梓は口をへの字にした。


　そういうのは理り不ふ尽じんっていうのかな、と物ものの部べ景けいは考えたが、もちろん口にするような愚おろかな真ま似ねはしなかった。


「今度の奴やつだってさ。『台風は非ひ常じようにゆっくりした速度で』とか言ってたくせに。とんでもない！　お昼前に着いちゃったじゃないの。どうしてあと一日が我が慢まんできないの？　きっと全国の小学生は、みんなそう思ってるわ」


「『全国』ってことはないと思うけど……」


　ぼそりと独ひとり言をつぶやいたつもりだったが、梓は鋭するどく振ふり向いた。


　お菓子をほおばったまま、


「……んなにに？」


「えっ、だ、だからさ。今度の台風は勢せい力りよくが強いって言ってたじゃない？　もし『非常にゆっくり』進んでたら、農家の人とか大変だよ？　これでよかったんだよ、きっと」


　あたふたする景を半はん眼がんでにらんだまま、梓は口の中のお菓子をもぐもぐやって飲み込んだ。


　そして一言、


「まーた始まった。いい子しー」


「そ、そんなつもりじゃないよ。ほら。クラスの南みなみ本もとくんち、野菜作ってるから」


「南本んちの野菜が犠ぎ牲せいになるおかげで始業式が潰つぶれるなら、学校の子は全員目をつむっててくれるわ」


「そんな……梓ちゃん」


「いーい、景ちゃん？　二学期の始業式なんてものを心待ちにしてる人間がいると思う？　生徒だけじゃないわよ。先生だって、あんなの嫌いやに決まってるじゃない。楽しかった休みが終わっちゃうだけでもユーウツなのに、校長先生の長ーい、つまーんない話聞かされてさ。それが、たとえ一日でも先さき延のばしされるんなら、お天てん道とう様にお願いしようかっていう気にもなるでしょう？　今度の台風は、そんなみんなの期待を裏うら切ぎったのよ。みんながっかりしてるわよ」


「……校長先生は喜んでると思うな……」


　ついうっかり景が答えると、梓は眼光の鋭するどさを倍加させた。


「な、あ、に？」


「いえ、別に……」


　景は、シールド・スマイルと自みずから命名した愛あい想そ笑わらいを浮うかべて首を振ふった。


　梓はしばらく疑ぎ惑わく混まじりの視し線せんで景を見ていたが、やがてスナック菓が子しの袋ふくろを置き、彼女の物ではないチョコレート菓子の箱に手をつけた。


　耳を澄すませば、「せっかく面おも白しろそうなのが、オープンしたのに……」と、小さくぶつぶつつぶやいている。どうも何か遊びの予定が、この台風でおじゃんになったようだ。


　景はあまり刺し激げきしないようにしつつ、残り少なくなった彼のスナック菓子を手にとって、初めての一枚まいを口にした。


「それはそうと、梓ちゃん。そろそろ宿題始めた方がいいんじゃないかな？　まだ結けつ構こう残ってるんだよね？」


　景が指し摘てきすると、梓はネズミ捕とりを見るネズミのような顔をした。


「また嫌なこと言うわねえ。お母さんみたい」


「でも、今日はそのために宿題持ってきたんでしょ？　ほら、一いつ緒しよにやろうよ」


「仕方ないなあ……あ、算数あとで見せてね」


「見せてって……僕ぼくもやってないよ」


「えーっ。やってないのぉ？」


　まるで楽しみにしていた番組の終しゆう了りようを言い渡わたされたように、梓は真っ暗な顔になった。


「なんでぇ？　景ちゃん、算数得意じゃない？」


「な、なんでって、梓ちゃんが言ったんじゃないか。抜ぬけ駆がけしたら承しよう知ちしないわよーって」


「わたし、そんなの言ってない！」


「言ったよ。ほら、最初の登校日の前の日」


　景が言うと、梓は目を上に向け、眉まゆを寄よせて記き憶おくを探さぐる顔になった。


　梓は十秒ほど眉を寄せていたが、はっ、とその眉まゆをわななかせた。


「……ほら」


「……忘わすれたわ」


「噓うそ。いま思い出したんでしょ？」


「忘れたのっ、そんな昔のこと。とにかく、やってないんなら、さっさと始めてよ。今日はそのために宿題持って来たんだからねっ」


　梓はぷりぷりしてチョコレート菓子を放ほうり投げると、持ってきた鞄かばんを引き寄せた。


　景はチョコレート菓子の箱を拾ったが、中を見て軽く嘆たん息そくした。


　空からっぽだった。





　　　　◆◆◆◆◆





　梓と景が集まったのは、いつもの二人の遊び場所である景の家の離はなれだった。


　離れは木もく造ぞうの小屋で、母おも屋やとは水田を挟はさんだ反対側にある。水田は、管理していた景の祖そ父ふ母ぼが亡なくなってからは使われていない。いまでは荒あれ果てて、沼ぬま地ちのごとき様相を呈ていしていた。


　周囲は雑ぞう木き林ばやしに囲まれ、離れへ至る畦あぜ道みちは雑ざつ草そうに埋うめ尽つくされている。この時期ともなれば藪やぶ蚊かも多く、おかげで大人は滅めつ多たに近づかない。梓と景の二人にとっては、格かつ好こうの隠かくれ家がであり、何物にも代え難がたい楽園だった。


　ただ、当然ながら離れは古い。


　居きよ住じゆう性せいは悪く、悪あく天てん候こう下かともなれば、それはなおさらだった。


「あああ、もうっ。うるさいなあっ」


　例によって先に音ねを上げたのは梓の方だった。


　外はいよいよ本ほん降ぶりになってきていた。二人が宿題に取りかかってすぐに、大おお粒つぶの雨が窓まどに当たりだし、バラバラと豆を撒まいているような音がし始めた。しかし、いまやそれはバケツで汲くんだ水をぶちまけているような音に変わっていた。


　窓ガラスを伝う雨は、水すい滴てきというより水流のように見える。ちょうど洗車中の車の中からフロントガラスを見ているようだ。強風は刻こく一刻と暴ぼう風ふうに変へん貌ぼうし、逆さからうもののない自由を謳おう歌かしていた。


　そうなると哀あわれなのは古びた離れである。


　窓といわず戸板といわず、壁かべや天てん井じよう、床ゆかや柱、ほとんど小屋全体がぎしぎしと揺ゆれるほどだった。


　隙すき間ま風かぜの吹ふき込こむ窓まど枠わくにはガムテープを貼はり付けてあったのだが、染しみ込む雨水のせいで半分以上剝はがれてしまっている。再ふたたび開いた隙間からは、冷たく湿しめった風が入り込み、貧びん乏ぼう神がみが叫さけぶ呪じゆ詛その声のように景気の悪い響ひびきをかき立てていた。


　木材の軋きしむ音。ガラスの震ふるえる音。風の唸うなる音。雨が叩たたく音。耳を澄すませば、小屋を囲む林から、風に揺れる枝えだ葉はの合唱も聞こえてくる。


　ただ、それらの音色は乱らん暴ぼうだが楽しげだった。雑多でありながら全体ではまとまった太いリズムを持つ、自然の楽の音だ。


「もー駄だ目め。集中できなーい」


　梓はぞんざいに宣せん言げんすると、万ばん歳ざいするように両手を上げて、シャープペンシルをノートの上に転がした。


　そのまま後ろにひっくり返って横になり、同時に身体からだをひねって俯うつぶせになる。俯せのまま腕うでを伸のばして鞄かばんの中のコミックへと手を伸ばす。抜き出したコミックの一ページ目をめくったときには、折り曲げた足の先が天井を向いて右に左にと揺れ動いていた。


　一連の動作は、スムーズで最さい適てき化かされている。宿題に取りかかるまでの動きとは対照的だ。


　景は問題集から顔を上げてため息をついた。


　机つくえの向かい側では、白とピンクのストライプ柄がらをした靴くつ下したが飛び出している。一度あの体たい勢せいに入った梓を机に戻もどすのは至し難なんの業わざなのだ。


「まだ全然できてないよ、梓ちゃん。始めてから二十分しか経たってないじゃない」


「だって風の音がうるさいんだもーん。ガタガタビュービューって」


　背せ中なかを向けて寝ねそべったまま、梓はやる気の欠片かけらもない声で景に反はん論ろんした。コミックに目をやりながらお菓子の袋を手た繰ぐり寄よせると、左手だけで器用に袋を破やぶき、中のスナックを口に運ぶ。ほとんど意い識しきすることもなくやっているのだから、大したものである。


「なーんかジメジメしてるしさあ。わたし、湿気ってきらーい」


　靴下が気まぐれな猫ねこのひげのように、ひょこひょこと揺れ動く。要するに退たい屈くつしているのである。


　こういう事じ態たいにならないよう、離れに置いてあった雑ざつ誌しはあらかじめ母屋へ移うつしておいたのだが、努力の甲か斐いはなかったようだ。それどころか、やけに重たそうな鞄かばんだと思っていたら、中身の半分以上はコミックや雑誌のようである。全部読み終える頃ころには、晩ご飯の時間になっているだろう。そして、夕食を終えて満まん腹ぷくになった梓が勉学に励はげむという姿すがたは、景の豊ゆたかなイマジネーションを持ってしても想そう像ぞうすることができなかった。


「ちゃんとわかってる、梓ちゃん？　もう今日で最後なんだよ？　いまサボったら、絶ぜつ対たい終わらないよ？」


「何よ。別にサボってないわよ。劣れつ悪あくな環かん境きようで集中できないから、ちょっと気分転てん換かんしてるだけじゃない」


　梓は平然とのたまった。「それにね」と顔を向けずに指を立て、


「夏休みの宿題を二学期の最初に提てい出しゆつするような嫌いやな奴やつにはなりたくないでしょ？　サイアクだよ、そんな奴」


「……僕はずっと初日に提出してたけど……」


「えーっ。マジで!?」


　と思わず梓が振ふり返る。景が無言で頷うなずくと、梓は大げさに嘆なげいてみせた。


「馬ばっ鹿かねえ、景ちゃん。夏休みの宿題をほんとに夏休みだけで片かたづけちゃう奴やつなんていないよ、普ふ通つう？　一週間遅おくれはセーフって全国ルールを知らないの？」


　全国ルールなのは知らなかったな、と思いながら、景は無ぶ難なんに、


「知ってるけど」


　と返事をした。


「だったら、なんでそんな急いで出すのよ？　せっかくシッコウヨユウがあるんだから、ぎりぎりまで待たせればいいじゃない」


「シッコウヨユウ？　……ひょっとして執しつ行こう猶ゆう予よのこと？」


「そうよ。あーゆう期き限げんサービスは限度一いつ杯ぱいに利用するのが冴さえたやり方ってもんじゃない」


　梓は知った顔でよくわからないことを言った。よくわからないことを世せ故こに長たけた口振りで説くのは、彼女の得意技わざである。


　自分で自分を説得することに成功したのか、梓は気をよくして読書を再さい開かいした。一方、景は説得されなかった。以前の彼なら、自信に満ちた言動を突つきつけられれば、そういうものかと丸め込まれていたのだが、最近はそうでもない。梓のアバウトぶりを学習した成果である。


「梓ちゃん。たとえ一週間余よ裕ゆうがあっても、宿題はやらなきゃ終わらないんだよ。学校が始まってから、家に帰って宿題する方が大変だと思わない？」


「うーん、そうかなあ。なんか、後回しにした方が楽そうな気がするのよねー」


「……まさか僕を当てにしてないだろうね？　言っとくけど、僕は梓ちゃんの分までしないからね。ちゃんと注意してるんだし。ぎりぎりになって泣いても知らないよ」


　景が念を押すと、梓はコミックを読みながら邪じや悪あくな笑えみを浮うかべて、へへんと鼻で笑った。せっぱ詰つまっている自分を景が見み捨すてられるわけがないと、ちゃんと見み透すかしているのだ。


「ひどいわ、景ちゃん。それはジャスイというものよ」


　果たしてそうだろうか。過去の例を思い起こすまでもなく、梓が景に自分の宿題を手伝わせる気なのは間ま違ちがいない気がした。


　ピンチなときの梓は質たちが悪い。景が助けて当たり前。それどころか手伝っている最中でも、問題を解とくのが遅おそいだの、なんでもっと早くから手伝わなかったのかだのと八つ当たりをしてはばからない。来きたる未来を予想して、景は暗あん澹たんたる気持ちになった。


　結局事じ態たいの打開策さくは浮かばなかったので、景は自分の分の宿題に戻もどった。いよいよとなれば自分の身は自分で守る必要があり、そのためには宿題は済すませなくてはならない。何しろ、先生からも梓からも守らねばならないのだから。


　そうしてしばらく会話が途と切ぎれた。


　シャープペンシルの芯しんが紙をこする音。コミックのページがめくれる音。スナック菓子の袋が立てる音。梓がお菓子を咀そ嚼しやくする音。そうした静かな音の背はい後ごで、台風の躍おどる音が巨きよ人じんの息い吹ぶきのように、空気を低く震ふるわせていた。


　実のところ、梓も景もこういう時間は嫌きらいではない。


　常つねに何か喋しやべっていなくてはならないという強きよう迫はく観念のようなものは、二人の間には存そん在ざいしなかった。側そばに相手がいる、ということが大切なのであって、二人で何をするかということは二の次なのだ。もちろん、景としては一人だけ宿題をする図には多少の抵抗があったが。


　そのとき、ひときわ強い突とつ風ぷうが吹ふき付けた。


　ゴオオ、と離はなれの骨ほね組ぐみを突き崩くずすような不吉な音が響ひびいた。景は思わずびくりとし、梓もコミックから顔を上げた。


　突風は長く吹いた。


　窓ガラスが暴ぼう雨うに打たれて割われそうなほど振しん動どうしている。水すい槽そうのように滲にじんだ景色の向こうに、風になびいて横にしなる林の木々が映うつっていた。隙すき間まからは雨水がホースの先ほども流れ込み、窓まど際ぎわの畳を濡ぬらしていた。


　梓が不安そうな顔で起き上がり、机つくえに身を寄せる。景は手にしていたシャープペンシルを置いて、静かに外の様子をうかがった。


　風は三十秒ほども吹き募つのってから、徐じよ々じよに勢せい力りよくを弱めていった。まだ雨は続いているが、ひとまずは元に戻もどったようだった。


　梓はこっそりとため息をついた。景は窓まどを眺ながめながら、


「すごい風だったね」


「そ、そう？　別に大したことないじゃん？」


　と、言下に再ふたたび強風が吹く。梓は再び身を固くしたが、今度の風はすぐに止やんだ。


　いよいよ台風が近づきつつあるのだ。景の母おも屋やや梓が住む鉄てつ筋きんマンションにいては、なかなか感じられないことだが、この離れにいると、台風が持つ天てん候こうのパワーが実感できる。


「……ねえ、景ちゃん。ちょっとした好こう奇き心しんから聞くんだけど、この離れって築何年ぐらい？」


「わかんない。でも、お祖じ父いちゃんの若わかい頃ころの写真に写ってたよ」


「それって何年前？」


「さあ」


　景の返答を聞き、梓は憂ゆう鬱うつな眼まな差ざしを彼女の王国の天てん井じように向けた。蜘く蛛もの巣のかかった天井の梁はりを見て、不服そうにため息をつく。


「ほんと、あばら屋ってやつよね。もっとゴージャスな隠かくれ家がが欲ほしいわ」


「贅ぜい沢たく言わないでよ。僕はここで十分だと思うな」


「向上心がないわね。若いんだからもっとこう、常にギラギラしてないと駄だ目めじゃない」


「そんなことないよ。僕、ここ好きだよ。こぢんまりしてるし、静かだし、他ほかに誰だれも知らないしさ。にぎやかなのより、こっちがいいな」


　慎つつましい臣下の意見に、覇は道どうを好む女王は物足りない様子で首を傾かしげた。


「そーお？　ドラマとかに出てくるみたいなマンションの方が良くない？」


「僕は別に……梓ちゃんが一いつ緒しよならそれでいいし……」


　と視し線せんをノートに落とし、照れた口調でつぶやく。


　梓は景の表ひよう情じようには気づかないまま、風が吹く度たびに埃ほこりが落ちてくる天井を見上げていた。景はそんな梓の横顔をのぞき見て、不意に彼女の顔に差す不安の原げん因いんに気がついた。


　景は考えた末、慎しん重ちように切り出した。


「……あのさ、梓ちゃん。一回母屋に戻もどろうか？　今日は向こうにいる方が静かで集中できるかもしれないよ」


「えー。嫌いやよ。いまあの畦あぜ道みち通ってたら、びしょ濡ぬれになっちゃうわ」


「雨あま合がつ羽ぱがあるから大だい丈じよう夫ぶだよ。それに……」


　と少し声を抑おさえて、


「梓ちゃん、また黙だまって家を出てきてるんでしょ？　電話しといた方がいいよ……」


　とたんに梓が表情を険けわしくした。


「なんでそんなことしなきゃいけないのよ。関係ないでしょ。そんなのっ」


「……でも、心配しているよ。きっと」


「うるさいわねっ。景ちゃんは黙っててよっ」


　乱らん暴ぼうに吐はき捨すてると、梓はまた横になってコミックを広げた。


　景は悄しよう然ぜんと肩かたを落とした。


　両親が心配しているかもしれないと梓が懸け念ねんしていたのは間ま違ちがいない。しかし、だからといって正直にそのことを指し摘てきすればどうなるか、自分には予よ測そくできたはずなのに。


　梓の両親は不仲だった。口論が絶たえず、梓がいる場所でも、一度罵ののしり合いが始まれば自じ制せいを利きかせることができなくなった。梓はそんな両親を見るのが嫌いやで、いつも家を抜ぬけ出していたのだ。この離れに入り浸びたっているのには、そういう理由もあるのである。


　両親だけではない、梓と景の二人は、学校でも孤こ立りつしていた。


　景はその大人しい性せい格かくがもとで、クラスでいじめに遭あっていた。梓もまた、両親の影えい響きようか周りの同級生に刺とげ々とげしく、友人がいなかった。二人は、梓が景を庇かばったことで知り合い、やがて友達になった。しかし、二人が親しいのは互たがいだけで、周囲の人間から孤立していることにかわりはなかった。


　この離れでは我わが物顔で振ふる舞まう梓だが、教室の彼女は陰いん気きで気き難むずかしい。景にしろ、梓以外の者とこれほど喋しやべることはなかった。外では話しかけられても滅めつ多たに答えないほど無口な少年なのだ。この離れは二人の隠れ家であり絶ぜつ好こうの遊び場であるが、それ以上に、最後の避ひ難なん場所でもあった。


　気まずい空気のまま、景は仕方なく宿題に戻った。


　と、


「っひゃああ！」


　突とつ然ぜん梓が叫さけび声を上げて飛び起きた。景は仰ぎよう天てんして芯しんを折った。


「な、何!?　どうしたの、梓ちゃん？」


「く、首に……水が！」


「……水？」


　梓は首筋に手を当てて啞あ然ぜんとつぶやいた。二人が顔を見合わせる。そこへ、小さな水すい滴てきが再ふたたび落下してきた。


　景と梓は同時に視し線せんを跳はね上げて天井を見上げた。見上げた先に黒っぽい染しみがあり、そこからまた新たな水滴が滴したたり落ちてくる。


　水は、ぴちゃぴちゃと連続して落下し、梓が寝ねころんでいた畳たたみの上で弾はじけていた。


「……雨あま漏もりしてる」


　さっきの暴風だ。あれで屋根の瓦かわらが飛んでしまったのかもしれない。


　景は物もの珍めずらしそうに天井の染みを見つめた。すると梓が、


「景ちゃん！　机！」


「──え？　あ、あっ！」


　気がつけば机の上の問題集に濡ぬれた染みができている。景は慌あわてて机の上の問題集やノートをどかした。雨漏りは止やまず、机の上に落ちては、さらに小さな複ふく数すうの飛ひ沫まつに分ぶん裂れつして机の上を濡らしていった。


「あーあ。梓ちゃん、机をそっちに寄よせよう。ちょっと手伝っ……」


「大変だわ！」


　景の提案を遮さえぎって、梓は元気よく立ち上がった。


「なんてことかしら。このハイテク時代に雨漏りだなんて。なんとかしなくっちゃ！」


　不ふ快かいと退たい屈くつが吹ふき飛んで、目が生き生きと輝かがやいている。


「なんとかって？」


　と景が尋たずねると、梓は楽しげに腕うでまくりをして、


「バケツ！」
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　と命じた。





　　　　◆◆◆◆◆





　バケツは直ちに用意された。


　これは、最も雨漏りのひどい梓のいた場所──梓によって二〇三高地と名付けられた──に配はい備びされることとなった。次いで、机の置いてあるポイント──同じく梓に桶おけ狭はざ間まと命名された──にも、離はなれにあったプラスチック製の容器が置かれた。


　しかし、以上の二地点をカバーし終えたときには、他ほかにも三か所、雨水の侵しん攻こうを許ゆるしていた。この内の一か所、窓に近いガダルカナル・ポイントにはプラスチックのタッパーウェアが回された。しかし、プラスチック容器はそれで全部だった。バケツも他にはない。残る二か所を塞ふさぐ手だてがなかった。


「くそっ。戦力不足だわ。いまさら外に取りに行くこともできないし。なんとか与あたえられた物ぶつ資しだけで切り抜けなくちゃ」


「梓ちゃん。とりあえず壇だんノ浦うらとロンダルキアには雑ぞう巾きんを敷しいてみたよ」


「ご苦労。でも所しよ詮せんは時間稼かせぎね」


「びしょびしょになったら絞しぼれば大だい丈じよう夫ぶだよ。それよりいい加か減げん宿題を──」


「景ちゃん、大変！　桶狭間が溢あふれてる！」


「え、わっ！　ほんとだ。いつの間に」


「見て。二〇三高地も、もう半分も溜たまってる。敵てきは大兵力よ」


「敵って……梓ちゃん。さっきも言ったけど、その設せつ定ていにはやっぱり無理が……」


「弱音を吐はくなあ！」


「あイタっ」


「あんまり腑ふ抜ぬけたこと言ってると、反はん逆ぎやく罪ざいを適てき用ようするわよっ。まずは桶狭間の敵を一いつ掃そうしなさい。それから壇ノ浦とロンダルキアの攻こう防ぼうに取りかかるからね」


　景に溜まった水を捨すてさせる一方、梓は水受けになる容器を求めて、本ほん格かく的てきに離れの中を探たん索さくし始めた。


　離れはもともと景の家の物置として使われていた。それを勝手にゴミに出したり押おし入いれの奥おくに押し込んで、遊び場としてのスペースを確かく保ほしていたのである。従したがって、部屋の奥にはぎゅうぎゅうに物が詰つめ込まれた段だんボールの箱が、山のように積んである。水受けになるアイテムも埋うもれているはずであった。


　しかし──


「うわっ。何よ、この埃ほこり！　きったないわねえ！」


「そりゃそうだよ。ずっと触さわってないんだもん」


「たまには整理しときなさいよねっ。こんなんじゃ、全然使えないじゃない」


「……そこに全部放り込んだの梓ちゃんだよ」


「くそっ。仕方ないわ……景ちゃんもぼさっとしてないで何か考えなさいよ！」


「えーと。そのお菓子の空き袋はどうかな。倒たおれないように何かで支ささえれば」


「ん？　おお、ナイス！　……って、これ裏うら側がわも穴あな空いてるじゃないのっ。馬ば鹿か！」


「梓ちゃんが乱らん暴ぼうに破やぶくからだよ。そっちのコンビニのビニール袋は？　この段ボールを持ってきて端はしと端を引っかければ」


「あら、さすが景ちゃん。こういうの器用ね。これで残るはロンダルキアのみ」


「こっちがロンダルキアだよ。向こうは壇ノ浦」


「あ、そうだ。いいのがあるじゃない。景ちゃん、例のクッキーの缶かんを出しなさい」


「えっ。でもあれ、まだほとんど残ってるよ」


「中身は外に出せばいいでしょ」


「で、でも、いっぱいあるし、食べないのに外に出したら湿気で……」


「出して」


　かくして、悪戦苦く闘とうの末、合計五つの雨漏りはすべてカバーされた。


　梓は腰こしに手を当てて室内の戦せん況きようを見回すと、満足そうに頷うなずいた。


「オッケーね。あとは定期的に水を捨すててれば雨も止やむでしょう」


「……そうだね。いくつか貴とうとい犠ぎ牲せいがあったけど……」


　景はむき出しのままのクッキーを見つめて、力のないため息をこぼした。しかし気を取り直して、梓に言う。


「じゃあ、もういいよね。宿題再さい開かいしようよ。気分転てん換かんも十分できたでしょ」


　景が促うながすと、梓は食べかけの饅まん頭じゆうを取り上げられたような顔をした。


「でも、まだ戦いが終わったわけじゃないのよ。むしろ長期戦の構かまえを見せてるわけだし」


「梓ちゃんっ。いい加減に……」


　そのときだ。


　またしても前回に匹ひつ敵てきするような強風が離れを揺さぶった。同時に、バキッという硬こう質しつの物が割われる音がした。風に攫さらわれた何かが、屋根に落ちたのだ。


　驚おどろいて見上げた天てん井じようから、急きゆう激げきに水が漏もれてきた。ぼたぼたと音を立てて流れ落ちてくる。


「わっ、わっ！　天井に穴が空いたわっ」


「大変だ。梓ちゃん。バケツ、バケツ」


「待って！　二〇三高地はどうすんのよ？」


「それどころじゃないよ。ほんとに水みず浸びたしになっちゃう」


　景の意見に従したがって、梓はバケツを持ち上げた。


　そこへ、狙ねらったように水が落ちてきた。


「きゃっ。冷た！」


「うわっ。梓ちゃん。バケツ！　ちゃんと持って」


　しかし梓はよろけた拍ひよう子しに雑ぞう巾きんを踏ふみつけた。バケツの中身は、とっさに梓を支えようとした景の下半身を直ちよく撃げきしつつ畳の上にぶちまけられた。同時に段ボール箱で支えていたビニール袋が決けつ壊かいし、そこに溜まっていた雨水もあふれ出た。こちらは段ボールを中心に水たまりを形成し、側にあったクッキーをのみ込んだ。


「ああ、ズボンが……ああ、クッキーも……」


「キーッ。誰よ、こんなとこに雑巾置いたの！」


「そんなの梓ちゃんに決まって……ああっ、梓ちゃん、鞄かばん！　鞄が濡ぬれてる」


「え──きゃあーっ！　わたしのマンガがあっ！」


「問題集も濡れちゃったよ。どうしよう……」


「あーん、これまだ読んでないのにいーっ」


　突とつ然ぜんの猛もう攻こうにたじろぐ二人だったが、敵の攻こう勢せいは緩ゆるまなかった。二人は断だん腸ちようの思いで水に濡れた食料を諦あきらめ、すでに多大な損害の出ている問題集とノート、コミックを部屋の隅すみへと退たい避ひさせた。


　濡れた紙面にティッシュペーパーを押し当てて、可か能のうな限かぎり水気を取る。くっついたページを破やぶらないよう一枚一枚剝はがしていく。すべての本に応おう急きゆう処しよ置ちを終えた頃ころには、二〇三高地、桶狭間、ガダルカナル、壇ノ浦、ロンダルキアの各戦線はすべて決けつ壊かいしていた。それどころか、以上五か所の雨漏りに匹ひつ敵てきする戦せん端たんが、至いたる所で開かれていた。


　さすがの梓と景も呆ぼう然ぜんとなった。まるで七夕たなばたかクリスマスの飾かざり付けのように、部屋のあちこちから水が滴り落ちている。畳はびしょ濡れで、靴くつ下したのままでは踏ふめる場所さえなかった。


「……どうしよう」


　思わずつぶやいた景の口調に、初めて本当の不安が混まじった。


　このまま水に浸つかってしまえば、もう自分たちの手では復ふつ旧きゆうできなくなる。大人に頼たよらざるを得ないだろう。しかし、梓がいみじくも言ったように、離はなれはあばら屋──廃はい屋おくも同然である。金を出してまで補ほ修しゆうするかどうかは、怪あやしかった。


　そうなれば離れは使えなくなる。自分たちはこの場所、この王国を失ってしまうことになる。


「どうしよう……」


　何一つ思いつかないまま、景は震ふるえる声でつぶやいた。


　すると、


「景ちゃん。雨合羽があるって言ってたよね？」


　部屋をにらんでいた梓は、硬かたい口調で景に確かく認にんした。景は振ふり向き、


「あるけど……？」


「よし。こうなったら最後の手しゆ段だんよ。敵の補ほ給きゆう路ろを断たつわ」


　梓はやや青ざめた顔で断だん固ことして宣せん言げんした。


　景は梓の言う意味がわからずに困こん惑わくを浮うかべた。


「補給路って？」


　梓は黙だまって天てん井じようを差した。





　　　　◆◆◆◆◆





「絶ぜつ対たい無理だよ、梓ちゃん！　こんなの無茶だって！」


「うるさーい。王国の興こう亡ぼうはこの一戦にあーりっ。怯ひるむなーっ！」


「もうっ！　いったい、どんなマンガ読んだのさ！」


　二人はいま、荒あれる風雨のまっただ中にいた。離れの裏うらである。そちらには、壁かべに隣りん接せつする形で、かつての鶏にわとり小ご屋やがあった。その屋根の上に、二人はへばりついていた。


　起死回生を図る梓のプランは実にシンプルだった。離れの屋根に上がり、空いた穴あなを塞ふさぐという即そつ効こう性せいの強い案である。


　だが遂すい行こうは困こん難なんを極きわめた。何しろ台風の直下だ。鶏とり小ご屋やがあるのは離れの風下だったが、それでも錆さびた金かな網あみを頼たよりに鶏小屋をよじ登るのは容よう易いではなかった。飛び交かう雨に視し界かいを確かく保ほすることも難むずかしいぐらいなのだ。そして四苦八苦して上ってみれば、今度は風がまともに吹ふき付けてくる。ろくに顔も上げられない。


　雨合羽を着ていても、雨は平気で中に滑すべり込んできた。風でフードが攫さらわれても、両手で屋根にしがみついているから直すことができない。二人とも頭はずぶ濡れで髪かみが張はり付いていた。


「これ以上は危あぶな過ぎるっ。戻もどろう、梓ちゃん！」


「だめーっ！　戻っても、なんにも変わんないのよっ」


「怪け我がするよ！」


「だめったらだめーっ！　まえーっ、進めーっ」


　鶏小屋の屋根と離れの屋根とでは、およそ一メートルの段差がある。景は半泣きになりながらよろよろと立ち上がり、離れの壁かべに手をついた。


　身体からだを伸のばして離れの屋根の上をのぞく。


　すごかった。


　傾けい斜しやした瓦かわら屋や根ねの上を、渓けい流りゆうのように水が流れていた。軒のき先さきの雨あま樋どいでは水が溢あふれて渦うず巻まいている。ばしゃばしゃと、魚でも泳いでいるかと思うほど水が跳はねていた。


　景は半泣きから四分の三泣きぐらいになって目の前の光景を見つめた。


「あ、梓ちゃん。見てよ、これ」


　梓も景の隣となりに立って屋根の上に顔を出した。


「うおっ。すげえ」


　と思わず目を丸める。それから、


「あ、景ちゃん、あそこ！　木の枝えだが刺ささってる！」


「え──あ、ほんとだ！」


　梓の指差した方向。傾けい斜しやした屋根の頂ちよう上じよう近くに、景の足ほどもある大おお振ぶりの枝が刺さっていた。風で折れ飛んだのだろう。その折れた先側が突つき立っていて、まるで下から生えてきた枝が屋根を突き破やぶっているように見えた。いまも強風に煽あおられ、旗のように葉をなびかせている。


「目標がこっち側でラッキーね。あれを抜ぬいて、穴にビニールシートを詰つめれば、下の雨漏りは相当軽けい減げんされるはずよ」


「あ、あそこまで登る気？　無理無理。あり得ない、そんなの……」


「いいわ。景ちゃんはそこで見てて。わたし行ってくる」


　言うが早いか、梓は軒のき先さきに手をかけて身体を引き上げた。


　とたんに手が滑すべって体たい勢せいが崩くずれる。梓はとっさに上半身を屋根の上に押おしつけたが、そのままずるずると下に滑り始めた。


「あ、梓ちゃん！」


「け、景ちゃん。足！　足持って！」


　屋根からはみ出した梓の右足が、じたばたと振り回されている。景は急いで足をつかもうとし、スニーカーの踵かかとをおでこで受け止めた。


　一いつ瞬しゆんバランスを崩くずしてひやりとしたが、景はなんとか体勢を整え、梓の足を腕うでに抱かかえた。


「イ、イタタ……」


「こ、こら！　ダメよ、つかんじゃ。上に押し上げて！」


「こ、こう？」


　景は梓の右足を持ち上げた。梓は残る左足でさんざん景を踏ふみつけてから、ようやく屋根の上によじ登った。そのころには雨合羽はあちこち破やぶれ、ただ身体に張り付いているだけになっていた。


　しかし本当の難なん所しよはそこからだった。梓は四つんばいのまま瓦かわらの上を上ろうとしたが、それがどれほど難むずかしいことか、すぐに身をもって思い知った。瓦かわら葺ぶきの屋根には、とっかかりになるような足場がないのである。これが晴れた日なら慎しん重ちように体重をかけて歩いていけるのだろうが、いま屋根は濡ぬれているどころの話ではない。四つんばいになった手足に流れる水が当たる感覚は、浅い川に手足を浸つけているかと思うほどだ。おまけに風がある。踏とう破はへの道のりはあまりに遠く思われた。


　だが、それでも梓は怯ひるまなかった。ほとんど匍ほ匐ふく前進の体勢になって、果か敢かんに屋根をよじ登ろうとする。後ろで見ている景こそ寿じゆ命みようの縮ちぢむ思いだった。


「……だああ。雨が目に入って前が見えないーっ。景ちゃん。枝、どっちーっ!?」


「もっと右だよーっ」


「えーっ!?　何ーっ。聞こえなーい！」


「みぃぎぃー！」


　景が両手を口に当てて叫さけぶ。梓は「み、右ね」と頷うなずいて、そろりそろりと体を動かした。


　と、つま先が瓦の表面を弾はじき、がくんと滑った。


　足が泳げば、もうどうしようもない。ばしゃばしゃと手足を動かしてはみたものの、梓の身体は滑り台に乗っているように軒のき先さき目指して滑り落ち始めた。


「うわー！　梓ちゃん！」


　景が色を失って梓の落ちる先に向かう。が、足を踏み出したところには、すでに鶏とり小ご屋やの屋根はなかった。景は悲鳴を上げることもできずに落下した。一方の梓は雨樋に引っかかって、なんとか転落を免まぬかれた。


「ビ、ビッたー」


　梓がおそるおそる軒下をのぞき込む。眼がん下かではべしゃりと潰つぶれた景が、泥どろにまみれてうずくまっていた。


「……何やってんの、景ちゃん」


「…………」


　その後、景の再さい三さんにわたる進言を退しりぞけて、梓は登とう頂ちようにトライした。しかしいずれも結果は同じだ。あと一息というところまでは行くのだが、そこから先は足がかりのないことにはどうにもならない。


「あと一メートル半で届とどくのに！」


「もういいよ、梓ちゃん。二人ともこのままだと風か邪ぜ引くよ。諦あきらめて帰ろう」


「王国を諦めるつもりっ!?」


「それは……」


　梓は離はなれの、景は鶏小屋の屋根の上に立ったまま、むっつりと押おし黙だまった。


　ようやくにして風は弱まりを見せたが、雨は変わらず大地を叩たたいている。ざあざあと、まるで世界中から雨音以外の音が消えてしまったかのような錯さつ覚かくがした。


　空が雨雲に包み隠かくされているので、周りは昼でも夕ゆう暮ぐれのように薄うす暗ぐらい。雑ぞう木き林ばやしは雨に煙けむり、木立の間は闇やみに落ちていた。


　水田の向こう、分ぶ厚あつい雨のヴェール越ごしに母おも屋やの姿すがたが霞かすんでいる。水田は水みず嵩かさを増まし、背せの高い雑ざつ草そうの先だけがかろうじて水面にのぞいていた。


　他は見渡す限かぎり、雨、雨、雨だ。薄うす墨ずみを流したように遠くを見通すことができない。まるで、雨に閉とざされ、世界が狭せばまったようだった。


「あ、そうだ」


　と突とつ然ぜん梓が軽い調子で手を打った。


「景ちゃん、身長何センチだっけ？」


　何でもないような質問に、景は鳥とり肌はだが立つのを感じた。


「やだよっ」


「まあまあ」


「やだってば！」


「いーから」


　勅ちよく命めいだった。


　景は梓に、泣く泣く屋根の上へと引っ張ぱり上げられた。そこは鶏小屋の上とは訳わけが違ちがった。じっとしているだけで足が竦すくんだ。


　梓は景に、


「あそこまで行きなさい。そこでぺたんと身体からだを伏ふせるの。いい？」


「……わかったよ、もう……」


　風が凪ないでいなければ、たとえ景がどんな覚かく悟ごを固めたところで、達成は不ふ可か能のうだっただろう。景は、過去の人生でも屈くつ指しの慎しん重ちようぶりを発はつ揮きしてじりじりと目的地に向かった。途と中ちゆう背はい後ごから「遅おそいっ」という叱しつ責せきが飛んだが、今回ばかりは無む視しを決め込こんだ。


「つ、つい、着いたよ」


　ようやく到とう着ちやくしたときには、手足はおろか舌したまで震ふるえてろくに動こうとしなかった。


「そこでぺたん！」


「う……冷たい……」


　次に梓が景の場所まで移い動どうした。こちらは数回の経けい験けん値ちを得ているので動きも確たしかである。


　到着すると梓は景の身体を踏ふんづけながら頂ちよう上じように向かった。


　足を踏み、


「イタ」


　腰こしに乗り、


「ぐ……」


　肩かたに手をかけて、


「い、痛いたい痛い！　梓ちゃんっ。指踏んでる！」


　最後に頭のてっぺんに足をかける。


「よしっ。ここなら届とどく」


　土ど砂しや降ぶりの屋根の上。叩たたき付ける雨あま粒つぶを物ともせずに、梓は歯を見せてにやりとした。そして全身を伸のばし、とうとう枝に手をかけた。


　梓は枝を手にすると、それを手がかりに屋根の頂上まで登ってしまった。


「やったあ！」


　梓は快かい哉さいを叫さけんだ。


「すごく爽そう快かいな気分よっ。これこそ夏休み最後の日に相応ふさわしいじゃない。あっはっは！」


　雨の中、心の底から嬉うれしそうに笑う。景には絶ぜつ対たいできない笑い方だ。


　見て見て景ちゃん、と梓が手を振ふる。景は体中びしょ濡ぬれになったまま、頂上の梓を見上げて微笑ほほえんだ。


　梓はこういうとき、本当に楽しそうに笑う。聞いているだけで、楽しい気分を分けてもらえた気持ちになる。彼女と会うまで、景はそんな風に笑える人間に出会ったことがなかった。そんな風な笑え顔がおがあることも知らなかった。そして、そんな笑顔に自分が貢こう献けんできることは、景の密ひそかな誇ほこりであった。


「後はその枝を抜ぬいて、穴あなを塞ふさぐだけだよ！」


　と景もまた嬉しそうに叫んだ。


「任まかせて！　すぐにでも……」


　力強く請うけ負おうとした梓の語ご尾びが途と絶だえた。顔が青ざめ、口が真横に結ばれる。


「な、何？　どうしたの？」


　怪け訝げんに思った景が尋たずねると、


「ビニールシート……忘わすれた」





　　　　◆◆◆◆◆





　全ぜん行こう程ていをもう一度やり直した。


　そのときには凪いでいた風がまた吹ふき始め、景は三回肘ひじと膝ひざとを擦すり剝むいた。梓は息を切らして二度目の登頂に成功したが、二人とも一回目のような満足感や笑顔は戻もどってこなかった。


　そればかりか、いざ登ってみれば、あまりの風に一人ではどうしようもない。


「嫌いやだー。嫌だよー」


「泣くなっ。みっともない」


「わかった、梓ちゃん。僕ぼくの部屋。僕んちの部屋に新王国を作ろう。第二期梓朝ってことで」


「却きやつ下か！」


　景の抗こう議ぎと悲鳴は、口から出たとたん強風にちぎり飛ばされて、梓の耳には届とどかなかった。あるいは届いていたとしても、結果は変わらなかった。


　梓は怯おびえる景を怒ど鳴なり励はげまし、悪戦苦く闘とうの末、屋根の頂上へと引っ張り上げた。そのころには、景の顔色は青を通り越こして蒼そう白はくになっていた。


「いい？　そっちの枝を持って、一、二の三で引っ張るわよっ」


「う、うん」


「一……二……三！」


　二人の伸ばした腕うでが、屋根に突つき刺ささっていた枝を引っ張り上げた。


　途と中ちゆうに一度大きな引っかかりがあった。


　景は素す早ばやく手を離はなしてバランスを保たもったが、梓は枝を持つ手を放そうとしなかった。


「あ」


　梓の身体が傾かたむいた。上体が浮うき、重心が崩くずれた。


　体たい勢せいを回かい復ふくしようとした梓は瓦かわらに手を着いた。が、濡れた瓦に向かって斜ななめに差し出したため、あらぬ方向に力が加わり、その負担が手首に跳はね返った。


　短い悲鳴がもれた。


　反はん射しや的に手首を上げた梓は、傾けい斜しやした屋根の上に身を投げ出した。


　完全に仰あお向むけになる。それも頭を下にした最悪の体勢。


　それが視界に入った瞬しゆん間かん、景は頭が事じ態たいを見て取るより早く、また口が悲鳴を上げるよりも早く、梓の腰こしにしがみついた。


　二人はもつれ合ったまま瓦屋根の上に横たわった。二人分の体重は加速をつけながら滑りだした。


　梓の腰を抱だく景の顔に、常つねにない、氷のような表ひよう情じようが浮かんだ。その冷静な表情の中から、そこだけ火のように激はげしい視し線せんが屋根に突き立った枝をとらえる。


　景は梓の懐ふところに手を入れ、ビニールシートを引っ張り出して空に翻ひるがえした。


　風がシートをとらえ、曇どん天てんの下に鮮あざやかなグリーンの色しき彩さいを広げる。


　シートは枝の上に覆おおい被かぶさり、二人の落下を制せい止しした。息をつく間もない、一瞬の出来事だった。


「っは──！」


　と景が緊きん張ちようを解とく。


「ああ、梓ちゃん！　大だい丈じよう夫ぶ!?」


「痛いたーいっ。手首捻ひねったあ」


　と梓は涙なみだを浮かべて泣き言を言った。


「もうっ。なんで一人だけ手ぇ放すのよ！　おかげでひどい目に遭あったじゃない、この裏うら切ぎり者！」


「いや、それは……」


「何よぉ！」


「ご、ごめんなさい。つい……」


「もうっ。馬ば鹿かあっ」


　無茶を言われるのも怒ど鳴なられるのも慣れたが、梓に泣かれると景は為なす術すべがない。


　しかしより切せつ迫ぱくした問題は、これからどうするかだ。このまま雨に打たれていては、風邪を引くぐらいでは済すまない。それに手首の捻ねん挫ざも、そのままにはしておけない。


　梓がぐずぐずと泣いていた。それを見た景は、いつもの大人びた判はん断だん力りよくをなくした。


　軒のき先さきをにらむ。


　あの下は、鶏とり小ご屋やの屋根を踏ふみ外した場所より、もう少し右側だ。さっき見たとき、そこは泥濘ぬかるみになっていた。この高さから落ちればどの程てい度どの怪け我がをするかは、運次し第だいといったところだろう。だが、自分が下した敷じきになれば、梓は無事に下りられる。


　急に、景の身体からだの奥おく底そこから、奇き妙みような高ぶりが生じた。


　それは、これからする冒ぼう険けんへの高ぶりにしては、暗い陰かげりを帯びていた。困こん難なんに挑ちよう戦せんする興こう奮ふんとは違ちがう。幼おさない景にはわからなかったが、それはベランダのフェンスの上を目を閉とじて歩くような、真夜中の車道でアクセルを無心に踏み続けるような、そんな意味のない破は滅めつを弄もてあそぶ者の、仄ほの暗ぐらい興こう奮ふんだった。


「景ちゃん」


　突とつ然ぜん、それまで泣いていた梓が、景の表情を見て、震ふるえる声を出した。


　景は電流に打たれたように、知らずに浮かべていた冷れい笑しようを消した。


「ど、どうしたの？」


「……なんでもない」


「え、でも……」


「なんでもないの！　それより、いつまで抱きついてるのよ、いやらしい」


「い、いやらしいって！　僕が放したら、梓ちゃん。落ちちゃうじゃないか！」


「だったらなんかいい方法考えてよ。風邪引いちゃうじゃない」


「あ、だからさ。いま考えたんだけど、このまま滑り降おりてみようよ。下は泥どろだし、上う手まくいけば……」


「駄目」


「な、なんで？」


「馬鹿！　大怪我するに決まってるでしょ！　もっとマシなこと考えてよ！」


　景は弱り切った顔で、うーんと頭を悩なやませた。その様子を見て、梓はほっと息をついた。


　と、


「……あれ？　梓ちゃん。雨、やんでない？」


「……ほんとだ。風まで……なんで？」


　二人は屋根の上に横たわったまま、きょとんとして空を見上げた。


　青空が見えた。


　まるで夢ゆめから覚めたように、素す晴ばらしく澄すみ渡わたったスカイブルーの空が広がっていた。まだ四方の空の彼方かなたは、灰はい色いろの絨じゆう毯たんのような雨雲が広がっている。ところが、梓たちの頭上だけは、雲が途と切ぎれ、太陽が光を放っていた。


　空には巨きよ大だいなバウムクーヘンに似にた虹にじがかかっていた。雲に隠かくれていた天空の宮きゆう殿でんが、突然姿すがたを現あらわしたかのようだ。虹は太陽の光をすかし、宝ほう石せきでできた橋のように輝かがやいて見えた。


「台風の目だ……」


　景がぽかんとつぶやいた。梓は純じゆん粋すいな驚おどろきを浮うかべて、無言のまま空に見入っていた。


　視し線せんを地上へ戻もどす。


　陽光のシャワーを浴びて、あらゆる水滴が光を放っていた。砂すな粒つぶ大だいのダイヤモンドをばらまいたようだ。さっきまでの水すい墨ぼく画がを連想させる景観はどこにもない。


「まるで魔ま法ほうみたい」


　と梓が感想を口にした。その通りだ、と景は思った。


　世界にはいろんな魔法が隠かくれている。他ほかにも、大人たちが思いもよらない不ふ可か思し議ぎな魔法が、きっとどこかで息を潜ひそめているのだろう。


　誰だれかが見つけ出してくれるのを待ちながら。





　　　　◆◆◆◆◆





　二人は、台風がつかの間の休息を取っている間に、屋根を下り、母おも屋やへと戻もどった。そして、シャワーを浴びて、暖あたたかいココアを入れた。


　景が梓の手首に湿しつ布ぷ薬やくを貼はっているとき、彼女はため息と共にこんなことを言った。


「今日はさんざんな目に遭あったわね」


「でも、無事でよかったよ。あっ、いや、もちろん梓ちゃんの名めい誉よの負ふ傷しようはとてもとても痛いたましいけど」


　景がシールド・スマイルで慰なぐさめると、梓は珍めずらしくも素す直なおに頷うなずいた。


「ほんと。今日はいろいろ反省するところがあったわ。わたしも、景ちゃんもね」


　反省！　景は思わず手当てするのを止やめて、まじまじと梓の顔を見つめた。愁うれいを含ふくんだ表ひよう情じようが、わずかに面おも映はゆい様子で景の瞳ひとみに映うつった。


「……さっきはごめんね。やり方はどうあれ、景ちゃん、わたしのこと助けてくれたんだもんね。ありがと」


　奇き跡せきのような台詞せりふだった。こんな殊しゆ勝しような梓を見たのは、ひょっとして初めてかも知れない。景は「かわいい」と言いそうになって、慌あわてて口をつぐみ、舌したの先を嚙かんだ。


　だが、そんな景の幸せな気分は、梓の次の台詞で遠くに飛んでいった。


「でね、考えたんだけど、今回の敗はい因いんはわたしたちの不ふ慣なれにあったと思うの。ああいう状じよう況きように対する」


「敗因？」


　景はオムレツの中に卵たまごの殻からを見つけたときのようにつぶやいた。


「うん。そこでさ。わたしたち、ちょっとした修しゆ行ぎようをしようと思ったの」


「修行……って、何するの？」


「景ちゃん、今度新しいテーマパークがオープンしたの知ってる？」


「……うん」


　会話の行き先に不ふ穏おんなものを嗅かぎ付けつつも、景は正直に首しゆ肯こうした。


「あそこのジェットコースターは、テーマパークの中をくまなく走り回る、とても刺し激げき的なエンターテイメントらしいの」


　景はシールド・スマイルを浮かべようとして失敗した。彼は、ジェットコースターとは何かとても後ろめたいことがあって、それを忘わすれるためなら炎ほのおの中で神しん経けい衰すい弱じやくをしても構かまわないというほど追いつめられた人間が乗るものだと信じていた。自分にも後ろめたいことはいくつかあるが、炎の中で神経衰弱をしたいとは思わない。


「始業式って半日で終わるじゃない？」


「……うん」


「半日あれば、十回は乗れると思わない？」


「十回！」


　景は頭の中が真っ白になって叫さけんだ。


「そう。あ、お金は心配しなくていいよ。さっきのお礼に、わたしがおごったげる。いいでしょ？」


　梓が、わずかに照れながらにっこりと笑う。それは女王が命令を下すときの強こわ面もてではなく、一分の隙すきもない女の子の笑え顔がおだった。


　頷うなずくより他、景に取るべき道はなかった。






　手紙２─a day─







　冬の短い日が暮くれた。


　空には薄うすく雲がかかり、西の果てに茜あかねを残して、濃こい藍あい色いろに染そまっていた。夜の帳とばりが下りつつあるのだ。路ろ傍ぼうの草木も息を潜ひそめて、夜の寒気に備そなえようとしていた。


　物ものの部べ景けいは端たん整せいな容よう貌ぼうに陰いん気きな色を浮うかべ、背せ中なかを丸めて歩いていた。


　向かう先は、彼の旧きゆう家か跡あとである。彼が幼よう少しようの頃ころ住んでいた家は、数年前に取り壊こわされて、跡にはマンションが建っている。しかし、離はなれの小屋だけはマンションの裏うら手てに残っており、彼はよくその離れを訪おとずれていた。知る者のほとんどない、彼の隠かくれ家がである。


　その日、景は多た忙ぼうだった。


　前夜、病院内で繰くり広げた悪あく魔ま戦せんの後始末に追われていたのだ。気がつけば夕ゆう刻こくを過すぎていた。ろくに食事を摂とる暇ひまもなかった。


　景が特に力を入れたのは、敵てき対たいした倉くら沢さわ麻ま里り奈なの背はい後ご関係についてだった。


　彼女は、自分と姫ひめ木き梓あずさとの関係を知っていた。二人が幼おさななじみだという情じよう報ほうをどこから得たのか気にかかったのだ。しかし、結局確たしかなことはわからなかった。残ったのは疲ひ労ろうと疑ぎ惑わく。どうにも散々な週末になってしまった。


　と、泥でい砂さを踏ふむようだった景の足取りが止まった。


　マンション脇わきの通路を抜ぬけた先。景の行く手には、離れが廃はい屋おくのごとき趣おもむきで夕ゆう闇やみに沈しずんでいる。その手前に、真新しい看かん板ばんが立って、離れの入り口を塞ふさいでいたのだ。


　看板の文字は『関係者以外立入禁きん止し』。


　もともと景が作って立ててあった看板である。しかし、一か月前、とある狼ろう藉ぜき者ものに破は損そんされてからは外はずしたまま放置していたはずだった。


　何者かが作り直したらしい。そして、そんなことをする人物は、看板を壊こわした当人以外に思いつかなかった。


「……どういうつもりだ」


　景は反はん応のうに困こまって、しばらく看板を見つめていた。


　看板を壊したのは、帰国した幼おさななじみ、姫木梓である。彼女は昨晩の戦いを目もく撃げきしている。理り解かいできない状じよう況きように放ほうり込まれた彼女が、その経けい験けんをどのように受け止めているのかはわからなかった。だが、相当のショックはあったはずだ。それが、一晩明けた翌よく日じつにはこの離れに足を運び、しかも壊した看板を修しゆう理りするとは、いったいどういう意図によるものなのか。景には、まるで見当も付かなかった。


「…………」


　景は長いことモダンアートを眺ながめる秋田犬のような渋じゆう面めんを浮うかべていたが、やがてそこに看板が存そん在ざいしないかのように、見て見ぬ振ふりをしながら離れの中に入った。


　室内とはいえ、離れの中は外と変わらぬ寒さだった。


　指先をほぐしながら奥おくに進んで、スタンドの明かりを灯ともす。


　離れの中には、一見してわかる変化はなかった。景はほっとして椅子に座すわり、バッテリーに繫つながった電気ストーブのスイッチを入れた。ストーブはジジジと小さな音を立てて、ゆっくりと熱を放ち始めた。


　離れに置いてあるプラスチックの箱から、紙コップとティーバッグを取り出す。買ってきたペットボトルの蓋ふたを捻ひねって、ミネラルウォーターを電気ポットに入れる。


　景は、目まぐるしかった週末を忘れるように、ぼんやりと湯が沸わくのを待ってから、紙コップにティーバッグを落とし、その上にお湯を注いだ。


　湯気が眼鏡めがねを曇くもらせると、ようやくゆったりと息をついた。


　これから事じ態たいがどう動くのか、長年の経けい験けんを積んでいる景であっても予よ測そくすることはできない。あるいは、こんな時間を持てるのも、これが最後かもしれなかった。


　景は、紙コップの中に琥こ珀はく色いろが溶とけ広がったのを見ると、ティーバッグを取り出した。


　息で冷ましながら一口すする。


　温かい紅こう茶ちやが喉のどを通ると、自然と頰ほおがほころんだ。


　それから景は、もう一度プラスチックの箱を開けて、とっておきであるクッキーの缶かんを取り出した。


　しかし、缶を取り出した景の眉まゆが、わずかにひそめられた。軽いのだ。


　慌あわてて蓋を開けた景は、呆ぼう然ぜんとし、次いでがっくりと脱だつ力りよくした。


　缶の中身は綺き麗れいさっぱりなくなっていた。代わりに一枚まいのカードが入っており、そこには一言伝言が記されていた。


「苦しゅうない」


　景は頭を振った。


「いったい何を考えてるんだ。人の気も知らないで……まったく」


　どっと蘇よみがえる幼おさない日々の記き憶おく。彼女の気ままな言動に、いったい何度悩なやまされたことか。七年が過すぎたいまでさえ、あの日々の戒いましめからは逃のがれられない定めと見える。


　過か去こを思い、未来を憂うれい、景は長い長いため息をついた。


　彼の長ちよう嘆たんは誰だれに聞かれることもなく、離れの中の静せい寂じやくへと吸すい込まれていった。






　第一回龍皇杯参加作品



　　　　『Ｄクラッカーズ』








　その日は空が濁にごっていた。肉にく厚あつな乱らん層そう雲うんが空を圧あつし、低空に漂ただよっている。太陽の光は校こう舎しやの中にはほとんど届とどいていなかった。


　蛍けい光こう灯とうに照らし出されたぼんやりした廊ろう下かを、姫ひめ木き梓あずさは足早に通り過すぎていった。階かい段だんを上がり最上階へ。突つき当たりにある図書室のドアを勢いきおいよく左右に開ける。


　図書室も、やはり薄うす暗ぐらかった。だだっ広い部屋を、背せの低い書しよ架かとテーブルが幾いくつかに区切ってある。両側の壁かべは端はしから端まで窓まど。昼休みだが人ひと影かげはない。梓はさっと部屋中に一いち瞥べつをくれると、まっすぐ奥おくに続くドアを目指した。書庫である。彼女の探さがす人物は、暇ひまさえあればそこに籠こもっていた。


　ドアを開ける。書庫のスペースは図書室のおよそ半分。しかしこちらは天てん井じように届く書架が所ところ狭せましと並へい立りつしており、見み慣なれぬ者を無言のうちに威い圧あつしていた。埃ほこりと黴かび。古書特有の臭においが容よう赦しやなく梓の鼻び腔くうに進入する。


　目当ての人物はすぐに見つかった。書架に挟はさまれた狭い通路。自分を見た顔が一いつ瞬しゆんだけ動どう揺ようした、ように梓には見えた。


「あず──姫木……さん」


「急に悪いわね。景けい君」


　梓は開いた本を閉とじようともしない景に、なるべく平静な口調で言った。人工の光の下だということを考えても、ひどく顔色が悪い少年だった。小こ柄がらである。せいぜい梓と同じぐらいだろう。そして、下へ手たをすると梓より軽いかもしれないほど瘦やせていた。ボソボソと聞き取りにくい声。伏ふし目めがちな目つき。クラスで「陰いん気き」の代名詞のように言われるのも無む理りはない。


「……何？」


　ちらっ、と一瞥をくれただけで景は視し線せんを紙面に戻もどし、ページを捲めくりながら口を開いた。迷めい惑わくそう、という素そ振ぶりでもない。ただ無む表ひよう情じように文字を追う。先日、数年ぶりで再さい会かいした時と同様のやるせなさと寂さびしさを、梓は再ふたたび感じた。


　気を取り直して、はっきりと話す。


「景君。──あなたクスリやってるってほんと？」


　すぐに返事はなかった。


　たっぷり十秒後。次のページを捲りながら、


「……どうして？」


「友達に聞いたの。そういう噂うわさがあるって……見た子がいるとか」


「…………」


「どうなの!?」


「……噂……だろ？」


「私が聞いてるのは、あなたが本当にドラッグに手を出してるのかどうかよ！　答えてっ」


　景はようやく本から目を離した。落おち窪くぼんだ眼がん窩かに、蜘く蛛もの糸いとのように細い蔓つるの銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねがかかっている。レンズの向こうから、切れ長の瞳ひとみがこちらに視線を向けた。


　景の目はガラスのようだった。──何でそんなことを聞くんだよ？　君には関係ないことだ。そんな台詞せりふが返ってくることを予想しつつ、梓は景の視線を正面から受け止めた。


　なんと答えよう？　知り合いだから──幼おさななじみだから──


「麻ま薬やくの類たぐいは……やってないよ……」


　予想に反して、景は素す直なおにそう答えた。そしてすぐに視線を本に戻した。


「ほんとに？」


「……うん」


　もう見向きもしない。梓は溜ため息いきをついた。


　──ま、やってないならいいんだけどね。


　梓は帰国子女である。ドラッグの怖こわさは現げん実じつによく知っていた。


「最近は日本こつちでも流は行やってるとは聞いてたけど……まさかこの高校でも出回ってるとは思わなかったから」


「……そう」


　景はこちらを見ずに、適てき当とうな相づちを返す。その横顔は頰ほおが瘦こけ、生気に乏とぼしい瞳には梓の知る幼よう年ねん期きの面おも影かげはない。


　──まるで病人みたいだ。


「──ほんとに、やってない？」


「…………」


「景君？」


「……しつこいな」


　初めて、鉛なまりのような景の顔に、表情らしい表情が浮うかんだ。すると次の瞬間、急に景は息を詰つまらせ、右手で胸むねを押おさえた。前のめりに身を折る。


「景君!?」


「クッ──ハ！」


「ちょ、ちょっと！　景君っ。大だい丈じよう夫ぶなの？」


　慌あわてて差さし伸のべる手を、しかし景は邪じや険けんに払はらい除のけた。呼こ吸きゆうが激はげしく乱みだれている。


「景君！」


「……ただの……発作、だ」


　掠かすれる声で、景はそう告つげた。なおも、ゼエ、ハア、と息を吐つく。梓は払われた手をしまうこともできず、不安げな面おももちで景の様よう子すを見守った。景の額ひたいに脂あぶら汗あせが滴したたる。


　──ほんとに……やってないの？


　梓の目には、その発作はドラッグの禁きん断だん症しよう状じように見えなくもなかった。発作は一分ほど続いた。ようやく景が上体を戻し、大きく息を吐いたところで、梓は再び景に問いただした。


「何の発作なの？　昔はそんなのなかったよね？」


「……何でもないよ」


　苦く悶もんの表情も、一瞬見せた苛いら立だたしげな表情も既すでになかった。ガラスの瞳が書物に戻る。


　梓はポケットから一ひと粒つぶのカプセルを取り出した。


「これ、見たことある？」


　景の視線の前に突つき出す。それは赤と白の、一見どこにでもある錠じよう剤ざいであった。


　反はん応のうがあった。


「それは──！」


「知ってるのね！」


　やっぱりっ、と梓は景ににじり寄よった。


「これが今この辺りに出回ってるドラッグよ！　景君っ。あなた、ほんとにやってないの？　今の発作だって──」


「どこで手に入れた？」


「訊きいてるのは私よ！」


「──どこで手に入れたっ」


　眼鏡の奥おくから、驚おどろくほど鋭するどい双そう眸ぼうが閃ひらめいた。梓の追つい及きゆうが途と切ぎれる。


「どこで、手に入れた」


　もう一度、景が繰くり返す。


「……友達からよ」


「誰だれ」


「祐ゆう子こ、同じ組の──でも、彼女がやってるわけじゃないわよ。ただ──」


「僕ぼくの噂を聞いたのも彼女から？」


「……ま、まあそうだけど」


　返事を聞くと景は俯うつむいて黙だまり込こんでしまった。ボソボソと小声で呟つぶやく声が聞こえるが、何を言っているのかまでは聞き取れない。


「──景君？」


「……か？」


「景君ってば！」


「……何にしろ──今日は──まずい」


「え？」


　──何？


　梓が尋たずねようとしたとき、またも景が苦しげな表情で口元を押さえた。くぐもった咳せきが漏もれる。発作に耐たえきれないように顔を歪ゆがめた景は、本を戻し、椅い子すから立ち上がった。


「景君！」


　手を貸かそうとする梓の脇わきを通り、景が狭せまい通りを出口の方に抜ぬける。


　最後に低い低い声で、


「もう──かまわない方がいい」


「景──ちゃん──」


　そのまま振り向きもせず、景は書庫を出た。





「で、どうだった……と聞くまでもなさそうね。その顔見ると」


　教室に戻った梓に、祐子が声をかけた。パックのストローをくわえたまま、興きよう味み津しん々しんの眼まな差ざしを向ける。テスト期間中のため、教室ではノートや参考書を捲めくりながら談だん笑しようする生徒がほとんどだった。にぎやかな声が弾はじける。


　そんなに顔に出ているのだろうか、と内心苦笑しながら、梓は「まあ、ね」と答えた。椅子に座すわり、書庫での対面について、なるべく客観的に聞こえるように注意しながら話す。帰国して一か月。幾いく人にんかの友人はできたが、こんなことを話せるのは彼女だけである。


「発作ぁ？　どんな？」


「よくはわかんなかったけど。急に息づかいが変になって。苦しそうに屈かがみ込こんでたわ」


「ハアハアとか言って？　うわー、やっぱヤバそうじゃん。絶ぜつ対たいドラッグだよ、それ。Ａ組の麻ま里り奈なって顔知ってるでしょ？　あの子がやってたんだけど、そんな感じだったもん」


「……禁きん断だん症しよう状じようとか、あるの？」


「あんた本場アメリカ帰りでしょ？　知らないの？」


「だって、あんなカプセル見たの初めてだし」


　第一、梓は麻ま薬やくに興きよう味みなど無かったのだ。祐子は梓の質しつ問もんに、さっそく知ち識しきを披ひ露ろうした。


「これはこの辺りじゃ単に『カプセル』って呼よばれてるわ」


　祐子はそう言って梓に渡わたしていたカプセルを受け取った。


「コカインコークやＬＳＤエルみたいな、いわゆるアップ系けいのクスリでさ。呑のむとすっごいハイになって幻げん覚かくとか見ちゃうそうよ」


「依い存ぞん性せいは強いの？」


「どうなのかな。でもやりすぎるとヤバイみたいよ。最近さ、精せい神しんカウンセリングとか受ける奴やつが結けつ構こういるじゃない。あれ、噂うわさじゃこのクスリのやりすぎでなったらしいよ。イカレちゃうんだって」


「……精神異い常じようを起こすってこと？」


「っそ」


　神しん妙みような表ひよう情じようで祐子が頷うなずく。


「秘ひ密みつだけどさ、麻里奈なんか植物人間になっちゃったって聞いたよ」


　──やっぱり歴れつきとした麻薬ドラツグだ。


　梓は唇くちびるをかみしめた。


「他ほかには？」


「他ってもなあ。まあ、こいつが流は行やってる理由の一番は、呑んだら幻覚が見れるってことなんだけどね。見る幻覚なんかだいたい人それぞれじゃない？　でもこれ呑むと、決まって『願いが叶かなう』って幻覚が見れるんだって」


「願いが叶う幻覚？」


「そ、なんでも天使や精霊が出てきて願い事を叶えてくれるそうよ」


　妙なクスリだ、と梓は思った。


「幻覚を見るって点が、このクスリの特とく徴ちようなのね」


「っそ、売りってわけ。物ものの部べ、そんな様子なかった？　錯さく乱らんしたり、独ひとり言ごと言ったり」


「独り言……言ってた」


　祐子の目の奥に、奇き妙みような光が生まれた。


「何て？」


「よくは聞き取れなかったけど……今日はまずい、とか何とか」


「今日はまずい、ね」


　祐子がニヤッと笑う。梓は見ていなかった。


「何でまずいのか、言ってなかった？」


「言ってたかもしれないけど」


　景の声は聞き取りにくい。もともと他人と会話しようという気がないのである。


「まあ、いいわ」


　意味ありげな微び笑しようを浮うかべて祐子が頷く。


「それよりさ。やっぱ、他のにしときなよ。梓だったらもっと高目狙ねらえるって。いくら幼おさななじみったって、物部と梓じゃ釣つり合わないよ、絶対」


　──またか。


「そんなんじゃないわよ」


　アメリカでもそうだったが、どうして同世代の女の子は何もかもをそこに結び付けたがるのだろう。梓はどうしても男女の色いろ恋こい沙ざ汰たというやつに馴な染じめなかった。景との関係も、恋れん愛あい感情とは違ちがう。あえて言えば責せき任にん感かん、そして罪ざい悪あく感かんだろうか。


　梓の記き憶おくにある景は、いわゆる泣き虫のイジメられっ子だった。優やさしい性せい格かくの持ち主ではあるのだが、何しろ弱気で、毎日のように泣かされていた。梓は彼の隣となりに住んでいたために登下校が一いつ緒しよで、泣かされた景を家に送ったり、いじめっ子から庇かばってやったりと、色々面めん倒どうを見たのである。景は自分を守ってくれる梓に懐なついていた。梓も不仲な両親が喧けん嘩かを繰くり返すのを見ているより、景の相手をしている方が気が楽だった。景は元来内気な子こ供どもだったし、梓も両親の影えい響きようで周囲に対し斜しやに構かまえるような子供だったため、二人は互たがいの他に友達もいなかった。


　景の家の裏うら庭にわが二人の世界だった。二人だけで、繰くり返し繰り返し、飽あきもせずに鬼おにごっこやかくれんぼに没ぼつ頭とうした。あの時。別べつ居きよしていた梓の両親が縒よりを戻もどし、梓がアメリカに渡ることになった時の景の顔。悲しみと絶望と、そして裏切られたという恨うらみの表情が、アメリカで暮くらす梓の脳のう裏りからは剝はがれなかった。


　自分は景を見み捨すてた。理り屈くつではなくそう思った。


　黙だまりこくった梓を見かねたように、祐子は大おお袈げ裟さに溜ため息いきをついてみせた。


「しょうがないわね。じゃ、やってるかどうかを、まず確たしかめてみましょ」


「どうやって？」


「あいつ、いつも放課後遅おそくまで書庫にいるじゃない。みんなが帰った後、強きよう制せい持ち物検けん査さといきましょ」


「勝手に調べるの？」


「手っ取り早いでしょ」


　まあ、その通りだ。


「ロッカーの鍵かぎは？」


「あんな鍵の形だけよ」


　祐子は何でもないように言った。梓が複ふく雑ざつな笑いを返す。梓は多分に潔けつ癖ぺきな性格であったが、景の件けんは捨てておけない。結局梓は祐子の案に乗った。





　午後九時を回った校こう舎しやからは人ひと影かげが消えていた。日は落ち、月は隠かくれて、外は真まっ暗くらである。梓の通う私立校は、各階にロッカールームが据すえ付けられている。梓と祐子の二人は男子のロッカールームに入った。


「あー、えーと、あっ、これだ」


　２─Ｂ　物部景


　祐子は無む造ぞう作さにロッカーの扉とびらを引いた。ガチャガチャと鍵が音を立てる。


「ちっ」


　彼女はポケットから細長い金きん属ぞく片へんを取り出し、鍵かぎ穴あなに差し入れた。ガキガキと揺ゆらした後、ガキンッ、と乱らん暴ぼうな音を立てて鍵を回す。


「ちょっと！　壊こわしちゃったの!?」


　誰もいないと知りながら、思わず梓は周囲を窺うかがった。


　祐子がロッカーを開ける。中には鞄かばんと、数すう冊さつの本。祐子は鞄を引っぱり出し、本をドサドサと搔かき出した。他に何もないのを確かく認にんすると、鞄を開け、中身を床ゆかにぶちまける。


「ゆ、祐子！　あなた何する気よっ。いくら何でも乱暴すぎるわよ！」


　梓が怒ど鳴なったが、祐子は聞いていなかった。その顔を軽い興こう奮ふんで染そめ、鞄の中身を探さぐる。


　呆あきれたことに教科書、参考書の類たぐいはまるでなかった。筆ふで箱ばこにバインダーノートはともかくとして、その他の所持物は梓の予想を完全に裏うら切ぎる雑ざつ多たで不ふ可か解かいな物ばかりであった。古めかしい革かわ張ばりの洋書に、ラテン語の辞書。奇き怪かいな文様を写したコピー用紙の束に、和わ綴とじの古書。眼鏡めがねケースかと思って手に取ってみた黒い袋ふくろからは、スタンガンが出てきた。


　──何これ、何でこんなの持ってんの!?


　啞あ然ぜんとする梓だったが、祐子が「あった！」と叫さけんだのを耳にすると、ここに来た本来の目的を思い出した。


　祐子の手には、ドリンク剤ざいほどの大きさの瓶びんがあった。蓋ふたを開け、瓶の口を傾かたむけると、祐子の手のひらの上に見覚えのあるカプセルが転がり出る。梓は大きな空気の固まりを喉のどに詰つまらせた。クスリだ。──あった。


「あ、あ」


　──何でよ。


　本当は、梓は信じていなかった。あの景が麻ま薬やくを常じよう用ようするなど。しかし何気なく探り出した事実は、あっさりと梓の思いを砕くだいた。


「どうして……」


「──あたしのと違う」


　ぼそっと祐子が呟つぶやく。


　えっ、と反はん応のうして梓は祐子を見た。祐子は手の中のカプセルを食い入るように見つめていた。なんだか嫌いやな表ひよう情じようをしていた。


「何が──」


　尋たずねかけて、気がついた。祐子が見せたカプセルは、赤と白のゼラチン容よう器きでできていた。景の鞄から出てきたのは、赤と透とう明めいのカプセルである。


　──麻薬ドラツグじゃないの？


　質問を口にする前に、祐子が上うわ擦ずった声で呟いた。


「間違いないわ……やっぱりあいつね」


「それはこちらの台詞せりふだ」


　心しん臓ぞうを跳はね上げて振ふり返ると、入り口の近くに景が立っていた。例の仮か面めんのような顔で射いるように祐子を直ちよく視ししている。


「景君！　これは──」


「一昨日は邪じや魔まが入った」


　景は狼狽うろたえる梓を無視して、祐子に酷こく薄はくな口調で告げた。


「そちらから動くとはな。手間が省はぶけた」


　昼間と雰ふん囲い気きが違っていた。一言一言が明めい瞭りように響ひびく。目に強い意い志しがあった。


　梓の隣となりで、祐子が笑って答えた。


「ふふふ。いいの？　幼おさななじみが聞いてるわよ？」


「自分の心配をしろ」


　梓は混こん乱らんした。二人は面めん識しきがないはずだ。いや、それ以前に──


「なに？　何言ってんの？　何のことなのよ？」


　理解できない状じよう況きように、急きゆう激げきに不安がこみ上げてきた。だが、対たい峙じする二人が梓の問いに答える気配はなかった。


　景と祐子は無言で向き合っていた。景は無表情に、祐子は嫌な笑えみを浮うかべて。二人の瞳ひとみは油ゆ断だん無く互たがいの思考を読みとろうとしていた。


　おもむろに、祐子はカプセルを一いち錠じよう口に含んだ。「あっ！」と梓。祐子は梓の声が耳に入らなかったように、そのままカプセルを嚙かみ砕くだいた。同時に顔を歪ゆがめる。苦く痛つうではなく、その逆ぎやくの感覚のためである。


「──くっ！　驚おどろいた。あたしのより全然キクじゃない」


　口元が歪んだまませせら笑いを結んだ。


「こんなのをいつも呑のんでんの？　そりゃ中毒ジヤンキーにもなるってもんよ」


「それを呑んだところで結果は同様だ。今度は逃にがさない」


　ゆらり、と祐子が一歩前に出た。首を前方に突つき出す。肩で揃そろえた髪かみが乱みだれ、口から上にばさりと落ちた。


「ふふふ。あたしが梓にちょっかい出させたのは何な故ぜだと思う？」


「ゆ、祐子──あなた一体!?」


　恐きよう怖ふに押おされ、梓は祐子の側そばから離はなれた。祐子はもう、梓に関心を払はらおうとしない。無表情に、しかし強い視線を向ける景だけを面白そうに凝ぎよう視ししていた。


「『今日はまずい』んでしょ？　曇くもってるもんね？」


　パリンッ


　蛍けい光こう灯とうが割われた。梓の上げた悲鳴が、暗くら闇やみの中に吸すい込こまれる。景が舌した打うちした。


「ふふふふ。色々噂うわさは聞いてたのよね。自分の影の中に精せい霊れいを飼かってる奴やつがいるって。あたしは精霊と直じかに繫つながってるの。あんたのより力は弱いようだけど、今日は負けないわ」


　暗闇の中で祐子の声が響ひびく。その声はやけに愉たのしそうに聞こえた。余よ計けいに、梓の恐怖が高まった。


「精霊じゃない」


　冷静な、淡たん々たんとした景の声が、驚くほど近くで聞こえた。


「悪あく魔まだ」


　梓の右手が摑つかまれた。景だ、とすぐにわかった。細い指が腕うでに食い込む。景は梓を引っ張った。痛いたいのを堪こらえて誘ゆう導どうに従したがう。


　暗闇の中に、四角い光の枠わくが見えた。ロッカールームのドアだ。廊ろう下かの明かりが隙すき間まから漏もれている。


　梓の手を引く景が、ドアを開けた。暗闇に慣なれた目を蛍光灯の白光が焼やく。しかしそれは一いつ瞬しゆんだった。


　パリンッ


　廊下の蛍光灯が割れた。


　パリンパリンパリンパリン……


　次々に、廊下を照てらす蛍光灯が砕くだけていった。再ふたたび視線が闇に落ちる。


「んっ」


　梓は両目を覆おおった。瞬しゆん時じに入れ替かわる明かりが瞳を痛める。それでも窓まどの外からうっすらと光が差し込んでいる分、ロッカールームの中よりはましだった。景の輪りん郭かくがぼんやりとだが確かく認にんできる。


　景は無言で梓の手を引いた。ロッカールームから離れる。梓は爆ばく発はつする疑ぎ問もんの中にいたが、それを筋すじ道みち立てて言葉に出すことができないまま景の後に従った。


「あら、逃げちゃうの」


　ふふふ、と笑い声が首筋を撫なでる。振ふり返るとロッカールームの出口付近に祐子らしき人ひと影かげが浮いていた。ひっ、と自分がしゃくり上げるのを梓は感じた。ガタガタと膝ひざの動きがおかしくなる。


　パン！


　梓たちが逃げる廊下の、すぐ隣となりの窓が内側に弾はじけた。悲鳴が上がる。自分が上げているのだ。膝が動かなくなり、廊下に転てん倒とうした。割れた窓の破は片へんが顔を庇かばった腕に刺ささる。


「あ、痛！」


　体を起こそうとすると、手のひらが切れた。長なが袖そでのシャツに点々と黒い染しみが広がる。


「うふふ」


　ゆらり、ゆらり、と祐子が漂ってくる。一瞬だけ月明かりが差し込んだ。闇の中、宙に浮かぶ祐子が映うつる。髪かみがかかり、口元しか見えなかった。その口元は微び笑しようを浮かべていた。


　──嫌いや──


　梓の視し線せんを景が遮さえぎった。


「ふふ。その気になった？　でも影はできてないわよ」


　景は答えない。その右手に、いつの間にか抜ぬき身のナイフが握にぎられていた。


「あら？　あははは。あんた本気？　ナイフそんなのでやり合うつもり？　いくら前に負かした相手とはいえ、ちょっとひどいんじゃない？」


　祐子が嘲あざ笑わらう。突然、景は祐子に背を向けた。


「？」


　キンッ！


　景は窓の桟さんを斬きりつけた。火花が散る。僅わずかな、しかし鮮せん烈れつなフラッシュバックの中を、景の影が一いつ閃せんした。


「ガッ！」


　祐子が獣けものじみた悲鳴を上げて左ひだり頰ほおを覆おおう。


「外したか」と景。直ちに梓を後ろに庇かばう。


「やったわねっ！」


　祐子が吐はき捨すてる。一いつ斉せいに窓が割れた。乱らん舞ぶするガラスの破片。梓はまたも自分が悲鳴を上げているのを聞いた。意い識しきしたわけでもないのに、口が勝手に開き、あらん限りの声を出している。


「さあっ！　どうしたのっ、またさっきのをやってみなさいよっ！」


　景は答えない。この期ごに及およんでなお、彼の顔には表情がなかった。無言の景を前に、祐子が再び余よ裕ゆうの態たい度どを示しめす。


「ふんっ。まあ、あの程てい度どの影じゃ何もできないわよね。あんなに強い精霊だったのに──何だって影の中なんかに棲すまわせたのかしら？　あたしみたいに自分の体と繫つなげれば」


　と言って頰にかかっていた髪を搔かき上あげる。傷きず口ぐちが蠢うごめいていた。


「ずっと便利なのにさ」


　傷口が塞ふさがる。梓は胸が悪くなった。


「君は契けい約やくに失敗したんだ」


　初めて景が答えた。


「なんですって？」


「悪魔を行使するのに最も適てき切せつな方法は、その度たびに召しよう喚かんすることだ。常に常じよう駐ちゆうさせれば契約は一度で済むが代だい償しようを常に支し払はらい続けなくてはならない」


「ふふふふ。それでひっきりなしに呑のんでんの？　その結果が召喚薬中毒カプセル・ジヤンキーってんだから笑わせるわね。あたしなんかちゃんと生いけ贄にえを捧ささげたわよ」


　祐子の笑みが凄せい惨さんなものに変わった。


「麻里奈、気持ちよさそうだったわ。心を吸すわれるのってあんなにイイんだ」


　──『麻里奈なんか植物人間になっちゃったって聞いたよ』


　つい数時間前に聞いたはずの祐子の言葉が、恐ろしく遠くに思い出された。


「君の悪魔は、従じゆう順じゆんか？」


　景の問いかけに、祐子は顔を顰しかめた。


「その言い方よしてよ。あたしの『精霊』は従順よ。決まってんじゃないの。あたしは精霊に選ばれたんだから」


　誇ほこらしげに語る祐子。前髪の間から覗のぞいた彼女の目には、狂きよう信しんの輝かがやきがあった。


「悪魔を常駐させるということは、二四時間、悪魔の誘ゆう惑わくに抵てい抗こうし続けるということだ。肉体に棲まわせた場合、その誘惑は極きわめて強くなる」


　数学の方式を読み上げるように、感情を全く交えないで景は続けた。


「それがないということは、もうその必要がなくなっているということだ」


「……何言ってんの、あんた？」


「君の魂たましいは既すでに、君の悪魔の手に堕おちている」


　初めて景は感情を浮かべて言った。


「君はカモられたのさ」


　嘲ちよう笑しよう。


　祐子の全身に憤ふん怒ぬが現あらわれた。


　ガゴ！


　鈍にぶい音がして、梓の右半身に何かがかかった。呆ぼう然ぜんと突っ立っていた梓が、自分の胸むな元もとを見下ろす。梓の制服はべったりと黒く濡ぬれていた。


「え？」


　視線を戻す。宙に浮かび、髪を振ふり乱みだす祐子の前に、左腕を押さえたまま蹲うずくまる景。肘ひじから先が妙みような形に──


　ぶらん、と梓の右腕にぶら下がる物があった。触さわる。細い指が腕に食い込んでいた。手首を残し、景の腕がなくなっていた。


「きゃあああああああああっ！」


　梓は何度目かの悲鳴を上げた。肺はいの空気を吐はき出すような悲鳴に、祐子の哄こう笑しようが重なる。


「あはははははははっ！　なに言ってやがんだよ。誰にも相手にされないような根暗野郎がっ！　カモだって？　殺してやんよ！」


　祐子が迫せまる。景は呻うめき声を嚙かみ締しめながら、悲鳴を上げ続ける梓の肩かたを押した。


「行くぞっ」


　二人の体が、割れた窓から外に倒たおれる。


「うあ」


　重力が消えた。全身の血が動きを止めるような浮ふ遊ゆう感かん。落下。衝しよう撃げき。





　ボキ──


　下した敷じきになった景の胸から、骨ほねの折れる感かん触しよくが直ちよく接せつ伝わってきた。その感触が、完全に麻ま痺ひしていた梓を我われに返らせた。


「あっ、ああっ、景ちゃん！　骨──それに、手が……」


　暗くてよく見えなかったが、景の苦しげな呼こ吸きゆうから負ふ傷しようの具合が知れた。折れたのは肋ろつ骨こつだけではないのだろう。ぐったりと横たわったまま引きつるように身じろぎをする。


　景は懐ふところから鞄かばんにあったのと同じ瓶びんを取り出した。落下の衝撃で割れたらしい。割れた口から中身を出す。そして梓の目の前で、一ひと摑つかみはあろうかというカプセルを、貪むさぼるように嚙かみ砕くだいた。


「景ちゃん！　あなた──！」


　カプセルの内容物を飲み下すと景は呼吸を落ち着けた。そして、笑いのような波を含んだ息を漏もらす。梓は震ふるえた。不健康な、というレベルではない。何かひどく異い質しつで邪よこしまな雰ふん囲い気きが漂ただよってくる。頭を振り、嫌な感覚を振り払う。ここにいるのは景だ。それも大おお怪け我がをしている。


「景ちゃんっ。大だい丈じよう夫ぶ!?」


「見ての通りさ」


　ククッ、と語ご尾びに先ほどの嘲笑と同じ種類の微び笑しようが混まじった。


「あんな相手に情なさけないことだが、影のことを知られたのはミスだったな。ま、奴やつもあの体だ。すぐには追ってこれまい」


　妙みように愉ゆ快かいそうな調子で景が言った。梓は耳を塞ふさぎたくなった。


「やめてっ！　もう、何がなんだかわからないわっ。景ちゃん、あなた怪我してるのよ！　どうして、そんな……」


「ああ。やっぱり変かな？　カプセルの影えい響きようさ。彼女もそうだったろ？　悪魔を使うと脳のう内ない麻ま薬やくが──ま、いい。心配ないよ。僕は慣れてるから」


　そしてまた、クックと笑う。


　──やめて、やめて。


　梓は挫くじけそうになる精神を必死で奮ふるい立たせた。


「景ちゃんっ。逃げましょ。早く──早く病院に行って手当てしなきゃ……」


「逃げる？　冗じよう談だんじゃない」


　血で汚よごれた眼鏡めがねをむしり取る。ギラギラと不ふ敵てきな炎が眼がん精せいに宿っていた。


「いいか梓。職しよく員いん室しつの隣に主しゆ制せい御ぎよ室しつがあるのは知ってるな。あそこに行ってグラウンドの照明を点つけろ」


「け、景ちゃん」


　梓は言葉を思わず失った。


「持っていけ」と、景が梓にカプセルを一いち錠じよう手渡す。


「一度だけなら、副作用も問題ない」


「冗談でしょ。これ、これ何なの？　ガラスが割れるのも、景ちゃんの手っ、手がなくなっちゃうのも、全部このクスリのせいなの？　一体何がどうなってんの!?」


「そうか、見えないんだったな──」


「見えないって何が!?　あ、悪魔って何？　もう、何もわかんないわようっ」


「……とにかくだ。襲われたら呑め」


「嫌いやよっ！　できないわっ。もう、もう──」


　梓が両手で顔を覆おおう。涙なみだが出そうになった。とにかくここから逃にげたかった。家に戻りたい。景を連れて──


「ほら、景ちゃんよ。昔よく遊んでたでしょう」


　日本に戻った時、そんな風に両親に景を紹しよう介かいすることを夢む想そうしていた。昔のように一緒に遊んで、数年ぶりの日本を紹介して貰もらうつもりだった。景の側そばにいて、何にでもつき合おうと思っていた。彼を捨てたことを、何としても償つぐなうつもりだった。


「梓ちゃん」


　記き憶おくの中と同じ声がした。梓は顔を上げた。


「明かりを点けるんだ。後は──僕がやる」


　梓は景を見つめた。暗くて表情がわからない。膝ひざがぬるっとした。慌あわてて地面を見る。黒い血ち溜だまりが噓うそのように広がっている。


「あ」


　──死んじゃう。


　景が死んでしまう。


　梓はもう一度景を見つめ、ゆっくりと頷うなずいた。





　校こう舎しやは闇やみと沈ちん黙もくに呑のみ込こまれていた。それまで途と切ぎれ途切れに聞こえていた祐子の罵ば声せいとガラスを割る音が、いつしか途と絶だえている。


　職員室は二階にある。ドアを開ける音が梓の心しん臓ぞうを冷たく鷲わし摑づかむ。乱らん雑ざつな机つくえが並ならんでいた。窓側の隅すみに小窓の付いた扉とびらがある。梓は駆かけ寄よって、扉を開けた。


　中は狭い。三人が入れば一杯になるだろう。梓は手て探さぐりで明かりのスイッチを入れた。密みつ室しつなので明かりが漏もれる心配はなかった。


　目ま映ばゆい光に目が慣なれるのを待ち、うっすらと目を開けて正面の制せい御ぎよ板ばんを見る。無数のスイッチが並ならんでいた。


　──どれ？　どれなの！


　気が焦あせる。正面玄関。前庭外灯。中庭外灯。駐ちゆう輪りん所じよ。──グラウンド。


　──あった！


　ガチッ


　迷まよわずスイッチを入れると、即そく座ざに制御室を飛び出した。職員室の窓はグラウンドに面している。梓は窓に額ひたいを当て、グラウンドに設せつ置ちされた高さ三五メートルの照明ライトを祈いのるように見つめた。


　長い、ずいぶんと長い数秒間が過ぎ──ライトが点てん滅めつし、はっきりと明かりを点ともした。


「やった！」


　照明ライトは力強いオレンジ色の光を校舎の中にまで投げ掛かけていた。梓の後ろに、長い影がくっきりと映うつる。


　──点いたっ。景ちゃんに──


　ぬっ、と窓の下から祐子が顔を出した。ガラスがなければ息がかかるほど近くで、前髪の下から祐子の死人のような目が梓を睨にらんだ。唇くちびるが動く。


「あずさぁ」


「ひっ！」


　蜘く蛛もの巣す状じようにヒビが走り、窓ガラスが砂のように崩くずれた。梓が必死に後あとずさる。祐子はゆっくりと職員室の中に入ってきた。


「あなたあたしを裏切る気？　日本こつちで周りに馴な染じめないでいるあなたに世話を焼いてあげたのに……あなたには他の精霊を召しよう喚かんしてあげようかと思ってたのよ」


　抑よく揚ようのないしゃべり方で祐子が寄ってくる。忌いま々いましげに口を歪ゆがめる。


「ガッカリだわ」


　机の上の書類が一いつ斉せいに舞まい上がった。梓は叫さけびながら職員室を飛び出した。


　廊下に出る。廊下にもはっきりとグラウンドの明かりが照てらされている。梓は全速で廊下を走った。後ろを振り返る余よ裕ゆうはない。だが、梓はいきなりつんのめって転てん倒とうした。足首を挫くじく。


「くっ」


　体を丸めて足首を抱だく。何かがぶつかってきたのだ。倒れたままそれを見る。


「あ」


　それは生首だった。確か宿直の──


「ああ、あああああ」


　もう悲鳴も出なかった。それまで踏ふん張ばっていた力が抜け落ちていくようだ。


　──『襲おそわれたら』


　そうだ。梓はポケットを探った。景から渡された一粒のカプセル。呑むのには躊ちゆう躇ちよがあった。


　──『梓ちゃん』


　梓はもう一度転がる生首を見た。恐怖に引きつった顔。こんな風になりたくなかった。何としても死にたくなかった。


　梓はカプセルを口に入れ、嚙かみ砕くだいた。


　じわっと濃のう密みつな味が舌したに絡からみ付く。梓は目をつむり、唾だ液えきと一緒に呑のみ込こんだ。熱い液体が喉のどを滑すべり、胃に落ちる。体の芯しんが発熱した。カッと頭が燃え上がる、そして──


　梓は目を開いて立ち上がった。思わず息を呑む。世界が一変していた。違う。変わったのは自分の方だ。床や壁に染しみ込こんだ、生徒たちの情じよう念ねんが見えた。廊下に充みちる大気の、音にならない囁ささやきが聞こえた。五感が一つ増えたように、それまでそこにあって気が付かないでいたものたちが、一斉に知覚の網あみへ飛び込んできた。その拡かく大だいした感覚の末まつ端たんが、瘴しよう気きのようなものを捉とらえる。


　──祐子……


　景の所に行かなくては。梓は改めて走り出した。動けない景は隣の校舎に身を隠している。校舎間をつなぐ渡り廊下にたどり着いたとき、嫌な、笑いが聞こえた。感覚が鮮せん明めいになった今、その声は梓の神しん経けいを逆さか撫なでした。必死で廊下を駆け抜けるその直前。梓の鼻先が壁で塞ふさがれた。防ぼう火か壁へきだ。


「うふふふ」


　梓は防火壁に背中を押しつけた。渡り廊下の向こうに祐子が浮いている。グラウンドから差し込む光が、宙に浮かぶ祐子にも鮮せん烈れつな陰いん影えいを与えていた。振ふり乱みだれた黒髪。だらんと垂たれる手足。その手足の先が、不自然に伸のびていた。


　──えっ。


　目の錯さつ覚かくかと思った。が、そうではなかった。手足は、否いな、手足の表皮は、伸びきったゴムのように彼女の背後に続いていた。何かを引きずっている。その塊かたまりが光の中に入ってきた。


　ずるり、ずるり、ずるずるずるずるずる


「いやああ」


　それは肉にく塊かいだった。複ふく数すうの人間の体をプレスしたような肉塊。その中の顔が一つ、梓を見て、にまっと目を細めた。以前見た顔。祐子の友達の──麻里奈。


「うふふ」


「いやああああっ！」


　肉塊の中からほっそりとした腕が突き出た。マニキュアを塗ぬった爪つめが光る。ゴキ、ゴキ、と関かん節せつが伸び、そのたびに腕が伸びていく。


　──『奴もあの体だ』


　──『見えないんだったな』


　このことなの！


　数本の腕が節折れた槍やりのように梓を狙ねらう。筋肉が麻ま痺ひし、動くことができなかった。梓は防ぼう火か壁へきの下に崩くずれ落ち、死ぬのを覚かく悟ごした。





　ガン！





　激しい音が響ひびき、廊下が一瞬揺ゆれた。腕がひるみ、後ずさる。「なに？」





　ガン！





　再び廊下が揺れる。衝しよう撃げきは──頭上。


　梓は振り返り、目を見開いた。防火壁がこちら側にへこんでいた。まるで巨きよ大だいな、鉤かぎ爪づめのような形が。





　ガン！





　廊下が揺れる。厚さ十センチの合金製防火壁が、常じよう識しき外れの衝撃に身を捩よじらせる。梓は初めて祐子が恐怖の悲鳴を出すのを聞いた。


　四度目。世界を振しん動どうさせるが如ごとくに、凶きよう暴ぼうなノックが響きわたった。





　ガ・ンッ！





　防火壁が吹き飛んだ。座り込む梓の上に倒れてくるその途中で、もう一度弾はじかれたように空中に浮かび上がり、次いで紙のように破やぶれた。


「クックックックッ」


　梓は愕がく然ぜんとして防火壁の向こうを見た。


　景が立っていた。可お笑かしくて可笑しくて仕方がないといった様子で顔を伏ふせ、肩を震ふるわせている。腕からは血がダクダクと流れているのに、景は気にしていなかった。


「悪魔を使うとハイになる」


　景の体は、赤く、ずぶ濡ぬれになっていた。顔を上げる。口が弧こを描えがき、嗤わらっていた。目が大きく見開いていた。そして双そう眸ぼうが、紅あかの混じった金色に輝いていた。


「──快かい感かんだ」


　景の影が形を変えた。グラウンドから横に差し込むオレンジ色の光は、反対側の壁に色いろ濃こい巨大な影を落としている。その影が物理法則を抜け出し、主け人いの動きから外れた。身み悶もだえするそいつは、太いワイヤーのような影で雁がん字じ搦がらめに拘こう束そくされていた。そのワイヤーが音もなく弾けていく。解かい放ほうを渇かつ望ぼうして細かく震える両腕。異常にせり出した肩。幽ゆう鬼きのような婆ば娑さ羅ら髪がみ。髑どく髏ろを模もした仮面。──超現実的シユール・リアリステイツクなシルエット。


「知ってるか？　悪魔は悪魔を喰くらって自らの力を増す」


　景が愉快そうに嗤った。影も嬉うれしそうに嗤った。


「君の悪魔を祓はらってやるよ」


　影が壁かべ沿ぞいにぐいんと伸びた。梓の隣を抜け、祐子に襲いかかる。


　梓は完全に正気を失った。





　勝負は一瞬で付いた。廊下の向こうでは、泡あわを吹ふいた祐子が転がっていた。


「……これは、夢じゃないの？」


「いやあ、幻げん覚かくさ」


　軽けい快かいに答える景を、思わず梓は凝ぎよう視しした。呆ぼう然ぜんと座り込む梓を可笑しそうに眺ながめながら、景が微笑ほほえむ。


「クスリのせいだよ」


　いつの間にか、景の腕が元に戻っていた。それだけではない。防火壁が跡あと形かたもなく消えている。梓の制服の血まで、なくなっていた。


「うそよ」


「どうして？」


　ふざけたような口調で景が問といただす。


「冗じよう談だんじゃないわっ。だって、さっき！」


「さっき──何？」


　──さっき──


　感覚は普ふ段だん通りに戻っていた。世界はいつもと同じように在あった。


「現実性の基き準じゆんは主体次第さ」


　景が肩を竦すくめる。ぽん、と何かを投げて寄よ越こした。


「君の自由だ──どうする？」


　梓は呆ほうけたまま景の投げた物を受け取った。手を開くと、カプセルが。


　わずかに、景の影が揺ゆらいだ。


「どうする？」




（終？）







　ファンタジアバトルロイヤル掲載作品



　　　　逸脱─deviate─











　　　　◆◆◆◆◆





　──『君の自由だ──どうする？』


　その少年は、さめた微び笑しようを浮うかべながらそう言った。


　──『どうする？』





　　　　◆◆◆◆◆





　目の前を終しゆう電でんが横よこ切ぎった。


　カンカン──と金属的な警けい告こく音おんが耳に響ひびく。


　姫ひめ木き梓あずさは白い息を吐はきながら、通り過ぎていく車しや輛りようを眺ながめていた。


　車内から漏もれる光が梓の顔を照てらす。その表情は暗くらく沈しずんでいた。


　──どうしよう……


　深夜零れい時じ。連つれだって外出したクラスメイトたちは、とっくに帰宅しているはずだった。それなのに自分は一人こんな所に立っている。決心のつかないままに。


　松まつ崎ざき祐ゆう子こが薬やく物ぶつ中ちゆう毒どくで入院して三日が経たつ。祐子の親友だった梓に、クラスメイトたちは優やさしかった。だが、その好意のほとんどは同情と好こう奇き心しんの抱だき合あわせであるようだった。ドラッグで精せい神しん異い常じようをきたした同級生という話題は、彼女たちにとって恰かつ好こうのスキャンダルだったらしい。


　──『祐子がクスリねえ』


　──『いまハヤリの「カプセル」らしーよ』


　──『あ、知ってる。なんか妙な幻覚見るってやつでしょ？　願いが叶かなうんだっけ？』


　──『ほら、Ａ組の水みず原はらに振ふられてから』


　──『エー。そーなの!?　身の程ほど知しらず～』


　──『じゃあなに？　あの子、独ひとりでラブラブな幻げん覚かく見てたわけ？』


　──『うわっ。ミジメーっ』


　当の親友の前で、平気でけらけら笑うのだ。梓にはその神経が理り解かいできなかった。


　初めのうちは仕方なく愛あい想そ笑わらいと相づちを返していた。しかし、話に景けいのことが絡んできてから我が慢まんできなくなった。結局一人で先にグループから抜け出してしまったのである。


　薬物中毒になった少女と、それを暴あばいた根暗な少年。そして少年の幼おさななじみである優等生の帰国子女。別わかれた後あと、彼女たちの間でどのような会話が交わされたのかと思うと、梓は陰いん鬱うつな気分になった。


　物ものの部べ景は梓の幼なじみである。当時、梓と景は無む二にの親友だった。


　梓は妙にすれたところのある子供で、周囲に馴な染じもうとしなかった。教室でも放課後でも、どこか孤こ立りつしていた。一方の景は、優しいが気の弱いイジメられっ子だった。常に梓の後うしろについて回り、梓の言うことならなんでもきくほど彼女に懐なついていた。


　二人はいつも一いつ緒しよにいた。二人とも他に友達がいなかったし、いつの間まにか、相手が自分以外の友人を持つことすら嫌いやがるようになっていた。毎日二人だけで遊び、二人だけで行動した。梓が日本を離はなれるまで。


　幼い頃ころの記き憶おくはアメリカにいる間も梓にとって大たい切せつなものであり続けた。その想おもいはクラスメイトたちが陰で噂うわさしているような下げ世せ話わなものとは違う。景は、梓が出会った中で、一番彼女に近い位い置ちにいた人間なのだ。


　そう、近い位置にいた人間だった。


　遮しや断だん機きが上がり、梓は物想いからさめた。


　線路のすぐ向こうに目的のカラオケボックスがある。雑ざつ居きよビルの二階。プラスチック製の看かん板ばんに『月ザ・サーフエイス・面オブ・ザ・ムーン』とあった。


　──どうしよう……


　帰国した彼女を待っていたのは、暗い目をした無む口くちな少年だった。


　彼がドラッグをやっていると教おしえたのは他ほかならぬ祐子である。初め梓は信じなかったが、それは事実だった。瘦やせ細ほそった身体からだ。青白い肌はだ。ガラスのような瞳ひとみに、苦しげな発ほつ作さ。他人を拒きよ絶ぜつする暗い態たい度どの裏うらに、景は深しん刻こくな病びよう巣そうを抱かかえていたのである。


　そのドラッグは形けい状じようから単に『カプセル』と呼よばれていた。悪魔を呼び出し、願いを叶えるという幻げん覚かく剤ざい……


　──それがあの店で取引されてる……


　あの事件からの三日間、景は学校を休やすんでいた。理由は誰だれも知らないし、わざわざ知ろうとする者もいない。


　電車はすでに走り去っていた。頭の中で、遮断機が鳴らした残ざん響きようが続いている。


　梓はダッフルコートの襟えりを締しめた。


　十一月の暮くれ。じっと立っているだけで手足がかじかむ。


　──どうすれば……


　数年ぶりに再会した幼なじみは、かつての親交を思わせる態度を何一つ見せなかった。親しみも憎にくしみもなく、彼が他の誰かに対するのと同様に、ただ素そっ気けなかった。


　梓と景の二人の関係は、梓が日本を離れることで一方的に終おわった。両親の都合で渡と米べいしたのだから、梓に責せき任にんがあるわけではない。だが、幼い二人にそんなことは意味を持たなかった。梓が去さるときの、独り取り残された景の顔。原因は自分にあるのだ。


　昔と違うという寂せき寥りよう感かんと、二度とは戻もどれないのだろうかという焦しよう燥そう感かん。やり場のない想いが、帰国して以来、途と切ぎれることなく梓の胸を焦こがしていた。


　梓は目を閉じて、深く呼こ吸きゆうをした。


　このままここに立っていることはできない。


　このまま流されていては絶対に戻れない。


　梓は線路を渡わたった。





　　　　◆◆◆◆◆





　店の入り口は開いていた。


　入ってすぐの小さなスペースは、カラオケボックスのフロントに充あてられていた。もっともフロアの明かりは消され、カウンターに人はいない。右手には上階へと続く階段と、煙草たばこの自じ販はん機きが設せつ置ちされていた。


　二階の明かりが階段から漏もれ、辛かろうじてフロアを照てらしていた。


　──上に誰かいる？


　慎しん重ちように階段の手て摺すりをつかんだとき、突然背後の薄うす闇やみの中から声がした。


「誰だ？」


　梓は竦すくみ上あがって声の主を振ふり返かえった。


　一階の奥、カウンターの反対側にある順じゆん番ばん待ちのソファーに二人の男が座すわっていた。


　暗くてよく見えないが、どちらもまだ若い。二は十た歳ち前後だろう。


「なんだよぉ。見ない顔だな、え？」


「なんの用だ」


　からかう口くち振ぶりと、不ふ機き嫌げんそうな声。その非友好的な口く調ちようは、逆に梓の気を引ひき締しめさせた。


「……ここで『カプセル』が手に入るって聞きいたんだけど」


　唐とう突とつ過すぎたか、と思ったが、すぐに構かまわないと開き直った。どうせ何一つ知らないのだ。話が早いほうがいい。


「客かぁ？　あるぜ、スゲエのが」


　耳と鼻にピアスをつけた男が、ヘラヘラと笑いながら答えた。もう一方の茶ちや髪ぱつの男が咎とがめるように「おいっ」と声をかける。


　ピアスの男は酔よったような動うごきでソファーから立ち上がり、梓に近づいてきた。


　梓は身を硬くしたが、臆おくすることはなかった。アメリカでは護ご身しん術じゆつを習っている。男の動きは恐れるものではない。


　男と目が合った。顔の筋きん肉にくが弛し緩かんし、表情が崩くずれている。虚うつろな、焦しよう点てんの定さだまらない視し線せんが、梓の顔の上をゆらゆらと彷徨さまよった。


　──この人、ドラッグを！


「へへっ。誰の紹しよう介かいなんだぁ？」


　男は必要以上に顔を近づけながら聞いた。


「……友達よ。物部景──って、知ってる？」


「いや。知らねーなぁ」


「なら、松崎祐子は？」


　男の目に、理り解かいが浮かんだ。


「……なるほど。ユウコのダチかい──」


「知ってるの!?」


　思わぬ返答に、梓が聞き返す。


　その瞬しゆん間かんが隙すきになった。


「あっ！」


　予期せぬ素早さでピアスの男が梓の腕うでをつかんだ。とっさに振ふり解ほどこうとした梓を、さらに両手で押さえ込もうとする。


「このっ！」


　梓は身体を捻ひねって男の手から逃のがれた。そのまま店内の壁かべを背にして距きよ離りを取る。


「ケケケッ。元気がいーじゃねーかよぉ」


「どういうつもり！　祐子の知り合いだって言ったでしょ！」


　返答の代わりに、ピアスは馬ば鹿かにしたような笑いを浮かべた。


　次の瞬間、ピアスの両目が大きく開かれた。


　黒い瞳ひとみが紅あかく輝く。


　梓の全身を悪お寒かんが突つき抜ぬけた。しかし遅かった。逃げる間まもなく、梓の身体が見えない縄なわで縛しばられた。身動きがとれない。


「きゃ──!?」


「おっと。もう足あ搔がいたって無む駄だだぜぇ」


　ピアスが種を明あかすように口を開けて舌したを出す。その舌の上には潰れて中身の出た『カプセル』が乗っていた。


　うろたえる梓の肩を押し、ピアスが勢いきおいをつけて梓をソファーの上に転がした。


「何する気よっ！」


「んなもん。決まってんじゃねえか」


　ピアスは笑いながら梓を見み下おろした。折おり畳たたみナイフを取り出し、その刃やいばを向ける。


　心臓をつかまれたように、梓は身を強こわ張ばらせた。


「おいっ。上の連中に聞こえるぞ！」


　それまで黙だまっていた茶髪が、煩わずらわしそうに口を開いた。「うるせえっ」とピアスが見み向むきもせずに言い放つ。


「あのアマのせいで、クソ寒さむい中、俺おれたちゃ駆かり出だされてんだぜ。その連つれだってんなら、ちったあ責任とってもらわねえとなぁ」


　と、ピアスが忌いま々いましげに顔を歪ゆがめた。


　だが、梓には彼らの会話を聞くだけの余よ裕ゆうはなかった。恐きよう怖ふが冷たい水となって身を浸ひたし、後こう悔かいが巨大な重おも石しとなって胸を圧あつ迫ぱくする。


　──いやだ……助けて。


　男の手がコートにかかる。


　我慢できずに梓が悲ひ鳴めいをあげそうになった、そのとき、パッ──と視界が光に満ちた。


　フロアの明かりが点ついたのだ。


　二人の男がぎょっとしたように振り返る。


　──なに？


　眩まぶしいのを堪こらえて、梓が目を開ける。


　すると、仰あお向むけになった彼女の視界の隅すみ──フロアの壁かべの一面を、何か黒いものが走り抜けた。


「ぎゃあああっ！」


　悲ひ鳴めいが上がった。


　慌あわててソファーの上から逃れた梓は、顔面を蒼そう白はくにした茶髪の男が、糸が切れたあやつり人形のように床に崩くずれ落おちるのを見た。


　隣となりのピアスを見れば、やはり隠かくしきれない恐きよう怖ふの目で、フロアの入り口を見ている。


　梓は視線を追い、そこに一人の人ひと影かげが立っているのに気が付いた。


　その人物は、すっぽりと青い布ぬの地じに覆おおわれていた。コート──いや、ウィンドブレーカーだ。


　小柄な体格に比べて明らかにサイズの大きすぎるウィンドブレーカーが、袖そで口ぐちは指先を完全に隠し、裾すそはくるぶしまでを包んでいる。目ま深ぶかに被かぶったフードは、口元を残してその人物の顔に影を落としていた。


　蛍けい光こう灯とうの均きん質しつな明かりの下もと、鮮あざやかなブルーの生地が目に映える。明かりを点けたのは、その青い外がい衣いの人物だった。


「〝ウィザード〟……！」


　ピアスが呻うめき声ごえを漏もらした。


　確たしかに、その人物は、物語に登場する、ローブをまとった魔法使いを連れん想そうさせた。


　フードの奥から声が答える。


「用件はわかっているな。是ぜか否ひか？」


　声は小さく、短かった。しかしその声は稲いな妻ずまのように梓を揺ゆさぶった。


「景ちゃんっ！」


　梓の叫さけび声に、闖ちん入にゆう者しやも反はん応のうした。


　深々と被さったフードの奥。わずかな隙すき間まから覗のぞく眼光が、梓を認みとめて大きく揺らいだ。


　間違いない。景だ。


「知り合いかっ」


　抜け目なく反応したピアスが、梓を盾たてにしようとナイフを持って駆かけ寄よる。


　その鼻先──いや、踏ふみ出だした足の先を遮さえぎるように、床ゆかを黒くろいものが這はった。


　それは景の影だった。景の足下から、そこだけ不ふ自し然ぜんな形に伸のびた景の影が、蛇へびのように床を這い、ピアスの動きを制せいした。


「くっ！」


　ピアスが恐怖に引きつる。


　ウィンドブレーカーの人物──景が、隠れていた手を袖口から外に出す。景の手には『カプセル』があった。


「動くな」


　ピアスに短く命じておいて、景はウィンドブレーカーの裾を梓に向かってはためかせた。


　すると、翻ひるがえった裾の先の影がまたしても不自然に伸び、梓に届く。


「わっ！」


　思わず梓が身を縮ちぢめる。しかし次の瞬しゆん間かん、梓の身体を拘こう束そくしていた見えない縄なわが断たち切きられていた。


「け、景ちゃん……」


「…………」


　梓は立ち上がり、景の側そばに寄った。


　あのときもそうだった──


　三日前のあの事件。あのときも景は自分の影を操あやつって敵を倒たおしたのだ。


　悪あく魔まを呼よび出し、その悪魔を使し役えきする幻覚剤『カプセル』。梓はまだ確たしかなことは何も知らないが、二つだけ身をもって体験したことがある。一つは、その悪魔が力を振ふるうのは妄もう想そうの中にとどまらないということだった。


　いま目の前で行われた現象がそうだ。ピアスが梓の身体を縛ったのも、それを景が断ち切ったのも『カプセル』とそれによって呼び出された悪魔の力である。


　それとも、これも全て幻覚なのだろうか？


　梓が学まなんだもう一つのこと。それは、自分の見ている光景が幻覚か現実かの判はん断だんは、自分一人では下すことができない、ということだった。


　梓は景の袖をつかんだ。


　手の中に確かな布地の感かん触しよくがあり、すぐ側に景の身体の温ぬくもりがあった。これを現実と信じるしか、梓にできることはない。


　一方、景はそれ以上梓に構かまわなかった。


「答えがまだだな。どちらだ」


　何事もなかったように冷れい淡たんに問い質ただす。


　ピアスは答えない。


　答えは別のところから返った。


「否ひだ」


　声に弾はじかれ、梓が階段を見る。


　二階に二人の男が立っていた。


　その片方、ニット帽ぼうを被った男が前に出る。


　同時に蛍光灯が割れた。フロアが再び闇やみに落ちた。


　景の舌した打うちと梓の悲鳴が重なった。


「──！」


　景ちゃん──と叫んだ声が、自分の耳に届かなかった。


「──!?　──！　──！」


　──なに!?　どういうこと!?


　驚おどろいて上げた悲鳴も、耳に届かない。


　いつの間にか、周囲のあらゆる音が消えていた。その場に相応ふさわしくない重苦しいまでの静せい寂じやくが、圧あつ迫ぱく感かんを伴ともなって耳の奥に鈍にぶい痛みを生じさせている。


　次いで、二階から一いつ斉せいにガラスの破は片へんと一枚のドアが降ふってきた。個室の入り口から外されたのだろう。ドアは、一いつ切さいの破は壊かい音おんも立てずに壁かべを穿うがち、階段の手て摺すりを折おって一階に落下した。


　立ちすくむ梓を誘ゆう導どうし、流れるように景のウィンドブレーカーが動く。


　だが、景が梓を庇かばうのを予測したタイミングで間かん髪はつ入れずに次の攻こう撃げきが来た。


　ウィンドブレーカーが生き物のように翻ひるがえり、無音で梓に覆おおい被かぶさった。同時に景の熱ねつっぽい手が梓の肩を押さえる。


　──あっ。


　梓の口からこぼれた息は、またも声にはならなかった。バランスを崩くずして背中から倒たおれ込む梓は、押し倒す景の肩かた越ごしに、何かが飛来するのを見た。


　ミラーボールだ。


　直径五十センチは楽らくにありそうな輝かがやく球きゆう体たいが、唸うなりを上げる勢いきおいで飛とんできた。その質量にそぐわない、重力を無む視しした直線的な軌き道どう。それは、そこに圧あつ倒とう的てきな力ちからが加えられている証しよう拠こである。


　ミラーボールは、まるでピンボールのような軽かるい印象で、梓を庇った景の肩にぶつかった。


　重い衝しよう撃げきが梓にも伝わる。思わず吐はき出だされた景の苦痛の呼こ気きが、梓の頰ほおにかかった。


　激げき突とつしたミラーボールが粉こな々ごなに砕くだけ散ちる。


　砕けたガラスの結晶が、微かすかな光を弾はじきながら二人の上に降ふり注そそいだ。細かく跳はねつつ、フロア中に光の粒つぶが広がっていく。


　仰あお向むけに倒れた梓の上に、景ががっくりと両腕をついた。


　一連の光景には、一切音がなかった。あるのは沈ちん黙もく。物理的な圧力を有ゆうするかのように空間に充じゆう満まんする沈黙である。


　暗闇の中に広がる微び細さいな光の乱らん舞ぶ。音のない視界を包み込む、柔らかなブルーの布ぬの地じ。


　梓は急速に現実感が遠とおのいていくのを感じた。


　そんな中、一いつ瞬しゆん動きを止めた景が、再び梓の腕をつかむ。見かけからは想像できない強い力で梓を立たせると、景は梓の手を引いて店の出入り口に向かった。


　入り口のドアが閉まる寸前、二階から二人の男が下りてくるのが見えた。だが、景は振ふり返かえることなく外に飛び出した。
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　梓は景に手を引かれるまま、景の後ろを走った。


　どれぐらい走ったかわからない。ふと我われに返ったとき、梓は突っ立ったまま息を荒あらげ、景は道路の街がい灯とうの下に腰を下おろしていた。


「景ちゃん──」


　口にしてからきちんと声が出たことに驚おどろいた。音が聞こえる、元に戻っている。


「景ちゃん、大丈夫なの!?　怪け我がはないっ？」


　梓が景の側にしゃがみこむ。そして気がついた。様子がおかしい。


「景ちゃんっ！」


　景は街灯に背中を預あずけ、歩道に腰を下ろした恰好でうずくまっていた。呼こ吸きゆうが浅く、速い。そして不ふ規き則そくだった。袖から覗のぞく繊せん細さいな指先が、小さく震ふるえている。


　梓は景の頭からウィンドブレーカーのフードを取った。顔かお中じゆうに浮かぶ汗あせを、取り出したハンカチで拭ぬぐう。


　苦しそうに空気をむさぼる景の汗を拭ふいてやりながら、梓は改めて幼なじみの顔を見た。


　黙だまっていても暗い雰ふん囲い気きを持つ少年だった。そこに、彼女の知る優やさしい泣き虫な男の子の面おも影かげは見当たらない。


　青白い肌にくすんだ黒髪。鈍にび色いろの瞳を縁取る飾かざり気けのない眼鏡めがね。同年代の男子に比べ、小柄で瘦やせ細ほそった身体からだは、頼りない印象を与えている。


　無口で陰いん気き。誰とも口をきこうとせず、何を考えているのかわからないクラスの異い端たん者しや。それが学校内での景の評ひよう価かだった。


　いまここでこうしている景を知る者は、自分の他には居いない──そう思うと、梓はなぜだか、ほっとした。


　ふいに、景が激はげしく咳せき込こんだ。梓は慌あわてて景の背中をさする。


「そうだ、お水」


　自じ販はん機きを探しに行こうとした梓の手を、景が引ひっ張ぱった。


「景ちゃん？」


　全身を痙けい攣れんさせながら呼吸する景が、それでもはっきりとした強い視線で梓を睨にらんだ。見み慣なれた、鉛なまりのような無表情は変わらないが、いつになく切せつ迫ぱくした感じがあった。


「……何しに……来たんだ」


「ま、待って、先に何か飲のみ物ものを──」


　ぐい、と景が腕に力を込こめた。


「何をしに、あんなところに来た」


　無理やりに呼吸を整ととのえる景の視線が、真まっ直すぐに梓を射い抜ぬく。


「それは、その……」


　梓はしどろもどろになって説せつ明めいしようとした。ハアハアと息を吐はき出しながら、景は黙って耳を傾かたむけていたが、やがて苦々しく顔をしかめた。そして梓が話し終おえると、たった一言吐き捨すてた。


「帰るんだ」


「け、景ちゃんはどうするのよっ？」


「一人で帰ってくれ」


「私のことじゃないわよっ。景ちゃんも一いつ緒しよに帰りましょ。こんなところで座り込んでたら身体によくないわ」


「僕のことはいい」


「いいわけないでしょっ。わかってるの？　景ちゃん、顔、真まっ青さおよっ」


　さあっ、と景を立たせる梓。普段なら梓にイニシアチブを取らせるような景ではないが、やはり体たい調ちようが悪いらしい。さっきのダメージも残っているのだろう。ふらつく足で立ち上がった。


「ほら、とりあえず私の家にでも──」


「ツ──駄だ目めだ。一人で帰ってくれ」


「冗じよう談だん言わないで。景ちゃんろくに動けないじゃないのっ。放っておけるわけないわ」


「……姫木さん」


　イライラと景が口を開あける。


　しかし、景が何か言う前に、この期ごに及んでまだ自分を名みよう字じで呼ぶ幼なじみの態たい度どが、梓の頭に一気に血ちを上のぼらせた。


「いい加か減げんにしてよっ！　どういうつもりか知らないけどね。あなた独ひとりを残してなんて絶対に行かないわよ！」


　景は身を屈かがめた姿し勢せいで梓を見み上あげた。予想外に強い反はん発ぱつだったのだろう。感情を切り捨てた仮面のような表情の奥おくに、わずかだが当とう惑わくが見える。


「……危き険けんだ」


「危険？　さっきのことね。あの人たちは、なんなの？」


「…………」


「また『君には関係ない』っていうわけ？」


「いや……残念ながら無関係じゃない」


「え？」


「いまならまだ問題ない。これ以上、関かかわらないでほしい」


「いやよっ」


　梓はきっぱりと言いい放はなった。


　景は無言で梓を見返した。景の透とう明めいな視線を、梓は正しよう面めんから受け止める。


　景が先に目を逸そらし、うつむいた。


　重苦しい時間が過すぎる。


「……場所を──移い動どうしよう」


「え？　い、いいわ。なら、私の家に──」


「駄目だ。万が一にも君の家族まで巻まき込こめない」


　──巻き込むって……


「じゃ、じゃあ。どこに行くの？　景ちゃんのマンション？」


　景の大げさな台詞せりふに一いつ瞬しゆん怯ひるんだものの、梓は、珍めずらしく景が自分の意見に従したがったことに場違いな満足を覚おぼえながら聞き返した。


　景は首を振ふって梓の言葉を否定した。腕時計で時間を確かく認にんする。


「あと五時間……もつか？」


「え？」


「なんでもない。少し歩くけど……隠かくれるのにいい場所がある。来てくれ──」
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　そこは郊こう外がいにある、閉へい鎖さされたボウリング場だった。


　周囲は空あき地ちや倉庫。それに古びたビル。敷地のすぐ隣となりを電車の高こう架かが通っていた。


　十数台分の駐車場は、所々アスファルトにひびが入り、雑ざつ草そうが芽を出していた。ボウリング場は二階建てで、ちょうど隣の高架と高さが等しい。


　場内の設備はほとんどそのまま放置されていた。中は暗く、埃ほこりや蜘く蛛もの巣すは気にならなかった。


　梓は景を一番奥のブースまで連れていき、使えそうな椅い子すから埃を払はらって景を座すわらせた。


　テーブルを引き寄せ、途と中ちゆうのコンビニで購入した品をビニール袋ぶくろから取り出す。


「ロウソク買って来てよかったわ。こう暗くちゃ手て元もとが見えないもの」


　付ふ属ぞくのマッチを擦すり、ロウソクに灯ひを点ともす。燐りんの燃える匂においに続き、頼たよりない黄色い火がテーブルの上を照てらし出だした。


「あとお茶とおにぎり買っておいたわ。それに水とタオル……ほら、景ちゃん。この使い捨てカイロ使って」


「……必ひつ要ようないよ」


　と、再び被かぶったフードの奥からくぐもった声が聞こえる。


「駄目よ。震ふるえてるじゃない。ほらっ」


　差し出すと、景はしばらくしてから受け取った。そのままウィンドブレーカーにくるまって横を向く。


　こんなときだというのに、梓は妙みように浮かれている自分を発見していた。景の世せ話わを焼やいていると、自然と昔の頃が思い出されるのだ。


　考えてみれば、こんなふうに話すのは何年ぶりになるだろうか。


「湿しつ布ぷ薬やくも買ってきたけど……景ちゃん、さっきの怪け我が、どうなの」


「…………」


「景ちゃんっ」


「大丈夫だ」


「なに強がってんのよ。見てるだけで、つらそうじゃないの」


　梓が言うと、景は少しだけ冷つめたく笑った。


「これはそういうんじゃないんだ」


　そう言って椅子の上で身じろぎする。


　静かな声で、


「後こう遺い症しようだよ」


　びく、と梓の肩が震ふるえた。


「ここしばらく無茶をした。身体の方がついてこれずにいるようだ」


「…………」


　梓は口をつぐんでビニール袋の中をまさぐった。アルミ缶やおにぎり、薬くすりを並ならべていく。


「……さっきのあれは、なんなの……」


　返事はない。フードに遮さえぎられ、聞いているのかどうかも判はん断だんできなかった。


「景ちゃん？」


　返事の代わりに、何度目かの咳せきが答えた。身を捩よじり、苦痛に耐たえるように身体を丸まるめる。


　梓は慌てて景に近ちか寄より、そして景が手にしている物を見つけた。


「景──！」


　景がそれを口にする寸すん前ぜんにつかみ取る。


　それはプラスチック製のタブレットケースだった。中から出てきたのは赤と透とう明めいのゼラチン容器でつくられた錠じよう剤ざい──カプセルだ。


「返し……」


　激はげしい咳で切きれ切ぎれに言いながら、景がよろよろと手を伸ばす。梓は青い顔でケースを抱え、首を振ふった。


　咳が止まらない。やがて息を詰つまらせ、景は無言で胸を搔かきむしった。


　急きゆう激げきな禁きん断だん症しよう状じように襲おそわれた場合、生命に関かかわることがある。どこかで仕入れた知ち識しきが梓に警けい鐘しようを鳴らした。梓にはドラッグに関する知識などないに等しい。しかし目の前で苦しむ景には、楽らつ観かんを許ゆるさない危あやうさがあった。


「…………一錠でいい……」


　フードの奥からギラギラとした瞳ひとみが梓を刺す。梓はしばしの逡しゆん巡じゆんの末すえ、ケースからカプセルを一錠だけ取り出した。


　すでに景はカプセルを受け取る余裕もなかった。身体を強こわ張ばらせて、全身を襲う激げき痛つうに耐えている。梓は景の頭の下に腕を回まわし、上半身を抱き起こすようにして景にカプセルを飲ませた。


「お水──」


　買ってきたミネラルウォーターのペットボトルに手を伸ばす。しかし、景はそれを無む視しし、口に含んだカプセルを奥おく歯ばで嚙かみ潰つぶした。


　唾だ液えきとともに内容物を飲み下す。呼吸の間かん隔かくが落ち着くにつれて身体の緊きん張ちようが解けていくのが、ウィンドブレーカー越ごしにわかった。


　薬物中毒──それも相当重じゆう度どの。


　忘れていた現実を再び見せつけられ、梓は石を飲んだように胸を詰まらせた。


　──昔とは違う……


　しかしこれは現実だ。目を逸そらすことはできない。


　そして問題は薬物中毒だけではない。


「……あの人たちは誰？」


　返事はない。正直にいえば聞きたくもなかった。このまま何を話すでもなく、景の世話だけ焼いて朝あさを迎むかえられれば、どれほどいいだろう──


　朝になり──学校へ行き──休み時間になれば側そばに行って話をする。クラスメイトたちに誤ご解かいされようと構かまわない。物もの好ずきと言われようと、変わった奴やつだと会話の輪わから外されようと。


　それが陰いん湿しつな疎そ外がいであっても、景と二人ならどんなにいいか……


「私も、無関係じゃないんでしょ？」


　無理に笑え顔がおを作る。ほんとうに笑顔になっているかどうかは自信がなかった。


　のろのろと、フードが梓の方に向く。


　景はゆっくりと話し出した。


「何から聞ききたい？」


　梓は慎しん重ちように答えた。


「そうね……あの、さっき音が聞こえなくなったのは？」


「聞こえなく？　そうか、普通はそうなるのか、それで平気でいられたわけだ……」


「な、なによ。どういうこと？」


「…………」


「景ちゃん？」


「彼らが何者か、ある程てい度どは予想つけてる？」


「……ドラッグのバイヤーか、ブローカー？」


「少し違う。彼らはまずユーザーだ」


　どうやら発作は収おさまったらしい。力を抜き、景は椅子の背せにぐったりと身体を預けた。


「彼らは〝無む慈じ悲ひな女じよ王おう〟の〝実じつ働どう細さい胞ぼう〟だよ」


「は？」


　───な、何ですって？


「女王？　細胞？」


　梓が首を捻ひねる。景は短く答えた。


「組そ織しきの名称」


「組織って──」


　梓から血の気が引いた。


「暴力団とかなの？」


「さあ。どうも社会的な組織は嚙かんでないようだね」


　そう言ってかすかに身じろぎする。肩をすくめたらしい。


　梓は景の口く調ちようが砕くだけたものに変わっていることに気がついた。いつもの他人を寄せ付けない硬こう質しつさが消えている。


　思い当たることは一つしかなかった。さっき飲用したドラッグの影響に違ちがいない。ハイになっているのだ。


　──それでも……


　それでも、その親したしげな台詞せりふが、梓には嬉うれしかった。


「カプセルは一般のドラッグとは別べつ物ものだ。精せい製せい方ほう法ほうも、効こう果かもね。カプセルのマーケットは独どく自じのものだし、供きよう給きゆうルートも他のドラッグとは独立している。バイヤー・イコール・ユーザーと理り解かいしていい」


　景が首を傾かしげた。フードの奥から見えるレンズに、ロウソクの光が反はん射しやする。


「彼らとは何かと衝しよう突とつすることが多くてね。前回の件で完全に目を付けられたらしい」


　景の穏おだやかな声こわ音ねに、梓は唾つばを飲み込んだ。


「祐子の、こと？」


「校内の噂うわさを放置したのがまずかった。彼らは騒ぎを嫌きらう」


「景ちゃん──」


「彼らは校内の供給ルートを整せい理りしていた。一方で彼女に関わった僕を捜さがして網あみを張っていたんだろう。先手を打ったつもりだったのに、間が悪かったなあ──いや、君を助けられたんだ。よかったのか」


　掠かすれ声のような笑いが漏もれる。どことなく禍まが々まがしい笑い声に、梓は再び悪お寒かんが忍しのび寄よってくるのを感じた。


「カプセルってなんなの？」


　握りしめた手のひらの中に、景から取り上げたタブレットケースがある。いまそれは、じっとり汗に濡ぬれていた。


　再び、三日前の出来事が意い識しきに上った。


　梓にはあれが本当に起こったことなのかどうか確かく信しんが持てない。あの経験を自分が実じつ際さいに体験した記憶として思い返したとき、あまりにリアリティがないのだ。


「あのとき──私もカプセルこれを飲んで、それで──」


　梓はすがるような視し線せんを景に向けた。


「それで、変な幻覚を……」


　梓の視線はレンズの表面に跳はね返かえり、梓自身に突つき刺ささった。


　あのとき景は言った。「幻覚だ」と。そしてその言葉を信じるかどうかは「君の自由だ」と。


　それっきり、梓は黙だまり込こんでしまった。


　うつむいていても、景の視線がこちらを見ているのがわかるような気がした。


　──ああ、駄目だ……


　無理に作った笑顔が、遥はるか遠くへと消えていく。


　第一、こんなことを聞いてなんになるだろう？　いま必要なのは医学的な治ち療りようと、精せい神しん的てきなケアだ。得体の知れない麻薬組織の抗こう争そうなど冗談ではない。このままほとぼりが冷さめるまで景を匿かくまい、そのあとで薬やく物ぶつ依い存ぞん症しようを更こう生せいさせればいい。医者に相談し、大人に協力を求め、いつもの生活を送りながら景との関係を元に戻せばいいのだ。


　そう思おうとし、しかしできなかった。


「……休もう」


　落ち着いた景の声が、梓を引き戻した。景は椅子に横よこたわったままじっとしている。


　梓は残り少なくなったロウソクの火を消した。


「景ちゃん……」


「……なに？」


「どうして、ドラッグなんかに手を出したの」


　暗くら闇やみから返事はない。


「私が……」


　梓は目をつぶった。


「私がアメリカに行ってから、景ちゃん……」


　幼い頃、梓が周囲から孤こ立りつしていた理由。それは彼女自身が持っていた、周まわりの人間への妬ねたみだった。


　喧けん嘩かを繰くり返かえす両親と、幸せそうなクラスメイトたち。梓は反発し、片親の景を巻き込んだ。


　結果的に両親のよりが戻もどったとき、梓は二人について渡と米べいした。そして景は残された。独ひとり、孤立した世界の中へ。


「私が……」


　梓は息を詰つまらせた。


「──そうじゃない」


　驚おどろくほど優やさしい声がした。梓は思わず耳を澄すませる。


「そうじゃないんだ──」


　しかし、声はそれきりで途と絶だえた。





　　　　◆◆◆◆◆





　──う、う──


　梓が目を覚ましたとき、まだ外は暗くらかった。


　嫌いやな圧あつ迫ぱく感かんがあった。


　──いま、何時？


　腕うで時ど計けいを見るが、暗くて文も字じ盤ばんが見えない。明あかりを点つけようとして、梓は隣となりで眠る景のことを思い出した。


　そっとその場を離はなれ、勘かんを頼りに暗いボウリング場内を出口に向かう。


　外は月さえ出ていなかった。わずかな星ほし明かりで、必死に文字盤を覗のぞく。


　──あれ、街がい灯とうがなかったっけ？


　深夜になって消きえたのだろうか。いや、それならここに来た時点で消えていたはずだ。それに電車の高こう架か沿ぞいの照明は、朝まで点いていなければおかしい。


　梓は照明を探し、絶ぜつ句くした。


　照しよう明めい灯とうの柱が残らず折おれ曲まがっている。力任まかせにへし折った物。ゆっくりとねじ曲げた物。バラバラに破は壊かいされた物。いずれも、簡かん単たんにできることではない。少なくとも、すぐ隣で寝ねている人間に気づかれずにできるようなことでは。


　──まさか！


　梓は叫さけび声を上げた。


　しかし声は、どこにも届とどかなかった。自分の鼓こ膜まくにさえも。


　膝ひざ頭がしらが震ふるえ出だす。


　──景ちゃん！


　来た道をとって返す。入り口の手前で、三人の人ひと影かげが行く手を塞ふさいだ。


　慌あわてる梓を見て、左側の一人が笑った。あのピアスの男だ。


　とたんに身体からだの自由が奪うばわれる。


　梓は悲鳴を上げて身をもがいた。身体が動うごかない。声も出ない。


　景に倒された茶ちや髪ぱつはいないが、残る三人は、ピアスを含め全員あのカラオケボックスにいた男たちだった。


　三人は三人とも一様におかしかった。だらしなく弛ゆるんだ唇くちびるに、空中を追う虚うつろな目。なんの脈みやく絡らくもなく起こる引きつり笑い。まちがいなくドラッグを服ふく用ようしている。


　ピアスがにやにや笑いながら、梓に近づいてきた。梓の表情が強こわ張ばる。


　しかしピアスは足あしを止とめた。真ん中の、一番年長らしいニット帽ぼうの男が、ピアスの肩に手をかけていた。


　親指でボウリング場の中を指さす。ピアスは舌打ちして引き下がった。


　とたんに梓の身体の拘こう束そくが解とけた。しかし足はまだ地面に張はり付ついていて動かない。声も、いや、音も相あい変かわらず消えたままだ。


　三人は無む造ぞう作さにボウリング場内に入っていった。リーダー格らしきニット帽が、二本の指を立て、左さ右ゆうに動かす。


　残る二人はリーダーのフィンガーサインに従って左右に分かれた。


　──景ちゃん、逃げて！


　無む駄だとは知りつつ叫んでみる。喉のどを震わせる確かな感かん触しよくは、しかしやはり耳には達しなかった。


　三人の背中が奥おくに消えた。


　にわかに沈ちん黙もくが粘ねん度どを増した。断だん絶ぜつされた音が、梓の胸中を搔かき乱みだす。


　──くそおっ。


　梓は下半身を見下ろし、足を動かしてみた。動かないのは足首までで膝は自由だ。靴くつの中で足の指を動かしてみる。もぞもぞと感触がある。つまり、不ふ可か視しの力で縛しばりつけられているのは、外がい気きに触ふれている靴とジーンズの裾すそだけだ。


　ベルトに手をかけたところで動きが止まる。


　が、躊ちゆう躇ちよは一瞬だった。


　梓はベルトを引き抜くと、ジーンズとスニーカーから足を抜いた。


　冷たい外気が直ちよく接せつ肌はだを刺さす。梓は靴下で地面を踏ふみ、ボウリング場に入った。


　中はまだ暗くらかった。空気がまとわりついてくる。さっきまで、こんな感覚はなかった。


　視界を横よこ切ぎる物があった。ボウリング用のボールだ。幾いくつものボール玉が散さん弾だんのように飛とび交かっていた。


　梓が呆ぼう然ぜんとして立ち尽くす。ボール玉は勝手に宙を飛んでいた。まるで特とく撮さつのように。


　ボール玉が一番奥のブース席になだれ込んでいった。景がいる場所だ。


「──！」


　全身に冷れい水すいを浴あびせられたように、梓の思考が停てい止しする。


　しかし、見開いた瞳ひとみの中で、光が弾はじけた。


　光は花火のように爆はぜる赤い炎ほのおを放はなち、白い煙を巻き上げた。発はつ煙えん筒とうだ。


　発煙筒はそれを頭上に掲かかげる青いウィンドブレーカーを照てらし出した。そしてはためくウィンドブレーカーの影を、床ゆかと、壁かべに、映うつし出す。


　光の輪の中を、影が蠢うごめいた。


　襲いかかるボールが、残らず弾はじき返された。


　発煙筒に照らし出され、三人の男の居場所が確かく認にんできる。明かりを掲げる景を見て、三人組に動どう揺ようが走った。


　街灯が破は壊かいされていた訳わけがわかった。彼らは光を──光でできる景の影を恐れている。祐子が言っていた。景は、呼び出した悪魔を自分の影の中に飼っているのだ、と。


　フードを被かぶった景は、静かにブース席から歩み出た。そして梓に気づいた。


　景の動作が止まった理り由ゆうを、ピアスは目め敏ざとく発見した。


　──いけないっ。見つかった！


　なんて間抜けな、と顔を赤くするが、もう遅い。景が駆かけ寄よる動きを見せたが、所しよ詮せん距離が違いすぎる。


　ピアスは梓に飛びかかり、腕うでをつかんだ。ジーンズをはいていないことに気づくと、口笛を吹く素そ振ぶりをする。


　ピアスは抵てい抗こうする梓の髪をつかみ、獲え物ものを誇こ示じするように景の方に向けた。


　景がその場で立ち止まる。


　次の瞬間、景の身体からだが車に衝しよう突とつしたように突き飛ばされた。奥の壁に叩たたき付けられる。手から発煙筒が転ころげ落おちた。


「──！　──っ──っ!!」


　梓が全身で金かな切きり声を吐はき出だす。ピアスが下げ卑びた笑いを見せた。


　リーダーがピアスともう一人に向かって人差し指を立てる。


　二人は余よ裕ゆうに満ちた足どりで、崩れ落ちた景に近づいていった。


　ウィンドブレーカーがかすかに揺ゆらいだ。壁を手に、景が立ち上がる。


　ピアスが腕を突つき出だした。すると景の両腕が胴どう体たいに張り付いた。見えない巨人の手で握にぎり締しめられたようだ。梓を拘こう束そくしたのと同じ力である。


　三人目の男が新たなカプセルを口に入れて景を睨にらむ。


　今度は横よこ殴なぐりに景が弾かれた。まるで人形のように景の身体が投げ出される。


「っっっ!!」


　梓の脳のう裏りが怒りで白はく熱ねつした。自分の置かれた状じよう況きようを忘れ、ピアスを力任まかせに蹴けりつける。


　ピアスは蹴りをまともにくらい、驚おどろいたように梓を放した。しかしクスリの影響か、痛いたみは全くないようだった。事態を把は握あくすると、怒りで顔がん面めんをどす黒ぐろく染そめる。


　梓は、この男が持っている見えない縄なわの能力のことを思い出した。


　──どうする!?


　即そく座ざに、梓の頭の中で、ポケットの中にあるタブレットケースが瞬またたいた。


　ケースからカプセルを取り出し、梓はそれを口に放り込んだ。


　ピアスが目を瞠みはる。


　梓は構わず、カプセルを嚙かみ潰つぶした。ドロリとした言い難がたい感かん触しよくが口内に広がる。梓はそれを飲み込んだ。


　体内に入ると同時に、ドラッグは自みずからの魔ま力りよくを提てい示じした。


　心臓が躍りだした。


　血けつ流りゆうが荒あれ狂くるう。


　魂たましいが肉体から離れ、飛ひ翔しようしていく感覚。全ての鬱うつ屈くつと憂ゆう慮りよが、取とるに足たらない雑ざつ事じへと転落する快感。


　五ご感かんにこびり付いた日常の汚お泥でいが、力の奔ほん流りゆうで洗い流された。解かい放ほうされた感覚が、世界に向かって迸ほとばしる。


　梓は、深い眠りから急に目覚めさせられたときのように、目を開け、大きく息を吸った。


　覚醒した知覚が最初に認にん識しきしたのは、皮ひ膚ふを圧あつ迫ぱくする形のない悪あく意いだった。それはすぐに周囲の空間を満たす雑音ノイズだとわかり、さらにはそれが小さな無む数すうの囁き声だとわかった。


　そしてようやく理り解かいした。


　音がしないのは静せい寂じやくだからではない。物ぶつ理り的てき圧あつ力りよくを有するかのような無数の囁ささやき声が、他の音の伝でん播ぱを圧あつ殺さつしているのだ。


　まるで砂漠の砂のように膨ぼう大だいな量の囁き声が、空間に充じゆう満まんしている。梓はその声の元を探し、視し線せんを頭上へと向けた。


　──な……！


　床から四メートルの高さ。天てん井じよう付近にそれは浮かんでいた。


　バルーンのような直径二、三メートルの球体。その表面を、隙すき間まなく、びっしりと、人の唇が覆おおっていた。その唇はひっきりなしに蠢き、うねっている──囁いている。





　……死ね死んじまえオマエがいなけりゃオマエなんか死ねカスめオレのほーがなんでテメエなんかだいたいアイツこの×××やろうがダレもオマエのことなんか死ね死ねいらねーんだよアンタがわるい死ねどっかいけよテメエはいつもオレはなテメエとはそーやって死ねカチあんのかよ死ねダッセーまえから死ねクズがせいせいする死ね……





「きゃああ！」


　吐き気のするような光景だった。とたんに怒りが縮ちぢまり、嫌けん悪お感かんと恐怖に塗ぬり変かわる。


　梓はピアスへと視線を移うつした。男の肩に蜘く蛛もがのっていた。ピンク色の剛ごう毛もう。人間と同じ眼がん球きゆうが八つ。大型犬ほどもある巨大な蜘蛛。


「ひ──」


　男が腕うでを突き出す。蜘蛛が糸を吐はいた。


　梓は必ひつ死しに糸を避よけた。これがさっき梓の動きを奪うばったものの正体だ。


「景ちゃん──！」


　梓は転ころびそうになりながら景の倒れる方へと駆け出した。


　自由になった梓を確かく認にんした景は、再ふたたびよろよろと立ち上がった。そこへ梓が駆け寄る。


「景ちゃん、怪け我がは──」


　景は無言で梓に寄りかかると、手にしていたタブレットケースを奪うばい取った。ブルブルと震ふるえる手つきでカプセルを取り出し、貪むさぼるように嚙かみ砕くだく。


　梓が反射的に顔を歪ゆがめた。


　──……仕方ない。痛み止めだわ。


　そう自分に言い聞かせ、梓は景の手を取って建たて物もの横よこ手ての出口に向かった。


　三人組は焦あせらない。じっくりと追いつめるように後を追った。すでに光こう源げんは破は壊かい済ずみなのだ。


　外に出ると囁ささやき声が薄うすれた。


「大丈夫!?」


　梓の問いかけに、景は答えない。肩を借りたまま、景は腕時計を確認した。


「景ちゃん！」


「……こっちだ」


　驚くほど冷静な声が返った。景は梓を誘ゆう導どうし、駐車場を高こう架かの方へと移動した。


　一台だけミニバンが停てい車しやしている。あいつらが乗ってきた物だろう。当然ライトは消されていた。そして、場外の街灯はすでに破壊され尽くしている。


「どうする──」


　気なの？　という語ご尾びが搔かき消された。


　三人組が追って来ていた。


　唇くちびるの塊かたまりがリーダーの頭上に浮うかび、周囲を囁き声で満みたした。


　ピアスの肩から蜘蛛が地じ面めんにおり、停車中のミニバンほどにも膨ふくれ上あがった。


　さらに三人目の男。周囲に、ふわふわとボウリングのボールが浮かんでいる。


「ああ、ああああ……」


　逃げられない。足あし下もとが崩くずれ去る錯さつ覚かくに、梓は景の腕にしがみついた。すると……


　──え？


　景が震えている。いや──景は笑っていた。


　梓の背せ中なかをすっと戦せん慄りつが流れた。


　景はとろんとした目つきで、迫る三人と三匹の悪魔を見つめていた。ぺろ、と舌先が唇を舐なめる。うっすらと、口くちの端はが持ち上がる。


「時間だ」


　囁き声の分ぶ厚あつい壁かべを縫ぬって、景のぼそっとした言葉が梓の耳に届いた。


　三人の動きが止まる。静せい寂じやくを作り出しているリーダーの男が愕がく然ぜんとした顔を見せた。


「わかんないもんだろ？　あの音がないと」


　フードの奥、レンズの奥で、景は得とく意いそうに目を細めた。


　言い終わると同時に、足下からかすかな振しん動どうが伝わってきた。だんだんと強く、近づいてくる。


　──電車！


　次の瞬間、音もなく、高架を始し発はつ電でん車しゃが通り抜けた。電車の近づく遮しや断だん機きの警けい告こく音おんを、三人組のリーダーは自分から消していたのだ。


　車輛から漏もれる光が、駐車場をまんべんなく照らした。三人を。梓を。そして景を。


　交こう錯さくする光と影。時間にしてわずか五秒足たらずだが、それは十じゆう分ぶんな瞬間だった。


　景の影が地面を奔はしった。


　影は狙ねらい澄すましてミニバンに突つき刺ささり、一撃でバンを炎えん上じようさせた。


　電車が通り過ぎる。しかしいまや勢いきおいよく空を焦こがす炎が闇やみ夜よを切り裂き、ボウリング場の壁かべにくっきりと景の影を浮かび上がらせていた。


　ウィンドブレーカーをまとった黒い影。


　そいつは景の形コントロールから抜け出した。


　攻こう撃げき衝しよう動どうに悶もだえる腕。無骨にせり出した肩。高らかに翻ひるがえる婆ば裟さ羅ら髪がみ。髑どく髏ろを模もした仮面。


　狂くるった鬼のような異い形ぎようの姿。


「さて──もちろん知ってるだろう、悪魔は悪魔を喰くらって自らの力ちからを増ます──」


　数錠のカプセルを取り出し、前ぜん方ぽうを見み据すえたまま景が言った。まるでわくわくしているみたいに。


　影は、その身を縛しばり付けるワイヤーのような拘こう束そく具ぐを、力任せに千切り取っていった。何かの期待に突つき動うごかされるように。


「もう一度聞く。『彼女』について話すか、このまま僕ぼくとやり合うか？」


　フードが後ろに滑すべり落おちた。眼鏡の奥の瞳ひとみが、赤の混じった金色に輝いていた。梓が二度目に見る顔だ。あのときから二度目。


　返答がないのを見て、景はニッと微笑ほほえんだ。


「では、晩餐トリツプだ」


　梓の腕の力が抜ぬけた。つかんでいた景の腕から、手が離れる。


　三人の悪あく魔まが一斉に襲おそいかかってきた。


　景の影が歓かん喜きの雄お叫たけびを上げた。


　三対一の戦いが始まった。


　しかし数で優ゆう位いに立つ三人の男たちが死に物狂いなのに対し、景はただ一人悠ゆう然ぜんと炎の明あかりを身に受けていた。


　猫がネズミをいたぶるように、薄ら笑いを浮かべたまま攻こう撃げきをあしらう。


　薄ら笑いはすぐに、はっきりとした嘲ちよう笑しようへ。嘲笑は耳をつんざく哄こう笑しようへと変わった。


　それは腹の底から楽しげな、無む邪じや気きですらある笑い声だった。





　　　　◆◆◆◆◆





　炎が消えたとき、三人は地じ面めんに倒れて動かなくなっていた。


　景が、哄笑の後遺症で腹ふく膜まくを震ふるわせながら立っている。その顔は夢ゆめ見み心ごこ地ちで、妖あやしい疲労感を漂ただよわせていた。


　ふと、梓の視線に気づくと、景の表情が消えた。黙だまってフードをおろす。


　梓は喉のどがからからに嗄かれ、声が出なかった。


　景が言う。


「これでまた、関係はなくなった」


「…………」


「一人で、帰るんだ」


　梓は真っ白になっていた。何も考えられない。何も判はん断だんできない。ただ景の言葉だけが、何度も何度も頭の中で繰くり返かえされていた。


　──『君の自由だ』


　景が背せを向むける。片足を引きずりながら、とぼとぼと歩き去る。


　──『どうする？』


　梓が景の手を取った。


　景が足を止めた。


「また……禁きん断だん症しよう状じようがくるんでしょ……」


　声はかさかさにひび割われていた。


　無理やりに唾つばを飲のみ込こむ。


　頭を空からっぽにすると、つないだ景の手の感かん触しよくだけが心を満みたした。


「あなた一人で……どうするっていうのよ」


　そう言って、景の手のひらを両手で包つつむ。


「独り残してなんか、もう二度と、いかないから、ね」


　震える声で言った。


　景は最後まで振り向かず、そして何も言わなかった。






　あとがきショートＩ







『Ｄクラッカーズ』シリーズ最初の短編集となります、『欠片』です。


　長編と比くらべて、いかがだったでしょうか？　あちらとはまた少し違う味わい──それでいて長編を読むのがもっと楽しくなるようならいいなと思うのですが。





　　　　●●●●●





　さて、富士見の短編集というのは、多くがドラゴンマガジンに連載された話をまとめた形を取っています。ですが、『Ｄクラ』の短編集は、この例れいに当あたりません。


　だって連載したことないからね（笑）。


　それなのにナゼ短編集なのかというと、筆ひつ者しやの趣しゆ味みと担当ＢＤＫ氏の思いつきが仲良く握あく手しゆしたからなのです。


「あとがきＩ」でもちらっと書いてますが、





　ＢＤＫ「短編集書かない？」


　あざの「あ、いいっスね」





　って感じで。（握手より安あん易い）


　この形式でありがたかったのは、各話のページ数を自由に設定できたこと。そのため、話の内容中心で書きたいことを書きたいだけ書くことが可能でしたし、『手紙』のようなショートショートもあれば、『炎踊』のような中編並みに長い話もできたのです。（もっとも、『炎踊』に関しては、書き下ろしではないのですが）


　内容も、シリアスなものから『Ｄクラ』では珍めずらしいコミカルなものまで様さま々ざま。サブタイトル通り、シリーズ本編の隙すき間まを埋うめたり、あるいはキャラクターたちの過か去こ、知られざる日常の一シーンを埋めるエピソードが揃そろっております。


　特に、本編では描えがき切きれない点をこういう形で描けるというのは、ありがたいことでした。筆者の場合、どうしても本編は、ギュッ、と内容を圧あつ縮しゆくして書いてしまうので、必要最低限のことしか書けないのですよね。でも、ちょっとした「遊あそび」の部分があった方が、物語にも厚みができると思うのです。


　ともあれ、読んで「面白かった！」と感じていただけたなら、と願っております。





　　　　●●●●●





　では次に、収録作の各かく話わ解かい説せつをしてみましょう。


　実は短編集のあとがきで各話解説するのって初めてです。





『手紙１─a day─』


　短編集のイントロダクションですね。


　いわゆるショートショートですが、考えてみると『Ｄクラ』にあるまじき、明るくほのぼの、健康的な出だしだと言えるのではないでしょうか？（笑）





『狩猟─hunt─』


　これは本編スタートよりだいぶ前のお話。本編でも会話の端はし々ばしに出てきますが、水原がまだセルネットの内部に侵しん入にゆうしていて、その細胞をやっていたころのお話になります。


　敵側視点でウィザードを描くという話は、一度書いてみたいと思っていました。キャラクターのドラマではなく、バトルの駆かけ引ひきを中心にしたのも、筆者の好このみから。本編ではいまいち影の薄い、セルネットの実働細胞アクト・セルですが、この話のおかげで実態がどんなものか描くこともできました。この話でしか登場しませんが、フィッシャーは悪オ魔ー持ナちーの一いち典てん型けいとしてお気に入りのキャラだったりします。





『炎踊─flame─』


　収録作の中で一番長いお話。本編から順じゆんに読んできて下さった方は、読後微び妙みような違い和わ感かんを感じられたのではないでしょうか？　特に主人公の大だい胆たんな行動に対して（笑）。


　実はこの話は、上下二話構成でドラゴンマガジンに掲載された作品なのです。それも、ミステリー文庫版の一巻が出たあとという初期の頃に。つまり、『Ｄクラ』のことを何も知らない人向けに用意した「お試ためし版ばん」的な話なのです。だから、まあ──ね？　サービスサービスというか過か剰じよう演えん出しゆつというか。（どんなだ）


　筆者としては、『Ｄクラ』という物語全体の雰ふん囲い気きみたいなものは伝わってくる気がするのですが、皆さんはいかがだったでしょう？


　かなり暗くらい話ですが。（まあでも、基本的に暗いテイストですからね）





『休日─holiday─』


　水原受じゆ難なんの話（笑）。そして、主人公組を支える、相あい棒ぼう組ぐみの話でもあります。


　この話なんかを読んでみると、『Ｄクラ』の中でもっとも荒こう唐とう無む稽けいなメンタリティの持ち主って、案あん外がい千ち絵えなのかもと思ってしまいます。いないよなあ、こんなやつ（笑）。


　ただ、彼女がいると話に明るさや真まっ直すぐな原げん動どう力りよくが加わるので、『Ｄクラ』には欠かかせないキャラクターです。梓あずさなんか悩なやんでばかりだし、彼女がいないと話がどんどん陰いん鬱うつになっていきますからねえ……


　一方で、水原のイイ人っぷりというか苦く労ろう人にん肌はだも遺い憾かんなく発はつ揮きされています。今回は千絵の参さん謀ぼう役やく（お守り役？）でしたが、景の方も十分問題児です。内ない省せい的てきだし、かと思えば突つっ走ぱしるし。水原がいないと、物語のバランスはあっという間に崩くずれるでしょう。彼もまた欠かせないキャラクターの一人なのです。


　ちなみに筆者も学生時代は、レースゲームとか好きでした。複数人で同時にプレイするときは、タイムや順じゆん位いより何回相手をクラッシュさせるかに熱ねつ中ちゆうしたもので、この話には当時の経けい験けんが反はん映えいされています。


　和かず彦ひこ君や龍りゆう太た郎ろう君とは、いまもときどき集まって飲んでいたり。（実はモデルあり。しかも実名。その上、事じ後ご承しよう諾だく。うん、ゴメンね）





『逃走─runaway─』


　景が水原と出会う前。まだまだ未熟なウィザードの、災さい難なんと成長が描かれています。


　まあ、大胆不敵な主人公も、最初から余よ裕ゆう綽しやく々しやくだったわけじゃないんだよ、というお話。素すで弱よわっちく、しかもビビリな主人公が、書いてて楽しかったです（黒）。この頃は、まだ幼よう少しよう期きの素す直なおさが残っているのも微笑ましいですね。


　最後に甲か斐いが顔出しするのもお約やく束そく。ちなみに、次の短編集では、ウィザードと甲斐の初はつ手て合あわせの話も収録されています。お楽しみに。


　そうそう。勇ゆう敢かんな名な無なしのノラには、冥めい福ふくをお祈いのりします。この短編集の中で、間違いなく一番格かつ好こういいキャラでした。





『序曲─prelude─』


　これも敵方──しかも敵の首しゆ魁かいの一編。『Ｉ』の事件前後を、陰かげの首しゆ謀ぼう者しや視し点てんで描いた話です。『Ｉ』の段階では梓視点だったこともあり、結局明らかにされなかった事情があったわけですが、それがここで描かれています。


　このバールというキャラクターは、当時としては挑ちよう戦せん的てきに造ぞう形けいした敵キャラだったりします。こういう「空くう虚きよな大人」ってタイプ、前々から登場させたかったのですよ。文体も意識して微妙に変えているのですが、ちょっと違う雰ふん囲い気きなんかは味わって頂けたでしょうか？


　筆者は敵側の事情を書くのが好きでして、この『Ｄクラ』も、バールを始め黒くろ幕まくとなる三人組は贔ひい屓きのキャラクターになっています。当時から、こいつらの昔の話も書いてみたいなと思っていて、結果、三人が出会うきっかけとなった事件を書きました。その話も次の短編集に収録されますので、楽しみにしていて下さい。





『台風─storm─』


　お約束というかなんというか（笑）。


　書き下ろしで短編集を書くことが決まったとき、真っ先に決定したネタが、こちらの一本になります。『II』のラストで明かされた、景と梓の幼少期の、シリアスな事情。その実態は──というのがテーマ。（テーマ!?）


　いやもう酷ひどいもんですね。景が不ふ憫びんでなりません。それとも、このころの梓が、いわゆる「ツンデレ」になるのでしょうか？　景の意見も聞いてみたいところです。


　とはいえ、不憫な状況を書いてて、これぐらいしっくりくる例も珍めずらしいのは事実でして。まあ、仕し方かたないのかなあ（不憫）。


　ただ、この二人の関係は、筆者的には大変気に入っています。そこは、なんといっても物語の根こん幹かんを成なす要よう素そですもんね。書いてて楽しいのも事じ実じつ。景にしても、わりかし幸せだったんじゃないでしょうか。きっと。たぶん。





『手紙２─a day─』


　最初の『手紙１』と対になる、短編集の締しめの一本。『[image: ]』に登場した『恋こい文ぶみ』の伝でん言ごんへと繫つながっていくシーンです。


　七年経たったあとも、景と梓二人の関係性が、『台風』の延長上にあるんだというのが、よくわかります。


　幸せ……なんだよね。きっと。たぶん（笑）。





『Ｄクラッカーズ』


　ミステリー文庫版では『ショート２』に収録されていました。章しよう扉とびらにある通り、第一回龍皇杯参加作の、初代『Ｄクラッカーズ』です。


　詳くわしい説明は『あとがきＩ』に書いていますが、一番最初に発表された『Ｄクラッカーズ』がこれ。いわば、本編のパイロット版ですね。筆者が発表した最初の作品、デビュー作に当たります。


　まあ、デビュー作だけに技ぎ量りようより熱ねつ量りようが過か多たといいますか、いま読み返すと赤せき面めんものの内容になっています。当然、作品の雰囲気や登場人物の造形も、本編とは異ことなります。ただ、主人公二人の関係性を始め、物語の根ねっこにある何かは同じものでして。すべてはここから始まったのです。


「ケレンとハッタリ」というシリーズの二大コンセプトも、きちんと受け継つがれていますしね！（常に意識して書いてます）





『逸脱─deviate─』


　龍王杯参加作の続編に当たります。内容も、モロ続きになっています。


　にしても、いま読むと超ちよう暗くらいよね？（笑）　三話目を書く当てなんかないくせに、思い切りぶった切った感じで終わらせていますし。なんというか、読者のことなど一顧だにしない、当時の筆者のオレ様っぷりが眩しいです。（羨うらやましがってる!?）


　ちなみに、気付かれた方も大勢いらっしゃると思いますが、この話の中に出てくる「梓が、消しよう耗もうした景の世話をする」というシチュエーションは、本編『Ｉ』にもでてきます。ただ、面白いことに梓の心理描写が少し異ことなっているのです。


　この短編内では、梓は景の中ちゆう毒どく症しように対し、動どう揺ようしつつも「二人だけの関係が保たもたれるのなら……」という態度でラストシーンを迎むかえます。ある意味、破は滅めつ街かい道どうまっしぐら。一緒に転がり落ちて行きたい、という感情が前面に出ているのです。


　対して、本編では、世話を焼けることに以前の懐なつかしみを覚おぼえつつ、景の病状に対しては否定的態度を最後まで改めません。これは特に意い図としたわけではなく、自然とこういう流れになりました。


　何な故ぜだろうと自問したのですが、どうやらこれは千絵の存在が大きかったようです。彼女の存在があったからこそ、景との親密な関係に惹ひかれながらも、排はい他た的てき、閉へい鎖さ的な人間関係に陥おちいらずに済んだといいますか──


　パイロット版と本編の『Ｄクラッカーズ』最大の違いは、ひょっとすると千絵だったのかもしれませんね。すごいぜ、美少女探偵。





　以上、『ショートＩ』の各話解説でした。


　初はつ挑ちよう戦せんでしたが、いかがだったでしょう？　それぞれの話を読む楽しみが、ちょっとでも増えたなら幸いです。





　　　　●●●●●





　シリーズの短編集というのは書く側にしてみれば自由度が高く、筆者などは結構楽しんで書かせてもらっています。特に本作は書き下ろしが大たい半はんを占しめているため、実に気ままに、ウキウキしながら書きました。


　何しろ、初めての短編集でもありましたしね。


（いや、もちろん、ヒーハー呻うめきながら書いてたという面めんもありますけど！）





　ともあれ、この短編集で作品世界に幅はばができたのは間違いありません。


　これら過去や日常を背景に、物語は進んでいきます。以後の展開もお見逃しなく！







（続く）




※本書は富士見ミステリー文庫『Ｄクラッカーズ・ショート』に、『ショート２』収録の龍皇杯参加作品『Ｄクラッカーズ』と月刊ドラゴンマガジン２０００年３月号増刊ファンタジアバトルロイヤル掲載の『逸脱』を加えたものです。
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